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○ 文書中の下線部は変更点を示す。

○ 耐震建物 01 は 2023 年 11 月 7 日に「R17」を提出していたが，今回の対応において資料構

成を「R16」に合わせ見直しを行ったことから，「R16」時の内容からの変更部分を下線で

示している。

○ 主な変更点として，添付 1-3，別紙 1-3,1-4,2-1,2-2 の機電設備に係る資料について加

筆，修正を行っている。
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1. 概要

本資料は，再処理施設の第１回設工認可申請(令和２年 12 月 24 日申請）及び第２回

設工認申請(令和４年 12 月 26 日申請），ＭＯＸ燃料加工施設の第１回設工認可申請(令

和２年 12 月 24 日申請）及び第２回設工認申請(令和５年２月 28 日申請），廃棄物管理

施設の第１回設工認可申請(令和４年 12 月 26 日申請）のうち，以下の添付書類に示す

耐震設計を補足説明するものである。本資料では，再処理施設，ＭＯＸ燃料加工施設、

廃棄物管理施設を纏めて「当社施設」と示す。 

・再処理施設 添付書類「Ⅳ 耐震性に関する説明書」

・廃棄物管理施設 添付書類「Ⅱ 耐震性に関する説明書」

・ＭＯＸ燃料加工施設 添付書類「Ⅲ 耐震性に関する説明書」

本資料では，「共通 12 申請対象設備に係る具体的な設備等の設計について」（以下

「共通 12」という。）の「資料１ 申請対象設備リスト（設計説明分類の整理結果）」

（以下「設備リスト」という。）で示す申請施設を対象に，耐震重要度分類等に基づく

評価対象施設並びに評価項目・部位を網羅的に抽出した上で，これらの施設に対して既

設工認との評価手法の相違点を整理する。 

これらの抽出・整理にあたっては，共通 12 で分類・整理される地震による損傷の防

止及びそれ以外の条文に関する既設工認からの新設・改造の内容についても考慮する。 

また，建物・構築物及び機器・配管系のそれぞれに係る耐震計算のプロセスに基づき，

当社施設の今回設工認おける主要な説明項目を示す。 

上記を踏まえた本資料における説明内容及び構成を，他補足説明資料における説明内

容との関係性とあわせて第 1－1図に示す。 

なお，基準地震動を 1.2 倍した地震力を考慮した評価における評価対象施設，評価項

目・部位の考え方については，当該評価に係る基本方針類，耐震計算結果及びその補足

説明資料に示すことから，本資料の記載対象とはしない。 

本資料においては，新規制基準施行後に認可された発電用原子炉施設の工認・設工認

を「新規制基準対応設工認」と記載する。 

今後申請を行う第３回以降のＭＯＸ燃料加工施設の設工認申請設備についても，本資

料に基づいた整理を実施する。 
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第 1-1図 本資料における説明内容及び構成 
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【評価対象施設及び評価項目・部位の網羅性確認手順の説明】 

① 評価対象施設の選定

 設備リストに示す申請対象設備に対し，「重要度分類及び重大事故等対処施設の

設備分類の基本方針」及び「波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の

耐震評価方針」に基づき，設計基準対象施設についてはＳクラス施設，Ｓクラス

施設の間接支持構造物及びＳクラス施設への波及的影響を考慮すべき設備を抽出

し，重大事故等対処施設については常設耐震重要重大事故等対処設備，常設耐震

重要重大事故等対処設備の間接支持構造物及び常設耐震重要重大事故等対処設備

への波及的影響を考慮すべき設備を，評価対象施設として抽出する。

 また，地震に対する損傷に係る条文において耐震設計の前提条件となっている

施設，地震に対する損傷に係る条文以外の技術基準条文に基づく既設施設の設計

要求の変更並びに施設新設に伴い，今回設工認において耐震設計の対象となる施

設についても，評価対象施設として抽出する。 

② 評価部位の選定及び評価の実施

 評価対象施設のうち，Ｓクラス施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備につい

て，建物・構築物に係る評価部位及び評価内容，機器・配管系に係る評価部位及

び応力分類を整理する。また，建物・構築物，機器・配管系それぞれに対して，

既設工認と評価手法の違いを整理する。

 評価対象施設のうち，Ｓクラス施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備に関連

する間接支持構造物，Ｓクラス施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備への波

及的影響を考慮すべき設備，地震に対する損傷に係る条文において耐震設計の前

提条件となっている施設並びに地震に対する損傷に係る条文以外の技術基準条文

に基づき耐震設計を行う施設については，基準地震動Ｓｓによる評価を実施する。

 なお，上記に該当しないＢ，Ｃクラス施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備

以外の常設重大事故等対処設備(Ｓクラス施設又は常設耐震重要重大事故等対処

設備への波及的影響を考慮すべき設備を除く。)については，今回設工認におい

て評価の方針を示す。

評価対象施設及び評価項目・部位の網羅性確認手順を第 1-2図に示す。 
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注記 ※１：重大事故等対処施設については，上図の「耐震Ｓクラス施設」を「常設耐震重要重大事故等対処設備」に，「耐震Ｂ，Ｃクラス施設」を「常設耐震重要重大事故等対処設備以外の常設

重大事故等対処設備」に読み替える。 

※２：地震に対する損傷に係る条文において耐震設計の前提条件となっている施設並びに地震に対する損傷に係る条文以外の技術基準条文に関連する施設についても抽出し評価を行う。

第 1-2図 評価対象施設及び評価項目・部位の網羅性の確認手順 

(「重要度分類及び重大事故等対処施設の設備分類の基本方針」に基づく評価対象施設) 
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1.1 今回設工認における評価対象施設の網羅性について 

今回設工認における評価対象施設は，以下の考え方で抽出することで，耐震評価が

必要な施設を網羅する。 

今回設工認における申請施設のうち，Ｓクラス施設，常設耐震重要重大事故等対処

設備，間接支持構造物及び波及的影響を考慮すべき設備について，「重要度分類及び

重大事故等対処施設の設備分類の基本方針」に基づき評価対象施設を抽出する。 

ここで，波及的影響を検討すべき設備については，「波及的影響に係る基本方針」

において選定した下位クラス施設を抽出する。 

また，共通 12 に基づき，地震に対する損傷に係る条文において耐震設計の前提条

件となっている施設並びに地震に対する損傷に係る条文以外の技術基準条文に関連す

る施設についても，耐震設計の対象として抽出する。以下に，これに該当する施設を

示す。 

（地震に対する損傷に係る条文において耐震設計の前提条件となっている施設） 

・建物周辺の地下水位を維持するために設置している地下水排水設備

（地震に対する損傷に係る条文以外の技術基準条文に基づき耐震設計の対象としてい

る施設） 

・Ｂクラスに分類される設備のうち，「核燃料物質の臨界防止」※１にて地震に対する

機能維持を要求する設備

・Ｃクラスに分類される設備のうち，「火災等による損傷の防止」※２と「再処理施設

内における溢水による損傷の防止」※３にて地震に対する機能維持を要求する設備

※１：ＭＯＸ燃料加工施設の第４条

※２：再処理施設の第 11条及び第 35条，ＭＯＸ燃料加工施設の第 11条及び第 29条

※３：再処理施設の第 12条

7



1.2 評価対象部位の網羅性及び評価内容 

1.2.1 Ｓクラス施設の評価 

1.2.1.1 基準地震動Ｓｓによる評価 

基準地震動Ｓｓによる評価は，耐震重要度分類におけるＳクラス施設に対

して実施する。なお，「1.1 今回設工認における評価対象施設の網羅性につ

いて」において整理した，地震に対する損傷に係る条文において耐震設計の

前提条件となっている施設並びに地震に対する損傷に係る条文以外の技術基

準条文に関連する施設についても，耐震評価の方法はＳクラス施設の基準地

震動Ｓｓによる評価と同様であることから，本章以降の記載における建物・

構築物及び機器・配管系の基準地震動Ｓｓによる評価に関する説明に含まれ

る。 

a. 建物・構築物

建物・構築物については，先行発電プラントである東海第二発電所及び

柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の新規制基準対応設工認を参照して選定した

評価部位に対し，既設工認及び先行発電プラントで実績のある評価手法に

基づいて評価を実施する。評価結果については，評価部位ごとに最も厳し

い部位を選定し，記載する。 

b. 機器・配管系

機器・配管系の評価については，準拠規格に基づく定型式及び計算機プ

ログラムによる評価を実施し，そのうち配管系の標準支持間隔法は各建屋

の配管系の仕様(口径，板厚)ごとに支持間隔を算出し，その際に用いる床

応答曲線は各建屋の複数階層包絡又は階層ごとのものを適用している。 

評価部位については，JEAG4601-1987 に基づき設備ごとに設定した既設

工認における評価部位に対し，先行発電プラントである東海第二発電所及

び柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の新規制基準対応設工認を参照して選定す

る。 

評価結果については，機器・配管系は設備ごとに最も厳しい部位や設備

の代表的な部位を記載し，そのうち配管系の標準支持間隔については各建

屋の配管系の仕様ごと及び複数階層包絡又は階層ごとに記載する。  

評価対象施設の評価部位，評価項目が網羅されていることの確認は以下

のとおり行う。 
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(1) 評価対象施設の評価部位及び評価項目の網羅性について

a. 建物・構築物

今回設工認においては，評価対象施設ごとの評価部位及び評価方法につ

いて，既設工認と先行発電プラントである東海第二発電所及び柏崎刈羽原

子力発電所 7号機の新規制基準対応設工認との比較を行う。 

建物・構築物の評価部位は，既設工認に基づき選定するとともに，東海

第二発電所及び柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の新規制基準対応設工認にお

ける建物・構築物の評価部位について参照した上で選定し，評価を行う。 

評価対象施設の評価部位及び評価方法の整理結果の概要を以下に示すと

ともに，評価部位ごとの詳細を別紙－１－１及び別紙－１－２に示す。 

建物の躯体のうち，Ｓクラスの機能を有する部位(以下「Ｓクラスの部

位」という。)を構成する壁については建屋の一部であることから，構造

物全体としての変形能力を層レベルで評価し，鉄筋コンクリート造耐震壁

の最大せん断ひずみ度が許容限界を超えないことを確認する。 

建物の躯体のうち，Ｓクラスの部位を構成する床・天井スラブ及びプー

ルについては，地震力と地震力以外の荷重を組み合わせ，その結果発生す

る応力(又はひずみ)が許容限界を超えないことを確認する。 

排気筒の構造部材のうちＳクラスの部位については，地震力と地震力以

外の荷重を組み合わせ，その結果発生する応力が許容限界を超えないこと

を確認する。 

また，建物・構築物の基礎地盤の支持性能について，基準地震動Ｓｓに

よる接地圧が地盤の極限支持力度に対して妥当な安全余裕を有することを

確認する。 

屋外重要土木構造物の構造部材については，曲げは最大層間変形角又は

応答曲率，せん断は発生せん断力が許容限界を超えないことを確認する。 
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b. 機器・配管系

今回設工認における各設備の評価部位について，補足説明資料「耐震建

物 30 耐震設計における安全機能の整理について」における「安全機能」

から当該安全機能を維持するために必要な評価部位を選定する。また，耐

震設計上の観点から地震荷重が作用する支持構造物等，耐震設計において

健全性の確保が必要な部位を評価部位として選定する。これら耐震評価に

おける評価対象部位の選定方針を以下に示す。

＜評価対象部位選定方針＞ 

評価対象部位の選定に当たっては，安全機能の観点から本文仕様表記載

部位及び耐震設計上の観点から当該設備の支持構造物等を評価部位として

抽出し，評価対象部位として選定する(第 1.2.1.1-1図参照)。 

別紙－３
記載範囲

安全機能要求から耐震設計方針及び
機能維持の確認事項を抽出

① 本文仕様表記載項目の抽出

選定した評価部位に対し，規格・基準で
要求されている評価項目（応力分類）を

選定

① 本文仕様表記載項目は，申請対
象設備が発揮すべき機能・性能に
関する設備が具備，実現するため
の要件を記載していることから，
本項目に記載している部材を対象
とする。

② 補助的な役割を担う部材，支持構造
物等を抽出

③ 耐震評価における評価部位を選定

安全機能の観点

耐震設計上の観点

別紙－４
記載範囲

② 当該設備の安全機能に間接的に
関連し，当該設備の補助的な役割
を担う部材，設備を構成する部材
に対して，荷重の作用及び過重負
担の方向から当該設備の荷重を受
け持つ支持構造物等を対象とする。

③ 上記①，②により抽出した部材
を対象として評価部位を選定する。

第 1.2.1.1-1図 機器・配管系の評価対象部位選定方針 

選定した評価部位に対する評価項目（応力分類）は，JEAG4601・補-

1987 等で要求されている評価項目（応力分類）とし，評価を省略する場合

は，省略理由を示す。 

なお，選定した評価部位については，参考として先行発電プラントの類

似設備における評価部位及び既設工認の評価部位との確認を行う。評価対

象施設の評価部位，評価項目(応力分類)の選定結果を別紙－１－３，別紙

－１－４に示す。 
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1.2.1.2 弾性設計用地震動Ｓｄによる評価 

(1) 建物・構築物

今回設工認においては，評価対象施設ごとの評価部位及び評価方法につい

て，既設工認と先行発電プラントである東海第二発電所及び柏崎刈羽原子力

発電所 7号機の新規制基準対応設工認との比較を行う。 

建物・構築物の評価部位は，既設工認に基づき選定するとともに，東海第

二発電所及び柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の新規制基準対応設工認における

建物・構築物の評価部位について参照した上で選定し，評価を行う。 

建物・構築物のＳクラスの部位については，弾性設計用地震動Ｓｄによる

地震力又は静的地震力のいずれか大きい方と地震力以外の荷重を組み合わせ，

その結果発生する応力が許容限界を超えないことを確認する。 

また，ＭＯＸ燃料加工施設の事業変更許可申請書の添付書類五に示された

燃料加工建屋固有の評価として，燃料加工建屋については，弾性設計用地震

動Ｓｄによる地震力又は静的地震力のいずれか大きい方の地震力に対して建

屋全体として概ね弾性範囲に留まることを確認する。ここで，建屋全体とし

ては，地震力は主に耐震壁で負担する構造となっており，柱，梁，間仕切壁

等が耐震壁の変形に追従することと，全体に剛性の高い構造となっており複

数の耐震壁間の相対変位が小さく床スラブの変位が抑えられるため，各層の

耐震壁の最大せん断ひずみ度が概ね弾性範囲に留まっていれば，建物・構築

物全体として概ね弾性範囲に留まっていると考えられることから，本確認に

おける評価対象部位は，燃料加工建屋の上部構造に対する層レベルの評価と

し，弾性設計用地震動Ｓｄに対して各階の耐震壁のせん断ひずみ度が概ね弾

性範囲内に留まることを確認する。ここで，基準地震動Ｓｓに対する評価に

おいて建屋の上部構造全体を支持する部位として，基礎スラブ並びに基礎地

盤が挙げられるが，基準地震動Ｓｓに対する評価において，基礎地盤につい

ては基準地震動Ｓｓに対して建屋を十分に支持することが可能であることを

確認すること，基礎スラブについては詳細な部材評価により支持機能を確認

することとしている。基準地震動Ｓｓに対する確認を実施することにより，

より小さい地震動である弾性設計用地震動Ｓｄに対しても建屋全体を支持す

ることの確認は可能であることから，基礎スラブ及び基礎地盤に対する弾性

設計用地震動Ｓｄに対する確認は，基準地震動Ｓｓによる評価で代表する。 

屋外重要土木構造物については，弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力又は

静的地震力のいずれか大きい方と地震力以外の荷重を組み合わせ，その結果

発生する応力度及び接地圧が許容限界を超えないことを確認する。 

(2) 機器・配管系

機器・配管系の評価対象設備が弾性設計用地震動Ｓｄに対して概ね弾性状

態にあることを確認するために，弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力又は静

的地震力のいずれか大きい方の地震力と，地震力以外の荷重を組み合わせ，

その結果発生する応力が許容限界を超えないことを確認する。 
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1.2.1.3 静的地震力による評価 

(1) 建物・構築物

建物・構築物のＳクラスの部位については，弾性設計用地震動Ｓｄによる

地震力又は静的地震力のいずれか大きい方と地震力以外の荷重を組み合わせ，

その結果発生する応力が許容限界を超えないことを確認する。 

屋外重要土木構造物については，弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力又は

静的地震力のいずれか大きい方と地震力以外の荷重を組み合わせ，その結果

発生する応力度及び接地圧が許容限界を超えないことを確認する。 

(2) 機器・配管系

既設の設備については，既設工認時より「実用発電用原子炉及びその附属

施設の技術基準に関する規則」(原子力規制委員会)で求められている現在の

建築基準法に基づく静的震度(Ci)に対する評価を実施している。 

今回設工認において，弾性設計用地震動Ｓｄによる耐震評価については，

弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力と静的地震力(3.6Ci)のいずれか大きい

方の地震力を用いて評価を行う。 

1.2.2 Ｂクラス施設の評価 

Ｂクラス施設及び直接支持構造物については，基本方針の計算方針に基づいた

計算を行い,要求される設計用地震力，荷重の組合せ，許容限界等は基本方針の

耐震支持方針に基づき評価を行う方針とする。なお，共振のおそれのある設備に

ついては弾性設計用地震動Ｓｄに 2 分の 1 を乗じたものを用いて，水平及び鉛直

方向について評価する方針とする。 

1.2.3 Ｃクラス施設の評価 

Ｃクラス施設及び直接支持構造物については，要求される設計用地震力，荷重

の組合せと許容限界等は基本方針の耐震支持方針に基づき評価を行う方針とする。 

1.2.4 Ｓクラス施設の間接支持構造物の評価 

Ｓクラス施設の間接支持構造物である建物・構築物については，基準地震動Ｓ

ｓによる評価を実施する。併せて，今回設工認について，既設工認と先行発電プ

ラントである東海第二発電所及び柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の新規制基準対応

設工認との比較を行う。 

Ｓクラス施設の間接支持構造物のうち建屋については，耐震壁の評価として，

構造物全体としての変形能力を層レベルで評価し，耐震壁の最大せん断ひずみ度

が許容限界を超えないことを確認する。また，建屋の基礎及び屋外機械基礎の評

価として，地震力と地震力以外の荷重を組み合わせ，その結果発生する応力が許

容限界を超えないこと及び接地圧が許容限界以下であることを確認する。また，

建物・構築物の保有水平耐力が必要保有水平耐力に対して妥当な安全余裕を有す

ることを確認する。 

排気筒の構造部材である鉄骨造及び鉄筋コンクリート造の部位については，地
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震力と地震力以外の荷重を組み合わせ，その結果発生する応力(又はひずみ)及び

接地圧が許容限界を超えないことを確認する。 

屋外重要土木構造物の構造部材については，曲げは最大層間変形角又は応答曲

率，せん断は発生せん断力が許容限界を超えないことを確認する。また，基礎地

盤の支持性能評価について，基準地震動Ｓｓによる接地圧が地盤の極限支持力度

に対して妥当な安全余裕を有することを確認する。 

1.2.5 Ｂクラス施設の間接支持構造物の評価 

Ｂクラス施設の間接支持構造物について，要求される設計用地震力，荷重の組

合せと許容限界等を考慮し，評価する方針とする。 

1.2.6 Ｃクラス施設の間接支持構造物の評価 

Ｃクラス施設の間接支持構造物については，要求される設計用地震力，荷重の

組み合わせと許容限界等を考慮し，評価する方針とする。 

1.2.7 波及的影響を考慮すべき設備の評価 

Ｓクラス施設への波及的影響を考慮すべき設備については，補足説明資料「耐

震機電 03 下位クラス施設の波及的影響の検討について(建物・構築物，機器・

配管系)」に基づき選定した下位クラス施設について，検討すべき地震動(基準地

震動Ｓｓ)を用いて評価を実施する。 

波及的影響を考慮すべき設備については，「波及的影響に係る基本方針」の「3. 

波及的影響を考慮した施設の設計方針」に基づく評価を行い，Ｓクラス施設の安

全機能を損なわないことを確認する。 
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1.2.8 重大事故等対処施設の評価 

常設耐震重要重大事故等対処設備及び常設耐震重要重大事故等対処設備が設置

される重大事故等対処施設は，基準地震動による地震力に対して重大事故等に対

処するために必要な機能が損なわれるおそれがないように設計する。 

Ｓクラス施設の機能を代替する常設耐震重要重大事故等対処設備については，

「1.2.1.1 基準地震動Ｓｓによる評価」，「1.2.4 Ｓクラス施設の間接支持構造

物の評価」及び「1.2.7 波及的影響を考慮すべき設備の評価」における「Ｓク

ラス施設」を「常設耐震重要重大事故等対処設備」に読み替えて評価を行う。

常設耐震重要重大事故等対処設備以外の常設重大事故等対処設備及び常設耐震

重要重大事故等対処設備以外の常設重大事故等対処設備が設置される重大事故等

対処施設は，代替する安全機能を有する施設が属する耐震重要度に適用される地

震力に十分耐えることができるように設計する。 

Ｂ，Ｃクラス施設の機能を代替する常設耐震重要重大事故等対処設備以外の常

設重大事故等対処設備については，「1.2 設計基準対象施設の評価」における

「Ｂクラス施設」を「Ｂクラス施設の機能を代替する常設耐震重要重大事故等対

処設備以外の常設重大事故等対処設備」に，「Ｃクラス施設」を「Ｃクラス施設

の機能を代替する常設耐震重要重大事故等対処設備以外の常設重大事故等対処設

備」に読み替えて評価を行う。 
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2. 既設工認からの相違点の整理について

2.1 今回設工認における既設工認からの相違点の整理方針 

既設工認との手法の相違点の整理にあたり，評価対象施設に対する変更点の確認を

行う。 

(1) 施設の改造または変更に伴う諸元等の変更

共通 12 における「B-1：設計条件が変更になったもの」及び「B-2：設計

条件が追加になったもの」において，地震による損傷の防止及びそれ以外の

条文のいずれにおいても，改造又は変更を行っている施設や施設周辺の改良

地盤を見込んで耐震評価を行っている施設がある。これらの改造に伴う耐震

設計上の諸元等の変更点の詳細については，以下の補足説明資料にて説明す

る。 

・耐震建物 31「土木構造物の既設工認からの変更点について」

・耐震建物 38「建物・構築物の地震応答解析及び応力解析における既設工認

と今回設工認の解析モデル及び手法の比較について」

・耐震建物 39「排気筒及び換気筒の耐震評価についての補足説明資料」

・耐震機電 13「既設工認からの変更点について」
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(2) 評価手法等の変更点

建物・構築物及び機器・配管系のそれぞれにおいて，今回設工認において

耐震評価における手法等を変更している施設があることから，以下に，その

整理の方針を示す。 

評価手法等に係る変更点として，まず，各評価部位の解析手法，解析モデ

ル，減衰定数及びその他(評価条件の変更等)について既設工認と今回設工認

で比較する。 

次に解析手法，解析モデル，減衰定数及びその他(評価条件の変更等)が既

設工認と今回設工認で異なる場合(既設工認の記載がない場合を含む)には，

先行発電プラントである東海第二発電所及び柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の

新規制基準対応設工認を参照し，左記 2 プラントにて適用例がない場合はそ

の他プラントにおける同じ手法の適用例の有無を整理する。 

加えて，同じ手法の適用例があると整理したものについては，準拠規格に

基づき，プラントの仕様等によらず適用性が確認された手法は“プラント共

通の適用例”，プラント個別に適用性が確認された手法は“プラント個別の

適用例”として整理する。 

上記の整理結果を，建物・構築物及び機器・配管系のそれぞれについて，

「2.2 評価対象施設における評価手法の相違点」に示す。 
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2.2 評価対象施設における評価手法の相違点 

2.2.1 建物・構築物（屋外重要土木構造物以外） 

既設工認との相違点のうち，主な相違点を以下に示す。個別の施設に対する内

容については別紙－５に示し，各建物・構築物の変更点の具体的な内容について，

補足説明資料「耐震建物 38 建物・構築物の地震応答解析及び応力解析における

既設工認と今回設工認の解析モデル及び手法の比較について」にて示す。 

今回設工認における各解析での共通事項として，材料物性については，「鉄筋

コンクリート構造計算規準・同解説(1999 年日本建築学会)」(以下「RC 規準」と

いう。)が既設工認時点から改訂されていることを踏まえ，コンクリート及び鉄

筋のヤング係数並びにコンクリートのポアソン比を RC 規準に基づく値に再設定

する。 

2.2.1.1 地震応答計算書における解析手法 

地震応答計算書における解析手法について，今回設工認における建物・構

築物のうち燃料加工建屋は，耐震設計審査指針改定後に認可を受けた建物で

あることから，既設工認において考慮している地震動がそれ以外の建物と異

なるため，以下において，燃料加工建屋とそれ以外の建物・構築物に分けて

整理を行った。 

a. 燃料加工建屋

(a) 入力地震動

地震応答解析モデルへの地震動入力について，水平方向及び鉛直方向

共に，既設工認では一次元波動論に基づき当時の基準地震動Ｓｓ及び弾

性設計用地震動Ｓｄに対する地盤の応答として評価したものを考慮して

おり，今回設工認では一次元波動論に基づき，事業変更許可申請書にお

ける基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用地震動Ｓｄに対する地盤の応答とし

て評価したものを用いる。 

また，「(b)解析モデル」に示すとおり，既設工認では建屋－地盤間相

互作用については基礎底面地盤との相互作用のみ考慮しており，今回設

工認では基礎底面地盤に加えて建屋側面地盤との相互作用を考慮してい

ることから，地盤の応答の評価に当たっては基礎底面地盤に加えて建屋

側面地盤を考慮している。 

(b) 解析モデル

地震応答解析に用いる解析モデルについて，既設工認では多質点系で

モデル化しており，その考え方は今回設工認と同様であるが，既設工認

時点からの階高の変更に伴う質点レベルの変更及び建屋の増床に伴う重

量増加及び剛性の変更をモデルに反映している。 

建屋－地盤間相互作用について，既設工認では基礎底面地盤ばねのみ

考慮しており，建屋側面地盤ばねは考慮していないが，今回設工認では

Novakの方法により水平ばねを考慮する。 
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地盤の非線形特性について，既設工認では建屋側面地盤を考慮してい

ないが，今回設工認では建屋側面地盤である六ヶ所層及び造成盛土のひ

ずみ依存特性を考慮する。 

ｂ．ａ．に示した建物以外の建物・構築物（屋外重要土木構造物以外） 

(a) 入力地震動

地震応答解析モデルへの地震動入力について，水平方向については，

既設工認では一次元波動論に基づき基準地震動Ｓ１及びＳ２に対する地盤

の応答として評価したものを考慮しており，今回設工認では，基準地震

動の変更に伴い，一次元波動論に基づき基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用

地震動Ｓｄに対する地盤の応答として評価したものを用いる。 

鉛直方向については，既設工認では「発電用原子炉施設に関する耐震

設計審査指針(昭和 56 年 7 月 原子力安全委員会決定)」に基づき静的地

震力を考慮しており，動的地震力に対する評価は行っていないが，今回

設工認では一次元波動論に基づき基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用地震動

Ｓｄに対する地盤の応答として評価したものを用いる。 

(b) 解析モデル

地震応答解析に用いる解析モデルについて，既設工認では 1 軸又は多

軸多質点系でモデル化している。なお，一部の冷却塔においては，既設

工認時点からモデルの精緻化を行い，多軸多質点系でモデル化している。 

また，応答の精緻化を行うために，建屋－地盤間相互作用について，

以下の変更を行っている。 

既設工認では基礎底面地盤ばねのみ考慮しており，建屋側面地盤ばね

は考慮していないが，今回設工認では Novak の方法，境界要素法及び有

限要素法のいずれかの手法により水平ばねを考慮している。 

また，基礎底面地盤の回転ばねの非線形特性について，既設工認では

考慮していないが，今回設工認では，応答を精緻化するために，

JEAG4601-1991 追補版に基づいて設定している。 

2.2.1.2 耐震計算書における解析手法 

耐震計算書における解析手法について，今回設工認における建物・構築物

のうち燃料加工建屋は，重要区域の耐震重要度分類を既設工認から変更して

いることから，以下において，燃料加工建屋とそれ以外の建物・構築物に分

けて整理を行った。 

a. 燃料加工建屋

(a) 重要区域の壁及び天井・床スラブ(Ｓクラスの部位)

燃料加工建屋において，既設工認では重要区域については局所評価の

対象としていなかったが，今回設工認において重要区域の耐震重要度分

類をＳクラスに変更したことを踏まえ，重要区域の壁及び天井・床スラ
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ブについて，弾性設計用地震動Ｓｄ及び静的地震力(Ｓクラス)による発

生応力が短期許容応力度を超えないこと，及び基準地震動Ｓｓによる壁

の最大せん断ひずみ度及び天井・床スラブの発生応力が許容値を超えな

いことを確認する。 

(b) 耐震壁(間接支持構造物)

今回設工認では，既設工認と同様の手法により，基準地震動Ｓｓによ

る最大せん断ひずみ度が許容値を超えないことを確認する。 

(c) 基礎スラブ(間接支持構造物)

今回設工認では，既設工認と同様の手法により，基準地震動Ｓｓによ

る発生応力が許容値を超えないことを確認する。 

ｂ．ａ．に示した建物以外の建物・構築物（屋外重要土木構造物以外） 

(a) セル等の壁及び床(Ｓクラスの部位)

既設工認では，基準地震動Ｓ1及び静的地震力による壁及び床の発生応

力が許容値を超えないことを確認した。 

今回設工認では，地震動が変更になったことを踏まえ，弾性設計用地

震動Ｓｄ及び静的地震力(Ｓクラス)による壁及び床の発生応力が短期許

容応力度を超えないこと，及び基準地震動Ｓｓによる壁の最大せん断ひ

ずみ度及び床の発生応力が許容値を超えないことを確認する。 

今回設工認にて用いた解析手法は，既設工認又は先行発電プラントに

おいて適用実績がある手法である。 

(b) 緊急時対策所建屋の遮蔽設備の壁及び床，緊急時対策所の壁及び床

今回設工認にて新規に追加となった耐震重要重大事故等対処施設に係

る評価対象部位である。基準地震動Ｓｓによる壁の最大せん断ひずみ度

及び床の発生応力が許容値を超えないことを確認する。 

今回設工認にて用いた解析手法は，先行発電プラントにおいて適用実

績がある手法である。 

(c) 貯蔵区域の壁及び天井(Ｓクラスの部位)

既設工認では，基準地震動Ｓ1及び静的地震力による壁及び天井の発生

応力が許容値を超えないことを確認した。 

今回設工認では，地震動が変更になったことを踏まえ，弾性設計用地

震動Ｓｄ及び静的地震力(Ｓクラス)による壁及び天井の発生応力が短期

許容応力度を超えないこと，及び基準地震動Ｓｓによる壁の最大せん断

ひずみ度及び天井の発生応力が許容値を超えないことを確認する。 

今回設工認にて用いた解析手法は，既設工認又は先行発電プラントに

おいて適用実績がある手法である。 
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(d) プールの壁及び床（Ｓクラスの部位）

既設工認では基準地震動Ｓ1及び静的地震力による壁及び床の発生応力

が許容値を超えないことを確認した。また，使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋のプールについてはＡｓクラスであったことから，基準地震動Ｓ２に

よる壁及び床の発生応力が許容値を超えないことについても確認した。 

今回設工認では，地震動が変更になったことを踏まえ，弾性設計用地

震動Ｓｄ及び静的地震力(Ｓクラス)による壁及び床の発生応力が短期許

容応力度を超えないこと，及び基準地震動Ｓｓによる壁及び床の発生応

力（又はひずみ）が許容値を超えないことを確認する。 

今回設工認にて用いた解析手法は，既設工認又は先行発電プラントに

おいて適用実績がある手法である。 

(e) プールの天井（Ｓクラスの部位）

既設工認では，基準地震動Ｓ1及び静的地震力による天井の発生応力が

許容値を超えないことを確認した。 

今回設工認では，地震動が変更になったことを踏まえ，弾性設計用地

震動Ｓｄ及び静的地震力(Ｓクラス)による天井の発生応力が許容応力度

を超えないこと，及び基準地震動Ｓｓによる天井の発生応力が許容値を

超えないことを確認する。 

今回設工認にて用いた解析手法は，既設工認又は先行発電プラントに

おいて適用実績がある手法である。 

(f) 貯水槽の壁及び床

今回設工認にて新規に追加となった耐震重要重大事故等対処施設に係

る評価対象部位である。基準地震動Ｓｓによる壁及び床の発生応力が許

容値を超えないことを確認する。 

今回設工認にて用いた解析手法は，先行発電プラントにおいて適用実

績がある手法である。 

(g) 主排気筒の筒身（Sクラスの部位）

既設工認では，基準地震動Ｓ1及び静的地震力による筒身の発生応力が

許容値を超えないことを確認した。 

今回設工認では，地震動が変更になったことを踏まえ，弾性設計用地

震動Ｓｄ及び静的地震力(Ｓクラス)による筒身の発生応力が短期許容応

力度を超えないこと，及び基準地震動Ｓｓによる筒身の発生応力が許容

値を超えないことを確認する。 

今回設工認にて用いた解析手法は，既設工認又は先行発電プラントに

おいて適用実績がある手法である。 

(h) 耐震壁(間接支持構造物)

既設工認では，基準地震動Ｓ２による耐震壁の発生応力が許容値を超
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えないことを確認した。 

今回設工認では，地震動が変更になったことを踏まえ，基準地震動Ｓ

ｓによる耐震壁の最大せん断ひずみ度が許容値を超えないことを確認す

る。 

今回設工認にて用いた解析手法は，既設工認又は先行発電プラントに

おいて適用実績がある手法である。 

(i) 基礎(間接支持構造物)

既設工認では，基準地震動Ｓ２による基礎の発生応力が許容値を超え

ないことを確認した。 

今回設工認では，地震動が変更になったことを踏まえ，基準地震動Ｓ

ｓによる発生応力（又はひずみ）が許容値を超えないことを確認する。

評価条件について，既設工認では弾性解析としていたが，今回工認では

一部の建屋において，入力の増大に伴い，塑性域の挙動を適切に評価す

るため，弾塑性解析を用いている。 

今回設工認にて用いた解析手法は，既設工認又は先行発電プラントに

おいて適用実績がある手法である。 

(j) 主排気筒の鉄塔(間接支持構造物)

既設工認では，基準地震動Ｓ１及び静的地震力による発生応力が許容

値を超えないことを確認した。 

今回設工認では，地震動が変更になったことを踏まえ，基準地震動Ｓ

ｓによる鉄塔の発生応力が許容値を超えないことを確認する。 

今回設工認にて用いた解析手法は，既設工認又は先行発電プラントに

おいて適用実績がある手法である。 

(k) 排気筒の筒身(波及的影響を考慮すべき施設)

今回設工認にて新規申請対象施設の，上位クラス施設に対する波及的

影響を考慮すべき施設である。基準地震動Ｓｓによる筒身の発生応力が

許容値を超えないことを確認する。 

今回設工認にて用いた解析手法は，先行発電プラントにおいて適用実

績がある手法である。 
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2.2.2 屋外重要土木構造物 

既設工認との相違点のうち，主な相違点を以下に示す。個別の施設に対する内

容については別紙－２－１に示し，各屋外重要土木構造物の変更点の具体的な内

容について，補足説明資料「耐震建物 31 土木構造物の既設工認からの変更点に

ついて」にて示す。 

2.2.2.1 地震応答計算書における解析手法 

(a) 入力地震動

地震応答解析モデルへの地震動入力について，水平方向については，

既設工認では 1 次元波動論に基づき基準地震動Ｓ１及びＳ２に対する地盤

の応答として評価したものを考慮しており，今回設工認では，基準地震

動の変更に伴い，1 次元波動論に基づき基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用

地震動Ｓｄに対する地盤の応答として評価したものを用いる。 

鉛直方向については，既設工認では「発電用原子炉施設に関する耐震

設計審査指針(昭和 56 年 7 月 原子力安全委員会決定)」に基づき静的地

震力を考慮しており，動的地震力に対する評価は行っていないが，今回

設工認では 1 次元波動論に基づき基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用地震動

Ｓｄに対する地盤の応答として評価したものを用いる。 

(b) 解析モデル

地震応答解析に用いる解析モデルについて，既設工認では水平地震時

の断面力算定においては，2 次元 FEM モデルを使用し，鉛直地震時の断

面力算定においては，フレームモデルを使用している。今回設工認では，

地盤と構造物の相互作用の考慮や評価手法の高度化の観点から，水平・

鉛直とも 2 次元 FEM モデルを使用し，解析モデルには，構造物の非線形

性の考慮や洞道の周辺状況を踏まえた改良地盤や隣接構造物のモデル化

等の変更を行う。 

2.2.2.2 耐震計算書における評価手法 

評価方法について，既設工認では，2 次元 FEM モデルにより算定した

水平地震時の断面力とフレームモデルにより算定した鉛直地震時の断面

力を重ね合わせて，発生応力が許容値を超えないことを確認した。 

今回設工認では，2 次元 FEM モデルを用いた基準地震動Ｓｓに対する

時刻歴応答解析を行い，許容限界の設定については最新知見を踏まえて

限界状態設計法を採用し，曲げについては最大層間変形角又は応答曲率，

せん断については発生せん断力が許容値を超えないことを確認する。ま

た，構造部材がＳクラスの場合は，これに加えて，弾性設計用地震動Ｓ

ｄによる発生応力度が許容値を超えない事を確認する。 

22



2.2.3 機器・配管系 

今回設工認における既設工認からの手法の相違点のうち，共通的な主な相違点

を以下に示す。 

a. 屋外設備に対する自然現象による荷重の適用性について

屋外設備の評価においては，自然現象による荷重として雪及び風と地震を

組合せた評価を実施している。 

自然現象による荷重の評価並びに地震荷重との組合せ方法は，先行発電プ

ラントにおいて適用実績のある手法と同じであり，適用可能なものである。

b. 機器・配管系の応力解析への有限要素法(FEM)モデルの適用について

既設工認において，定型式，公式等による評価にて耐震計算を実施してい

た設備について，有限要素法(FEM)モデル，多質点モデルを適用した耐震評価

を実施している。FEM モデル，多質点モデルを用いて応力評価を行う手法は，

既設工認及び先行発電プラントにおいて適用実績がある手法であり，適用可

能なものである。 

c. 水平方向と鉛直方向の動的地震力の二乗和平方根による組合せ

今回設工認の評価では，「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針（平

成 18 年９月 原子力安全委員会改訂）」に伴い導入された鉛直方向の動的地震

力を用いた評価を行うことから，水平方向と鉛直方向の地震力の組合せとし

て，絶対値和法に加え二乗和平方根(以下「SRSS」という。)法を用いる。

SRSS 法による荷重の組合せは，先行発電プラントにおいて適用実績のある手

法と同じであり，適用可能なものである。 

d. 最新知見として得られた減衰定数の適用性について

今回設工認の評価では，既設工認可時に用いている減衰定数に加え，最新

知見として得られた減衰定数を適用している。なお，適用している最新知見

として得られた減衰定数は先行発電プラントにおいて適用実績のある減衰定

数と同じである。 

最新知見として得られた減衰定数の適用に当たっては，適用性を確認した

上で用いる。 

これらの手法を採用している個別の設備に対する内容について，別紙－２－

２に示す。別紙－２－２で示す個別設備の名称は，設備リストの名称を記載す

るが，設備リストの名称が「主配管」の場合は，これに含まれる設備を明確に

するため，本資料では個別設備の名称及び機器番号で記載する。 

また，上記以外の項目以外に，最新の規格・基準等の適用，最新の設計図書

による設備状況の反映，評価条件の精緻化等を個別の機器・配管系に対して実

施している。これらの変更点の詳細については，補足説明資料「耐震機電 13 

既設工認からの変更点について」にて示す。 
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3. 今回設工認における主な説明項目

今回設工認においては，建物・構築物及び機器・配管系について，同様の設計プロセ

スである施設を類型化した上で，耐震評価方針及び結果を設工認添付書類に示すが，以

下に示すとおり，設工認添付書類に記載の内容に加えて，その詳細な考え方や根拠を示

すべき内容として主な説明項目を選定し，補足説明資料として提出する。 

各補足説明資料の構成としては，主な説明項目のそれぞれに対し，各施設に対する共

通的な方針等を示した上で，代表施設の内容を示す。代表施設以外の施設のうち，代表

施設の内容から差分がある施設については，差分に該当する部分の内容を示す。 

上記以外の施設については，代表施設並びに説明内容の差分のある施設と同様の説明

となることから，社内自主管理として整理を行うこととし，今回設工認の補足説明資料

における説明内容の記載としては省略する。 

これらの整理結果については，建物・構築物及び機器・配管系ごとに，耐震計算のプ

ロセスと紐づけて添付－１－１～添付－１－３に示す。

3.1 建物・構築物 

建物・構築物に係る今回設工認における主な説明項目については，事業変更許可申

請書の記載内容のうち当社施設特有の説明事項，既設工認からの変更点に係る説明事

項，新規制基準における追加要求事項に係る説明事項及びその他先行発電プラントの

審査実績を踏まえた説明事項等に分類し，整理する。 

本項では，耐震設計の基本方針において示す耐震評価に係るプロセスの違いを考慮

し，建物・構築物を「建物・構築物（屋外重要土木構造物以外）」と「屋外重要土木

構造物」の２種に分類し，それぞれに対して主な説明項目を整理した。「建物・構築

物（屋外重要土木構造物以外）」の主な説明項目を添付－１－１，「屋外重要土木構造

物」の主な説明項目を添付－１－２に示す。 

整理に当たっては，第１回及び第２回申請におけるＳクラス又はＳクラスの間接支

持構造物の建物・構築物も含めて整理した。 

説明にあたっては，今回設工認の申請対象全体を俯瞰した上で，主な説明項目を網

羅できるように代表説明施設及び代表説明施設から説明内容の差分がある施設を選定

し，効率的な説明を行う。 

以下に，それぞれの主な説明項目について，選定の理由及び説明方針を示す。 
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3.1.1 建物・構築物（屋外重要土木構造物以外） 

(1) 事業変更許可申請書の記載内容のうち当社施設特有の説明事項

以下に示す事項については，事業変更許可申請書においてその方針を記載

した事項であることから，今回設工認における評価の考え方及び評価方法に

ついて，添付－１－１に示す各補足説明資料にて説明を行う。また，各説明

事項について，設工認申請書の添付書類のうち，地震応答計算書並びに耐震

性に係る計算書類(以下，本章において「添付書類」という。) に記載して

いる部分についても併せて示す。整理結果を添付－１－１に示す。 

a. 地盤モデル及び地盤物性値の設定

事業変更許可申請書では，建物・屋外機械基礎・排気筒への入力地震動

の算定に当たっては，「解放基盤表面からの地震波の伝播特性を適切に考

慮」し，「必要に応じて地盤の非線形応答を考慮することとし，地盤のひ

ずみに応じた地盤物性値を用いて作成」することとされている。 

上記を踏まえ，第１回設工認申請では，地盤モデル及び地盤物性値の設

定について，敷地全体の地下構造との関係や建屋近傍位置での地質・速度

構造を踏まえた設定方針を補足説明資料に示すとともに，燃料加工建屋及

び安全冷却水Ｂ冷却塔基礎について，建屋近傍の地盤調査結果を重視した

地盤モデル及び地盤物性値の設定方法及び根拠について補足説明資料の別

紙にて示し，設定した地盤モデルを設工認申請書の添付書類に記載してい

る。 

また，第１回設工認申請対象のうち燃料加工建屋について，地盤のひず

みの大きさに応じた解析手法の適用性に留意し，表層地盤の一部の層にお

いて，等価線形解析の一般的な適用の目安である有効せん断ひずみ 1%を大

きく上回る場合があることを踏まえて，地盤の非線形特性を時々刻々と評

価可能な逐次非線形解析を実施し，解析手法の相違が入力地震動の算定結

果に影響を与えないことの確認結果を補足説明資料の別紙に示している。 

地盤モデルの設定方法及び根拠，地盤のひずみの大きさに応じた解析手

法の適用性については，第２回申請に係る施設においても，第１回申請に

おける説明と同様の説明となることから，第１回申請施設を代表説明施設

とし，第２回以降の申請に係る施設における説明内容のうち，代表説明施

設からの差分について，各申請回次における補足説明資料の別紙に示す。 

b. 一関東評価用地震動(鉛直)に対する影響

事業変更許可申請書では，「基準地震動Ｓｓ－Ｃ４については，水平方

向のみの地震動であることから，水平成分と鉛直方向の地震力を組み合わ

せた影響評価を行う際には，工学的に水平方向の地震動から設定した鉛直

方向の評価用地震力(以下「一関東評価用地震動(鉛直)」という。)による

地震力を用いる」こととされている。 

上記を踏まえ，当社施設における今回設工認では基準地震動Ｓｓに対し

ての評価を記載していることから，一関東評価用地震動(鉛直)による地震

25



力を水平地震力と組み合わせた場合の影響評価を実施することとし，その

評価方法及び評価結果を設工認申請書の添付書類に記載している。 

なお，第１回申請の当初申請時においては，本評価方法及び評価結果に

ついて補足説明資料に示していたが，これらの内容については，耐震設計

の基本方針の記載を踏まえ，設工認申請書の添付書類に記載することとし

た。このことから，補足説明資料における説明事項は無いため，補足説明

資料は提出しない。 

c. 地盤の支持力度

事業変更許可申請書では，建物・構築物の設置地盤については，「安全

機能を有する施設は，地震力が作用した場合においても当該安全機能を有

する施設を十分に支持することができる地盤に設置」することとされてい

る。 

上記を踏まえ，今回設工認では，各建物・構築物について，地震力が作

用した際の接地圧と地盤の支持力度の比較により，施設を十分に支持する

ことができることの確認結果を設工認申請書の添付書類に記載している。 

また，第１回設工認申請では，地盤の支持力度について，燃料加工建屋

及び安全冷却水Ｂ冷却塔基礎における地盤の支持力度の考え方を補足説明

資料に示している。 

第２回以降の申請に係る施設においても，第１回申請において示した説

明内容と同様の説明となることから，第１回申請施設を代表説明施設とし，

第２回以降の申請に係る施設における説明内容の記載については省略する。 
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(2) 既設工認からの変更点に係る説明事項

以下に示す事項については，既設工認から地震応答解析に用いる建屋モデ

ルを変更していることから，その変更内容について添付－１－１に示す各補

足説明資料にて説明を行う。 

a. 既設工認からの変更点

当社施設における今回設工認では，建物・屋外機械基礎・排気筒の地震

応答解析及び応力評価に用いるモデルについて変更を行っている。また，

燃料加工建屋については，既設工認段階から設計の変更がされており，そ

の変更内容をモデルに反映している。 

第１回設工認申請対象のうち，燃料加工建屋と安全冷却水Ｂ冷却塔基礎

については，既設工認段階からのモデルの変更点の整理を行い，補足説明

資料に示している。また，燃料加工建屋については，既認可設工認からの

設計変更がされていることから，その変更内容を補足説明資料にて示して

いる。 

第２回以降の申請に係るその他の各建物・屋外機械基礎・排気筒につい

ても，施設の改造または変更に伴う諸元等の変更や，評価手法の変更の，

各建物・構築物ごとの具体的な内容を補足説明資料に示す。 

また，共通 12 を踏まえ，施設の改造または変更に伴う諸元等の変更に

関する説明として，各建物・構築物の耐震評価に用いる重量の変動の状況

についても示すとともに，その重量増が建物・構築物の地震応答解析モデ

ルに与える影響について説明する。

b. 側面地盤ばね及び地盤のひずみ依存特性の評価

「ａ．既認可からの変更点」に示した当社施設における今回設工認にお

ける建物・屋外機械基礎の地震応答解析に用いるモデルの変更点として，

埋め込み効果を考慮して側面地盤ばねを設定していることが挙げられる。 

上記を踏まえ，当社施設における今回設工認では，建物・屋外機械基礎

の地震応答解析に用いるモデルに考慮している側面地盤ばねの設定方法及

び結果について，補足説明資料にて示す。 

側面地盤ばねの設定の方法については当社施設全体で共通であり，また，

建屋の辺長比や周辺地盤との接触状況を踏まえ，Novak ばね，境界要素法

（BEM）及び有限要素法（FEM）の手法を使い分けており，その考え方は当

社施設全体で共通であることから，第１回設工認申請では，第２回以降の

申請対象も含めた共通的な設定方針並びに設定手法の使い分けの考え方を

補足説明資料に示すとともに，第１回設工認申請対象の建物・屋外機械基

礎の設定結果及び設定根拠について補足説明資料の別紙に示している。 

第２回以降の申請に係るその他の建物・屋外機械基礎についても，共通

的な設定方針に示した手法のいずれかを用いており，説明における差分が

無いことから，第１回申請施設を代表説明施設とし，第２回以降の申請に

係る施設における説明内容の記載については省略する。 
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なお，一部建屋において，周辺地盤との接触状況の実情を考慮した評価

を行っており，建屋側面と洞道の取り合い部が存在するため，建屋側面と

洞道の取り合い部の影響確認結果を示す。補足説明資料「耐震建物 07 水

平 2 方向及び鉛直地震力の組合せに関する影響評価方針」において地震観

測記録を用いた検討を行うことから，当該建屋について代表説明建屋を選

定し説明する。 
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(3) 新規制基準における追加要求事項に係る説明事項

以下に示す事項については，新規制基準による追加要求事項であり，既設

工認では実施していない評価であることから，その評価方法及び評価結果に

ついて添付－１－１に示す各補足説明資料にて説明を行う。 

a. 水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せ

本項目は，新規制基準における追加要求事項である水平２方向及び鉛直

方向地震力の組合せに関する内容であり，今回設工認における添付書類の

うち，「水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価方針」

及び「建物・構築物(屋外重要土木構造物以外)の水平２方向及び鉛直方向

地震力の組合せに関する影響評価」にてその評価方針及び結果を示してい

る。 

上記を踏まえ，水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評

価対象の抽出の考え方及びその根拠について，補足説明資料にて示す。 

(a) 建物・構築物の図面(別紙 1)

水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響評価部位の抽出の

プロセスに用いた，建物・構築物の図面及び抽出の考え方を記載するも

のである。 

第１回設工認申請では，申請施設である燃料加工建屋及び安全冷却塔

基礎の図面及び第２回申請対象も含めた抽出の共通的な考え方を示す。 

第２回以降の申請に係る施設においても，第１回申請における説明と

同様の説明となることから，第１回申請施設を代表説明施設とし，第２

回以降の申請に係る施設における説明内容の記載については省略する。 

(b) 3次元 FEMモデルを用いた精査(別紙 2)

3 次元的な応答特性が想定される部位を対象に，3 次元 FEM モデルを

用いた精査を行うことで，耐震性への影響を確認するものである。 

第１回設工認申請では，「面内方向の荷重に加え，面外慣性力の影響

が大きい」可能性がある部位として，燃料加工建屋のクレーン室壁及び

天井についてその評価方針及び結果を示す。 

第２回申請では，「加振方向以外の方向に励起される振動」が発生す

る可能性がある部位として，高レベル廃液ガラス固化建屋の冷却空気出

口シャフトについてその評価方針及び結果を示す。 

(c) 3次元 FEM応答解析(別紙 3)

建屋の 3 次元 FEM モデルを用いて水平２方向及び鉛直方向地震力の組

合せによる影響を確認することで，建屋の局所的な応答性状を確認する

ものである。 

第１回設工認申請では，新設建屋である燃料加工建屋についてその評

価方針及び結果を示す。また，観測記録シミュレーションについては，
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燃料加工建屋は建設中であり，地震観測記録を有していないが，３次元

FEM モデルの作成方針は建屋ごとに共通であることから，地震計を設置

している建屋のうち，偏心率の高い分離建屋のシミュレーション解析結

果を用いて，燃料加工建屋の 3 次元 FEM モデルのモデル化方法が妥当で

あることを示している。 

さらに，第２回申請では，地震計を設置している建屋の内，偏心率が

高く，ねじれ振動等の 3 次元的な挙動が大きいと想定される分離建屋を

代表として，その評価方針及び結果を示す。 
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(4) その他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等

以下に示す事項については，先行発電プラントにおける工認審査において，

補足説明資料を提出している実績があり，耐震評価の前提条件に係る考え方

及びそのエビデンスを添付－１－１に示す各補足説明資料にて示しているも

のであることから，今回設工認において当社施設の建物・屋外機械基礎・排

気筒の考え方を反映した上で，先行発電プラントと同様の補足説明資料にて

説明を行う。 

a. 設計用地下水位の設定

本項目は先行発電プラントの審査にて地盤の支持性能に係る内容として

示されている項目である。建物・屋外機械基礎・排気筒の設計用地下水位

の設定について補足説明資料に示すとともに，地下水排水設備については，

設計用地下水位維持の前提となっていることから，基準地震動Ｓｓに対し

てその機能を維持する設計とする。また，設計用地下水位を地表面に設定

している地下躯体を有する建物・屋外機械基礎・排気筒については，液状

化による影響評価を行う。 

上記を踏まえ，第１回設工認申請では，第２回以降の申請対象も含めた

当社施設の敷地全体における設計用地下水位の設定方針及び設定結果，地

下水排水設備の設計方針及び液状化を考慮した評価の対象選定の考え方及

び評価方針について，共通的な考え方を補足説明資料に示すとともに，第

１回設工認申請対象の建物・屋外機械基礎・排気筒における液状化を考慮

した評価結果及び地下水排水設備の詳細な設置状況を補足説明資料に示し

ている。 

液状化を考慮した評価に係る説明については，第２回以降の申請に係る

施設においても，第１回申請における説明と同様の説明となり，説明にお

ける差分が無いことから，第１回申請施設を代表説明施設とし，第２回以

降の申請に係る施設における記載については省略することとする。 

地下水排水設備の設計に係る説明については，第１回申請において第２

回以降の申請に係る施設を含む共通的な考え方を説明したことから，当該

設備の申請回次では代表説明施設を選定した上で，代表説明施設の地下水

排水設備の詳細な設置状況について，補足説明資料の別紙に示す。 

b. 隣接建屋の影響

本項目は先行発電プラントの審査にて補足説明資料として示されている

項目である。再処理施設等の建物・屋外機械基礎・排気筒の地震応答解析

は，構造ごとに独立して構築した解析モデルを用いて実施しており，隣接

建屋の影響は考慮していない。このことを踏まえ，隣接建屋が評価対象建

屋の建屋応答に与える影響について検討を行うことで，構造ごとに独立し

て構築した解析モデルを用いても安全上支障がないことを説明する。隣接

建屋の影響検討にあたっては，評価対象建屋に隣接する建物・屋外機械基

礎・排気筒を抽出し，FEMを用いた詳細評価を実施する。 
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上記を踏まえ，今回設工認では，FEM を用いた影響評価結果について，

添付書類として設工認申請書に記載している。 

また，FEM を用いた詳細評価の方法についての考え方及び第１回申請施

設における評価方法の詳細を補足説明資料にて示している。 

FEM を用いた詳細評価の方法については，第２回以降の申請に係る施設

においても，第１回申請における説明と同様の説明となり，説明における

差分が無いことから，第１回申請施設を代表説明施設とし，第２回以降の

申請に係る施設における説明内容の記載については省略する。 

c. 材料物性のばらつき

本項目は先行発電プラントの審査にて補足説明資料として示されている

項目である。再処理施設等の建物・屋外機械基礎・排気筒の耐震評価にお

いては，材料物性のばらつきを考慮した設計用地震力を考慮している。ま

た，材料物性のばらつきのうち，地盤物性のばらつきについては，各建

物・屋外機械基礎・排気筒の地震応答計算書に解析方法及び解析結果につ

いて記載している。 

第１回設工認申請では，材料物性のばらつきを考慮した設計用地震力の

考え方について，第２回以降の申請対象も含めた共通的な考え方を補足説

明資料に示すとともに，燃料加工建屋及び安全冷却水Ｂ冷却塔基礎につい

て，建屋物性のばらつきを考慮した地震応答解析結果について補足説明資

料の別紙にて示している。 

材料物性のばらつきを考慮した設計用地震力の考え方については，第２

回以降の申請に係る施設においても，第１回申請における説明と同様の説

明となり，説明における差分が無いことから，第１回申請施設を代表説明

施設とし，第２回以降の申請に係る施設における説明内容の記載について

は省略する。 

d. スケルトンカーブの設定

e. RC減衰定数

f. 応力解析モデルのモデル化

g. 地震荷重の入力方法

h. 組合せ係数法の適用

i. 断面の評価部位

上記ｃ．～i．については，先行発電プラントの審査にて補足説明資料と

して示されている項目であり，地震応答解析及び応力解析におけるモデル化

及び評価条件の設定根拠となるものである。 

第１回設工認申請では，第２回以降の申請対象も含めたモデル化及び評価

条件の共通的な考え方を補足説明資料に示すとともに，第１回設工認申請対

象施設における設定根拠を補足説明資料の別紙にて示している。 

地震応答解析及び応力解析におけるモデル化及び評価条件の考え方につい
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ては，第２回以降の申請に係る施設においても，第１回申請における説明と

同様の説明となり，説明における差分が，下記を除いて無いことから，第１

回申請施設を代表説明施設とし，第２回以降の申請に係る施設における説明

内容の記載については省略する。 

j. 下位クラス施設の波及的影響の検討

事業変更許可申請書では，「耐震重要施設は，耐震重要度分類の下位の

クラスに属する施設(以下「下位クラス施設)という。)の波及的影響によ

って，その安全機能が損なわれないものとする。」とされている。 

上記を踏まえ，波及的影響の評価対象とする下位クラス施設の抽出結果

及び波及的影響評価の結果について，各下位クラス施設の申請時に添付書

類として示している。 

また，上位クラス施設への波及的影響の設計対象とする下位クラス施設

の抽出方針及び波及的影響の評価方針を補足説明資料にて示す。 

第１回設工認申請では，第２回以降の申請対象も含めた共通的な抽出方

法及び評価方針を示すとともに，第１回設工認申請対象施設の建物・屋外

機械基礎・排気筒に対して波及的影響を考慮する下位クラス施設の抽出に

係る具体的な考え方を補足説明資料に示している。 

波及的影響の評価対象とする下位クラス施設の抽出方法及び波及的影響

の評価方法については，当社施設全体で共通であり，説明における差分が

無いことから，第１回申請施設を代表説明施設とし，第２回以降の申請に

係る施設における説明内容の記載については省略する。 

なお，波及的影響の評価方法に係る説明において，第１回設工認申請対

象施設のうち竜巻防護対策設備は再処理施設全体の既設工認に適用例がな

い有効応力を考慮した特殊な地震応答解析手法やロ形の基礎梁及び杭基礎

を採用している特殊な基礎形状を採用しているため，評価方法の妥当性に

ついて，別途，補足説明資料「耐震建物 23 波及的影響の設計対象とする

下位クラス施設（竜巻防護対策設備）の耐震評価についての補足説明資

料」にて示す。 

33



3.1.2 屋外重要土木構造物 

(1) 事業変更許可申請書の記載内容のうち当社施設特有の説明事項

以下に示す事項については，事業変更許可申請書においてその方針を記載

した事項であることから，今回設工認における評価の考え方及び評価方法に

ついて，添付－１－２に示す各補足説明資料にて，説明を行う。 

a. 地盤モデル及び地盤物性値の設定

事業変更許可申請書では，建物・構築物への入力地震動の算定に当たっ

ては，「解放基盤表面からの地震波の伝播特性を適切に考慮」し，「必要に

応じて地盤の非線形応答を考慮することとし，地盤のひずみに応じた地盤

物性値を用いて作成」することとされている。 

第２回設工認申請施設である屋外重要土木構造物については，第２回設

工認申請にて，地盤モデル及び地盤物性値の設定の考え方を説明する。 

b. 地盤の支持力度

事業変更許可申請書では，建物・構築物の設置地盤については，「安全

機能を有する施設は，地震力が作用した場合においても当該安全機能を有

する施設を十分に支持することができる地盤に設置」することとされてい

る。 

上記を踏まえ，今回設工認では，各建物・構築物について，地震力が作

用した際の接地圧と地盤の支持力度の比較により，施設を十分に支持する

ことができることの確認結果を設工認申請書の添付書類に記載している。 

また，第１回設工認申請では，地盤の支持力度について，燃料加工建屋

及び安全冷却水Ｂ冷却塔基礎における地盤の支持力度の考え方を補足説明

資料に示している。 

第２回設工認申請施設である屋外重要土木構造物についても，第１回設

工認申請において示した説明内容と同様の考え方で地盤の支持力度を設定

することから，第１回申請施設を代表説明施設とし，説明内容の記載につ

いては省略する。 

(2) 既設工認からの変更点に係る説明事項

以下に示す事項については，既設工認から地震応答解析に用いる解析モデ

ル及び手法を変更していることから，その変更内容について，添付－１－２

に示す各補足説明資料にて説明を行う。 

a. 既設工認からの変更点

今回設工認では，屋外重要土木構造物の解析モデルにおいて，構造物周

辺にある耐震性向上や施工性向上を目的とした改良地盤を考慮してモデル

化する。また，評価手法については，評価手法の高度化の観点から，既設

工認で示した内容に対して，今回設工認で変更する内容がある。 

上記を踏まえ，既設工認からの変更内容と考え方について説明を行う。 
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(3) 新規制基準における追加要求事項に係る説明事項

以下に示す事項については，新規制基準による追加要求事項であり，既設

工認では実施していない評価であることから，その評価方法及び評価結果に

ついて，添付－１－２に示す各補足説明資料にて説明を行う。 

a. 水平 2方向及び鉛直方向地震力の組合せ

本項目は，新規制基準における追加要求事項である水平 2 方向及び鉛直

方向地震力の組合せに関する内容であり，今回設工認における「水平 2 方

向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価方針」に基づき，屋外重

要土木構造物の水平 2 方向及び鉛直方向地震力に関する影響評価を実施す

る。 

上記を踏まえ，屋外重要土木構造物の水平 2 方向及び鉛直方向地震動の

組合せに関する影響評価における評価対象構造物の選定及び評価結果につ

いて説明を行う。 

(4) その他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等

以下に示す事項については，先行発電プラントにおける工認審査において，

補足説明資料を提出している実績があり，耐震評価の前提条件に係る考え方

及びそのエビデンスを補足説明資料にて示しているものであることから，今

回設工認において当社施設の屋外重要土木構造物の考え方を反映した上で，

先行発電プラントと同様に，添付－１－２に示す各補足説明資料にて説明を

行う。 

a. 設計用地下水位の設定

本項目は，屋外重要土木構造物の設計用地下水位の設定を踏まえた液状

化による影響評価に関する内容であり，屋外重要土木構造物の液状化の影

響評価方針，周囲の改良地盤の概要について補足説明資料で示すとともに，

液状化による影響を評価し，その評価結果についても補足説明資料にて示

す。 

第１回設工認申請では，第２回設工認申請対象施設である屋外重要土木

構造物も含めた当社施設の敷地全体における設計用地下水位の設定方針及

び液状化による影響評価方針について，共通的な考え方を補足説明資料に

示す。また，第２回設工認申請で，屋外重要土木構造物の周囲の改良地盤

の概要，液状化による評価対象施設選定の考え方について説明を行う。 

b. 断面選定の考え方

本項目は，屋外重要土木構造物の耐震評価における断面選定に関する内

容であり，屋外重要土木構造物の耐震評価については，洞道の構造的特徴

等を踏まえ代表断面を選定して行うことから，断面選定の考え方について

説明を行う。 
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c. 材料物性のばらつき

本項目は，屋外重要土木構造物の耐震評価における物性のばらつきの影

響に関する内容であり，物性のばらつきの考え方及び物性のばらつきを考

慮した評価結果について説明を行う。 

d. 隣接建屋の影響

本項目は，屋外重要土木構造物の耐震評価における隣接建屋の影響に関

する内容であり，隣接建屋の影響の考え方及び隣接建屋を考慮した評価結

果について説明を行う。 

e. 耐震評価における共通事項

本項目は，屋外重要土木構造物の耐震評価における要求機能，要求機能

に応じた耐震評価方針及び安全係数の考え方等に関する共通的な内容であ

り，当該共通事項について説明を行う。 
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3.2 機器・配管系 

機器・配管系に係る今回設工認における主な説明項目の選定としては，事業変更許

可申請書の記載内容のうち当社施設特有の説明事項，新規制基準における追加要求事

項に係る説明事項，耐震評価条件等の設定に対する考え方及び既設工認からの変更点

に係る説明事項及びその他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等に対し

て行い，今回設工認の主な説明項目を整理した上で，添付－１－３にて説明項目及び

代表設備の管理を行う。 

主な説明項目に関する詳細な内容については申請に併せて補足説明資料を準備した

うえで示す。 

以下に，主な説明項目の概要を示す。 

(1) 事業変更許可申請書の記載内容のうち当社施設特有の説明事項

a. 一関東評価用地震動(鉛直)に対する影響確認

一関東評価用地震動(鉛直)地震力の機器・配管系に対する影響確認とし

て，地震力の比較や簡易評価等設計用地震力と一関東評価用地震動(鉛直)

の地震力を用いた影響確認方法について説明を行う。 

影響確認方法の詳細な内容については，第１回，第２回設工認申請それ

ぞれで示す。 

(2) 新規制基準における追加要求事項に係る説明事項

a. 水平 2方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する設備の抽出及び考え方

新規制基準による追加要求事項として，従来の水平 1 方向及び鉛直方向

地震力を組み合わせた耐震計算に対し，設備の構造特性から水平 2 方向の

組み合せによる影響の可能性がある設備の抽出，確認を行っていることか

ら，構造強度評価，機能維持評価それぞれに対する設備の抽出結果及び考

え方について説明を行う。 

水平2方向影響評価を行う設備，行わない設備の確認結果を第１回設工

認申請で示す。 

水平2方向影響評価を行わない設備については，水平2方向影響が軽微で

あると判断した理由を第１回，第２回設工認申請それぞれで示す。 

また，建物・構築物及び屋外重要土木構築物からの水平2方向及び鉛直

地震力の組合せによる影響を踏まえた機器・配管系への影響について，第

２回設工認申請で示す。 

(3) 既設工認からの変更点に係る説明事項

a. 既設工認からの変更点

今回の設工認申請においては，新規制基準の要求事項を踏まえ耐震設計

方針の見直し，規格基準の変更等に伴う既設工認時からの評価条件の変更
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に加え，地震動増大に伴い，設備の補強や解析モデルの見直し等，事業者

が変更した事項が有ることから，これらの変更内容について示す。 

耐震設計の基本方針等，設工認申請書 添付書類「耐震性に関する説明

書」で示す基本方針類の変更点，設備の変更理由及び変更点については，

各申請回次それぞれで示す。 

(4) その他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等

以下に示す説明事項については，先行発電プラントにおける工認審査にお

いて対応を実施している説明事項となっており，これらに対する当社施設の

対応を示す。当社施設と先行発電プラントとで方針に差異がある場合は，差

異に対する考え方を補足説明資料にて示す。 

a. 鉛直方向の動的地震考慮による設備の浮き上がり等の影響

鉛直方向の動的地震力考慮による設備の浮き上がり等の影響について説

明する。 

第１回設工認申請では，影響確認内容及び確認結果，影響を受ける設備

に対する対応方法について示す。 

第２回設工認申請では，影響を受けるクレーン類の設備について，鉛直

方向地震力が 1Gを超える場合の影響を示す。 

b. 水平方向と鉛直方向の動的地震力の二乗和平方根法による組合せ

今回設工認においては，水平方向と鉛直方向の動的地震力の組合せ方法

として SRSS 法を適用していることから，SRSS 法が適用可能であることの

根拠，妥当性の確認方法及び確認結果について第１回設工認申請で説明を

行う。 

c. 新たに適用した減衰定数について

地震応答解析の基本方針に示す機器，配管系の減衰定数の設定方法，適

用性について説明を行う。 

新たに適用した減衰定数には，「耐震審査指針の改定に伴い追加した鉛

直方向の減衰定数」と「最新知見の減衰定数」の 2種類がある。 

第１回設工認申請では，従来と同様の減衰定数を用いているため，耐震

審査指針の改訂に伴い追加した鉛直方向の減衰定数の設定方法について示

す。 

第２回設工認申請では，最新知見の減衰定数に対する設定方法，適用性

について示す。 

d. 下位クラス施設の波及的影響の検討

波及的影響の設計対象とする下位クラス施設の抽出に向け，波及的影響
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の基本方針に示す「設置地盤及び地震応答性状の相違に起因する不等沈下

又は相対変位による影響」，「上位クラス施設と下位クラス施設との接続

部における相互影響」，「建屋内における下位クラス施設の損傷，転倒及

び落下等による上位クラス施設への影響(ウォークダウン)」，「建屋外に

おける下位クラス施設の損傷，転倒及び落下等による上位クラス施設への

影響(ウォークダウン)」の観点の他に検討すべき観点の有無に対する確認

結果，各観点において設計対象とする下位クラス施設の抽出方法，設計対

象とする下位クラス施設の確認結果について説明を行う。 

共通方針となる検討すべき観点の確認結果，設計対象とする下位クラス

施設の抽出方法については第１回設工認申請で示す。 

上位クラス施設に対して設計対象とする下位クラス施設の確認結果につ

いては，各申請回次それぞれで示す。 

e. 耐震Ｓクラス設備の耐震計算書におけるＳｄ評価結果の記載方法

基準地震動Ｓｓの発生値を用いて弾性設計用地震動Ｓｄに対する健全性

を示す設備の妥当性及びその場合の耐震計算書上の弾性設計用地震動Ｓｄ

の評価結果の記載方法について第１回設工認申請で説明を行う。 

f. 剛な設備の固有周期の算出

耐震評価において固有周期の算出を行わず固有周期を「剛」と判定して

いる設備及び耐震計算書において，水平・鉛直の固有周期のうち評価に支

配的となる片方の固有周期を記載している設備の考え方等について説明を

行う。 

第１回設工認申請では，安全冷却水 B 冷却塔の構成部材となるファン駆

動部(以下「冷却塔ファン」という。)及び原動機の固有周期を「剛」と判

定している考え方を示す。 

第２回設工認申請では，冷却塔ファン及び原動機以外に固有周期を

「剛」と判定している設備の考え方，耐震計算書において支配的とならな

い固有周期の記載を省略している設備の考え方について示す。 

g. 配管系の評価手法(定ピッチスパン法)

配管系の耐震評価における配管の評価手法として，既設工認にて設定し

た標準支持間隔法(定ピッチスパン法)に対する対応内容等について説明を

行う。 

第１回設工認申請では，定ピッチスパン法の具体的な設計手法を説明し，

第２回設工認申請では，建屋間相対変位による配管への影響確認の結果等

を示す。 

h. 地震応答解析における材料物性のばらつきに伴う影響確認

地震応答解析における材料物性のばらつきに伴う機器・配管系に対する

影響確認として，簡易評価等の設計用地震力と材料物性のばらつきを考慮
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した地震力を用いた影響確認方法について説明を行う。 

影響確認方法の詳細な内容については，各申請回次それぞれで示す。 

i. 動的機能維持評価手法の適用

動的機能維持が要求される設備及び動的機能維持評価の考え方，動的機

能維持の評価を行うにあたり評価法検討又は加振試験(以下「評価検討」

という。)が必要な設備に対する評価内容について補足説明資料で示す。

また，弁等に対する機能維持評価の検討方針及び検討結果について説明を

行う。 

第１回設工認申請では，安全冷却水 B 冷却塔が該当するファンに対する

詳細検討の内容を示し，ファン以外については，対象設備の申請回次にて

示す。 

j. 隣接建屋の影響に対する影響確認

隣接建屋の影響を考慮した地震力の機器・配管系に対する影響確認とし

て，隣接建屋の影響を考慮した地震力の作成方法及び地震力の比較や簡易

評価等の設計用地震力と隣接建屋の影響を考慮した地震力を用いた影響確

認方法について説明を行う。 

影響確認方法の詳細な内容については，各申請回次それぞれで示す。 

k. 地震荷重と事故時荷重との組合せ

運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故時に生じる荷重と地震荷重と

の組合せの検討内容について第１回設工認申請で説明を行う。 

l. 機器と配管の相対変位に対する設計上の扱い

機器と配管の取り合い部について，相対変位による過大な反力を生じさ

せないための設計上の考慮方法，剛な機器及び剛ではない機器との取り合

いに対する相対変位の影響について説明を行う。 

第１回設工認申請では，剛な機器との取り合いに対する影響を安全冷却

水 B 冷却塔にて示し，剛ではない機器との取り合い部に対する影響につい

ては第２回設工認申請で示す。 

m. 計算機プログラム(解析コード)の概要

耐震計算に使用する計算機プログラム(解析コード)について，原子力施

設における使用実績，バージョンの違い等の確認結果については，各申請

回次それぞれで示す。 

n. 電気的機能維持評価手法の適用について

電気的機能維持が要求される設備及び電気的機能維持評価の考え方，評

価における機能確認済加速度の根拠について説明を行う。また，電気盤に

ついては，器具取付位置での応答が，水平方向入力に対し応答増幅がある
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ことが確認されていることから，評価に用いる加速度の保守性に対する確

認結果について説明を行う。 

電気的機能維持評価の考え方は第１回設工認申請で示す。 

電気的機能維持が要求される設備の機能確認済加速度の根拠及び評価に

用いる加速度の保守性については各申請回次それぞれで示す。 

o. 耐震評価における等価繰返し回数の妥当性確認

疲労評価を実施している設備について，適用する等価繰返し回数の設定

方法，サイクル数のカウント方法等の妥当性について，疲労評価の評価結

果を示す第２回設工認申請で説明を行う。 

p. 屋内設備に対するアンカー定着部の評価について

屋内設備のコンクリート定着部が基礎ボルトより耐震性を有しており，

基礎ボルトの耐震評価を実施することにより健全性を確認できることにつ

いて，屋内設備の申請を行う第２回設工認申請で説明を行う。 

q. ダクト評価で用いる補正係数，安全係数の設定根拠について

ダクト評価で用いる補正係数，安全係数の設定根拠についてダクトの申

請を行う第２回設工認申請で説明を行う。 

r. 土木構造物の液状化に伴う機電設備の影響確認について

液状化の機器・配管系に対する影響確認として，地震力の比較や簡易評

価等の設計用地震力と液状化を考慮した地震力を用いた影響確認方法につ

いて，液状化の影響を受ける設備の申請を行う第２回設工認申請で説明を

行う。 

影響確認方法の詳細な内容については，第２回設工認申請で示す。 

s. グローブボックスの閉じ込め機能維持評価について

閉じ込め機能維持が要求される MOX 燃料加工施設のグローブボックスの

うち構造強度評価により健全性が確認できない部位（窓板部，ステンレス

パネル部等）の閉じ込め機能維持の考え方及び機能確認済加速度の根拠に

ついて，グローブボックスの申請を行う第２回申請で説明を行う。 

(5) その他

当社施設の機器・配管系に対する代表設備の選定の考え方について，補足

説明資料 「耐震機電 07 機器・配管系の類型化を用いた対応について」にて

説明を行う。 
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添付 ー 1  1

今回設工認における主な説明項目（建物・構築物（屋外重要士木構造物以外））
【凡例I

● ・ 補 足 説 明 漬 料 を 提 出 す る も の （ 代 表 と し て 資 料 を 一 式 提 出 す る 設 備 。 ）

〇 ・ 補 足 説 明 資 料 を 提 出 す る も の （ 上 記 の 「 ● 」 に 対 す る 差 分 と し て ， 本 紙 又 は 本 紙 及 び 別 紙 の 両 方 に 追 加 事 項 を 示 す 代 表 設 備 ）

△ 補 足 説 明 資 料 を 提 出 す る も の （ 上 記 の 「 ● 」 に 対 す る 差 分 ど し て ， 別 紙 に 追 加 事 項 を 示 す 代 表 設 備 ）

ロ ・ 楠 足 説 明 資 料 を 提 出 し な い も の （ 共 通 方 針 ， 評 価 方 法 等 は 上 記 の 「 ● 」 ， 「O」， 「 △ 」 と 同 様 で あ る こ と か ら ， 事 業 者 管 理 と す る 設 偕 ）

ー ・ 該 当 な し

灰 色 ハ ッ チ ・ 当 該 建 物 ・ 構 築 物 に お い て 該 当 し な い 設 計 プ ロ セ ス

酎震設計プロセス
＊1 ＊2

地震応答停析

面＂承
――

計
プロセス

耐震評価
(3.4荀霊の組合せの設定，3.5許容限界の設定 ，3.6 各部位の耐震評価）

4．配震性に関する影響評価
”

3.1.2建物・構築物の地蓑応答解析モデル

311地盤モデ
ルの設定 ，底弓霜 fね 側門宅fね1浮上り北 m珀 復円界出I その他

3.2入力曲零動
の算定

3.3建物・構築物の
地震応答解析

事業I No. 

殺分施区

建物・愕築物名称

地震応答解析による＂価 応力解祈による評価

的刻歴
応答解析

耐震賠
静的地君力 I （せん断ひずみI 接地圧

度）
保有木平配力I 基礎

セル等

（壁・床）
緊対墜 I 緊対床 I（壁門『ふ） （、

ブール
（天井）

貯水槽 士排気伺
（豊床） 1僅身．鉄塔） その他

ー関東

水平2方向及び鉛臣方向地震力の祖合せ 11r価用地震動I 隣接建尼
（鉛心）

ー則石
ーa
-lにおける考慮事項

液状化 重嚢増加

地盤モデル
及び地盤物性値

補足説叫 の設定
事項

側面地盤1ゴね及
び純置のひずみ
依存特性の評価

ヵ：夕姦盗I RC減衰定数
材Il勾I

『
の

ばらつき
地 の

支杵力度
応力解析モデルのモデル化

地震荷重の入力方法
組合せ係数法 断面の 建物・構築物の3次元FEOを用3次元FE\I応答

9運用 評 価 即 位 1 疇 いた猪査 解析 下 ）̓
悶悶； ※12 il.丑芦匹名 らの

配霞建物郎 配簑建物05 耐震建物9 耐意建物10 耐震建物11 耐意培塁o_
．惰喜達物15
＂建物 1 6

耐籟建物！' I 耐震建物18
耐震建物07 耐震建物07

別紙l ●」糾2
耐震建物07

9,1船
耐震建物06 耐震建物13 ※12 I 耐震磁電03

頑震達槍21
耐震磯電13

如X |ら士I 建物 I燃科加工建塁
血燃料
加工蘊設I

●※1 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ● | •※6 ． ． ※12 ． ． 
再 I ，ー1 | 墨外機械基礎 I安仝冷却水＆令却塔（基礎） 第1回I △※l △※10 △ △ ヽ △ △ △ ※12 △ ． 
再 I た 1 I 建物 I前処理建屋 第 2 回 1 口 ※ 1 □※4 ロ ロ ロ ． ロ

再 I た 2 1 建物 1分離建屋 第2回1 △※1 △※4 口 口 口 ●※7 ． ロ

再 I た 3 | 進物 I精製建屋 I 第 2 回 1 口※1 口 口 口 ※11 口

再12--11 建物 Iウラン ，プル トニウム混合脱硝建屈 I攀2回 1 口※1 ロ ロ ロ ※11 ロ

再 I た 5 1 建物 Iウラン ・プル トニウム混合震化杓貯蔵建屋 I鰐2回 1 口※1 口 口 口 ※11 口

再 I 2 | 逢物 I制街建屋 I 第 2 回 1 口※1 □※4 口 口 口 ※11 口

再 I M I 建物 I高レペル烹液ガラス固化建屋 第 2 回 1 口 ※ 1 口 口 口 △ ※11 ロ

再 I 2-8 | 祉気簡 I土祉気筒 第 2 回 1 口 ※ l □※10 ※11 

i'f |庄9 I 建物 I第1ガラス國化体貯蔵建塁東棟 第 2 回 1 口 ※ l ロ I △※S | ※ 1 1

再12-101 ..., |チャンネルポックス・バーナプルボイズン祖虹I 第2回 1 口※1 口 口 口 ※11 ロ

再12-111 ..物 |9ヽ ル、エンドビ ー ス貯蔵趨屋 第 2 回 1 口 ※ l ※11 

再I2 - 1叶 建物 I主排気筒管遅建屋 第2回 -※5 | -※5 ※11 

再12-1,1 違物 I非常用電源建屋 第 2 回 1 口 ※ 1 口 口 口 ．
 

口

再12-1,1 屋外機械基礎 I燃科油貯蔵タンク基礎 第 2 回 1 口 ※ l □ 1 口 ※ 1 0 ※11 

再12-15| 墨外嬢械基磁 I第1軽油貯蔵所 第 2 回 1 口 ※ l □ 1 口 ※ 1 0 ※11 

再12-161 屋 外 機 械 a |第2軽油貯誡所 第 2 回 1 口 ※ l □ 1 口 ※ 1 0 口 口 口 ※11 ロ

再12-1,1 ..物 |第1保管庫・貯水所 第 2 回 1 口 ※ l ※11 

再12-181 建物 I第2保管庫・貯水所 策 2 回 1 口 ※ l ※11 

再12-191 屋外機械基硲 I安全冷却水A冷却名（茎碍） 第 2 回 1 口 ※ l □※10 口 口 口 ※11 ロ

再12-201 屋外機械基礎 I冷却塔A,B（差礎） 第 2 回 1 口 ※ l □※10 ※11 

再12-2l| 四 |m急瞬対策泡屋 第 2 回 1 口 ※ l ※11 

再12-221 "'外損械基磁 1重油貯蔵所 第 2 回 1 口 ※ 1 □ 1 口 ※ 1 0 ロ ロ ロ ※11 ロ

再12-2,1 建物 I使用済燃料受入れ ・貯蔵建屋 劣 2 回 1 口 ※ 1 口 口 口 ※11 ロ

再12-24| 屋 俎 印 . . , I第1非常用ディ ーゼル発竜設偏重油タンク空 I第2回 1 口※l □ 1 口 ※ 1 0 ※11 

再12-251 歴外慎械基迄 I安全冷却水系冷却塔A （基礎） 第 2 回 1 口 ※ 1 □※10 ロ ロ ロ ※11 ロ

再1,-201 毘外攪械基礎 I安全冷却水系冷却塔B （基礎） 劣 2 回 1 口 ※ 1 □ 1 口 ※ 1 0 口 口 口 ※11 口

院 I 1 I 建物 Iガラス日化体貯蔵達崖 第 2 回 1 口 ※ l ※11 

戻 I , I 逹物 Iガラス固化体貯蔵逹屋既菜 第 2 回 1 口 ※ 1 口 口 口 口 口 ※11 ロ

注 配 ※ l ・ 敷 地 全 体 の 地 質 構 造 の 特 徴 及 び 各 建 屋 直 卜 又 は 近 傍 の 特 徴 与 ， 地 盤 モ デ ル 及 び 地 盤 物 性 値 の 設 定 に お け る 着 H 点 ご と に 代 表 的 に 説 明 を 行 う 建 屋 を 選 定 し て 説 明 す る 。

※ 2 : 第 1 回 当 初 申 詣 時 に お い て は 当 該 補 足 税 明 賓 料 に て 税 明 し て い た が ， 設 工 認 添 付 書 類 と し て 記 載 す る こ と と し た た め 、 補 足 説 甲 資 料 に お け る 税 明 事 項 は 無 い こ と か ら ， 補 足 説 明 資 料 と し て は 第 1 回 並 び に 第 2 回 申 諸 と も に 提 出 は し な い 。

※3 - 1 ： 設 計 変 更 が あ る 燃 料 加 工 建 屋 が 該 当 す る 。 な お ， 設 計 1 こ 係 ろ 詳 細 税 明 と し て 二 重 床 の デ ィ テ ィ ー ル を あ わ せ て 示 す 。

※ 3 - 2 ・ 燃 料 加 工 建 屋 に お け る 評 価 方 法 及 び モ デ ル の 変 更 点 の 説 明 と 同 じ 考 え 方 に 基 づ き 取 り ま と め を 行 う こ と か ら ， 後 次 回 に お い て 追 加 の 説 明 内 容 は 無 い 。 補 足 説 明 資 料 番 号 に つ い て は 後 次 回 申 請 時 の 本 補 足 説 明 資 料 提 出 時 に 付 番 す る 。

※ 3 - 3 ・ 支 持 さ れ る 積 器 等 の 変 更 点 と あ わ せ て 屋 外 機 械 基 礎 の 既 認 可 か ら の 変 更 点 に つ い て 説 明 す る 。

※ 3 - 4 ： 新 増 設 の 建 物 ・ 椿 薬 物 で あ る た め 対 象 外 。

※ 4 ・ 地 盤 ば ね の 算 定 と し て ， 周 辺 地 盤 と の 接 触 状 況 の 実 情 を 考 慮 し た 評 価 を 行 っ て お り ， 建 屋 側 面 と 洞 道 の 取 り 合 い 部 が 存 在 す る た め ， 建 屋 側 面 と 洞 道 の 取 り 合 い 郎 の 影 帯 確 蛇 結 果 を 示 す 。 耐 窟 建 物 0 7 に お い て 地 展 銀 測 記 録 を 用 い た 検 討 を 行 う こ と か ら ， そ の 代 表 税 明 建 屋 と の 整 合 性 の 親 点 で ， 分 離 建 屋 を 代 表 と し て 説 明 す る 。

※ 5 ・ 屈 評 価 の み で ， 局 部 評 価 を 行 う 部 位 は な い 。 （ 品 礎 は ， 主 排 気 筒 基 礎 と 共 有 し て い る た め ， 主 排 気 筒 基 礎 と し て 評 価 を 実 施 ワ ）

※ 6 ． 建 設 中 の た め 糾 測 記 録 は な い が ， 新 設 で あ る こ と を 踏 ま え 参 考 と し て 選 定 し た 。

※ 7 ． 禎 測 記 録 を 有 す る 建 屋 の 内 ， 偏 心 率 が 大 き く ， ね じ れ 抵 動 等 の 3 次 元 的 な 挙 動 が 大 き い と 想 定 し ． 分 離 建 屋 を 代 表 と し て 説 明 す る 。 な お 、 分 離 建 屋 に お け る 観 測 記 録 を 用 い た シ ミ ュ レ ー
シ ョン評 価 結 果 に つ い て は 、 第 1回 申請 に お い て 、燃 料 加 工 建 屋 の 3次 元 モ デ ル の 作 成 方 法 の 妥 当性 確 聡 の た め に 結 果 を示 して い る。

※ 8 後 次 回 申 請 に お い て ， 共 通 的 な 方 針 か ら の 説 明 の 差 分 は 焦 い が ， 当 該 設 備 の 申 請 回 次 で 代 表 説 明 施 設 を 選 定 し た 上 で ， 代 表 説 明 施 設 の 地 下 水 排 水 設 備 の 許 細 な 設 置 状 況 を 示 す 。

※ 9 ： 評 価 対 象 建 席 の 基 礎 1 且 程 度 を 目 安 と し た 範 囲 内 の 建 后 群 を 対 象 と し て 遵 定 す る 。

※ 1 0  : R C 造 の 屋 外 様 械 基 礎 に つ い て は ， R C 造 建 物 に 適 用 す る 減 哀 定 数 5 ％ を 採 用 し て い る が ， 単 純 な 構 造 で あ る こ と を 跨 ま え ， 減 衰 定 数 を 変 化 さ せ た 場 合 の 影 智 1 こ つ い て 確 認 を 行 う 。

※1 1 重 旦 増 加 が あ る 建 物 ・ 構 築 物 に つ い て は 、 「共通1 2 第 2 回 設 工 認 申 請 1 こ お け る 新 設 、 改 造 設 備 に つ い て J に お け る 「 B - 1 設 計 条 件 が 変 更 に な っ た も の J の 整 理 の 進 捗 を 跨 ま え ｀ 評 価 が 必 要 な 建 物 ・ 構 築 物 を 滋 時 追 加 す る 。
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添付－１－２

基礎地盤の支持
性能評価

曲げ評価 せん断評価
基礎地盤の支持

性能評価

限界層間変形角
降伏曲げモーメ

ント
せん断耐力式 材料非線形解析 極限支持力度 短期許容応力度 短期許容応力度

短期許容支持力
度

液状化の評価方
針

液状化の評価対
象施設の選定

耐震建物08 - - 耐震建物32 - - - - 耐震地盤01※3 - - 耐震地盤01※3 耐震建物33 - 耐震建物32 耐震建物13 耐震建物32 - 耐震建物31 耐震建物32 耐震建物32

再 2-1 屋外重要土木構造物
分離建屋／高レベル廃液ガラス固化建屋間洞
道

AT06 第2回 - - - - - - □ - - □ - □ □ - □

再 2-2 屋外重要土木構造物
高レベル廃液ガラス固化建屋／第１ガラス固
化体貯蔵建屋間洞道

AT52 第2回 - - - - - - □ - - - - □ □ - □

AT02N 第2回 - - - - - - □ - - - - □ □ - □

AT05 第2回 - - - - - - □ - - - - □ □ - □

再 2-4 屋外重要土木構造物
精製建屋／ウラン・プルトニウム混合脱硝建
屋建屋間洞道

AT04 第2回 - - - - - - □ - - - - □ - - □

TX40S 第2回 - - - - - - □ - - - - □ □ - □

TX51 第2回 - - - - - - □ - - - - □ □ - □

TX60 第2回 - - - - - - □ - - - - □ □ - □

TX70 第2回 - - - - - - □ - - - - □ □ - □

TY10E 第2回 - - - - - - □ - - - - □ □ - □

TY20 第2回 - - - - - - □ - - - - ●※5 ●※6 - ●※6

TY25 第2回 - - - - - - □ - - - - □ □ - □

再 2-6 屋外重要土木構造物
使用済燃料受入れ・貯蔵建屋／安全冷却水系
冷却塔Ａ基礎間洞道

TY83 第2回 - - - - - - □ - - - - □ □ - □

TY81 第2回 - - - - - - □ - - - - □ - - □

TY82 第2回 - - - - - - □ - - - - □ - - □

●※1

今回設工認における主な説明項目（屋外重要土木構造物）

事業 No.
施設
区分

耐震設計プロセス
＊１＊２

補足説明
事項

建物・構築物名称

--
地盤の

支持力度
- -

地盤の
支持力度

- -

分離建屋／精製建屋／ウラン脱硝建屋／ウラ
ン・プルトニウム混合脱硝建屋／低レベル廃
液処理建屋／低レベル廃棄物処理建屋／分析
建屋間洞道

前処理建屋／分離建屋／精製建屋／高レベル
廃液ガラス固化建屋／ウラン・プルトニウム
混合脱硝建屋／制御建屋／非常用電源建屋／
冷却水設備の安全冷却水系／主排気筒／主排
気筒管理建屋間洞道

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋／安全冷却水系
冷却塔Ｂ基礎間洞道

屋外重要土木構造物

屋外重要土木構造物

屋外重要土木構造物

2-3

2-5

2-7

再

再

再

耐震設計における考慮事項

●※2

耐震設計
プロセス

3.1.1 地盤モデ
ル

の設定

3.1.2 建物・構
築物の地震応答
解析モデル

3.2 入力地震動
の算定

3.3 建物・構築
物の地震応答解

析

地震応答解析

地盤モデル
及び地盤物性値

の設定
- -

材料物性の
ばらつき

水平2方向及び
鉛直方向地震力

の組合せ

一関東
評価用地震動

（鉛直）
隣接建屋 重量増加

4. 耐震性に関する影響評価
＊５

液状化

基準地震動Ｓｓに対する耐震評価

構造部材のせん断評価構造部材の曲げ評価

基準地震動Ｓｄに対する耐震評価

耐震評価
（3.4 荷重の組合せの設定，3.5 許容限界の設定，3.6 各部位の耐震評価）

●※8

水平2方向及び
鉛直方向地震力

の組合せ
-

隣接建屋の
影響

-
既設工認からの

変更点
耐震評価におけ

る共通事項
断面選定の考え

方

●※4 ●※4

設計用地下水位の設定

●※7

注記

※1：屋外重要土木構造物の地盤モデル及び地盤物性値の設定の考え方を説明する。

※2：屋外重要土木構造物の材料物性のばらつきの考え方を説明する。

※3：第1回申請の建物及び屋外機械基礎において代表で説明を行っており，屋外重要土木構造物の地盤の支持力度の設定の考え方についても共通であることから事業者管理とする。

※4：評価対象とする屋外重要土木構造物の選定の考え方について説明する。

※5：第1回申請では屋外重要土木構造物の液状化の影響評価方針を示し，第2回申請で改良地盤の概要について示す。改良地盤の概要については，改良地盤種別の網羅性の観点で，TY20を代表として説明する。

※6：屋外重要土木構造物の周辺地盤状況，構造形式の網羅性の観点からTY20を代表として説明する。

※7：屋外重要土木構造物の既設工認からの変更点について，洞道周辺の改良地盤の考慮や評価手法の変更について共通的な内容を説明する。

※8：屋外重要土木構造物の耐震評価における要求機能，要求機能に応じた耐震評価方針及び安全係数の考え方等の共通的な考え方を説明する。

【凡例】

● ：補足説明資料を提出するもの（代表として資料を一式提出する設備。）

○ ：補足説明資料を提出するもの（上記の「●」に対する差分として，本紙又は本紙及び別紙の両方に追加事項を示す代表設備）

△ ：補足説明資料を提出するもの（上記の「●」に対する差分として，別紙に追加事項を示す代表設備）

□ ：補足説明資料を提出しないもの（共通方針，評価方法等は上記の「●」，「◯」，「△」と同様であることから，事業者管理とする設備）

― ：該当なし

灰色ハッチ：当該建物・構築物において該当しない設計プロセス
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添付-1-3（1／1）

機械的
荷重

質点系モ
デル

－ － － －

機器と配
管の相対
変位に対
する設計
上の扱い

鉛直方向
の動的地
震力考慮
による設
備の浮き
上がり等
の影響

－ － － －

計算機プ
ログラム
（解析
コード）
の概要

地震荷重
と事故時
荷重との
組合せ

－ － －
Sd評価結果
の記載方法

重大事故
評価にお
ける許容
限界等の

適用

電気的機
能維持評
価手法の
適用

グローブ
ボックス
の閉じ込
め機能維
持評価手
法の適用

動的機能
維持評価
手法の適

用

動的地震
力のSRSS
法による
組合せ

剛な設備
の固有周
期の算出

配管系
の評価
手法

ダクト評
価で用い
る補正係
数，安全
係数の設
定根拠

等価繰返
し回数の
妥当性確

認

水平２方
向及び鉛
直方向地
震力の組
合せに関
する設備
の抽出及
び考え方

一関東評
価用地震
動(鉛直)
に対する
影響確認

隣接建屋
の影響に
対する影
響確認

液状化に
伴う機電
設備の影
響確認

下位クラ
ス施設の
波及的影
響の検討

屋内設備
に対する
アンカー
定着部の
評価

既設工認
からの変

更点

耐震
機電23

耐震
機電01

耐震
建物29

耐震
機電22

－ － －
耐震
機電09

耐震
機電29

耐震
機電24

耐震
機電33

耐震
機電14

耐震
機電02

耐震
機電17

耐震
機電16

耐震
機電30

耐震
機電25

耐震
機電10

耐震
機電12

耐震
機電21

耐震
機電31

耐震
機電03

耐震
機電26

耐震
機電13

有限要素モデル等を用いて
評価を行う機器

第1回 － － － － ● ● － － － － ● ● － － － ● － ● － ● ● ● － － － ● ● ● － ● － ●

標準支持間隔 第1回 － － － － － － － － － － ● □ － － － □ － － － － － － ● － － ● ● ● － ● － ●

定型化された計算式による
評価を行う機器

第2回 － － － － □ － － － － － － □ － － － □ ● △※14 □ △※9 － △※5※6 － － － 〇※1 △ △ － △※4 ● △

有限要素モデル等を用いて
評価を行う機器

第2回 － － － － 〇※13 〇※3 － － － － △ □ － － － □ △ □ ●※16 － － － － － △ △ △ △※12 － △※4 □ △

多質点系はリモデルを用い
て評価を行う配管

第2回 － － － － □ － － － － － △ □ － － － □ － － － △
※9 － － － － ● △ △ △ － △

※4 － △

標準支持間隔 第2回 － － － － － － － － － － △ □ － － － □ － － － － － － 〇※7※8 ●※15 － 〇※2 △ △ ● △※4 － △

＊1：本表における横軸の設計プロセスの項目名称については，設計方針である「標準支持間隔」以外の評価分類を基に記載を行っている。

　　「標準支持間隔」については，項目名称の違いはあるものの，同様の設計プロセスの内容が基本方針内で示されている。

 注記 ※1  ：　水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する設備の抽出及び考え方について，火災感知器以外の電気的機能維持が求められる設備に対する影響有無の考え方，結果等について示す。

※2  ：　第2回申請で基本方針を示すダクトに対する水平2方向の影響確認結果を示す。

※3　：　鉛直方向の動的地震力考慮による設備の浮き上がり等の影響について，クレーン類に対する鉛直地震力（1G）を超過有無等，影響評価結果について示す。

※5　：　剛な設備の固有周期について，固有周期を定型化された計算式で算出している設備は支配的となる方向（水平方向又は鉛直方向）の固有周期を耐震計算書で記載しているため，支配的な方向以外の固有周期の算出方法，結果等について示す。

※6　：　剛な設備の固有周期について，電気盤等は打振試験により固有周期を確認しているため，試験内容，試験結果等について示す。

※8  ：　配管系の評価手法について，配管系には配管，ダクトが属しており，第2回申請設備であるダクトに対する標準支持間隔法の適用範囲，評価内容について示す。

※9  ：　動的機能維持評価手法について，機能確認済加速度との比較結果を耐震計算書に示すが，機能確認済加速度を超過したもの及びJEAG型式外のものに該当するポンプ，弁は個別の評価内容について説明を行う。本対応について，それぞれの分類に属するポンプ，弁の代表で示す。

※10 ：　クレーンに適用している減衰定数のうち，最新知見である試験・研究成果の減衰定数を適用しているため，その適用性について示す。

※12 ：　隣接建屋の影響に対する影響確認について，時刻歴解析解析に対する隣接影響確認方法，影響確認結果を示す。

※14 ：  電気的機能維持評価手法の適用について，許容限界とする機能確認済加速度の根拠（火災感知器以外），盤内に設置されている器具等に対し設置位置を考慮した場合の水平地震力の影響について示す。

※15 ：　当該分類に属するダクトにて，ダクト評価に用いる安全係数の根拠等を示す。

※16 ：　閉じ込め機能維持が要求されるMOX燃料加工施設のグローブボックスについて，閉じ込め機能維持の考え方及び機能確認済加速度の根拠を示す。

※13 ：　機器と配管の取合に対する相対変位の影響について，第1回申請では剛な機器の影響について説明を行っており，第2回申請では剛ではない機器の影響について示す。

※7  ：　配管系の評価手法のうち，配管の評価内容については第1回申請で説明を行っており，建屋間相対変位，ダクトについては第1回申請に該当していないため，確認結果等について示す。

＊2：補足説明事項を「－」としている設計プロセスに係る事項は，「共通12」にて説明する。

※4　：　下位クラス施設の波及的影響の検討については，第１回申請の中で詳細を示していない「屋内設備に対する転倒落下」，「接続部」の主体に説明する。

※11 ：　配管に適用している減衰定数のうち，第1回申請で適用している減衰定数は既設工認と同様の減衰定数を適用しており，第2回申請では最新知見である試験・研究成果の減衰定数を適用しているため，その適用性について示す。

評価分類

今回設工認における主な説明項目（機器・配管系）

解析モデルの設定

質点系
モデル

最高
使用
温度

移動式固定式

解析
プログラ

ム

解析モデルの設定条件

温度

風
荷重

積雪
荷重

拘束条件

最大
床応答
加速度

試験等に
よる減衰

定数

床応答
スペクト

ル

機能
確認済
加速度

耐震設計における考慮事項

耐震機電11

疲労評価
の計算式

耐震設計プロセスのうちの計算式の設定

許容限界の設定

構造強度評価
における許容限界

－

一関東評
価用地震
動(鉛直)
に関する
影響評価

液状化に
関する影
響評価

材料物性のばらつき

荷重の組合せの設定

水平2方
向及び鉛
直方向地
震力の組
合せに関
する影響

評価

耐震性に関する影響評価耐震設計プロセスのうちの条件設定*3

詳細
評価

固有周期
の算出

●

隣接建屋
に関する
影響評価

－ －

新たに適用した減
衰定数

耐震
機電18

各モデルの計算式

積雪荷重，風荷重
機能維持評価に
おける許容限界

有限要素モデル

機械的
荷重

ソリッド
モデル

シェル
モデル

はり
モデル

規格基準
による減
衰定数

比重

●

△

△

△

△

設計用地震力の設定

解析モデルの選定
耐震設
計プロ

セス*1

時刻歴
応答波

● ●

圧力

環境
温度

補足
説明

事項*2

減衰定数設計用地震力

□

〇※10

□

〇※11

＊3：耐震設計プロセスの条件設定を既設工認時より変更している設備は，「耐震機電13」にて変更点を示す。

【凡例】

●：補足説明資料を提出するもの（代表として資料を一式提出する設備。）

○：補足説明資料を提出するもの（上記の「●」に対する差分として，本紙又は本紙及び別紙の両方に追加事項を示す代表設備）

△：補足説明資料を提出するもの（上記の「●」に対する差分として，別紙に追加事項を示す代表設備）

□：補足説明資料を提出しないもの（共通方針，評価方法等は上記の「●」，「◯」，「△」と同様であることから，事業者管理とする設備）

―：該当なし
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再処理施設　設工認に係る補足説明資料　別紙リスト 令和５年11月30日　R５

資料№ 名称 提出日 Rev

別紙-1-1 建物・構築物に係る耐震評価フロー並びに評価対象一覧 2023年3月7日 4

別紙-1-2 建物・構築物の評価部位一覧 2023年11月30日 5

別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 2023年11月30日 2

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目(応力分類)の選定結果 2023年11月30日 3

別紙-2-1 既設工認との手法の相違点　整理一覧表(建物・構築物) 2023年11月30日 3

別紙-2-2 既設工認との手法の相違点　整理一覧表(機器・配管系) 2023年11月30日 3

耐震建物01　【耐震評価対象の網羅性，既設工認との手法の相違点の整理について(建物・構築物，機器・配管系)】

別紙
備考
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建物・構築物に係る耐震評価フロー並びに評価対象一覧 

47



Ｓクラス施設か

YES

NO

層レベルでの評価
が可能か

間接支持構造物に対する評価
波及的影響を考慮すべき
施設に対する評価

建物・構築物

Ｓクラス施設の
間接支持構造物か

層レベルでの評価
（Ｓｓによる評価）

局部評価
（Ｓｓによる評価）

建屋外部からの波及的影響
隣接する下位クラス施設

評価対象施設
評価部位
(該当部の躯

体）

評価

Ｓｄ
(静的地震
力含む)

Ｓｓ

重要区域の壁及び床
壁 ◎ ●

天井・床スラブ ◎ ◎

セル等の壁及び床
壁 ◎ ●

床スラブ ◎ ◎

緊急時対策所建屋の遮蔽設
備の壁及び床※

緊急時対策所の壁及び床※

壁 ●

床スラブ ◎

貯蔵区域の壁及び天井

壁 ◎ ●
天井スラブ
（鉄骨ばり）

◎ ◎

プールの壁及び床 壁及び床 ◎ ◎

プールの天井 天井 ◎ ◎

貯水槽の壁及び床※ 壁及び床 ◎

主排気筒 筒身 ◎ ◎

・基礎スラブ
・耐震壁
・主排気筒の鉄塔

NO

YES

YES

NO

安全機能を
有する施設か※

NO

YES

当該評価なし

Ｂ，Ｃクラス
施設の基本設
計方針

事業変更許可申請書に記載された
施設に対する評価(クラス別施設)

Ｂ，Ｃクラス施
設の間接支持構
造物の基本設計
方針

「波及的影響に係る基本方針」
より抽出

安全機能を
有する施設の間
接支持構造物か NO

当該評価なし

YES

耐震壁部は，
Ｓｓによる層評
価により，Ｓク
ラス施設と，Ｓ
クラス施設の間
接支持構造物と
しての評価を兼
ねる。

建物・構築物に係る評価対象施設及び評価部位の考え方

建物・構築物（屋外重要土木構造物以外） 別紙－１－１（１／２）

上位クラス施設に波及的影響
を与えないことを確認
（Ｓｓによる評価）

層レベルでの評価又は局部評価
（Ｓｓ，Ｓｄ（静的地震力含む）による評価）

注）補足説明資料「共通１２ 第２回設工認申請対象設備の類型分類および構造概要について」に基づき，
地震に対する損傷に係る条文において耐震設計の前提条件となっている施設並びに地震に対する損傷に
係る条文以外の技術基準条文に関連する施設についても，耐震設計の対象として抽出し、評価を行う。

※：重要重大事故等対処施設に係る評価対象施設についてもここで示す。

◎局部評価，●層レベルで評価 48



YES

Ｓクラス施設
か

YES

NO

事業変更許可申請書に記載された
施設に対する評価(クラス別施設)

間接支持構造物に対する評価 波及的影響を考慮すべき
施設に対する評価

屋外重要土木構造物

Ｓクラス施設の
間接支持構造物か

「波及的影響に係る基本方針」
より抽出

屋外重要土木構造物に係る耐震評価フロー並びに評価対象一覧

NO

YES

安全機能を
有する施設か

NO

YES

当該評価なし

Ｂ，Ｃクラス施
設の基本設計方
針に示す

Ｂ，Ｃクラス施
設の間接支持構
造物の基本設計
方針に示す

該当なし

屋外重要土木構造物

安全機能を
有する施設の間
接支持構造物か

NO

当該評価なし

別紙－１－１（２／２）

評価対象施設
評価部位
(該当部の
躯体）

評価

Ｓｄ
（静的地震
力含む）

Ｓｓ

分離建屋／高レベ
ル廃液ガラス固化
建屋間洞道

構造部材 ○ ○

Ｓｓによる評価※1

以下に示す洞道の構造部材
・分離建屋／高レベル廃液ガラス固化建屋間洞道
・高レベル廃液ガラス固化建屋／第１ガラス固化体貯蔵
建屋間洞道

・分離建屋／精製建屋／ウラン脱硝建屋／ウラン・プル
トニウム混合脱硝建屋／低レベル廃液処理建屋／低レ
ベル廃棄物処理建屋／分析建屋間洞道

・精製建屋／ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋建屋間
洞道

・前処理建屋／分離建屋／精製建屋／高レベル廃液ガラ
ス固化建屋／ウランプルトニウム混合脱硝建屋／制御
建屋／非常用電源建屋／冷却水設備の安全冷却水系／
主排気筒／主排気筒管理建屋間洞道

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋／安全冷却水系冷却塔Ａ
基礎間洞道

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋／安全冷却水系冷却塔Ｂ
基礎間洞道

構造部材の評価
（Ｓｓ，Ｓｄ（静的地震力含む）による評価）
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別紙－１－２（1／4）

■建物・構築物（Ｓクラス施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備）の評価概要（今回設工認）

Ｓｄ評価
（静的地震力）

Ｓｓ評価
Ｓｄ評価

（静的地震力）
Ｓｓ評価

Ｓｄ評価
（静的地震力）

Ｓｓ評価 先行発電プラントとの相違点 記載箇所

壁 ■ ◎ ● －

床スラブ ■ ◎ ◎ －

壁 ● ● ●
（柏崎刈羽7号機：緊急時対策所と比較）
（東海第二：緊急時対策所建屋と比較）

床スラブ ◎ ◎ ◎
（柏崎刈羽7号機：緊急時対策所と比較）
（東海第二：緊急時対策所建屋と比較）

壁 ■ ◎ ● －

天井スラブ
（鉄骨ばり）

■ ◎ ◎ －

プールの壁及び床

ハル・エンドピース貯蔵建屋
使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

壁及び床 ■ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
（東海第二及び柏崎刈羽7号機：使用済燃料

プールと比較）

再処理申請（第2回）
　Ⅳ-2-1-1-1-11-2 ハル・エンドピース貯蔵建屋の耐震計算書
F施設申請
　Ⅳ-2-1-1-1-1-2 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の耐震計算書

プールの天井

ハル・エンドピース貯蔵建屋
天井 ■ ◎ ◎ －

再処理申請（第2回）
　Ⅳ-2-1-1-1-11-2 ハル・エンドピース貯蔵建屋の耐震計算書

貯水槽の壁及び床

　　第1保管庫・貯水所
　　第2保管庫・貯水所

壁及び床 ◎ －
再処理申請（第2回）
　Ⅳ-2-1-1-1-17-2 第1保管庫・貯水所の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-18-2 第2保管庫・貯水所の耐震計算書

主排気筒

　　主排気筒
筒身 ■ ◎ ◎ ◎ ◎

（東海第二及び柏崎刈羽7号機：主排気筒と比
較）

再処理申請（第2回）
　Ⅳ-2-1-1-1-8-2 主排気筒筒身及び鉄塔の耐震計算書

壁
記載なし

（今回設工認においてSクラス化）
◎ ● － Ⅲ-2-1-1-1-1-2 燃料加工建屋の耐震計算書

天井・床スラブ
記載なし

（今回設工認においてSクラス化）
◎ ◎ － Ⅲ-2-1-1-1-1-2 燃料加工建屋の耐震計算書

燃料加工建屋の建屋全体 *3 耐震壁
記載なし

（事業変更許可申請書に基づく評価事項）
● － － Ⅲ-2-1-1-1-1-2 燃料加工建屋の耐震計算書

＊1：建設時設工認及び改造工事認可をいう

＊2：当該施設については，第１回設工認申請では評価対象施設が無く，第２回設工認申請以降において評価対象施設が記載される。

＊3：Ｓクラス施設では無いが，事業変更許可申請書の添付書類五に示された燃料加工建屋固有の評価として，弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力又は静的地震力のいずれか大きい方の地震力に対して層レベルで建屋全体として概ね弾性範囲に留まることを確認する。

■：基準地震動Ｓ１又は弾性設計用地震力Ｓｄによる地震力又は静的地震力に対して許容応力度設計での断面算定を実施。基準地震動Ｓ２又は基準地震動Ｓｓに対して終局耐力の確認。

◎：局部評価を実施。

●：層レベルでの評価

建物・構築物の評価部位一覧
（「重要度分類及び重大事故等対処施設の設備分類の基本方針」に基づく評価対象施設）

重要区域の壁及び床

　　燃料加工建屋

評価部位
当該プラントにおける
既設工認の評価＊1

評価対象施設
[　]：評価対象施設が設置される建物・構築物

今回設工認における評価
先行発電プラントにおける評価

（東海第二：新規制基準対応設工認）
先行発電プラントにおける評価

（柏崎刈羽7号機：新規制基準対応設工認）

MOX燃料加工施設

セル等の壁及び床

　　前処理建屋
　　分離建屋
　　精製建屋

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋
高レベル廃液ガラス固化建屋
第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟
チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋
ガラス固化体貯蔵建屋

再処理施設
廃棄物管理施設

再処理申請（第2回）
　Ⅳ-2-1-1-1-1-2 前処理建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-2-2 分離建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-3-2 精製建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-4-2 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-7-2 高レベル廃液ガラス固化建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-9-2 第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-10-2 チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋の耐震計算書
E施設申請
　Ⅱ-2-1-1-1-1-2 ガラス固化体貯蔵建屋の耐震計算書

緊急時対策所建屋の遮蔽設備の壁及び床
緊急時対策所の壁及び床

　　緊急時対策建屋

再処理申請（第2回）
　Ⅳ-2-1-1-1-21-2 緊急時対策建屋の耐震計算書

貯蔵区域の壁及び天井

　　高レベル廃液ガラス固化建屋
　　第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟
　　ガラス固化体貯蔵建屋
　　ガラス固化体貯蔵建屋B棟

再処理申請（第2回）
　Ⅳ-2-1-1-1-7-2 高レベル廃液ガラス固化建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-9-2 第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟の耐震計算書
E施設申請
　Ⅱ-2-1-1-1-1-2 ガラス固化体貯蔵建屋の耐震計算書
　Ⅱ-2-1-1-1-2-2 ガラス固化体貯蔵建屋B棟の耐震計算書
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別紙－１－２（2／4）

■建物・構築物（Ｓクラス施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備の間接支持構造物）の評価概要（今回設工認）

Ｓｄ評価
（静的地震力）

Ｓｓ評価
Ｓｄ評価

（静的地震力）
Ｓｓ評価

Ｓｄ評価
（静的地震力）

Ｓｓ評価 先行発電プラントとの相違点 記載箇所

前処理建屋
分離建屋
精製建屋
ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋
ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋
制御建屋
高レベル廃液ガラス固化建屋
第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟
チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋
ハル・エンドピース貯蔵建屋
非常用電源建屋
燃料油貯蔵タンク基礎
第1軽油貯蔵所
第2軽油貯蔵所
第1保管庫・貯水所
第2保管庫・貯水所
緊急時対策建屋
重油貯蔵所
使用済燃料受入れ・貯蔵建屋
第１非常用ディーゼル発電設備用重油タンク室
安全冷却水系冷却塔B基礎
ガラス固化体貯蔵建屋
ガラス固化体貯蔵建屋B棟

耐震壁 ■ ● ● ●
（東海第二及び柏崎刈羽7号機：原子炉建屋と
比較）

再処理申請（第2回）
　Ⅳ-2-1-1-1-1-2 前処理建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-2-2 分離建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-3-2 精製建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-4-2 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-5-2 ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-6-2 制御建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-7-2 高レベル廃液ガラス固化建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-9-2 第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-10-2 チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-11-2 ハル・エンドピース貯蔵建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-13-2 非常用電源建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-14-2 燃料油貯蔵タンク基礎の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-15-2 第1軽油貯蔵所の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-16-2 第2軽油貯蔵所の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-17-2 第1保管庫・貯水所の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-18-2 第2保管庫・貯水所の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-21-2 緊急時対策建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-22-2 重油貯蔵所の耐震計算書
F施設申請
　Ⅳ-2-1-1-1-1-2 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-2-2 第１非常用ディーゼル発電設備用重油タンク室の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-4-2 安全冷却水系冷却塔B基礎の耐震計算書
E施設申請
　Ⅱ-2-1-1-1-1-2 ガラス固化体貯蔵建屋の耐震計算書
　Ⅱ-2-1-1-1-2-2 ガラス固化体貯蔵建屋B棟の耐震計算書

主排気筒 鉄塔 ■ ◎ ◎ ◎
（東海第二及び柏崎刈羽7号機：主排気筒と比

較）
再処理申請（第2回）
　Ⅳ-2-1-1-1-8-2 主排気筒筒身及び鉄塔の耐震計算書

耐震壁 ■ ● ● ●
（東海第二及び柏崎刈羽7号機：原子炉建屋と
比較）

基礎 ■ ◎ ◎ ◎
（東海第二及び柏崎刈羽7号機：原子炉建屋と
比較）

＊1：建設時設工認及び改造工事認可をいう

＊2：当該施設については，第１回設工認申請では評価対象施設が無く，第２回設工認申請以降において評価対象施設が記載される。

■：基準地震動Ｓ１又は基準地震動Ｓ２又は基準地震動Ｓｓによる地震力に対して終局耐力の確認。

◎：局部評価を実施。

●：層レベルでの評価

（東海第二及び柏崎刈羽7号機：原子炉建屋と
比較）

（柏崎刈羽7号機：軽油タンク基礎と比較）

Ⅲ-2-1-1-1-1-2 燃料加工建屋の耐震計算書

再処理申請（第1回）
　Ⅳ-2-1-1-1-1-2 安全冷却水B冷却塔基礎の耐震計算書
再処理申請（第2回）
　Ⅳ-2-1-1-1-1-2 前処理建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-2-2 分離建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-3-2 精製建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-4-2 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-5-2 ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-6-2 制御建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-7-2 高レベル廃液ガラス固化建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-8-3 主排気筒基礎の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-9-2 第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-10-2 チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-11-2 ハル・エンドピース貯蔵建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-13-2 非常用電源建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-14-2 燃料油貯蔵タンク基礎の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-15-2 第1軽油貯蔵所の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-16-2 第2軽油貯蔵所の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-17-2 第1保管庫・貯水所の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-18-2 第2保管庫・貯水所の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-19-2 安全冷却水Ａ冷却塔基礎の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-20-2 冷却塔Ａ，Ｂ基礎の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-21-2 緊急時対策建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-22-2 重油貯蔵所の耐震計算書
F施設申請
　Ⅳ-2-1-1-1-1-2 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-2-2 第１非常用ディーゼル発電設備用重油タンク室の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-3-2 安全冷却水系冷却塔Ａ基礎の耐震計算書
　Ⅳ-2-1-1-1-4-2 安全冷却水系冷却塔B基礎の耐震計算書
E施設申請
　Ⅱ-2-1-1-1-1-2 ガラス固化体貯蔵建屋の耐震計算書
　Ⅱ-2-1-1-1-2-2 ガラス固化体貯蔵建屋B棟の耐震計算書

再処理施設
廃棄物管理施設

安全冷却水B冷却塔基礎
前処理建屋
分離建屋
精製建屋
ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋
ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋
制御建屋
高レベル廃液ガラス固化建屋
主排気筒
第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟
チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋
ハル・エンドピース貯蔵建屋
非常用電源建屋
燃料油貯蔵タンク基礎
第1軽油貯蔵所
第2軽油貯蔵所
第1保管庫・貯水所
第2保管庫・貯水所
安全冷却水Ａ冷却塔基礎
冷却塔Ａ，Ｂ基礎
緊急時対策建屋
重油貯蔵所
使用済燃料受入れ・貯蔵建屋
第１非常用ディーゼル発電設備用重油タンク室
安全冷却水系冷却塔Ａ基礎
安全冷却水系冷却塔B基礎
ガラス固化体貯蔵建屋
ガラス固化体貯蔵建屋B棟

基礎 ■ ◎ ◎ ◎

燃料加工建屋MOX燃料加工施設

評価部位
当該プラントにおける
既設工認の評価＊1

評価対象施設

今回設工認における評価
先行発電プラントにおける評価

（柏崎刈羽7号機：新規制基準対応設工認）
先行発電プラントにおける評価

（東海第二：新規制基準対応設工認）
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別紙－１－２（3／4）

■建物・構築物（波及的影響を考慮すべき施設）の評価概要（今回設工認）

Ｓｄ評価
（静的地震力）

Ｓｓ評価
Ｓｄ評価

（静的地震力）
Ｓｓ評価

Ｓｄ評価
（静的地震力）

Ｓｓ評価 先行発電プラントとの相違点 記載箇所

MOX燃料加工施設
排気筒

　　燃料加工建屋
筒身 ◎ ◎ ◎

（東海第二及び柏崎刈羽7号機：主排気筒と比
較）

Ⅲ－２－２－２－１－１－１－２　排気筒の耐震計算書

＊1：建設時設工認及び改造工事認可をいう

＊2：当該施設については，第１回設工認申請では評価対象施設が無く，第２回設工認申請以降において評価対象施設が記載される。

＊3：Ｓクラス施設では無いが，事業変更許可申請書の添付書類五に示された燃料加工建屋固有の評価として，弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力又は静的地震力のいずれか大きい方の地震力に対して層レベルで建屋全体として概ね弾性範囲に留まることを確認する。

■：基準地震動Ｓ１又は弾性設計用地震力Ｓｄによる地震力又は静的地震力に対して許容応力度設計での断面算定を実施。基準地震動Ｓ２又は基準地震動Ｓｓに対して終局耐力の確認。

◎：局部評価を実施。

●：層レベルでの評価

建物・構築物の評価部位一覧(MOX燃料加工施設)
（「重要度分類及び重大事故等対処施設の設備分類の基本方針」に基づく評価対象施設）

評価部位
当該プラントにおける
既設工認の評価＊1

評価対象施設
[　]：評価対象施設が設置される建物・構築物

今回設工認における評価
先行発電プラントにおける評価

（東海第二：新規制基準対応設工認）
先行発電プラントにおける評価

（柏崎刈羽7号機：新規制基準対応設工認）
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別紙－１－２（4／4）

■屋外重要土木構造物（Ｓクラス施設）の評価概要（今回設工認）

Ｓｄ評価
（静的地震力）

Ｓｓ評価
Ｓｄ評価

（静的地震力）
Ｓｓ評価

Ｓｄ評価
（静的地震力）

Ｓｓ評価 先行発電プラントとの相違点 記載箇所

再処理施設
分離建屋／高レベル廃液ガラス固化建屋間
洞道

構造部材 ■ ○ ○ －
再処理申請（第2回）
Ⅳ-2-1-1-2-2-1　分離建屋／高レベル廃液ガラス
固化建屋間洞道（AT06）の耐震計算書

＊1：建設時設工認及び改造工事認可をいう

■：基準地震動Ｓ１による地震力及び静的地震力に対して，許容応力度設計での断面算定を実施。発生応力度が許容値を超えないことを確認。

○：構造部材の評価を実施

■屋外重要土木構造物（Ｓクラス施設の間接支持構造物）の評価概要（今回設工認）

Ｓｄ評価
（静的地震力）

Ｓｓ評価
Ｓｄ評価

（静的地震力）
Ｓｓ評価

Ｓｄ評価
（静的地震力）

Ｓｓ評価 先行発電プラントとの相違点 記載箇所

再処理申請（第2回）
Ⅳ-2-1-1-2-2-1　分離建屋／高レベル廃液ガラス
固化建屋間洞道（AT06）の耐震計算書

Ⅳ-2-1-1-2-5-1　高レベル廃液ガラス固化建屋／
第1ガラス固化体貯蔵建屋間洞道(AT52)の耐震計
算書

Ⅳ-2-1-1-2-3-2　分離建屋／精製建屋／ウラン脱
硝建屋／ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋／低レ
ベル廃液処理建屋／低レベル廃棄物処理建屋／
分析建屋間洞道(AT02N)の耐震計算書
Ⅳ-2-1-1-2-3-4　（同上）　(AT05)

Ⅳ-2-1-1-2-4-1　精製建屋／ウラン・プルトニウム混
合脱硝建屋間洞道(AT04)の耐震計算書

Ⅳ-2-1-1-2-1-2　前処理建屋／分離建屋／精製建
屋／高レベル廃液ガラス固化建屋／ウラン・プルト
ニウム混合脱硝建屋／制御建屋／非常用電源建屋
／冷却水設備の安全冷却水系／主排気筒／主排
気筒管理建屋間洞道(TX40S)の耐震計算書
Ⅳ-2-1-1-2-1-4　（同上）　(TX51)
Ⅳ-2-1-1-2-1-6　（同上）　(TX60)
Ⅳ-2-1-1-2-1-8　（同上）　(TX70)
Ⅳ-2-1-1-2-1-10　（同上）　(TY10E)
Ⅳ-2-1-1-2-1-12　（同上）　(TY20)
Ⅳ-2-1-1-2-1-14　（同上）　(TY25)

Ⅳ-2-1-1-2-1-5　使用済燃料受入れ・貯蔵建屋／
安全冷却水系冷却塔A基礎間洞道(TY83)の耐震計
算書

Ⅳ-2-1-1-2-1-1　使用済燃料受入れ・貯蔵建屋／
安全冷却水系冷却塔B基礎間洞道(TY81)の耐震計
算書
Ⅳ-2-1-1-2-1-3　（同上）　(TY82)

＊1：建設時設工認及び改造工事認可をいう

■：基準地震動Ｓ１又は基準地震動Ｓ２による地震力に対して，許容応力度設計での断面算定を実施。発生応力度が許容値を超えないことを確認。

○：構造部材の評価を実施

屋外重要土木構造物の評価部位一覧
（「重要度分類及び重大事故等対処施設の設備分類の基本方針」に基づく評価対象施設）

評価対象施設 評価部位
当該プラントにおける
既設工認の評価＊1

先行発電プラントにおける評価
（東海第二：新規制基準対応設工認）

先行発電プラントにおける評価
（柏崎刈羽7号機：新規制基準対応設工認）

今回設工認における評価

先行発電プラントにおける評価
（柏崎刈羽7号機：新規制基準対応設工認）

今回設工認における評価

評価対象施設 評価部位
当該プラントにおける
既設工認の評価＊1

先行発電プラントにおける評価
（東海第二：新規制基準対応設工認）

（東海第二：取水構造物と比較）
（柏崎刈羽7号機：燃料移送系配管ダクトと比較）

○○○再処理施設

分離建屋／高レベル廃液ガラス固化建屋間
洞道

高レベル廃液ガラス固化建屋／第１ガラス
固化体貯蔵建屋間洞道

分離建屋／精製建屋／ウラン脱硝建屋／ウ
ラン・プルトニウム混合脱硝建屋／低レベル
廃液処理建屋／低レベル廃棄物処理建屋
／分析建屋間洞道

精製建屋／ウラン・プルトニウム混合脱硝建
屋建屋間洞道

前処理建屋／分離建屋／精製建屋／高レ
ベル廃液ガラス固化建屋／ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋／制御建屋／非常用電
源建屋／冷却水設備の安全冷却水系／主
排気筒／主排気筒管理建屋間洞道

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋／安全冷却
水系冷却塔Ａ基礎間洞道

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋／安全冷却
水系冷却塔Ｂ基礎間洞道

構造部材 ■
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令和５年11月30日 Ｒ２ 

別紙－１－３ 

評価対象施設の評価部位の選定結果 

【再処理施設】 

・安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備

・波及的影響の設計対象施設

・火災防護設備

・溢水対策設備

【再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)】 

・安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備

・波及的影響の設計対象施設

・火災防護設備

・溢水対策設備

【廃棄物管理施設】 

・安全機能を有する施設

・波及的影響の設計対象施設

【ＭＯＸ燃料加工施設】 

・安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備

・波及的影響の設計対象施設

・火災防護設備

・地震時に単一ユニット間距離の確保が必要な設備

・閉じ込め機能を有する設備
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再処理施設 

安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備 
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(1/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 〇 − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

構造強度 S −

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

放射性物質の閉じ込め機
能を⽀援する施設(加熱
器，建屋給気閉⽌ダン
パ，セル内クーラ，凝縮
器等の冷却系等

− 容器 構造強度 S −

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
下端⽀持容器(四脚)
四脚たて置円筒形容器

崩壊熱等の除去機能 プール⽔冷却系，安全冷
却⽔系

− 容器

−

ソースターム制限機能 − 代替可溶性中性⼦吸収材
緊急供給系

容器 構造強度 − 常設耐震重要

ソースターム制限機能 可溶性中性⼦吸収材緊急
供給系、ガラス溶融炉の
流下停⽌系

− 容器 構造強度 S
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(2/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

マンホール平板 − 容器 〇 − − 〇 −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

− 胴板 容器 〇 − ○ 〇 −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

マンホール平板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

− 胴板 容器 〇 − ○ 〇 −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

− 容器 構造強度

異常の拡⼤防⽌機能に
係る⽀援機能

蒸気供給設備 安全蒸
気系
計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の発⽣防⽌機能
(PS)、異常の拡⼤防⽌
機能(MS)、影響緩和
機能(MS))までの配管
圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く)

− 容器 構造強度 S −

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の発⽣防⽌機能
(PS)、異常の拡⼤防⽌
機能(MS)、影響緩和
機能(MS))までの配管

− フィルタ 構造強度 S −

S −定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
下端⽀持容器
スカート⽀持たて置円
筒形容器

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

電気設備 ⾮常⽤所内
電源系統
⾮常⽤電源設備
計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の発⽣防⽌機能
(PS)、異常の拡⼤防⽌
機能(MS)、影響緩和
機能(MS))までの配管
圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く)
蒸気供給設備 安全蒸
気系

異常の拡⼤防⽌機能に
係る⽀援機能

計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の発⽣防⽌機能
(PS)、異常の拡⼤防⽌
機能(MS)、影響緩和
機能(MS))までの配管

− フィルタ 構造強度 S −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(3/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

マンホール平板 − 容器 〇 − − 〇 −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

− 胴板 容器 〇 − ○ 〇 −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

本体 胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

下部 胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

本体 胴鏡板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部 胴下鏡板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

下部鏡板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

冷却コイル − 容器 〇 − ○ 〇 −

ジャケット − 容器 〇 − − 〇 −

冷却ジャケット − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽槽，分離設
備の溶解液中間貯槽等
の塔槽類

同左 容器 構造強度

影響緩和機能に係る⽀
援機能

計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の発⽣防⽌機能
(PS)、異常の拡⼤防⽌
機能(MS)、影響緩和
機能(MS))までの配管

− フィルタ 構造強度

構造強度 S −

S −

影響緩和機能に係る⽀
援機能

電気設備 ⾮常⽤所内
電源系統
計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の発⽣防⽌機能
(PS)、異常の拡⼤防⽌
機能(MS)、影響緩和
機能(MS))までの配管
圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く)

− 容器

常設耐震重要S

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
下端⽀持容器
スカート⽀持たて置円
筒形容器
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(4/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 ○ − ○ − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

検査⽳平板 − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ − −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

マンホール平板 − 容器 〇 − − 〇 −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

点検⼝平板 − 容器 〇 − − − −

管台 − 容器 〇 − − − −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

点検⼝平板 − 容器 〇 − − − −

管台 − 容器 〇 − − − −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

− 常設耐震重要掃気機能 代替安全圧縮空気系 容器 構造強度

掃気機能 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)

− 容器 構造強度 S −

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

− 代替換気設備
廃ガス貯留設備

容器 構造強度 − 常設耐震重要

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

− 臨界事故時⽔素掃気
系、代替安全圧縮空気
系

容器、配管系 構造強度 − 常設耐震重要

−

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
下端⽀持容器
スカート⽀持たて置円
筒形容器

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
下端⽀持容器
スカート⽀持たて置円
筒形容器
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(5/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

平板 − 容器 〇 − − − −

管台 − 容器 〇 − − − −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

マンホール平板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

マンホール平板 − 容器 〇 − − − −

管台 − 容器 〇 − − − −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

容器

ソースターム制限機能 − 代替可溶性中性⼦吸収
材緊急供給系、重⼤事
故時可溶性中性⼦吸収
材供給系

崩壊熱等の除去機能 プール⽔冷却系、安全
冷却⽔系
⾮常⽤電源設備

− 容器 構造強度

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

− 廃ガス貯留設備 容器 構造強度

S −

S −

ソースターム制限機能 漏えい液受⽫から漏え
い液を回収するための
系統

−

容器 構造強度 − 常設耐震重要

− 常設耐震重要

構造強度

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
下端⽀持容器
スカート⽀持たて置円
筒形容器

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
下端⽀持容器
スカート⽀持たて置円
筒形容器
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(6/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 〇 − ○ − −

上部鏡板 − 容器 ○ − − − −

下部鏡板 − 容器 〇 − ○ − −

冷却ジャケット − 容器 〇 − − − −

管台 − 容器 〇 − − − −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 〇 − ○ − −

上部鏡板 − 容器 ○ − − − −

下部鏡板 − 容器 〇 − ○ − −

冷却ジャケット − 容器 〇 − − − −

管台 − 容器 〇 − − − −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 〇 − ○ − −

上部鏡板 − 容器 ○ − − − −

下部鏡板 − 容器 〇 − ○ − −

冷却ジャケット − 容器 〇 − − − −

管台 − 容器 〇 − − − −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

− 常設耐震重要崩壊熱等の除去機能 − 代替安全冷却⽔系 容器 構造強度

容器 構造強度 −

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

蒸気供給設備 安全蒸
気系

臨界事故時⽔素掃気系 容器 構造強度 S 常設耐震重要

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

− 代替換気設備 常設耐震重要

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
下端⽀持容器
スカート⽀持たて置円
筒形容器
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(7/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 〇 − ○ − −

− スカート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

側板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

伝熱板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− 底板 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 ○ − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

胴板 − 容器 ○ − 〇 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

マンホ−ル平板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

熱交換器 構造強度 S

− 常設耐震重要核燃料物質、放射性物
質の取り扱い

− 酸及び溶媒の回収施設
蒸発⽸、精留塔、第１
洗浄器、第２洗浄器、
第３洗浄器、蒸発⽸、
溶媒蒸留塔等

容器、配管系 構造強度

−異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の発⽣防⽌機能
(PS)、異常の拡⼤防⽌
機能(MS)、影響緩和
機能(MS))までの配管

電気設備 ⾮常⽤所内
電源系統

放射性物質の閉じ込め
機能を⽀援する施設
(加熱器，建屋給気閉
⽌ダンパ，セル内ク−
ラ，凝縮器等の冷却系
等

− 容器 構造強度

常設耐震重要

S

ソ−スタ−ム制限機能 漏えい液受⽫から漏え
い液を回収するための
系統

−

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
下端⽀持容器
スカート⽀持たて置円
筒形容器

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器

− 容器、配管系 構造強度 S

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
下端⽀持容器
プレート式熱交換器

崩壊熱等の除去機能 プール⽔冷却系、安全
冷却⽔系
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(8/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 ○ − 〇 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

マンホ−ル平板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

胴板 − 容器 ○ − 〇 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

マンホ−ル平板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

胴板 − 容器 ○ − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管板 − 容器 ○ − − 〇 −

伝熱管 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

容器 変位及び変形 S 常設耐震重要

胴板 − 容器＊２ 〇 − − 〇 −

異常の拡⼤防⽌機能に
係る⽀援機能

計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の発⽣防⽌機能
(PS)、異常の拡⼤防⽌
機能(MS)、影響緩和
機能(MS))までの配管

蒸気供給設備 安全蒸
気系

− 容器 構造強度 S −

構造強度 S −

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の保持機能)

核的制限値(⼨法)の維持
機能

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

容器 構造強度 S 常設耐震重要

影響緩和機能に係る⽀
援機能

計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の発⽣防⽌機能
(PS)、異常の拡⼤防⽌
機能(MS)、影響緩和
機能(MS))までの配管

蒸気供給設備 安全蒸
気系

− 容器

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(9/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

円すい'胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

マンホ−ル平板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

− 胴板 容器 〇 − 〇 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − 〇 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管側胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴側胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

管側平板 − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備

代替換気設備
廃ガス貯留設備

容器
熱交換器
フィルタ

常設耐震重要

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

容器 構造強度 S 常設耐震重要

S −掃気機能 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)

− 熱交換器 構造強度

放射性物質の閉じ込め
機能を⽀援する施設
(加熱器，建屋給気閉
⽌ダンパ，セル内ク−
ラ，凝縮器等の冷却系
等

圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)

− 熱交換器 構造強度 −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

S

構造強度 S
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(10/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

管板 − 容器 〇 − − 〇 −

伝熱管 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − 〇 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

胴板 − 容器 ○ − ○ ○ −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

胴板 − 容器 ○ − ○ ○ −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

胴板 − 容器 ○ − ○ 〇 −

円すい胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

管側胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴側胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

円すい鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管側鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴側鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管板 − 容器 〇 − − 〇 −

伝熱管 − 容器 〇 − − 〇 −

構造強度 S −蒸気供給設備 安全蒸
気系

圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)

− 熱交換器

熱交換器 構造強度 S −

異常の拡⼤防⽌機能に
係る⽀援機能

構造強度 S 常設耐震重要代替換気設備
廃ガス貯留設備

熱交換器

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

放射性物質の閉じ込め
機能を⽀援する施設
(加熱器，建屋給気閉
⽌ダンパ，セル内ク−
ラ，凝縮器等の冷却系
等

圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)

− 熱交換器 構造強度 S −

影響緩和機能に係る⽀
援機能

蒸気供給設備 安全蒸
気系

圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)

−

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(凝縮器、
加熱器、冷却器)

⾼レベル廃液濃縮設備
の⾼レベル廃液濃縮⽸
凝縮器、減衰器
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(11/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

平板 − 容器 ○ − − 〇 −

管側平板 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

胴板 − 容器 ○ − ○ 〇 −

円すい胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

管側胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴側胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

円すい鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管側鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴側鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管板 − 容器 〇 − − 〇 −

伝熱管 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

平板 − 容器 ○ − − 〇 −

管側平板 − 容器 ○ − − 〇 −

⼊⼝分散管 − 容器 ○ − − 〇 −

連絡管 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(凝縮器、
加熱器、冷却器)

⾼レベル廃液濃縮設備
の⾼レベル廃液濃縮⽸
凝縮器、減衰器

代替換気設備
廃ガス貯留設備

構造強度 S 常設耐震重要

構造強度 S 常設耐震重要定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(凝縮器、
加熱器、冷却器)

⾼レベル廃液濃縮設備
の⾼レベル廃液濃縮⽸
凝縮器、減衰器

代替換気設備 熱交換器

熱交換器

67



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(12/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

管側胴板 − 容器 ○ − ○ − −

管側鏡板 − 容器 〇 − − − −

フランジ − 容器 〇 − − − −

管板 − 容器 〇 − − − −

伝熱管 − 容器 〇 − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

管側胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴側胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

管側鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管側平板 − 容器 〇 − − 〇 −

フランジ − 容器 〇 − − 〇 −

管板 − 容器 〇 − − 〇 −

伝熱管 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

平板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 ○ − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

ろ材 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(フィルタ)

代替換気設備 フィルタ 構造強度 S

構造強度 − 常設耐震重要

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

− 代替換気設備 熱交換器

− 熱交換器 構造強度 S −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器

常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(13/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 ○ − 〇 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − 〇 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

胴板 − 容器 ○ − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

連絡管 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 ○ − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

胴板 − 容器 ○ − 〇 − −

鏡板 − 容器 〇 − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

胴板 − 容器 ○ − 〇 − −

鏡板 − 容器 〇 − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

S 常設耐震重要

常設耐震重要

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

− 補機駆動⽤燃料補給設
備

容器 構造強度

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

同左 容器 構造強度

圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除
く。)(空気貯槽)

代替安全圧縮空気系 容器 構造強度 S

− 常設耐震重要

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器(３
脚以上)

影響緩和機能に係る⽀
援機能

− 補機駆動⽤燃料補給設
備

容器

ソ−スタ−ム制限機能 漏えい液受⽫から漏え
い液を回収するための
系統

− 容器、配管系 構造強度 S −

常設耐震重要構造強度 −

掃気機能
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(14/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 ○ − 〇 − −

鏡板 − 容器 〇 − − − −

管台 − 容器 ○ − 〇 − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

円すい胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 胴板 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

管側胴板 − 容器 〇 − − − −

管側鏡板 − 容器 〇 − − − −

管側胴板フランジ − 容器 ○ − − − −

胴側胴板 − 容器 ○ − − − −

胴側鏡板 − 容器 ○ − − − −

管板 − 容器 ○ − − − −

伝熱管 − 容器 ○ − − − −

− 代替換気設備
廃ガス貯留設備

熱交換器 構造強度 − 常設耐震重要

S 常設耐震重要

S 常設耐震重要

代替換気設備 熱交換器静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(凝縮器、
加熱器、冷却器)

構造強度

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
横置⼀胴円筒形容器(３
脚以上)

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
デミスタ(２脚)

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

− 常設耐震重要事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋電源設
備

構造強度

S 常設耐震重要

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

同左 容器 構造強度

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト)

代替換気設備
廃ガス貯留設備

容器 構造強度

容器

70



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(15/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

管台 − 容器 ○ − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

− 胴板 容器 ○ − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 胴板 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 胴板 容器 ○ − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(⻑⼿２ラグ)

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

− 容器 構造強度 S −

崩壊熱等の除去機能 − 代替安全冷却⽔系 容器 構造強度 −

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備 (洗浄
塔、デミスタ、シ−ル
ポット)

− 容器 構造強度 S

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
デミスタ(１脚)

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

− 容器 構造強度 S −

 静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

−

常設耐震重要

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
デミスタ(２脚)

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

− 代替換気設備
廃ガス貯留設備

熱交換器 構造強度 − 常設耐震重要

常設耐震重要崩壊熱等の除去機能 − 代替安全冷却⽔系 容器 構造強度 −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(16/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

蓋板 − 容器 ○ − − 〇 −

底板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

平板 − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 胴板 容器 ○ − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

胴板 − 容器 ○ − − − −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

− 胴板 容器 〇 − ○ 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ 〇 −

− 胴板 容器 〇 − ○ 〇 −

本体胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

円すい胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴 上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

S 常設耐震重要

崩壊熱等の除去機能 − 代替安全冷却⽔系
漏えい抑制設備

容器 構造強度 − 常設耐震重要

構造強度 − 常設耐震重要

常設耐震重要

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(４ラグ)

異常の拡⼤防⽌機能に
係る⽀援機能

蒸気供給設備
安全蒸気系

同左 容器 構造強度 S

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

⾼レベル放射性液体廃
棄物を内蔵する系統及
び機器
放射性物質の閉じ込め
機能を⽀援する施設
UPu混合酸化物貯蔵設
備 粉末⽸等、Puを
含む溶液⼜は粉末の主
要な流れを構成する配
管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽等、⾼レベル廃
液の主要な流れを構成
する配管

− 容器 構造強度 S −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(１ラグ)

静的な閉じ込め機能
(放射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽等、⾼レベル廃
液の主要な流れを構成
する配管

同左 容器 構造強度

放射性物質を保持する
系統の負圧維持

− Ｂクラスの塔槽類の塔
槽類廃ガス処理設備
(前処理建屋、分離建
屋、精製建屋等のBク
ラスの塔槽類から排⾵
機を経て弁までの範
囲)

容器、熱交換器、
フィルタ、配管系
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(17/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

本体胴 下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

コイル − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

胴側胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

管側胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

本体胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

円すい胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴 上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体胴 下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管側鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

異常の拡⼤防⽌機能に
係る⽀援機能

蒸気供給設備
安全蒸気系

同左 容器 構造強度 S 常設耐震重要定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(４ラグ)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト)(凝縮器、加熱器、
冷却器)
UPu混合酸化物貯蔵設
備 粉末⽸等、Puを
含む溶液⼜は粉末の主
要な流れを構成する配
管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽等、⾼レベル廃
液の主要な流れを構成
する配管
AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備のセル等及び
グロ−ブボックスから
の排気系
⾼レベル放射性液体廃
棄物を内蔵する系統及
び機器

代替換気設備
廃ガス貯留設備

容器 構造強度 S 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(18/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管板 − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

フランジ − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

伝熱管 − 容器 〇 − − 〇 −

コイル − 容器 〇 − − 〇 −

冷却ジャケット − 容器 〇 − − 〇 −

ろ材 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 〇 − − − −

上部胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

円すい胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

本体胴上部鏡板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

本体胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

上部胴上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体胴下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

コイル − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト 等) 〇 − ○ 〇 −

常設耐震重要S構造強度容器せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト)

常設耐震重要定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(４ラグ)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト)(凝縮器、加熱器、
冷却器)
UPu混合酸化物貯蔵設
備 粉末⽸等、Puを
含む溶液⼜は粉末の主
要な流れを構成する配
管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽等、⾼レベル廃
液の主要な流れを構成
する配管
AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備のセル等及び
グロ−ブボックスから
の排気系
⾼レベル放射性液体廃
棄物を内蔵する系統及
び機器

代替換気設備
廃ガス貯留設備

容器 構造強度 S

− 代替換気設備 B 常設耐震重要

代替換気設備
廃ガス貯留設備

容器 構造強度
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(19/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

上部鏡板 − 容器 〇 − − − −

下部鏡板 − 容器 〇 − − − −

管台 − 容器 〇 − − − −

冷却ジャケット − 容器 〇 − − − −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト 等) 〇 − ○ − −

胴側胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

管側鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部平板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部平板 − 容器 〇 − − 〇 −

管板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

伝熱管 − 容器 〇 − − 〇 −

保護管 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

S 常設耐震重要静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(凝縮器、
加熱器、冷却器)

廃ガス貯留設備
代替換気設備

熱交換器 構造強度

崩壊熱等の除去機能 − 代替安全冷却⽔系 容器 構造強度 −定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(４ラグ)

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(４ラグ)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備
塔槽類廃ｶﾞｽ処理設備
⾼レベル廃液ガラス固
化廃ガス処理設備
(フィルタ)

− フィルタ 構造強度 S −

常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(20/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

ろ材 − 容器 〇 − − 〇 −

フランジ − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

本体胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体胴鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部 胴上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部 胴下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体 胴上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体 胴下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴上部平板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

コイル − 容器 〇 − − 〇 −

冷却ジャケット − 容器 〇 − − 〇 −

胴側冷却ｼﾞｬｹｯﾄ板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡側冷却ｼﾞｬｹｯﾄ板 − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

常設耐震重要静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
ウラン・プルトニウム
混合脱硝系
⾼レベル廃液貯蔵設備
U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管

容器 構造強度 Ｓ

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備
塔槽類廃ｶﾞｽ処理設備
⾼レベル廃液ガラス固
化廃ガス処理設備
(フィルタ)

− フィルタ 構造強度 S −定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(４ラグ)
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(21/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

外胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

内胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴上板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴底板 − 容器 〇 − − 〇 −

中性⼦吸収材 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト 等) 〇 − ○ 〇 −

− 胴板 容器 〇 − ○ 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

本体胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴側胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

管側胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部胴下部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管側鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

円すい胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

コイル − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

管板 − 容器 〇 − − 〇 −

伝熱管 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

常設耐震重要

−

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の排気機能)

せん断処理溶解廃ガス
処理設備、塔槽類廃ガ
ス処理設備、⾼レベル
廃液ガラス固化廃ガス
処理設備 (洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト)

− 容器(蒸発⽸) 構造強度 Ｓ −

ソ−スタ−ム制限機能 ⾼レベル廃液貯蔵設備
漏えい液受⽫から漏え
い液を回収するための
系統

− 容器、配管系 構造強度 Ｓ

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(４ラグ)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
ウラン・プルトニウム
混合脱硝系
⾼レベル廃液貯蔵設備
U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管

容器 構造強度 Ｓ

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(４ラグ)
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(22/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

上部胴上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

円すい胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

伝熱管 − 容器 〇 − − 〇 −

ろ材 − 容器 〇 − − 〇 −

フランジ − 容器 〇 − − 〇 −

本体胴下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 〇 − ○ − −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

−

放射性物質を保持する
系統の負圧維持

− Ｂクラスの塔槽類の塔
槽類廃ガス処理設備
(前処理建屋、分離建
屋、精製建屋等のBク
ラスの塔槽類から排⾵
機を経て弁までの範
囲)

容器、熱交換器、
フィルタ、配管系

構造強度 − 常設耐震重要

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の捕集・浄化
機能)

⾼レベル廃液ガラス固
化廃ガス処理設備の廃
ガス洗浄器，吸収塔及
びルテニウム吸着塔
⾼レベル廃液ガラス固
化建屋換気設備の固化
セル換気系の洗浄塔，
ルテニウム吸着塔

− 容器 構造強度 Ｓ定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(４ラグ)
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(23/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 〇 − ○ − −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

ろ材 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

中部胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

下部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

構造強度 −

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト)

代替換気設備 容器 構造強度 S 常設耐震重要

常設耐震重要

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の捕集・浄化
機能)

許可申請書 添付処理
六7.2設に粒⼦除去効
率を記載した気体廃棄
物の廃棄施設(建屋換
気設備を除く)の⾼性
能粒⼦フィルタ

− フィルタ

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(４ラグ)

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(２ラグ)

構造強度 Ｓ −

核燃料物質、放射性物
質の取り扱い

− 液体廃棄物の廃棄施設
アルカリ廃液濃縮
⽸、アルカリ濃縮廃液
貯槽、低レベル廃液蒸
発⽸、第１放出前貯
槽、第１海洋放出ポン
プ、海洋放出管(第２
海洋放出ポンプを経て
第１海洋放出ポンプか
ら導かれる海洋放出管
との合流点までの範囲
を除く)、除染ピット
等

容器、配管系
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(24/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

管側胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

胴側胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管側鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

管板 − 容器 〇 − − 〇 −

フランジ − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

伝熱管 − 容器 〇 − − 〇 −

保護管 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

フランジ − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

フィルタユニット − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

常設耐震重要静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(凝縮器、
加熱器、冷却器)
AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備のセル等及び
グロ−ブボックスから
の排気系

廃ガス貯留設備
代替換気設備

熱交換器 構造強度 S定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(２ラグ)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備
塔槽類廃ｶﾞｽ処理設備
⾼レベル廃液ガラス固
化廃ガス処理設備
(フィルタ)
AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備のセル等及び
グロ−ブボックスから
の排気系

廃ガス貯留設備
代替換気設備

フィルタ 構造強度 S 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(25/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

ろ材 − 容器 〇 − − 〇 −

側壁板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

底板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

保護管 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部平板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部平板 − 容器 〇 − − 〇 −

底板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

ジャケット − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト 等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト 等) 〇 − ○ 〇 −

常設耐震重要

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

代替安全冷却⽔系 容器 構造強度 S 常設耐震重要

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(２ラグ)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備
塔槽類廃ｶﾞｽ処理設備
⾼レベル廃液ガラス固
化廃ガス処理設備
(フィルタ)
AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備のセル等及び
グロ−ブボックスから
の排気系

廃ガス貯留設備
代替換気設備

フィルタ 構造強度 S 常設耐震重要

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

同左 容器 構造強度 Ｓ
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(26/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

− 胴板 容器 〇 − ○ 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

側壁板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

底板 − 容器 〇 − − 〇 −

ふた板 − 容器 〇 − − 〇 −

フランジ − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

ろ材 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

中部胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

下部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(２ラグ)

⾼レベル廃液ガラス固
化建屋換気設備の固化
セル換気系の洗浄塔，
ルテニウム吸着塔

代替換気設備

Ｓ −

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の捕集・浄化
機能)

許認可申請書 添付書
類六7.2節に粒⼦除去
効率を記載した気体廃
棄物の廃棄施設(建屋
換気設備を除く)の⾼
性能粒⼦フィルタ
せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備のよう素
フィルタ

廃ガス貯留設備
代替換気設備

フィルタ 構造強度 Ｓ 常設耐震重要

ソ−スタ−ム制限機能 漏えい液受⽫から漏え
い液を回収するための
系統

− 容器 構造強度

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の捕集・浄化
機能)

容器 構造強度 Ｓ 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(27/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 〇 − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト 等) 〇 − ○ − −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

管側胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

胴側胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

胴側平板 − 容器 〇 − − 〇 −

管板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

伝熱管 − 容器 〇 − − 〇 −

ジャケット − 容器 〇 − − 〇 −

管側ジャケット − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(２ラグ)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト)

代替換気設備
廃ガス貯留設備

容器 構造強度

− 代替換気設備
廃ガス貯留設備

容器 構造強度 − 常設耐震重要静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

代替換気設備
廃ガス貯留設備

熱交換器 構造強度 S

S 常設耐震重要

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)
異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(凝縮器、
加熱器、冷却器)
放射性物資の閉じ込め
機能を⽀援する施設
加熱器、建屋給気閉⽌
ダンパ、セル内ク−
ラ、凝縮器等の冷却系
等

常設耐震重要

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置⾓形容
器(２ラグ)

83



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(28/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト 等) 〇 − ○ 〇 −

天板1 − 容器 〇 − − 〇 −

天板2 − 容器 〇 − − 〇 −

側壁板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

底板1 − 容器 〇 − − 〇 −

底板2 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

− 胴板 容器 〇 − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

排⾵機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− ポンプ取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− ファン取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 排⾵機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 ○ −

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

同左 容器

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(フランジ)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(凝縮器、
加熱器、冷却器)

− 熱交換器 構造強度

構造強度 Ｓ 常設耐震重要

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

脱硝施設の脱硝装置
⾼レベル廃液ガラス固
化設備のガラス溶融炉
等

−

S −

機械装置、配管系 構造強度 Ｓ −

常設耐震重要静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(ファン)
AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備のセル等及び
グロ−ブボックスから
の排気系
安全上重要な施設の固
気分離器からU・Pu混
合脱硝建屋換気設備の
GB・セル排気系統へ
の接続部までの系統
(気送ブロア)

廃ガス貯留設備
代替換気設備

ファン
ファン(放出経路維

持)

構造強度 S

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置⾓形容
器(２ラグ)

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
横軸ポンプ
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(29/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

排⾵機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 架台取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 ○ −

− ファン取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− ポンプ取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 ○ −

− 排⾵機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 ○ −

ファン − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

排⾵機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

ポンプ − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 ○ −

− ポンプ取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 ○ −

スクリュ−圧縮機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 ○ −

ポンプ − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

スクリュ−圧縮機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

排⾵機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

常設耐震重要

動的機能維持

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の排気機能)

放射性廃棄物の廃棄施
設の排⾵機(建屋換気
設備を除く)
放射性廃棄物の廃棄施
設の排⾵機(建屋換気
設備)

廃ガス貯留設備
代替換気設備

ファン
配管系

構造強度 S

常設耐震重要

動的機能維持 S 常設耐震重要

崩壊熱等の除去機能 ウラン・プルトニウム
混合酸化物貯蔵建屋換
気設備

− ファン 動的機能維持 S

S 常設耐震重要

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

ポンプ
配管系

構造強度 S

−

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
横軸ポンプ

85



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(30/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

圧縮機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

フレ−ム − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

スクリュ−圧縮機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 ○ −

− 圧縮機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 ○ −

圧縮機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

スクリュ−圧縮機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

ポンプ − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ ○ −

− ポンプ取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ ○ −

ポンプ − 駆動部＊3 ○ − ○ ○ −

原動機 − 駆動部＊3 ○ − ○ ○ −

− ブロワ取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ ○ −

送⾵機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

圧縮機 構造強度 S −

動的機能維持 S

−

異常の拡⼤防⽌機能に
係る⽀援機能

蒸気供給設備 安全蒸
気系

− ファン 構造強度 S −

動的機能維持 S

−

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

電気設備 ⾮常⽤所内
電源系統
⾮常⽤電源設備
放射性物質の閉じ込め
機能を⽀援する施設
(加熱器，建屋給気閉
⽌ダンパ，セル内ク−
ラ，凝縮器等の冷却系
等)

− ポンプ 構造強度 S −

動的機能維持 S

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の発⽣防⽌機能
(PS))までの配管
放射性物質の閉じ込め
機能を⽀援する施設
加熱器、建屋給気閉⽌
ダンパ、セル内ク−
ラ、凝縮器等の冷却系
等
圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)

−

−

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
横軸ポンプ
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(31/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− ポンプ取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ ○ −

ポンプ − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

圧縮機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

フレ−ム − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ ○ −

− 圧縮機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ ○ −

圧縮機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

− ブロワ取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ ○ −

動的機能維持 S −
− − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

ポンプ − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− ポンプ取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

ポンプ − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

−

異常の拡⼤防⽌機能に
係る⽀援機能

圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)

− 圧縮機 構造強度 S −

動的機能維持 S

異常の拡⼤防⽌機能に
係る⽀援機能

蒸気供給設備 安全蒸
気系

− ポンプ 構造強度 S −

動的機能維持 S

−

動的機能維持 S −

影響緩和機能に係る⽀
援機能

蒸気供給設備 安全蒸
気系
電気設備 ⾮常⽤所内
電源系統

− ポンプ 構造強度 S

−

影響緩和機能に係る⽀
援機能

蒸気供給設備 安全蒸
気系

− ファン 構造強度 S −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
横軸ポンプ
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(32/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

圧縮機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

フレ−ム − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 圧縮機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

圧縮機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

圧縮機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

フレ−ム − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 圧縮機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

圧縮機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

送⾵機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

送⾵機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 〇 −

影響緩和機能に係る⽀
援機能

圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)

− 圧縮機 構造強度 S

−

動的機能維持 S −

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

中央制御室，制御建屋
中央制御室換気設備

− ファン 構造強度 S

−

動的機能維持 S −

掃気機能 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)

− 圧縮機 構造強度 S

−

動的機能維持 S −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
横軸ポンプ
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(33/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

送⾵機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

ケーシング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ー − −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 送⾵機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 − −

送⾵機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 排⾵機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 − −

排⾵機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 − −

ポンプ − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

ケーシング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ー − −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− ポンプ取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

動的機能維持 − 常設耐震重要
原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 − −

常設耐震重要

動的機能維持 − 常設耐震重要

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋換気設
備

ファン 構造強度 −

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋換気設
備

ファン 構造強度 −

常設耐震重要

動的機能維持 常設耐震重要

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋電源設
備

ポンプ 構造強度 − 常設耐震重要

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
横軸ポンプ
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(34/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

送⾵機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

ケーシング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ー − −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 送⾵機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 − −

送⾵機 − 駆動部＊3 〇 − 〇 − −

ポンプ − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− ポンプ取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− 原動機台取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

管台 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

ポンプ − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

ケーシング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ー ー ○ ー

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ ー ー ○ ー

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 ○ −

− ポンプ取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 ○ −

ポンプ − 駆動部＊3 〇 − − ○ ー

原動機 − 駆動部＊3 〇 − ○ 〇 −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
たて軸ポンプ

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

塔槽類間の溶液移送の
ためのポンプ類

− ポンプ(放出経路維
持)

構造強度

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋電源設
備

ファン 構造強度 −

S −

ソ−スタ−ム制限機能 漏えい液受⽫から漏え
い液を回収するための
系統

− ポンプ 構造強度 S −

動的機能維持

常設耐震重要

動的機能維持 − 常設耐震重要

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
横軸ポンプ

S −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(35/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
たて軸ポンプ

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
溶解液中間貯槽等の塔
槽類

− 容器 構造強度 S −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

エンジン − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

燃料 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

過給機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

調速装置 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

⾮常調速装置 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

動的機能維持 S −
ディ−ゼル機関 − 駆動部＊3 ○ − ○ ○ −

エンジン − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

燃料 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

過給機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

調速装置 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

⾮常調速装置 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

動的機能維持 S −
ディ−ゼル機関 − 駆動部＊3 ○ − ○ ○ −

エンジン − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ー − −

燃料 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ー − −

過給機 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ー − −

調速装置 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ー − −

⾮常調速装置 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ー − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 本体取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 発電機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

構造強度 S −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
ディーゼル機関

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋電源設
備

発電機 構造強度 − 常設耐震重要

S −定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
ディ−ゼル機関

影響緩和機能に係る⽀
援機能

電気設備 ⾮常⽤所内
電源系統

− ディ−ゼル機関 構造強度

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
ディ−ゼル機関

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

電気設備 ⾮常⽤所内
電源系統

− ディ−ゼル機関
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(36/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

ディーゼル機関 − 駆動部＊3 ○ − 〇 − −

発電機 − 駆動部＊3 ○ − ○ − −

ガバナ − 駆動部＊3 ○ − ○ − −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

胴板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

鏡板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

側壁板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

底板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ふた板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ − −

側壁板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

本体ふた板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

底板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

本体胴板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

上部胴板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

上部ふた板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

フランジ − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

常設耐震重要

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

− 代替換気設備 フィルタ 構造強度 − 常設耐震重要

動的機能維持 − 常設耐震重要

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)
動的な閉じ込め機能(放
射性物質の捕集・浄化
機能)

AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備のセル等及び
グロ−ブボックスから
の排気系
AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備の汚染のおそ
れのある区域からの排
気系
安全上重要な施設の固
気分離器からU・Pu混
合脱硝建屋換気設備の
GB・セル排気系統へ
の接続部までの系統
(フィルタ)
せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(フィルタ)
許可申請書 添付処理
六7.2設に粒⼦除去効
率を記載した気体廃棄
物の廃棄施設(建屋換
気設備)の⾼性能粒⼦
フィルタ

代替換気設備 フィルタ 構造強度 S

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
ディーゼル機関

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋電源設
備

発電機

S −定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備のセル等及び
グロ−ブボックスから
の排気系

− 容器 構造強度
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(37/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− ケ−シング ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

管台 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

胴板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

鏡板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

側壁板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

底板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ふた板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

−

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

− 代替換気設備
廃ガス貯留設備

フィルタ 構造強度 − 常設耐震重要

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備のセル等及び
グロ−ブボックスから
の排気系

− 配管系 構造強度 S

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備のセル等及び
グロ−ブボックスから
の排気系

代替換気設備 配管系 構造強度 S 常設耐震重要

S 常設耐震重要

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の捕集・浄化
機能)

− 許可申請書 添付書類
六7.2節に粒⼦除去効
率を記載した気体廃棄
物の廃棄施設(建屋換
気設備を除く)の⾼性
能粒⼦フィルタ

フィルタ 構造強度 − 常設耐震重要

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の捕集・浄化
機能)

許可申請書 添付処理
六7.2設に粒⼦除去効
率を記載した気体廃棄
物の廃棄施設(建屋換
気設備を除く)の⾼性
能粒⼦フィルタ
許可申請書 添付処理
六7.2設に粒⼦除去効
率を記載した気体廃棄
物の廃棄施設(建屋換
気設備)の⾼性能粒⼦
フィルタ
精製建屋換気設備
U・Pu混合脱硝設備
⾼性能粒⼦フィルタ
(空気輸送)

代替換気設備 フィルタ 構造強度
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(38/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

側壁板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

本体ふた板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

底板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

本体胴板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

上部胴板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

上部ふた板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

フランジ − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

ラック格⼦ − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

ラック格⼦ − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

胴板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

鏡板 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

遮蔽体 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

S −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

異常の拡⼤防⽌機能に
係る⽀援機能

蒸気供給設備 安全蒸
気系

− 容器 構造強度 S −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の捕集・浄化
機能)

⾼レベル廃液ガラス固
化建屋換気設備の固化
セル換気系の洗浄塔，
ルテニウム吸着塔

− 容器 構造強度

− 常設耐震重要定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋換気設
備

フィルタ 構造強度

S −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

中央制御室，制御建屋
中央制御室換気設備

同左 フィルタ 構造強度 S 常設耐震重要

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

影響緩和機能に係る⽀
援機能

蒸気供給設備 安全蒸
気系

− 容器 構造強度
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(39/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

鏡板 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

管台 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

遮蔽体 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

胴板 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

鏡板 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

平板 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ ー ー ○ ー

連絡管 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ ー ー ○ ー

レジューサ − ⽀持構造物(ボルト等) ○ ー ー ○ ー

管台 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット(遮蔽
体⼀体型)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

AA,AB,AC,CA,KA建屋
換気設備のセル等及び
グロ−ブボックスから
の排気系

− 配管系 構造強度 S −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット(遮蔽
体⼀体型)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)
動的な閉じ込め機能(放
射性物質の捕集・浄化
機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(フィルタ)
塔槽類廃ガス処理設備
安全上重要な施設の固
気分離器からU・Pu混
合脱硝建屋換気設備の
GB・セル排気系統へ
の接続部までの系統
許可申請書 添付処理
六7.2設に粒⼦除去効
率を記載した気体廃棄
物の廃棄施設(建屋換
気設備を除く)の⾼性
能粒⼦フィルタ

代替換気設備
廃ガス貯留設備

フィルタ 構造強度 S 常設耐震重要

S 常設耐震重要定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット(遮蔽
体⼀体型)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(フィルタ)

代替換気設備
廃ガス貯留設備

フィルタ 構造強度
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(40/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

鏡板 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

平板 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ ー ー ○ ー

連絡管 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ ー ー ○ ー

レジューサ − ⽀持構造物(ボルト等) ○ ー ー ○ ー

管台 − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ろ材 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

遮蔽体 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

構造強度 S 常設耐震重要

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

電気的機能維持 S 常設耐震重要

− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

− ディスク位置検出器架
台取付ボルト

⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− ドラム回転検出器架台
取付ボルト

⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 共通架台取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− ベ−スプレ−ト取付ボ
ルト

⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

電気的機能維持 S −
− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 〇 −

−定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

⽕災，爆発，臨界等に
係るプロセス量等の維
持機能

核的制限値を維持する
計測制御設備及び動作
機器
燃焼度測定装置、粉末
⽸MOX粉末重量確認
による粉末⽸払出装置
の起動回路
各系統等の安全機能を
維持するために必要な
計測制御設備

− 計装/放管設備 構造強度 S

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

熱的，化学的⼜は核的
制限値等の維持機能

せん断処理施設及び溶
解施設に係る計測制御
設備 燃料せん断⻑位
置異常によるせん断停
⽌回路等
分離施設、精製施設に
係る計測制御設備
Pu洗浄器アルファモ
ニタ線検出器の係数率
による警報
計測制御設備 せん断
刃位置異常によるせん
断停⽌回路、脱硝塔内
部の温度低による硝酸
ウラニル濃縮液の供給
停⽌回路等、せん断処
理・溶解廃ガス処理設
備等の系統の圧⼒警
報、溶解槽セル等の漏
えい液受⽫の集液溝等
の液位警報等

重⼤事故等供給停⽌回
路、代替可溶性中性⼦
吸収材緊急供給回路

計装/放管設備

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット(遮蔽
体⼀体型)

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の捕集・浄化
機能)

許可申請書 添付処理
六7.2設に粒⼦除去効
率を記載した気体廃棄
物の廃棄施設(建屋換
気設備を除く)の⾼性
能粒⼦フィルタ
許可申請書 添付処理
六7.2設に粒⼦除去効
率を記載した気体廃棄
物の廃棄施設(建屋換
気設備)の⾼性能粒⼦
フィルタ

代替換気設備
廃ガス貯留設備

フィルタ 構造強度 S 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(41/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

構造強度 S 常設耐震重要

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

電気的機能維持 S 常設耐震重要

− − 器具類 ＊5 ○ − ○ ○ −

構造強度 S −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

電気的機能維持 S −

− − 器具類 ＊5 ○ − ○ ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− 溶接 ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

電気的機能維持 S 常設耐震重要
− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 〇 −

構造強度 S −
− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

電気的機能維持 S −
− − 器具類 ＊5 ○ − ○ ○ −

構造強度 S −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

電気的機能維持 S −

− − 器具類 ＊5 ○ − ○ ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− 溶接 ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

電気的機能維持 S 常設耐震重要
− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 〇 −

常設耐震重要定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

電気設備 ⾮常⽤所内
電源系統

代替所内電気設備 電源盤、無停電電源装
置等

構造強度 S

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)
計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の発⽣防⽌機能
(PS))までの配管

− 計装/放管設備

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

ソ−スタ−ム制限機能 せん断処理施設及び溶
解施設に係る計測制御
設備 燃料せん断⻑位
置異常によるせん断停
⽌回路、等
漏えい液受⽫から漏え
い液を回収するための
系統
可溶性中性⼦吸収材緊
急供給回路及びせん断
停⽌回路、固化セル移
送台⾞上の質量⾼によ
るガラス流下停⽌回路
外部電源喪失による建
屋給気閉⽌ダンパ(分
離建屋，精製建屋)，
固化セル圧⼒⾼による
固化セル隔離ダンパの
閉⽌回路

代替可溶性中性⼦吸収
材緊急供給回路、重⼤
事故等可溶性中性⼦吸
収材供給回路

計装/放管設備

常設耐震重要定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

影響緩和機能に係る⽀
援機能

電気設備 ⾮常⽤所内
電源系統

代替所内電気設備 電源盤、無停電電源装
置等

構造強度 S

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

影響緩和機能に係る⽀
援機能

圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)
計装⽤安全圧縮空気
系、計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(影響緩和機能(MS))
までの配管

− 計装/放管設備

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

異常の拡⼤防⽌機能に
係る⽀援機能

圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除く。)

− 計装/放管設備
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(42/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

構造強度 S 常設耐震重要
− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝ検出器 − 器具類 ＊5 ○ − ○ − −

電離箱 − 器具類 ＊5 ○ − ○ − −

ポンプ 動的機能維持 S 常設耐震重要
− − ポンプ ○ − ○ − −

構造強度 S −
− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

電気的機能維持 S −
− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 溶接 ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 − 常設耐震重要
− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 溶接 ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 − 常設耐震重要
− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

− 溶接 ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 − 常設耐震重要
− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 − −

構造強度 − 常設耐震重要
− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 − 常設耐震重要
− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 − −

構造強度 − 常設耐震重要
− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 − 常設耐震重要
− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− − ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

電気的機能維持 S −
− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

電気的機能維持 S −
− − 器具類 ＊5 〇 − 〇 〇 −

− 常設耐震重要定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋電源設
備

電源盤 構造強度

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

中央制御室，制御建屋
中央制御室換気設備

− 計装／放管設備

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

事故時の放射性物質の
放出量の監視機能

主排気筒の排気筒モニ
タ

同左 計装/放管設備

常設耐震重要S電気的機能維持

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋換気設
備

計装/放管設備

− 常設耐震重要定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋電源設
備

電⼒貯蔵装置 構造強度

− 常設耐震重要定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋電源設
備

無停電電源装置 構造強度

S −定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系安全冷
却⽔系
使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設補給⽔
設備
ウラン・プルトニウム
混合酸化物貯蔵建屋換
気設備

− 計装/放管設備 構造強度

Ｓ −定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の排気機能)

放射性廃棄物の廃棄施
設の排⾵機(建屋換気
設備)

− 計装／放管設備 構造強度

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋情報把
握設備

計装/放管設備
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(43/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

平板 − 容器 ○ − − 〇 −

屋根板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

マンホール平板 − 容器 〇 − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ 〇 −

平板 − 容器 ○ − − 〇 −

屋根板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

マンホール平板 − 容器 〇 − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ 〇 −

胴板 − 容器 〇 − ○ − −

平板 − 容器 ○ − − − −

屋根板 − 容器 〇 − − − −

管台 − 容器 〇 − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − ○ − −

電気設備  ⾮常⽤所内
電源系統

− 容器 構造強度 S −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
胴部⽀持容器
平底たて置円筒形容器

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

電気設備  ⾮常⽤所内
電源系統

− 容器 構造強度 S −

影響緩和機能に係る⽀
援機能

常設耐震重要事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋電源設
備

容器 構造強度 −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(44/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

本体側壁板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体底板 − 容器 ○ − − 〇 −

加熱ジャケット − 容器 ○ − − 〇 −

冷却ジャケット − 容器 ○ − − 〇 −

消泡ジャケット − 容器 ○ − − 〇 −

ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

バケット − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

ホイ−ル − 容器 ○ − − 〇 −

− ⽀持架構 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− ガイドピン ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 装荷ファンネル ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− ロ−ラ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

本体側壁板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体底板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体側壁板 − 容器 ○ − − − −

本体底板 − 容器 ○ − − − −

加熱ジャケット − 容器 ○ − − − −

冷却ジャケット − 容器 ○ − − − −

消泡ジャケット − 容器 ○ − − − −

ふた板 − 容器 ○ − − − −

バケット − 容器 ○ − − − −

形状⼨法管理の機器
事業許可変更申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽、プ
ルトニウム濃縮⽸等)

− 容器 変位及び変形 S −

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分析設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

− 容器 構造強度 S −

核的制限値(⼨法)の維持
機能

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
溶解槽

ソ−スタ−ム制限機能 − 代替可溶性中性⼦吸収
材緊急供給系

容器 構造強度 − 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(45/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

管台 − 容器 ○ − − − −

ホイ−ル − 容器 ○ − − − −

− ⽀持架構 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

− ガイドピン ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 装荷ファンネル ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− ロ−ラ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

本体側壁板 − 容器 ○ − − − −

本体底板 − 容器 ○ − − − −

加熱ジャケット − 容器 ○ − − − −

冷却ジャケット − 容器 ○ − − − −

消泡ジャケット − 容器 ○ − − − −

ふた板 − 容器 ○ − − − −

バケット − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

ホイ−ル − 容器 ○ − − − −

− ⽀持架構 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

− ガイドピン ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 装荷ファンネル ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− ロ−ラ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

− 廃ガス貯留設備 容器 構造強度 − 常設耐震重要

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
溶解槽

ソ−スタ−ム制限機能 − 代替可溶性中性⼦吸収
材緊急供給系

容器 構造強度 − 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(46/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

本体側壁板 − 容器 ○ − − − −

本体底板 − 容器 ○ − − − −

加熱ジャケット − 容器 ○ − − − −

冷却ジャケット − 容器 ○ − − − −

消泡ジャケット − 容器 ○ − − − −

ふた板 − 容器 ○ − − − −

バケット − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

ホイ−ル − 容器 ○ − − − −

− ⽀持架構 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

− ガイドピン ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 装荷ファンネル ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− ロ−ラ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

側壁板 − 容器 ○ − − 〇 −

ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

底板 − 容器 ○ − − 〇 −

常設耐震重要

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備(洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト)

代替換気設備
廃ガス貯留設備

容器 構造強度 S 常設耐震重要

異常の発⽣防⽌に係る
⽀援機能

− 臨界事故時⽔素掃気系 容器 構造強度 −有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
溶解槽

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分析設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

− 容器 構造強度 S −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(47/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

加熱ジャケット − 容器 ○ − − 〇 −

冷却ジャケット − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

ハル⼊⼝部 − 容器 ○ − − 〇 −

ふた内筒部 − 容器 ○ − − 〇 −

底板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− リフティングビ−ム ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

−
リフティングビ−ム取

付ボルト
⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

フィルタ − 容器 ○ − − 〇 −

− 床貫通軸 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− ⽀持ピン ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

胴板 − 容器 ○ − − − −

ハル⼊⼝部 − 容器 ○ − − − −

ふた内筒部 − 容器 ○ − − − −

底板 − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

− リフティングビ−ム ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

−
リフティングビ−ム取

付ボルト
⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

掃気機能 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系(かくはん等
のために圧縮空気を供
給する系統は除
く。)(空気貯槽)

− 容器 構造強度 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分析設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

− 容器 構造強度 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
洗浄槽

ソ−スタ−ム制限機能 − 重⼤事故時可溶性中性
⼦吸収材供給系

容器 構造強度 − 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(48/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

フィルタ − 容器 ○ − − − −

− 床貫通軸 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− ⽀持ピン ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

胴板 − 容器 ○ − − − −

ハル⼊⼝部 − 容器 ○ − − − −

ふた内筒部 − 容器 ○ − − − −

底板 − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

− リフティングビ−ム ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

−
リフティングビ−ム取

付ボルト
⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

フィルタ − 容器 ○ − − − −

− 床貫通軸 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− ⽀持ピン ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

胴板 − 容器 ○ − − − −

ハル⼊⼝部 − 容器 ○ − − − −

ふた内筒部 − 容器 ○ − − − −

底板 − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

− リフティングビ−ム ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

−
リフティングビ−ム取

付ボルト
⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

フィルタ − 容器 ○ − − − −

容器 構造強度 − 常設耐震重要

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

− 廃ガス貯留設備 容器 構造強度 − 常設耐震重要

異常の発⽣防⽌に係る
⽀援機能

− 臨界事故時⽔素掃気系

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
洗浄槽

ソ−スタ−ム制限機能 − 重⼤事故時可溶性中性
⼦吸収材供給系

容器 構造強度 − 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(49/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

− 床貫通軸 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− ⽀持ピン ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

ケ−シング − 容器 ○ − − 〇 −

サイホン部 − 容器 ○ − − 〇 −

プラグ − 容器 ○ − − 〇 −

ボウル − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− ケ−シング取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 駆動部取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

ケ−シング − 容器 ○ − − − −

サイホン部 − 容器 ○ − − − −

プラグ − 容器 ○ − − − −

ボウル − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

− ケ−シング取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

− 駆動部取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

胴板 − 容器 ○ − 〇 〇 −

上部 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 胴板 − 容器 ○ − 〇 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部 胴上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

S −

崩壊熱等の除去機能 − 代替安全冷却⽔系 容器 構造強度 − 常設耐震重要

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
遠⼼清澄機

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分析設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

− 容器 構造強度

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
洗浄槽

異常の発⽣防⽌に係る
⽀援機能

− 臨界事故時⽔素掃気系 容器 構造強度 − 常設耐震重要

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器(下部⽀持型，コイ
ル付)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管

同左
漏えい抑制設備

容器
配管系

構造強度 S 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(50/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

下部 胴下部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 胴鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− スカ−ト ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

冷却コイル − 冷却コイル ○ − − 〇 −

− ⽀持梁 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

胴板 − 容器 ○ − 〇 − −

上部 胴板 − 容器 ○ − − − −

下部 胴板 − 容器 ○ − − − −

本体 胴板 − 容器 ○ − 〇 − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

上部 胴上部鏡板 − 容器 ○ − − − −

下部鏡板 − 容器 ○ − − − −

下部 胴下部鏡板 − 容器 ○ − − − −

本体 胴鏡板 − 容器 ○ − − − −

本体 鏡板 − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

− スカ−ト ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

常設耐震重要静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

− 代替換気設備 容器 構造強度 −

S 常設耐震重要有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器(下部⽀持型，コイ
ル付)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管

同左
漏えい抑制設備

容器
配管系

構造強度
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(51/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 ○ − 〇 − −

上部 胴板 − 容器 ○ − − − −

下部 胴板 − 容器 ○ − − − −

本体 胴板 − 容器 ○ − 〇 − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

上部 胴上部鏡板 − 容器 ○ − − − −

下部鏡板 − 容器 ○ − − − −

下部 胴下部鏡板 − 容器 ○ − − − −

本体 胴鏡板 − 容器 ○ − − − −

本体 鏡板 − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

− スカ−ト ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

胴板 − 容器 ○ − 〇 〇 −

上部 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 胴板 − 容器 ○ − 〇 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部 胴上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部 胴下部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 胴鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

異常の発⽣防⽌に係る
⽀援機能

− 臨界事故時⽔素掃気系 容器 構造強度 − 常設耐震重要有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器(下部⽀持型，コイ
ル付)

崩壊熱等の除去機能 溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系
U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管

同左
漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

容器
配管系

構造強度 S 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(52/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

本体 鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− スカ−ト ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

冷却コイル − 冷却コイル ○ − − 〇 −

− ⽀持梁 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 胴鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

ジャケット − 容器 ○ − − 〇 −

冷却ジャケット − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

冷却コイル − 冷却コイル ○ − − 〇 −

− ⽀持梁 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

S 常設耐震重要静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管

同左
漏えい抑制設備

容器
配管系

構造強度有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器(中間⽀持型，コイ
ル付)

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器(下部⽀持型，コイ
ル付)

崩壊熱等の除去機能 溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系
U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管

同左
漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

容器
配管系

構造強度 S 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(53/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 ○ − − − −

上部胴板 − 容器 ○ − − − −

下部胴板 − 容器 ○ − − − −

本体 胴板 − 容器 ○ − − − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

上部鏡板 − 容器 ○ − − − −

下部鏡板 − 容器 ○ − − − −

本体 胴鏡板 − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

ジャケット − 容器 ○ − − − −

冷却ジャケット − 容器 ○ − − − −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

胴板 − 容器 ○ − − − −

上部胴板 − 容器 ○ − − − −

下部胴板 − 容器 ○ − − − −

本体 胴板 − 容器 ○ − − − −

鏡板 − 容器 ○ − − − −

上部鏡板 − 容器 ○ − − − −

下部鏡板 − 容器 ○ − − − −

本体 胴鏡板 − 容器 ○ − − − −

管台 − 容器 ○ − − − −

ジャケット − 容器 ○ − − − −

冷却ジャケット − 容器 ○ − − − −

構造強度 − 常設耐震重要静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

− 代替換気設備 容器有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器(中間⽀持型，コイ
ル付)

異常の発⽣防⽌に係る
⽀援機能

− 臨界事故時⽔素掃気系 容器 構造強度 − 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(54/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 胴鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

ジャケット − 容器 ○ − − 〇 −

冷却ジャケット − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

冷却コイル − 冷却コイル ○ − − 〇 −

− ⽀持梁 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

胴板 − 容器 ○ − 〇 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

平板 − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 〇 −

常設耐震重要崩壊熱等の除去機能 溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系
U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管

同左
漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

容器
配管系

構造強度 S

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器(中間⽀持型，コイ
ル付)

異常の発⽣防⽌に係る
⽀援機能

− 臨界事故時⽔素掃気系 容器 構造強度 − 常設耐震重要

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器(中間⽀持型，コイ
ル付)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備，塔槽類廃
ガス処理設備，⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備

− 容器 構造強度 S −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(55/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

冷却コイル − 冷却コイル ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

胴板 − 容器 ○ − 〇 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

平板 − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 〇 −

冷却コイル − 冷却コイル ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

本体 外胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 内胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ
ンレス被覆ほう素⼊りコ
ンクリート)(⽀持パイプ)

○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ
ンレス被覆ほう素⼊りコ

ンクリート)(⽀持棒)
○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ

ンレス被覆カドミウ
ム)(取付ボルト)

○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ

ンレス被覆カドミウ
ム)(固定⾦具)

○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
ほう素⼊りコンクリート

被覆材補強リング
○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
ほう素⼊りコンクリート

シャフト部被覆材
○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
ほう素⼊りコンクリート

シャフト部緩衝材
○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− パルスレグ付け根部 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器(中間⽀持型，コイ
ル付)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備，塔槽類廃
ガス処理設備，⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備

− 容器 構造強度 S −

S −

−有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器(中間⽀持型，コイ
ル付)

動的な閉じ込め機能(放
射性物質の捕集・浄化
機能)

⾼レベル廃液ガラス固
化廃ガス処理設備の廃
ガス洗浄器，吸収塔及
びルテニウム吸着塔

− 容器 構造強度 S

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
環状形パルスカラム

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
核的制限値(⼨法)の維持
機能

分離施設の抽出塔、プ
ルトニウム分配塔等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

− 容器(パルスカラム) 構造強度
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(56/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

パルスレグ部 − パルスレグ 〇 − − 〇 −

パルスレグ部 パルス
レグ

− パルスレグ ○ − − 〇 −

パルスレグ部 中性⼦
吸収材

− パルスレグ ○ − − 〇 −

パルスレグ部 中性⼦
吸収材

−
中性⼦吸収剤固定部(ステ

ンレス被覆カドミウ
ム)(取付ボルト)

○ − − 〇 −

パルスレグ部 中性⼦
吸収材

−
中性⼦吸収剤固定部(ステ

ンレス被覆カドミウ
ム)(固定⾦具)

○ − − 〇 −

本体 外胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体 内胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体 ふた板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

パルスレグ − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ
ンレス被覆ほう素⼊りコ
ンクリ−ト)(⽀持パイプ)

○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ
ンレス被覆ほう素⼊りコ

ンクリ−ト)(⽀持棒)
○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ

ンレス被覆カドミウ
ム)(取付ボルト)

○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ

ンレス被覆カドミウ
ム)(固定⾦具)

○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
ほう素⼊りコンクリ−ト

被覆材補強リング
○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
ほう素⼊りコンクリ−ト

シャフト部被覆材
○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
ほう素⼊りコンクリ−ト

シャフト部緩衝材
○ − − 〇 −

パルスレグ部 中性⼦
吸収材

−
中性⼦吸収剤固定部(ステ

ンレス被覆カドミウ
ム)(取付ボルト)

○ − − 〇 −

パルスレグ部 中性⼦
吸収材

−
中性⼦吸収剤固定部(ステ

ンレス被覆カドミウ
ム)(固定⾦具)

○ − − 〇 −

胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

平板 − 容器 ○ − − 〇 −

構造強度 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
バッファチュ−ブ
(中間⽀持型)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

同左 容器 構造強度 S 常設耐震重要

変位及び変形 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
環状形パルスカラム

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
核的制限値(⼨法)の維持
機能

分離施設の抽出塔、プ
ルトニウム分配塔等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

− 容器(パルスカラム)
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(57/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

平滑管
円すい胴板

− 容器 ○ − − 〇 −

円すい胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部平板 − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

本体 外胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 内胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

パルスレグ部 − パルスレグ ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収材固定部(ステ
ンレス被覆ほう素⼊りコ

ンクリ−ト)
○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ
ンレス被覆カドミウム(取

付ボルト)
○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ
ンレス被覆カドミウム(固

定⾦具)
○ − − 〇 −

本体 外胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体 内胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体 胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体 ふた板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

パルスレグ − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収材固定部(ステ
ンレス被覆ほう素⼊りコ

ンクリ−ト)
○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ
ンレス被覆カドミウム(取

付ボルト)
○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 −
中性⼦吸収剤固定部(ステ
ンレス被覆カドミウム(固

定⾦具)
○ − − 〇 −

変位及び変形 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
洗浄塔

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
核的制限値(⼨法)の維持
機能

分離施設の抽出塔、プ
ルトニウム分配塔等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

− 容器(パルスカラム) 構造強度 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
バッファチュ−ブ
(中間⽀持型)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

同左 容器 構造強度 S 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(58/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

側壁板 − 容器 ○ − − 〇 −

ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

底板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 側壁板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 底板 − 容器 ○ − − 〇 −

ジャケット 側壁板 − 容器 ○ − − 〇 −

ジャケット 底板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 架台 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 架台 ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

本体 側壁板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体 底板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

内胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

外胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

胴上板 − 容器 ○ − − 〇 −

胴底板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

冷却コイル − 冷却コイル ○ − − 〇 −

− 内側⽀持胴 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − ○ −

変位及び変形 S −

中性⼦吸収材

−

中性⼦減速材

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
ミキサセトラ

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
核的制限値(⼨法)の維持
機能

分離施設のプルトニウ
ム溶液TBP洗浄器等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

− 容器(ミキサセトラ) 構造強度 S

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
環状形槽

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
崩壊熱等の除去機能
核的制限値(⼨法)の維持
機能

分配設備
分離建屋⼀時貯留処理
設備
分離施設のプルトニウ
ム溶液受槽等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)
プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系
溶液系

同左
漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

容器(環状型)
配管系

構造強度 S 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(59/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

− 外側⽀持胴 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

内胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

外胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

槽平板 − 容器 ○ − − 〇 −

槽上板 − 容器 ○ − − 〇 −

槽底板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

槽平板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

槽上板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

槽底板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

中性⼦減速材

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
分離槽

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
核的制限値(⼨法)の維持
機能

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

− 容器 構造強度

変位及び変形 S 常設耐震重要

中性⼦吸収材

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
環状形槽

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
崩壊熱等の除去機能
核的制限値(⼨法)の維持
機能

分配設備
分離建屋⼀時貯留処理
設備
分離施設のプルトニウ
ム溶液受槽等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)
プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系
溶液系

同左
漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

容器(環状型)
配管系

構造強度 S 常設耐震重要

S −

変位及び変形 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
バッファチュ−ブ(⽚側
⽀持型)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
分離施設の抽出塔、プ
ルトニウム分配塔等

− 容器 構造強度 S −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(60/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

変位及び変形 S −

胴板 − 容器＊2 〇 − − 〇 −

加熱部 管側 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

加熱部 管側 鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

加熱部 胴側 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

加熱部 胴側 鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

加熱部 管板 − 容器 ○ − − 〇 −

加熱部 伝熱管 − 容器 ○ − − 〇 −

気液分離部 上部胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

気液分離部 上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

気液分離部 円すい胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

気液分離部 下部胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

気液分離部 下部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

連絡部 上部連絡管 − 容器 ○ − − 〇 −

連絡部 濃縮液連結管 − 容器 ○ − − 〇 −

連絡部 下部連絡管 − 容器 ○ − − 〇 −

液抜き部 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

液抜き部 平板 − 容器 ○ − − 〇 −

液抜き部 円すい鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

−有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
充てん塔

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
核的制限値(⼨法)の維持
機能

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
分離施設の抽出塔、プ
ルトニウム分配塔等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

− 容器 構造強度 S

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
三連濃縮⽸

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
核的制限値(⼨法)の維持
機能

精製施設のプルトニウ
ム濃縮⽸等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

精製施設のプルトニウ
ム濃縮⽸等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

容器(蒸発⽸) 構造強度 S 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(61/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

廃ガス連結管 − 容器 ○ − − 〇 −

− 気液分離部 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 加熱部 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 液抜き部 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

加熱部 管側 胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

加熱部 管側 鏡板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

加熱部 胴側 胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

加熱部 胴側 鏡板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

気液分離部 上部胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

気液分離部 上部鏡板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

気液分離部 円すい胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

気液分離部 下部胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

気液分離部 下部鏡板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

連絡部 上部連絡管 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

連絡部 濃縮液連結管 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

連絡部 下部連絡管 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

液抜き部 胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

液抜き部 平板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

液抜き部 円すい鏡板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

廃ガス連結管 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

精製施設のプルトニウ
ム濃縮⽸等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

精製施設のプルトニウ
ム濃縮⽸等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
三連濃縮⽸

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
核的制限値(⼨法)の維持
機能

容器(蒸発⽸) 構造強度 S

容器

常設耐震重要

変位及び変形 S 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(62/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

本体 外胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体 外胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体 内胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体 内胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部 ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部 ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

シャフト部 鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部 鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

パルスレグ − パルスレグ ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

本体 外胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体 内胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体 胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

本体 ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部 ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部 ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

シャフト部 鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部 鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 中性⼦吸収材 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

本体 中性⼦減速材 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

分離施設の抽出塔、プ
ルトニウム分配塔等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

− 容器(パルスカラム) 構造強度 S

変位及び変形 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
円筒形パルスカラム

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
核的制限値(⼨法)の維持
機能

−

容器

118



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(63/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

本体部 − ⽸体 〇 − − 〇 −

覗き窓部 − ⽸体 ○ − − 〇 −

遮蔽体 − ⽸体 ○ − − 〇 −

漏えい液受⽫部 − ⽸体 ○ − − 〇 −

− ⽸体⽀持架台 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 耐震サポ−ト ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 内装架台 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 耐震サポ−ト取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− ステンレスパネル ステンレスパネル部＊6 ○ − − 〇 −

− アクリルパネル アクリルパネル部＊6 ○ − − 〇 −

− ラ−ジポ−ト ラ−ジポ−ト部＊6 ○ − − 〇 −

− スモ−ルポ−ト スモ−ルポ−ト部＊6 ○ − − 〇 −

− 給電器 給電端⼦部＊6 ○ − − 〇 −

内胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

外胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

胴上板 − 容器 ○ − − 〇 −

胴底板 − 容器 ○ − − 〇 −

管台 − 容器 ○ − − 〇 −

中性⼦吸収材 − 容器 ○ − − 〇 −

冷却ジャケット − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
環状形槽(中間⽀持型)

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
崩壊熱等の除去機能
核的制限値(⼨法)の維持
機能

分離施設のプルトニウ
ム溶液受槽等

同左 容器(環状型)

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
グロ−ブボックス

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

プルトニウムを含む溶
液や⾼レベル放射性液
体廃棄物を内蔵する系
統・機器を収納するセ
ル及びグロ−ブボック
ス並びにせん断セル

− 核物質等取扱ボックス 構造強度 S −

S 常設耐震重要構造強度

閉じ込め機能維持 S −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(64/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

中性⼦吸収材 − カドミウム取付板 ○ − − 〇 −

中性⼦吸収材 − カドミウム⽀持部材 ○ − − 〇 −

中性⼦吸収材 − 固定ボルト ○ − − 〇 −

内胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

外胴板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

胴上板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

胴底板 − 容器＊2 ○ − − 〇 −

ホ−ル − ホ−ル ○ − − 〇 −

ホ−ル − ホ−ル ○ − − 〇 −

ホ−ル − ホ−ル ○ − − 〇 −

チャンネルベ−ス − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

⽀持トラス − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

⽀持トラス − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

⽀持トラス − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

⽀持トラス − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

⽀持トラス − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

⽀持トラス − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

⽀持トラス − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

⽀持トラス − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

⽀持トラス − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

⽀持トラス − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− アンカ−部基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− すべり⽀承部 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

変位及び変形 B(Ss) −
ホ−ル − ホ−ル＊2 ○ − − 〇 −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
環状形槽(中間⽀持型)

構造強度 B(Ss) −

変位及び変形 S 常設耐震重要

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
貯蔵ホ−ル

核的制限値(⼨法)の維持
機能

使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 燃料
取出しピット、燃料仮
置きピット、等
形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器(溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等)

同左

分離施設のプルトニウ
ム溶液受槽等

同左 容器(環状型)静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
崩壊熱等の除去機能
核的制限値(⼨法)の維持
機能

ラック/ピット/棚
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(65/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

円すい胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

ジャケット − 容器 ○ − − 〇 −

ジャケット平板 − 容器 ○ − − 〇 −

− フランジ 容器 ○ − − ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト) ○ − − 〇 −

冷却器(伝熱管) − 伝熱管 ○ − − 〇 −

冷却器(ヘッダ) − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

送⾵機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

原動機 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− フレ−ム(はり) ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

送⾵機 − 駆動部＊3 ○ − − 〇 −

原動機 − 駆動部＊3 ○ − − 〇 −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
ク−ラ

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

放射性物質の閉じ込め
機能を⽀援する施設
(加熱器，建屋給気閉
⽌ダンパ，セル内ク−
ラ，凝縮器等の冷却系
等

− 熱交換器 構造強度 S −

動的機能維持 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
加熱送気⽸

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の放出経路の
維持機能)

せん断処理溶解廃ガス
処理設備、塔槽類廃ガ
ス処理設備、⾼レベル
廃液ガラス固化廃ガス
処理設備
 (洗浄塔、デミス
タ、シ−ルポット)

− 容器 構造強度 S −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(66/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

上部胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

円すい胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

下部胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

上部胴上部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体胴下部鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

加熱・冷却コイル − 加熱・冷却コイル ○ − − 〇 −

加熱・冷却ジャケット胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

加熱・冷却ジャケット鏡板 − 容器 ○ − − 〇 −

加熱・冷却ジャケット平板 − 容器 ○ − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 架構 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− ⽀柱サポ−ト ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

ケ−シング − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

耐⽕物 − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

電極 − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

結合装置 − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

原料供給器 − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

保守治具⼊⼝シャッタ − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

レンガ回収治具 − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

負圧維持治具 − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

管台 − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− ガイドピン ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

本体 − フレ−ム ○ − − 〇 −

− ⾞輪フランジ 転倒防⽌機構 ○ − − 〇 −

− ⾞輪フランジ 転倒防⽌機構 ○ − − 〇 −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
加熱濃縮⽸

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)
崩壊熱等の除去機能

U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管
プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

同左
漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

容器(蒸発⽸)
配管系

構造強度 S 常設耐震重要

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
ガラス溶融炉

静的な閉じ込め機能(放
射性物質の保持機能)

脱硝施設の脱硝装置，
⾼レベル廃液ガラス固
化設備のガラス溶融炉
等

− 機械装置 構造強度 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
移送台⾞

落下・転倒防⽌機能 ⾼レベル廃液ガラス固
化設備(固化セル移送
台⾞)

− 搬送設備 構造強度 S −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(67/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

− 転倒防⽌装置(フック) 転倒防⽌機構 ○ − − 〇 −

− 転倒防⽌装置(ピン) 転倒防⽌機構 ○ − − 〇 −

− ピニオン 転倒防⽌機構 ○ − − 〇 −

− ラックギア溶接部 転倒防⽌機構 ○ − − 〇 −

− ⾛⾏レ−ル溶接部 レ−ル ○ − − 〇 −

− レ−ルガ−ダ取付部 レ−ル ○ − − 〇 −

収納管 − ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − 〇 −

通⾵管 − ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − 〇 −

プレナム形成板 − ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − 〇 −

⽀持架構 − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

遮蔽容器 − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− ⾛⾏台⾞フレ−ム フレ−ム ○ − − 〇 −

− サイドロ−ラ軸 転倒防⽌機構 ○ − − 〇 −

− 固定装置 転倒防⽌機構 ○ − − 〇 −

− レ−ル レ−ル ○ − − ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

遮蔽容器 − ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − 〇 −

− しゃへい容器(⽀持フレ−ム) ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − 〇 −

−
しゃへい容器

(シアプレ−トの溶接部)
⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− しゃへい容器(取付ボルト) ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− ガ−ダ フレ−ム 〇 − − 〇 −

− クレ−ン脱輪防⽌ラグの溶接部 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− トロリ脱落防⽌ロ−ラ軸 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− トロリ脱落防⽌ラグの溶接部 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− ガ−ダ固定装置 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− ガ−ダ中央固定装置 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
移送台⾞

落下・転倒防⽌機能 ⾼レベル廃液ガラス固
化設備(固化セル移送
台⾞)

− 搬送設備 構造強度 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
貯蔵ピット

崩壊熱等の除去機能 KA建屋，KB建屋の収
納管，通⾵管

− ラック/ピット/棚 構造強度 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
遮蔽容器付台⾞

遮蔽機能 貯蔵区域の遮蔽設備，
受⼊れ室の遮蔽設備，
床⾯⾛⾏クレ−ンの遮
蔽設備，トレンチ移送
台⾞の遮蔽設備

− 搬送設備 構造強度 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
遮蔽容器付クレ−ン

遮蔽機能 貯蔵区域の遮蔽設備，
受⼊れ室の遮蔽設備，
床⾯⾛⾏クレ−ンの遮
蔽設備，トレンチ移送
台⾞の遮蔽設備

− 搬送設備 構造強度 S −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(68/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

− トロリ固定装置 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− クレ−ン浮上がり防⽌フック 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− トロリ浮上がり防⽌フック 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− − レ−ル 〇 − − − −

− ワイヤロ−プ等 吊具(ワイヤロ−プ等) 〇 − − − −

− 先端⾦具 吊具(先端⾦具) 〇 − − − −

ボンベ − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− ⽀持架構 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

ボンベ − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− ⽀持架構 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

ボンベ − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− ⽀持架構 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − − −

伝熱管(内管) − 伝熱管 〇 − − 〇 −

フィン − 伝熱管 ×

フィン⾃体の剛性が⾼く伝熱管に対し強固に
取り付けられており，フィンと⽐較して剛性
の低い伝熱管にフィンの質量を加味した構造
強度評価にて耐震性を確認することが出来
る。

− ×

フィン⾃体の剛性が⾼く伝熱管
に対し強固に取り付けられてお
り，フィンと⽐較して剛性の低
い伝熱管にフィンの質量を加味
した構造強度評価にて耐震性を
確認することが出来る。

ヘッダ− − 管束取付ボルト 〇 − − ○ −

原動機 − 原動機取付ボルト 〇 − − 〇 −

− 取付ボルト(減速機) 減速機取付ボルト 〇 − − 〇 −

−
取付ボルト(ファンリン

グサポ−ト)
ファンリングサポ−ト

取付ボルト
〇 − − 〇 −

− 取付ボルト(ル−バ) ル−バ取付ボルト 〇 − − 〇 −

遮熱板 − 遮熱板取付ボルト 〇 − − − −

− ⽀持架構(主柱) ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − ○ −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
遮蔽容器付クレ−ン

遮蔽機能 貯蔵区域の遮蔽設備，
受⼊れ室の遮蔽設備，
床⾯⾛⾏クレ−ンの遮
蔽設備，トレンチ移送
台⾞の遮蔽設備

− 搬送設備 構造強度 S −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
ボンベラック

 掃気機能 − 代替安全圧縮空気系 ラック/ピット/棚 構造強度 − 常設耐震重要

異常の発⽣防⽌機能に
係る⽀援機能

− 臨界事故時⽔素掃気
系、代替安全圧縮空気
系

ラック/ピット/棚 構造強度 − 常設耐震重要

事故時の対応操作に必
要な居住性等の維持機
能

− 緊急時対策建屋換気設
備

ラック/ピット/棚 構造強度 − 常設耐震重要

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
冷却塔

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系
安全冷却⽔系

− 熱交換器 構造強度 S −
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(69/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

− ⽀持架構(床はり) ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − ○ −

− ⽀持架構(2F機械台はり) ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − ○ −

− ⽀持架構(⽴⾯ブレ−ス) ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − ○ −

− ⽀持架構(⽔平ブレ−ス) ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − ○ −

− ⽀持架構(基礎ボルト) ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − ○ −

原動機 − 駆動部＊3 〇 − − 〇 −

ファン − 駆動部＊4 〇 − − 〇 −

⽀持構造物 ⽀持構造物 ○ − 〇 − −

配管 〇 '− 〇 〇 −

ダクト 〇 − 〇 〇 −

⽀持構造物 ⽀持構造物 ○ − 〇 − −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
冷却塔

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系
安全冷却⽔系

− 熱交換器 構造強度 S −

動的機能維持 S −

・静的な閉じ込め機能
(放射性物質の保持機能)

・U・Pu混合酸化物貯
蔵設備 粉末⽸等，Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
・⾼レベル廃液ガラス
固化設備 ⾼レベル廃
液混合槽，ガラス溶融
炉原料供給機等，⾼レ
ベル廃液の主要な流れ
を構成する配管

同左 配管系 構造強度 S 常設耐震重要

主配管

− 配管 〇 − 〇 〇 −

・静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

・せん断処理・溶解廃
ガス処理設備，塔槽類
廃ガス処理設備，⾼レ
ベル廃液ガラス固化廃
ガス処理設備(系統上
の配管)
・Pu精製設備及びU・
Pu混合脱硝設備の安
全上重要な施設の配管
を収納する⼆重配管の
外管
・AA,AB,AC,CA,KA建
屋換気設備のセル等及
びグローブボックスか
らの排気系
・下記の洞道に設置す
る配管収納容器のう
ち，プルトニウムを含
む溶液や⾼レベル放射
性液体廃棄物を内蔵す
る系統の配管を収納す
る配管収納容器(AB-
AC間，AC-CA間，
AB-KA間洞道)
・AA,AB,AC,CA,KA建
屋換気設備の汚染のお
それのある区域からの
排気系

・代替換気設備
・廃ガス貯留設備

S 常設耐震重要

主配管 −

標準⽀持間隔
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(70/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

⽀持構造物 ⽀持構造物 ○ − 〇 − −

⽀持構造物 ⽀持構造物 ○ − 〇 − −

配管 〇 − 〇 〇 −

ダクト 〇 − 〇 〇 −

⽀持構造物 ⽀持構造物 ○ − 〇 − −

⽀持構造物 ⽀持構造物 ○ − 〇 − −

− 配管 〇 '− 〇 〇 −

⽀持構造物 ⽀持構造物 ○ − 〇 − −

常設耐震重要

主配管

− 配管 〇 − 〇 〇 −

・崩壊熱等の除去機能 ・プール⽔冷却系，安
全冷却⽔系
・安全圧縮空気系から
⾼レベル廃液ガラス固
化設備のガラス溶融炉
の流下停⽌系までの冷
却⽤空気を供給する配
管

・代替安全冷却⽔系
・注⽔設備，スプレイ
設備，代替注⽔設備
・漏えい抑制設備

S 常設耐震重要

主配管

− 配管 〇 − 〇 〇 −

・異常の発⽣防⽌機能
に係る⽀援機能

・圧縮空気設備 安全
圧縮空気系(かくはん
等のために圧縮空気を
供給する系統は除
く。)
・計装⽤安全圧縮空気
系，計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(以上の発⽣防⽌機能
(PS))までの配管
・放射性物質の閉じ込
め機能を⽀援する施設
加熱器，建屋給気閉⽌
ダンパ，セル内クー
ラー，凝縮器等の冷却
⽔等

・臨界事故時⽔素掃気
系，代替安全圧縮空気
系

配管系 構造強度 S 常設耐震重要

主配管

−

・異常の拡⼤防⽌機能
に係る⽀援機能

・蒸気供給設備 安全
蒸気系
・圧縮空気設備 安全
圧縮空気系(かくはん
等のために圧縮空気を
供給する系統は除
く。)
・計装⽤安全圧縮空気
系，計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(異常の拡⼤防⽌機能
(MS))までの配管

・臨界事故時⽔素掃気
系，代替安全圧縮空気
系
・圧縮空気設備

S 常設耐震重要

主配管

− 配管 〇 − 〇 〇 −

・ソースターム制限機
能

・漏えい液受⽫から漏
えい液を回収するため
の系統
・可溶性中性⼦吸収材
緊急供給系，ガラス溶
融炉の流下停⽌系

・代替可溶性中性⼦吸
収材緊急供給系，重⼤
事故時可溶性中性⼦吸
収材供給系

S 常設耐震重要

主配管

標準⽀持間隔

標準⽀持間隔 ・掃気機能 ・⽔素掃気⽤安全圧縮
空気系，⽔素掃気を必
要とする機器までの配
管

・代替安全圧縮空気系 配管系 構造強度 S
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(71/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

⽀持構造物 ⽀持構造物 ○ − 〇 − −

− 配管 〇 − 〇 〇 −

⽀持構造物 ⽀持構造物 ○ − 〇 − −

配管 〇 − 〇 〇 −

ダクト 〇 − 〇 〇 −

⽀持構造物 ⽀持構造物 ○ − 〇 − −

主配管 − 配管 〇 − 〇 〇 −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物 〇 − 〇 − −

・静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

− ・廃ガス貯留設備 − 常設耐震重要
主要弁 − 駆動部 〇 − 〇 − −

・異常の発⽣防⽌機能
に係る⽀援機能

・圧縮空気設備 安全
圧縮空気系(かくはん
等のために圧縮空気を
供給する系統は除
く。)

− S −

主要弁
安全弁

− 駆動部 〇 − 〇 − −

・異常の発⽣防⽌機能
に係る⽀援機能

− ・臨界事故時⽔素掃気
系，代替安全圧縮空気
系

− 常設耐震重要

主要弁 − 駆動部 〇 − 〇 − −

・崩壊熱等の除去機能 ・プール⽔冷却系，安
全冷却⽔系
・⾼レベル廃液濃縮⽸
の加熱蒸気と冷却⽔の
切替弁

− S −

主要弁 − 駆動部 〇 − 〇 − −

− 〇 〇 −

・事故時の放射性物質
の放出量の監視機能

・主排気筒の排気筒モ
ニタ

同左 S 常設耐震重要

−

多質点系はりモデル ・静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の保持機能)

・せん断処理・溶解廃
ガス処理設備，塔槽類
廃ガス処理設備，⾼レ
ベル廃液ガラス固化廃
ガス処理設備(系統上
の配管)
・⾼レベル廃液ガラス
固化設備 ⾼レベル廃
液混合槽，ガラス溶融
炉原料供給機等，⾼レ
ベル廃液の主要な流れ
を構成する容器，配管

・同左
・代替換気設備
・廃ガス貯留設備

配管系 構造強度 S 常設耐震重要

標準⽀持間隔 ・影響緩和機能に係る
⽀援機能

・電気設備 ⾮常⽤所
内電源系統
・蒸気供給設備 安全
蒸気系
・圧縮空気設備 安全
圧縮空気系
・放射性物質の閉じ込
め機能を⽀援する施設
・計装⽤安全圧縮空気
系，計装⽤空気を必要
とする計測制御設備
(影響緩和機能(MS))
までの配管

・代替電源設備，代替
所内電気設備，補機駆
動⽤燃料補給設備
・臨界事故時⽔素掃気
系，代替安全圧縮空気
系
・注⽔設備，スプレイ
設備，代替注⽔設備
・圧縮空気設備

配管系 構造強度 S 常設耐震重要

主配管

− 配管 〇

弁 弁 動的機能維持

−

・事故時の対応操作に
必要な居住性等の維持
機能

・制御建屋中央制御室
換気設備

・緊急時対策建屋換気
設備
・緊急時対策建屋電源
設備
・同左

配管系 構造強度 S 常設耐震重要

主配管

127



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(72/72)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位(参考)

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由(参考)

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

・ソースターム制限機
能

・可溶性中性⼦吸収材
緊急供給系
・可溶性中性⼦吸収材
緊急供給系，ガラス溶
融炉の流下停⽌系
・外部電源喪失による
建屋給気閉⽌ダンパ，
固化セル圧⼒⾼による
固化セル隔離ダンパ

・代替可溶性中性⼦吸
収材緊急供給系
・重⼤事故時可溶性中
性⼦吸収材供給系

S 常設耐震重要

主要弁 − 駆動部 〇 − 〇 − −

・熱的，化学的⼜は核
的制限値等の維持機能

・安全保護回路により
保護動作を⾏う機器及
び系統 ⾼レベル廃液
濃縮⽸加熱蒸気温度⾼
による加熱停⽌回路及
び⾼レベル廃液濃縮⽸
凝縮器器排気出⼝温度
⾼による加熱停⽌回路
に係る遮断弁等

− S −

主要弁 − 駆動部 〇 − 〇 − −

・事故時の対応操作に
必要な居住性等の維持
機能

− ・緊急時対策建屋換気
設備 −

常設耐震重要

主要弁 − 駆動部 〇 − 〇 − −

・熱的，化学的⼜は核
的制限値等の維持機能

− ・重⼤事故時供給停⽌
回路

− 常設耐震重要

主要弁 − 駆動部 〇 − 〇 − −

・静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

ー ・代替換気設備
・廃ガス貯留設備

− 常設耐震重要

主要弁 − 駆動部 〇 − 〇 − −

・静的な閉じ込め機能
(放射性物質の放出経路
の維持機能)

・AA,AB,AC,CA,KA建
屋換気設備のセル等及
びグローブボックスか
らの排気系

− S −

主要弁 − 駆動部 〇 − 〇 − −

＊1：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表１(2) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。
＊2：地震時の臨界安全性が要求される⼨法が維持されていることを地震時の変位により確認することから，耐震評価部位は変位算出部位に読み替える。
＊3：JEAG4601適⽤範囲内である各機器については，JEAG4601にて耐震評価部位を選定していることから，本資料での整理対象外とする。
＊4：JEAG4601適⽤範囲外であるファンについては，「耐震機電14 動的機能維持評価⼿法の適⽤について」にて耐震評価部位を選定していることから，本資料での整理対象外とする。
＊5：電気的機能が要求される機器については，各−の器具類に対する加振試験等により機能維持を確認した加速度以下であることを確認することとしているため，本資料での整理対象外とする。
＊6：閉じ込め機能が要求される設備は，地震時の応答加速度が機能確認済加速度内に収まることを確認することから，耐震評価部位は応答加速度算出部位に読み替える。

弁 弁 動的機能維持
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再処理施設 

波及的影響の設計対象施設 
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波及的影響の設計対象施設(1/11)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

本体胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

本体胴鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部胴下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− スカ−ト ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − 〇 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − 〇 〇 −

本体胴板 − 容器 ×
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

〇 〇 −

本体胴鏡板 − 容器 ×
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

下部胴板 − 容器 ×
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

下部胴下部鏡板 − 容器 ×
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

管台 − 容器 ×
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

− スカ−ト ⽀持構造物（ボルト以外） ×
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

〇 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物（ボルト等） ×
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

〇 〇 −

本体胴板 − 容器 ×
崩壊熱等の除去機能は波及影響評価部位に該
当しない。

〇 〇 −

本体胴鏡板 − 容器 ×
崩壊熱等の除去機能は波及影響評価部位に該
当しない。

− 〇 −

下部胴板 − 容器 ×
崩壊熱等の除去機能は波及影響評価部位に該
当しない。

− 〇 −

下部胴下部鏡板 − 容器 ×
崩壊熱等の除去機能は波及影響評価部位に該
当しない。

− 〇 −

管台 − 容器 ×
崩壊熱等の除去機能は波及影響評価部位に該
当しない。

− 〇 −

− スカ−ト ⽀持構造物（ボルト以外） ×
崩壊熱等の除去機能は波及影響評価部位に該
当しない。

〇 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物（ボルト等） ×
崩壊熱等の除去機能は波及影響評価部位に該
当しない。

〇 〇 −

− 胴板 容器 〇 − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − 〇 −

− 胴板 容器 〇 − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − 〇 −

胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

管台 − 容器 〇 − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

Ss

Ss

Ss

容器 構造強度 Ss

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
デミスタ(1脚)

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

同左 容器 構造強度 Ss

設計対象
（下位クラス施設）

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
デミスタ(2脚)

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

分離施設の抽出塔、プ
ルトニウム分配塔等
溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

同左 容器（パルスカラ
ム）
容器

構造強度 Ss

核的制限値（⼨法）の
維持機能

形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器（溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等）

− 容器 変位及び変形 Ss

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
デミスタ(1脚)

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

同左

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
下端⽀持容器
スカ−ト⽀持たて置円
筒形容器

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

分配設備
分離建屋⼀時貯留処理
設備
分離施設のプルトニウ
ム溶液受槽等

容器（環状型） 構造強度

核的制限値（⼨法）の
維持機能

形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器（溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等）

容器 変位及び変形

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

配管系 構造強度

同左

同左

同左
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波及的影響の設計対象施設(2/11)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

設計対象
（下位クラス施設）

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − 〇 −

胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

平板 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − 〇 −

本体胴板 − 容器 ○ − 〇 ○ −

本体胴鏡板 − 容器 ○ − − ○ −

上部胴板 − 容器 ○ − − ○ −

上部胴上部鏡板 − 容器 ○ − − ○ −

コイル − 容器 ○ − − ○ −

管台 − 容器 ○ − − ○ −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 ○ −

本体胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

本体胴鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部胴下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − 〇 〇 −

本体胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

本体胴鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

下部胴下部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

代替換気設備
漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

容器
配管系

構造強度 Ss

構造強度

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の放出経
路の維持機能）
崩壊熱等の除去機能

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(4ラグ)

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

− 容器 構造強度 Ss

Ss静的な閉じ込め機能
（放射性物質の放出経
路の維持機能）

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備（洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト）

代替換気設備 容器

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備（洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト）
プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽚側⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(1ラグ)

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）
崩壊熱等の除去機能

分離施設の抽出塔、プ
ルトニウム分配塔等
溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類
プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

−
同左
漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

容器（パルスカラ
ム）
容器

配管系

構造強度 Ss

核的制限値（⼨法）の
維持機能

形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器（溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等）

− 容器 変位及び変形 Ss
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波及的影響の設計対象施設(3/11)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

設計対象
（下位クラス施設）

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

− ラグ ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − 〇 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

本体胴鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

コイル − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

上部胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

上部胴上部鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体胴板 − 容器 〇 − 〇 〇 −

本体胴鏡板 − 容器 〇 − − 〇 −

コイル − 容器 〇 − − 〇 −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − 〇 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − 〇 〇 −

− 胴板 容器 ○ − 〇 − −

− ラグ ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − 〇 − −

− 取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） ○ − 〇 − −

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

落下・転倒防⽌機能 ⾼レベル廃液ガラス固
化設備（固化セル移送
台⾞）

− 機械装置 構造強度 Ss

− 取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） ○ − − − −

ジブ − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − ○ −

− ジブ取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） ○ − − ○ −

− クレ−ン取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） ○ − − ○ −

− ワイヤロ−プ等 吊具（ワイヤロ−プ） ○ − 〇 − −

− 先端⾦具 吊具（先端⾦具） ○ − 〇 − −

− 昇降シャフト ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − − 〇 −

− 昇降⽤シリンダ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 昇降機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− ブラケット取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

ル−バ振れ⽌め ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

中央⽀持上端部 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備（洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト）
プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

代替換気設備
漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

容器
配管系

構造強度 Ss

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
固定式搬送設備
固定式クレ−ン

落下・転倒防⽌機能

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(4ラグ)

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の放出経
路の維持機能）
崩壊熱等の除去機能

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
中間⽀持容器
中間⽀持たて置円筒形
容器(２ラグ)

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

溶解設備の溶解槽，清
澄・計量設備の清澄
機，中継槽，分離設備
の溶解液中間貯槽塔の
塔槽類

− 容器 構造強度 Ss

動的な閉じ込め機能
（放射性物質の排気機
能）

せん断処理溶解廃ガス
処理設備、塔槽類廃ガ
ス処理設備、⾼レベル
廃液ガラス固化廃ガス
処理設備（洗浄塔、デ
ミスタ、シ−ルポッ
ト）

− 容器（蒸発⽸） 構造強度 Ss

⾼レベル廃液ガラス固
化設備（固化セル移送
台⾞）

− 機械装置 構造強度 Ss

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
躯体付設備
躯体付構造設備

崩壊熱等の除去機能 KA建屋，KB建屋の収
納管，通⾵管

− ラック/ピット/棚 構造強度 Ss

−

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
架構設備
昇降装置

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

脱硝施設の脱硝装置、
⾼レベル廃液ガラス固
化設備のガラス溶融炉
等

同左 機械装置 構造強度 Ss
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波及的影響の設計対象施設(4/11)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

設計対象
（下位クラス施設）

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

− 胴板 容器 ○ − ○ ○ −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ ○ −

本体 外胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体 外胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 内胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 内胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

パルスレグ − パルスレグ ○ − − 〇 −

中性⼦吸収材 − 容器 ○ − − 〇 −

中性⼦減速材 − 容器 ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） ○ − − 〇 −

本体 外胴板 − 容器 〇 − − 〇 −

本体 外胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 内胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 内胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 胴板 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 ふた板 − 容器 ○ − − 〇 −

パルスレグ − パルスレグ ○ − − 〇 −

中性⼦吸収材 − 容器 ○ − − 〇 −

中性⼦減速材 − 容器 ○ − − 〇 −

本体 外胴板 − 容器 〇
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

本体 外胴板 − 容器 ○
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

本体 内胴板 − 容器 ○
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

本体 内胴板 − 容器 ○
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

本体 胴板 − 容器 ○
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

本体 ふた板 − 容器 ○
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

パルスレグ − パルスレグ ○
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

中性⼦吸収材 − 容器 ○
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

中性⼦減速材 − 容器 ○
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） ○
核的制限値（⼨法）の維持機能は波及影響評
価部位に該当しない。

− 〇 −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
円筒形パルスカラム

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

Ss有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
容器

掃気機能＊２ − − 容器 構造強度

Ss

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

− 容器 構造強度 Ss

Ss

分離施設の抽出塔、プ
ルトニウム分配塔等

− 容器(パルスカラム) 構造強度

核的制限値（⼨法）の
維持機能

形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器（溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等）

− 容器 変位及び変形
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波及的影響の設計対象施設(5/11)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

設計対象
（下位クラス施設）

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

本体部 − ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

覗き窓部 − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

遮蔽体 − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

漏えい液受⽫部 − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− ⽸体⽀持架台 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− 耐震サポ−ト ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− しゃへい体⽀持フレ−ム ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− 内装架台 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 耐震サポ−ト取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− アクリルパネル − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− ラ−ジポ−ト − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− スモ−ルポ−ト − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− 給電器 − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

本体部 − ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

覗き窓部 − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

遮蔽体 − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

漏えい液受⽫部 − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− ⽸体⽀持架台 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− 耐震サポ−ト ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− しゃへい体⽀持フレ−ム ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− 内装架台 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 耐震サポ−ト取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− アクリルパネル − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− ラ−ジポ−ト − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− スモ−ルポ−ト − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− 給電器 − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

有限要素法等を⽤いて
評価を⾏う機器
グロ−ブボックス

動的な閉じ込め機能
（放射性物質の捕集・
浄化機能）

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
溶解液中間貯槽等の塔
槽類

− 容器 構造強度 Ss

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分離設備
溶解液中間貯槽等の塔
槽類
脱硝施設の脱硝装置、
⾼レベル廃液ガラス固
化設備のガラス溶融炉
等

− 容器 構造強度 Ss

134



波及的影響の設計対象施設(6/11)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

設計対象
（下位クラス施設）

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

本体部 − ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

漏えい液受⽫部 − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− ⽸体⽀持架台 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− 耐震サポ−ト ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− 内装架台 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− 耐震サポ−ト取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

− アクリルパネル − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− ラ−ジポ−ト − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− スモ−ルポ−ト − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− 給電器 − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

本体部 − ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

遮蔽体 − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

漏えい液受⽫部 − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− ⽸体⽀持架台 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− 基礎ボルト ⽀持構造物（ボルト等） ○ − − 〇 −

− アクリルパネル部 − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− ラ−ジポ−ト部 − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− スモ−ルポ−ト部 − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

− 給電器部 − ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。なお，質量を加味した評価部位にて耐震
性を確認することが出来る。

− 〇 −

ガ−ダ − フレ−ム ○ − − ○ −

− ブリッジ サイドロ−ラ 転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

−
ブリッジ 転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

− トロリ サイドロ−ラ 転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

−
トロリ 転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

⾛⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

横⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− ワイヤロ−プ等 吊具（ワイヤロ−プ等） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− 先端⾦具 吊具（先端⾦具） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

有限要素法等を⽤いて
評価を⾏う機器
グロ−ブボックス

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
クレ−ン

有限要素法等を⽤いて
評価を⾏う機器
グロ−ブボックス

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の放出経
路の維持機能）

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

Ss

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備（洗浄塔、
デミスタ、シ−ルポッ
ト）

− 熱交換器 構造強度 Ss

崩壊熱等の除去機能 使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 燃料
取出しピット、燃料仮
置きピット、等

臨界防⽌設備 ラック/ピット/棚 構造強度 Ss

プルトニウムを含む溶
液や⾼レベル放射性液
体廃棄物を内蔵する系
統・機器を収納するセ
ル及びグロ−ブボック
ス並びにせん断セル
溶液系
ウラン・プルトニウム
混合脱硝建屋塔槽類廃
ガス処理設備

− 核物質等取扱ボッ
クス

構造強度
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波及的影響の設計対象施設(7/11)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

設計対象
（下位クラス施設）

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

ガ−ダ − フレ−ム ○ − − ○ −

−
ブリッジ 転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

−
トロリ 転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

⾛⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

横⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− ワイヤロ−プ等 吊具（ワイヤロ−プ等） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− 先端⾦具 吊具（先端⾦具） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

ガ−ダ − フレ−ム ○ − − ○ −

−
ブリッジ 転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

−
トロリ 転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

⾛⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

横⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− ワイヤロ−プ等 吊具（ワイヤロ−プ等） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− 先端⾦具 吊具（先端⾦具） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

ガ−ダ − フレ−ム ○ − − ○ −

− ブリッジ サイドロ−ラ 転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

−
ブリッジ 転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

− トロリ サイドロ−ラ 転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

−
トロリ 転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

⾛⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

横⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− ワイヤロ−プ等 吊具（ワイヤロ−プ等） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− 先端⾦具 吊具（先端⾦具） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

ガ−ダ − フレ−ム ○ − − ○ −

−
ブリッジ 転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

−
トロリ転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

⾛⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

横⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− ワイヤロ−プ等 吊具（ワイヤロ−プ等） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− 先端⾦具 吊具（先端⾦具） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
クレ−ン

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
クレ−ン

崩壊熱等の除去機能

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系 漏えい抑制設備 配管系 構造強度 Ss

− 配管系 構造強度 Ss

Ss

遮蔽機能 燃料取出しピット、燃
料仮置きピット、燃料
貯蔵
プ−ル、チャンネル
ボックス・バ−ナブル
ポイズン取扱ピット、
燃料移送⽔路、燃料送
出しピット

燃料取出しピット、燃
料仮置きピット、燃料
貯蔵
プ−ル、チャンネル
ボックス・バ−ナブル
ポイズン取扱ピット、
燃料移送⽔路、燃料送
出しピット

ラック/ピット/棚 構造強度 Ss

影響緩和機能に係わる
⽀援機能

使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 補給
⽔設備

使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 補給
⽔設備

− 配管系 構造強度
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波及的影響の設計対象施設(8/11)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

設計対象
（下位クラス施設）

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

− ガ−ダ' フレ−ム ○ − − ○ −

− クレ−ン⾛⾏⾞輪つば 転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

− トロリ横⾏⾞輪つば 転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

⾛⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− ガ−ダ フレ−ム ○ − − ○ −

− クレ−ン⾛⾏輪つば 転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

−
電動ホイスト⽤サイドロ−

ラ
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

− − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

ガ−ダ − フレ−ム ○ − − ○ −

−
ブリッジ 転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

−
トロリ転倒防⽌⾦具

本体/取付ボルト
転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

⾛⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

横⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− ワイヤロ−プ等 吊具（ワイヤロ−プ等） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− 先端⾦具 吊具（先端⾦具） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

⾛⾏架台 − フレ−ム ○ − − ○ −

− 転倒防⽌⾦具 転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

⾛⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− ワイヤロ−プ等 吊具（ワイヤロ−プ等） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− 先端⾦具 吊具（先端⾦具） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

⾛⾏架台 − フレ−ム ○ − − ○ −

− 転倒防⽌⾦具 転倒防⽌機構 ○ − − ○ −

⾛⾏レ−ル − レ−ル ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− ワイヤロ−プ等 吊具（ワイヤロ−プ等） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− 先端⾦具 吊具（先端⾦具） ○ − 〇 ×
先⾏発電プラント審査実績の反
映

− 管 上部 容器 ○ − − ○ −

− 管 下部 容器 ○ − − ○ −

− 管 容器 ○ − − ○ −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
クレ−ン

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
シュ−ト

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
バスケット搬送機

崩壊熱等の除去機能

遮蔽機能

Ss静的な閉じ込め機能
（放射性物質の放出経
路の維持機能）

せん断処理・溶解廃ガ
ス処理設備、塔槽類廃
ガス処理設備、⾼レベ
ル廃液ガラス固化廃ガ
ス処理設備（凝縮器、
加熱器、冷却器）

代替換気設備 熱交換器 構造強度

落下・転倒防⽌機能 バスケット仮置き架台 − ラック/ピット/棚 構造強度 Ss

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の放出経
路の維持機能）

AA,AB,AC,CA,KA建屋換
気設備のセル等及びグ
ロ−ブボックスからの
排気系

− フィルタ 構造強度 Ss

燃料取出しピット、燃
料仮置きピット、燃料
貯蔵
プ−ル、チャンネル
ボックス・バ−ナブル
ポイズン取扱ピット、
燃料移送⽔路、燃料送
出しピット

燃料取出しピット、燃
料仮置きピット、燃料
貯蔵
プ−ル、チャンネル
ボックス・バ−ナブル
ポイズン取扱ピット、
燃料移送⽔路、燃料送
出しピット

ラック/ピット/棚 構造強度 Ss

Ss

使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 燃料
取出しピット、燃料仮
置きピット、等

臨界防⽌設備 ラック/ピット/棚 構造強度 Ss

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

溶解設備の溶解槽、清
澄・計量設備の清澄
機、中継槽、分析設備
の溶解液中間貯槽等の
塔槽類

− 容器 構造強度
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波及的影響の設計対象施設(9/11)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

設計対象
（下位クラス施設）

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

− 管 上部 容器 ○ − − ○ −

− 管 下部 容器 ○ − − ○ −

− 管 容器 ○ − − ○ −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

− 管 上部 容器 ○ − − ○ −

− 管 下部 容器 ○ − − ○ −

− 管 容器 ○ − − ○ −

− ラグ ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − ○ −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − ○ −

フレ−ム − フレ−ム ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 基礎ボルト ○ − − 〇 −

フレ−ム − フレ−ム ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 基礎ボルト ○ − − 〇 −

フレ−ム − フレ−ム ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 基礎ボルト ○ − − 〇 −

フレ−ム − フレ−ム ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 基礎ボルト ○ − − 〇 −

フレ−ム − フレ−ム ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 基礎ボルト ○ − − 〇 −

フレ−ム − フレ−ム ○ − − ○ −

− ⽀持構造物 基礎ボルト ○ − − ○ −

フレ−ム − フレ−ム ○ − − ○ −

− ⽀持構造物 基礎ボルト ○ − − ○ −

フレ−ム − フレ−ム ○ − − ○ −

− ⽀持構造物 基礎ボルト ○ − − ○ −

フレ−ム − フレ−ム ○ − − ○ −

− ⽀持構造物 基礎ボルト ○ − − ○ −

フレ−ム − フレ−ム ○ − − ○ −

− ⽀持構造物 基礎ボルト ○ − − ○ −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
シュ−ト

核的制限値（⼨法）の
維持機能

ソ−スタ−ム制限機能

形状⼨法管理の機器
事業許可変更申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器（溶解槽、プ
ルトニウム濃縮⽸等）

− 容器 構造強度 Ss

可溶性中性⼦吸収材緊
急供給系、ガラス溶融
炉の流下停⽌系

代替可溶性中性⼦吸収
材緊急供給系

容器 構造強度 Ss

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
チャンネルボックス切
断装置

遮蔽機能 燃料取出しピット、燃
料仮置きピット、燃料
貯蔵プ−ル、チャンネ
ルボックス・バ−ナブ
ルポイズン取扱ピッ
ト、燃料移送⽔路、燃
料送出しピット

同左 ラック／ピット／
棚

構造強度 Ss

遮蔽機能 使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 燃料
取出しピット、燃料仮
置きピット、等

同左 ラック/ピット/棚 構造強度 Ss

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

配管系 構造強度

影響緩和機能に係わる
⽀援機能

使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 補給
⽔設備

注⽔設備、スプレイ設
備、代替注⽔設備

容器、ポンプ 構造強度 Ss

Ss

崩壊熱等の除去機能 使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 補給
⽔設備

注⽔設備、スプレイ設
備、代替注⽔設備

配管系 構造強度 Ss

Ss

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

配管系 構造強度 Ss

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
バ−ナブルポイズン切
断装置

遮蔽機能 使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 燃料
取出しピット、燃料仮
置きピット、等

臨界防⽌設備 ラック/ピット/棚 構造強度

崩壊熱等の除去機能 使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 補給
⽔設備

注⽔設備、スプレイ設
備、代替注⽔設備

配管系

影響緩和機能に係わる
⽀援機能

使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 補給
⽔設備

注⽔設備、スプレイ設
備、代替注⽔設備

容器、ポンプ 動的機能維持
電気的機能維持

構造強度

Ss

構造強度 Ss

遮蔽機能 燃料取出しピット、燃
料仮置きピット、燃料
貯蔵
プ−ル、チャンネル
ボックス・バ−ナブル
ポイズン取扱ピット、
燃料移送⽔路、燃料送
出しピット

同左 ラック/ピット/棚 構造強度 Ss
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波及的影響の設計対象施設(10/11)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

設計対象
（下位クラス施設）

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

− ⽀持構造物 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

− − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

− − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

− − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

− ⽀柱 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ − −

− 斜材 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − ○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − ○ − −

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

安全上重要な施設の固
気分離器からU・Pu混
合脱硝建屋換気設備の
GB・セル排気系統への
接続部までの系統（冷
却器 ）（気送ブロワ）

− ファン
（放出経路維持）

構造強度 Ss

− − ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − 〇 − −

− ⽀柱 ⽀持構造物(ボルト以外) ○
動的な閉じ込め機能（放射性物質の排気機
能）は波及影響評価部位に該当しない。

〇 − −

− 斜材 ⽀持構造物(ボルト以外) ○
動的な閉じ込め機能（放射性物質の排気機
能）は波及影響評価部位に該当しない。

〇 − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○
動的な閉じ込め機能（放射性物質の排気機
能）は波及影響評価部位に該当しない。

〇 − −

− − ⽀持構造物（ボルト等） 〇
動的な閉じ込め機能（放射性物質の排気機
能）は波及影響評価部位に該当しない。

〇 − −

− − ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 − 〇 − −

− − ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − 〇 − −

− ⽀柱 ⽀持構造物(ボルト以外) ○
動的な閉じ込め機能（放射性物質の排気機
能）は波及影響評価部位に該当しない。

○ − −

− 斜材 ⽀持構造物(ボルト以外) ○
動的な閉じ込め機能（放射性物質の排気機
能）は波及影響評価部位に該当しない。

○ − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○
動的な閉じ込め機能（放射性物質の排気機
能）は波及影響評価部位に該当しない。

○ − −

− − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

− − ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− − ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

溢⽔防護機能 溢⽔防護設備（堰，防
⽔扉，緊急遮断弁等）

− 防⽔区画構造物 構造強度 Ss
− ⽀持構造物 ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − 〇 − −

− − ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − 〇 − −

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
防護設備

動的な閉じ込め機能
（放射性物質の排気機
能）

放射性廃棄物の廃棄施
設の排⾵機（建屋換気
設備）
放射性廃棄物の廃棄施
設の排⾵機（建屋換気
設備を除く）

− ファン 構造強度

動的な閉じ込め機能
（放射性物質の捕集・
浄化機能）

放射性廃棄物の廃棄施
設の排⾵機（建屋換気
設備）
放射性廃棄物の廃棄施
設の排⾵機（建屋換気
設備を除く）

− ファン

 静的な閉じ込め機能
（放射性物質の放出経
路の維持機能）

− 代替換気設備
廃ガス貯留設備

配管系 構造強度

動的な閉じ込め機能
（放射性物質の排気機
能）

放射性廃棄物の廃棄施
設の排⾵機（建屋換気
設備）

− ファン

動的な閉じ込め機能
（放射性物質の排気機
能）

放射性廃棄物の廃棄施
設の排⾵機（建屋換気
設備を除く）

− ファン 動的機能維持

動的機能維持評価

構造強度 Ss

Ss

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の放出経
路の維持機能）

AA,AB,AC,CA,KA建屋換
気設備のセル等及びグ
ロ−ブボックスからの
排気系
安全上重要な施設の固
気分離器からU・Pu混
合脱硝建屋換気設備の
GB・セル排気系統への
接続部までの系統（冷
却器 ）（気送ブロア）

− ファン
ファン

（放出経路維持）

構造強度 Ss

Ss

Ss

動的機能維持 Ss

構造強度 Ss

⽕災，爆発，臨界等に
係わるプロセス量等の
維持機能

各系統等の安全機能を
維持するために必要な
計測制御設備

− 計装／放管設備 構造強度
（電気的機能維持）

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

− ポンプ 構造強度 Ss

Ss
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波及的影響の設計対象施設(11/11)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

設計対象
（下位クラス施設）

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

胴板 − ⽸体 ○ − − 〇 −

本体 − ⽸体 ○ − − 〇 −

窓板部 − ⽸体 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

本体 − ⽸体 ○ − − 〇 −

窓板部 − ⽸体 ○ − − 〇 −

− 脚 ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − − 〇 −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − − 〇 −

＊１：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表１(2) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。
＊２：上位クラス機器はBクラスであり安全上重要な施設に該当しないが，許可申請書 添付書類六1 . 6−１表に記載のとおり、溶液の放射線分解により発⽣する⽔素の爆発を適切に防⽌するためＳクラスとしていることから，本表では掃気機能に位置付け整理した。

Ss

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
換気ボックス

崩壊熱等の除去機能 プ−ル⽔冷却系、安全
冷却⽔系

漏えい抑制設備
代替安全冷却⽔系

配管系 構造強度 Ss

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
換気ボックス

静的な閉じ込め機能
（放射性物質の保持機
能）

U・Pu混合酸化物貯蔵
設備 粉末⽸等、Pu
を含む溶液⼜は粉末の
主要な流れを構成する
配管
⾼レベル廃液ガラス固
化設備 ⾼レベル廃液
混合槽、ガラス溶融炉
原料供給機等、⾼レベ
ル廃液の主要な流れを
構成する容器、配管

同左 容器（蒸発⽸） 構造強度
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再処理施設 

火災防護設備 
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⽕災防護設備(1/1)

別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

構造強度 C −

− 取付ボルト＊2 取付ボルト 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 C −

− − 器具類＊5 〇 − 〇 − −

構造強度 C −
− 取付ボルト＊3 取付ボルト 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 C −
− − 器具類＊5 〇 − 〇 − −

− 取付ボルト＊2 取付ボルト 〇 − 〇 − −

− 基礎ボルト＊2 基礎ボルト 〇 − 〇 − −

− ⽀持構造物＊2 ⽀持構造物 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 C −
− − 器具類＊5 〇 − 〇 − −

構造強度 C −
容器 − ⽀持構造物 〇 − 〇 − −

− 取付ボルト 取付ボルト 〇 − 〇 − −

− 基礎ボルト 基礎ボルト 〇 − 〇 − −

容器 − 駆動部＊6 〇 − 〇 − −

− − 駆動部＊7 〇 − 〇 − −

構造強度 C − 計測装置
制御回路 基礎ボルト＊4 基礎ボルト 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 C − 計測装置
制御回路

− 器具類＊5 〇 − 〇 − −

主配管 − 配管 〇 − 〇 − −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物 〇 − 〇 − −

構造強度を確保できる
ことを加振試験の結果
を踏まえて評価を⾏う
機器
⽕災防護設備
消⽕設備

⽕災区域内の消⽕機能 消⽕設備（主配管（消
⽕ガス供給系）

− 配管系 構造強度 C −

主配管 − 配管＊8 〇 − 〇 − −

＊１：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表１(3) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。
＊２：⽕災感知器の⽀持構造物を⽰す。
＊３：⽕災受信器盤（⽕災監視盤）の⽀持構造物を⽰す。
＊４：制御盤の⽀持構造物を⽰す。
＊５：電気的機能維持が要求される機器については、各々に器具類に対する加振試験等により機能維持を確認した加速度以下であることを確認しているため、本資料での整理対象外とする。
＊６：動的機能維持が要求される容器弁については、各々に駆動部に対する加振試験等により機能維持を確認した加速度以下であることを確認しているため、本資料での整理対象外とする。
＊７：動的機能維持が要求される選択弁については、各々に駆動部に対する加振試験等により機能維持を確認した加速度以下であることを確認しているため、本資料での整理対象外とする。
＊８：ケーブルトレイ消⽕設備及び電源盤・制御盤消⽕設備の消⽕配管については、解析による評価が困難であることから加振試験により構造強度を確認した加速度以下であることを確認しているため、本資料での整理対象外とする。

構造強度 C −標準⽀持間隔 ⽕災区域内の消⽕機能 消⽕設備（主配管（消
⽕ガス供給系）

− 配管系

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

安全機能＊1 耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 重⼤事故等対処施設の
設備分類

⽕災感知設備（炎感知
器、煙感知器、熱感知
カメラ（サーモカメ
ラ）、熱感知器（熱電
対（防爆型））、熱感
知器、熱感知器（熱電
対）、熱感知器（光
ファイバ温度監視装
置））

−

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

③
耐震評価部位耐震設計上の

重要度分類

対象設備＊1

C構造強度有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
⽕災防護設備
⽕災感知器

−

計装／放管設備

計装／放管設備

⽕災感知設備（炎感知
器、熱感知カメラ
（サーモカメラ））

⽕災の感知機能 計装／放管設備−

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽕災防護設備
⽕災感知器

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽕災防護設備
⽕災受信器盤

−⽕災感知設備（⽕災受
信機盤（⽕災監視
盤））

⽕災の感知機能

⽕災の感知機能

−C動的機能維持

容器−

−消⽕設備（制御盤）⽕災区域内の消⽕機能定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽕災防護設備
消⽕設備

計装／放管設備

消⽕設備（ケーブルト
レイ消⽕設備、ハロゲ
ン化物消⽕設備、ハロ
ゲン化物消⽕設備（床
下消⽕設備（⼿動）、
全域：制御室床下）、
ハロゲン化物消⽕設備
（局所）、⼆酸化炭素
消⽕設備、電源盤・制
御盤消⽕設備）

⽕災区域内の消⽕機能有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
⽕災防護設備
消⽕設備

142



再処理施設 

溢水対策設備 
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溢⽔対策設備(1/2)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

板材 − 板材 ○ − − − −

補強材 − 補強材 ○ − − − −

− アンカーボルト アンカーボルト ○ − ○ − −

− ヒンジ板 ヒンジ板 ○ − ○ − −

− ヒンジピン ヒンジピン ○ − ○ − −

− ヒンジボルト ヒンジボルト ○ − ○ − −

− 締付装置 締付装置 ○ − ○ − −

板材 − 板材 ○ − − − −

補強材 − 補強材 ○ − − − −

− アンカーボルト アンカーボルト ○ − ○ − −

− ヒンジ板 ヒンジ板 ○ − ○ − −

− ヒンジピン ヒンジピン ○ − ○ − −

− ヒンジボルト ヒンジボルト ○ − ○ − −

− 締付装置 締付装置 ○ − ○ − −

− 締付装置受ピン 締付装置受ピン ○ − ○ − −

− 締付装置受ボルト 締付装置受ボルト ○ − ○ − −

板材 − 板材 ○ − ○ − −

− バックリブ バックリブ ○ − ○ − −

− アンカーボルト アンカーボルト ○ − ○ − −

− 弁本体 弁本体 ○ − 〇 − −

− フロートガイド フロートガイド ○ − 〇 − −

− ツバ ツバ ○ − 〇 − −

動的機能維持 C −
− − 床ドレン逆⽌弁 ○ − 〇 − −

構造強度 C −

構造強度

C −構造強度

C −

溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備 − 防⽔区画構造物

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
○：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

○：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

○：評価対象部位
×：評価対象外部位
ー：既設⼯認対象外

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

−防⽔扉 溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備 − 防⽔区画構造物

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

防⽔区画構造物

床ドレン逆⽌弁 溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備 − 防⽔区画構造物

堰 溢⽔伝播を防⽌する機
能

−溢⽔対策設備

⽔密扉

構造強度 C
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溢⽔対策設備(2/2)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設

DB SA

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
○：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

○：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

○：評価対象部位
×：評価対象外部位
ー：既設⼯認対象外

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等
対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

構造強度 C −
− 取付ボルト ⽀持構造物（ボルト等） ○ − 〇 − −

電気的機能維持 C −
− − 器具類 ○ − 〇 − −

− フレーム ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

− フレーム ⽀持構造物(ボルト以外) ○ − 〇 − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ − 〇 − −

配管 配管 〇 − 〇 − −

⽀持構造物 ⽀持構造物 〇 − 〇 − −

多質点配管
配管 配管 〇 − 〇 − −

⽀持構造物 ⽀持構造物 〇 − 〇 − −

弁 溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備 − 弁 動的機能維持 C −
− − 駆動部 〇 − 〇 − −

＊１：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表１(3) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。

−

溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備 − C −

−

−C構造強度配管系−溢⽔対策設備溢⽔伝播を防⽌する機
能

配管系 構造強度

C −

構造強度 C −

構造強度

− 防⽔区画構造物

標準⽀持間隔

− 計装/放管設備

有限要素モデル等を⽤いて
評価を⾏う機器
防護設備

被液影響を防⽌する機
能

化学薬品対策設備 − 防⽔区画構造物

有限要素モデル等を⽤いて
評価を⾏う機器
防護設備

被⽔影響を防⽌する機
能

溢⽔対策設備

定式化された計算式を⽤い
て評価を⾏う機器
剛体設備
矩形型設備

溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備
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再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設) 

安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備 
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(1/4)

別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)

DB SA

胴板 － 容器 〇 － － 〇 －

鏡板 － 容器 〇 － － 〇 －

マンホール平板 － 容器 〇 － － 〇 －

－ スカート 支持構造物(ボルト以外) 〇 － ○ 〇 －

基礎ボルト 支持構造物(ボルト以外) 〇 － ○ 〇 －

－ 取付ボルト 支持構造物(ボルト等) 〇 － ○ 〇 －

胴板 － 容器 〇 － ○ 〇 －

鏡板 － 容器 〇 － － 〇 －

マンホール平板 － 容器 〇 － － 〇 －

管台 － 容器 〇 － － 〇 －

－ スカート 支持構造物(ボルト以外) 〇 － ○ 〇 －

－ 基礎ボルト 支持構造物(ボルト等) 〇 － ○ 〇 －

胴板 － 容器 ○ － 〇 〇 －

鏡板 － 容器 ○ － － 〇 －

マンホ－ル平板 － 容器 ○ － － 〇 －

－ スカート 支持構造物(ボルト以外) ○ － 〇 〇 －

－ 支持構造物 支持構造物(ボルト等) ○ － 〇 〇 －

ケーシング － 支持構造物(ボルト等) 〇 ー ー ○ ー

原動機 － 支持構造物(ボルト等) 〇 ー ー ○ ー

－ 基礎ボルト 支持構造物(ボルト等) ○ ー ○ ○ ー

－ ポンプ取付ボルト 支持構造物(ボルト等) 〇 ー ○ ○ ー

－ 原動機取付ボルト 支持構造物(ボルト等) 〇 ー ○ ○ ー

ケーシング(ポンプ) － 駆動部＊２ ○ ー ○ ○ ー

原動機 － 駆動部＊２ ○ ー ○ ○ ー

－ 基礎ボルト 支持構造物(ボルト等) ○ ー ー 〇 －

崩壊熱等の除去機能 安全冷却水系,補給水

設備ﾎﾟﾝﾌﾟ,安全冷却水

系冷却水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ,

ﾌﾟｰﾙ水冷却系ﾎﾟﾝﾌﾟ

ー ポンプ 構造強度 S

代替所内電気設備、補

機駆動用燃料補給設備

ポンプ 動的機能維持 S

崩壊熱等の除去機能 プール水冷却系

安全冷却水系

漏えい抑制設備

代替安全冷却水系

③

耐震評価部位

今回設工認における評価

〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

評価対象部位の選定外理由

先行発電プラントの

工認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位

×：記載無部位

－：記載無しであるが

再処理施設では評価対象

ー

S 常設耐震重要

異常の発生防止機能に

係る支援機能

再処理施設の既設工認記載設備・

部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

－：既設工認対象外
安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1
耐震設計上の

重要度分類

重大事故等対処施設の

設備分類

S 常設耐震重要異常の発生防止機能に

係る支援機能

電気設備　非常用所内

電源系統

代替所内電気設備、補

機駆動用燃料補給設備

容器

配管系

構造強度

S ー

対象

評価対象設備

①

本文仕様表記載項目

②

補助的な役割を担う部材，

支持構造物等

定式化された計算式を

用いて評価を行う機器

剛体設備

横軸ポンプ

異常の発生防止機能に

係る支援機能

ー 常設耐震重要

定式化された計算式を

用いて評価を行う機器

片側支持容器

横置⼀胴円筒形容器

定式化された計算式を

用いて評価を行う機器

下端支持容器

スカート支持たて置円

筒形容器

電気設備　非常用所内

電源系統

容器 構造強度

－

容器 構造強度
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(2/4)

別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)

DB SA

③

耐震評価部位

今回設工認における評価

〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

評価対象部位の選定外理由

先行発電プラントの

工認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位

×：記載無部位

－：記載無しであるが

再処理施設では評価対象

再処理施設の既設工認記載設備・

部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

－：既設工認対象外
安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1
耐震設計上の

重要度分類

重大事故等対処施設の

設備分類

対象

評価対象設備

①

本文仕様表記載項目

②

補助的な役割を担う部材，

支持構造物等

－ ポンプ取付ボルト 支持構造物(ボルト等) ○ ー ー 〇 －

－ 原動機取付ボルト 支持構造物(ボルト等) ○ ー ー 〇 －

エンジン － 支持構造物（ボルト等） 〇 － ー 〇 －

燃料 － 支持構造物（ボルト等） 〇 － ー 〇 －

過給機 － 支持構造物（ボルト等） 〇 － ー 〇 －

調速装置 － 支持構造物（ボルト等） 〇 － ー 〇 －

非常調速装置 － 支持構造物（ボルト等） 〇 － ー 〇 －

－ 基礎ボルト 支持構造物（ボルト等） 〇 － ー 〇 －

発電機 動的機能維持 S ー

発電機 － 駆動部＊２ 〇 － 〇 〇 －

構造強度 S －

－ 取付ボルト 支持構造物（ボルト等） 〇 － 〇 〇 －

電気的機能維持 S －

－ － 器具類 ＊３ 〇 － 〇 〇 －

－ 取付ボルト 支持構造物（ボルト等） 〇 － 〇 〇 －

－ 基礎ボルト 支持構造物（ボルト等） 〇 － 〇 〇 －

電気的機能維持 S －

－ － 器具類 ＊３ 〇 － 〇 〇 －

胴板 － 容器 〇 － ○ 〇 －

マンホール平板 － 容器 〇 － － 〇 －

－ 基礎ボルト 支持構造物(ボルト等) 〇 － ○ 〇 －

－ 角パイプ 支持構造物(ボルト以外) ○ － ○ ○ －

－ 補強板 支持構造物(ボルト以外) ○ － ○ ○ －

－ フレーム 支持構造物(ボルト以外) ○ － ○ ○ －

－ － 支持構造物(ボルト以外) ○ － ○ ○ －

S

－

構造強度 S －

同左

S

定式化された計算式を

用いて評価を行う機器

剛体設備

矩形型設備

異常の発生防止機能に

係る支援機能

電気設備　非常用所内

電源系統

－ 電源盤、無停電電源装

置等

定式化された計算式を

用いて評価を行う機器

剛体設備

矩形型設備

定式化された計算式を

用いて評価を行う機器

架構設備

構造強度

定式化された計算式を

用いて評価を行う機器

剛体設備

ディーゼル機関

異常の発生防止機能に

係る支援機能

電気設備　非常用所内

電源系統

ディーゼル機関 構造強度 S

定式化された計算式を

用いて評価を行う機器

胴部支持容器

平底たて置円筒形容器

容器 構造強度

ー ー

常設耐震重要核的制限値（寸法）の

維持機能

形状寸法管理の機器

事業許可変更申請書の

各施設の臨界安全管理

表に寸法が記載されて

いる機器（溶解槽、プ

ルトニウム濃縮缶等）

ラック/ピット/棚

崩壊熱等の除去機能 プ－ル水冷却系，安全

冷却水系

使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設補給水

設備

－ 計装/放管設備

異常の発生防止機能に

係る支援機能

非常用電気設備

電気設備　非常用所内

電源系統

－

定式化された計算式を

用いて評価を行う機器

剛体設備

横軸ポンプ

異常の発生防止機能に

係る支援機能

ー 代替所内電気設備、補

機駆動用燃料補給設備

ポンプ 動的機能維持 S 常設耐震重要
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(3/4)

別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)

DB SA

③

耐震評価部位

今回設工認における評価

〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

評価対象部位の選定外理由

先行発電プラントの

工認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位

×：記載無部位

－：記載無しであるが

再処理施設では評価対象

再処理施設の既設工認記載設備・

部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

－：既設工認対象外
安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1
耐震設計上の

重要度分類

重大事故等対処施設の

設備分類

対象

評価対象設備

①

本文仕様表記載項目

②

補助的な役割を担う部材，

支持構造物等

－ 角パイプ 支持構造物(ボルト以外) 〇 － － 〇 －

－ 補強板 支持構造物(ボルト以外) 〇 － － 〇 －

－ 基礎ボルト 支持構造物(ボルト等) 〇 － － 〇 －

－ フレーム 支持構造物(ボルト以外) 〇 － － 〇 －

－ 部材 支持構造物(ボルト以外) 〇 － － 〇 －

－ 基礎ボルト 支持構造物(ボルト等) 〇 － － 〇 －

管側胴板 － 容器 〇 － － 〇 －

管側鏡板 － 容器 〇 － － 〇 －

管側フランジ － 容器 〇 － － 〇 －

胴側胴板 － 容器 ○ － 〇 〇 －

胴側鏡板 － 容器 〇 － － 〇 －

管板 － 容器 〇 － － 〇 －

伝熱管 － 容器 〇 － － 〇 －

管側管台 － 容器 〇 － － 〇 －

胴側管台 － 容器 〇 － － 〇 －

－ 支持構造物 支持構造物(ボルト以外) ○ － 〇 〇 －

－ 支持構造物 支持構造物(ボルト等) ○ － 〇 〇 －

伝熱管(内管) － 伝熱管 〇 － － 〇 －

フィン － 伝熱管 ×

フィン自体の剛性が高く伝熱管に対し強固に

取り付けられており，フィンと比較して剛性

の低い伝熱管にフィンの質量を加味した構造

強度評価にて耐震性を確認することが出来

る。

－ ○ －

ヘッダー － 支持構造物(ボルト等) 〇 － － ○ －

原動機 － 支持構造物(ボルト等) 〇 － － 〇 －

－ 取付ボルト(減速機) 支持構造物(ボルト等) 〇 － － 〇 －

－
取付ボルト(ファンリン

グ)
支持構造物(ボルト等) 〇 － － 〇 －

－ 取付ボルト(ルーバ) 支持構造物(ボルト等) 〇 － － 〇 －

有限要素モデル等を用

いて評価を行う機器

冷却塔

崩壊熱等の除去機能 プール水冷却系

安全冷却水系

－ 熱交換器 構造強度 S －

同左

－

常設耐震重要

有限要素モデル等を用

いて評価を行う機器

容器（中間支持型，振

れれ止め付）

崩壊熱等の除去機能 プール水冷却系、安全

冷却水系

構造強度 S

構造強度

常設耐震重要落下・転倒防止機能 バスケット仮置き架台

(空用、実入り用)

バスケット仮置き架台

(実入り用)

形状寸法管理の機器

事業変更許可申請書の

各施設の臨界安全管理

表に寸法が記載されて

いる機器（溶解槽，プ

ルトニウム濃縮缶等）

ラック/ピット/棚

有限要素モデル等を用

いて評価を行う機器

仮置き架台

S －

構造強度 S

ラック/ピット/棚

熱交換器

有限要素モデル等を用

いて評価を行う機器

貯蔵ラック

核的制限値（寸法）の

維持機能

149



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(4/4)

別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)

DB SA

③

耐震評価部位

今回設工認における評価

〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

評価対象部位の選定外理由

先行発電プラントの

工認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位

×：記載無部位

－：記載無しであるが

再処理施設では評価対象

再処理施設の既設工認記載設備・

部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

－：既設工認対象外
安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1
耐震設計上の

重要度分類

重大事故等対処施設の

設備分類

対象

評価対象設備

①

本文仕様表記載項目

②

補助的な役割を担う部材，

支持構造物等

遮熱板 － 支持構造物(ボルト等) 〇 － － － －

－ 支持架構(主柱) 支持構造物(ボルト以外) 〇 － － ○ －

－ 支持架構(床はり) 支持構造物(ボルト以外) 〇 － － ○ －

－ 支持架構(3F機械台はり) 支持構造物(ボルト以外) 〇 － － ○ －

－ 支持架構(立面ブレース) 支持構造物(ボルト以外) 〇 － － ○ －

－ 支持架構(水平ブレース) 支持構造物(ボルト以外) 〇 － － ○ －

－ 支持架構(基礎ボルト) 支持構造物(ボルト等) 〇 － － ○ －

原動機 原動機 駆動部＊２ 〇 － － 〇 －

ファン ファン軸 駆動部＊３ 〇 － － 〇 －

ファン
ファン軸受　上部軸受/

下部軸受
ファン軸受 〇 － － 〇 －

ファン チップクリアランス チップクリアランス 〇 － － 〇 －

主配管 － 配管 〇 － 〇 〇 －

－ 支持構造物 支持構造物 〇 － 〇 〇 －

主配管 － 配管 〇 － 〇 〇 －

－ 支持構造物 支持構造物 〇 － 〇 〇 －

弁 崩壊熱等の除去機能 ・プール水冷却系、安

全冷却水系

・使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設　補

給水設備

－ 弁 動的機能維持 S －

主要弁 － 駆動部 〇 － 〇 〇

＊１：「耐震建物30　耐震設計における安全機能の整理について」の「表１(2)　安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持方針の整理結果」に示す。

＊２：JEAG4601適用範囲内である各機器については，JEAG4601にて耐震評価部位を選定していることから，本資料での整理対象外とする。

＊３：電気的機能が要求される機器については，各－の器具類に対する加振試験等により機能維持を確認した加速度以下であることを確認することとしているため，本資料での整理対象外とする。

＊４：JEAG4601適用範囲外であるファンについては，「耐震機電14　動的機能維持評価手法の適用について」にて耐震評価部位を選定していることから，本資料での整理対象外とする。

－プール水冷却系

安全冷却水系

崩壊熱等の除去機能有限要素モデル等を用

いて評価を行う機器

冷却塔

S 常設耐震重要

影響緩和機能に係る支

援機能

・電気設備　非常用所内

電源系統

－ 配管系 構造強度 S －

構造強度

動的機能維持 S －

－S構造強度熱交換器

標準支持間隔 崩壊熱等の除去機能 ・プール水冷却系、安全

冷却水系

・使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設　補給水

設備

漏えい抑制設備

代替安全冷却水系

配管系

有限要素モデル等を用

いて評価を行う機器

冷却塔

崩壊熱等の除去機能 プール水冷却系

安全冷却水系

－ 熱交換器
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再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設) 

波及的影響の設計対象施設 
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波及的影響の設計対象施設
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設(使⽤済燃料受⼊れ施設及び貯蔵施設)

DB SA

−
⽌⽔板 − ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − − −

−
− 基礎ボルト ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − − −

−
⽌⽔板 − ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − − −

−
− 基礎ボルト ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − − −

−
⽌⽔板 − ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − − −

−
− 基礎ボルト ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − − −

−

⽌⽔板 − ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − − −

−

− 基礎ボルト ⽀持構造物（ボルト等） 〇 − − − −

ガーダ − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − ○ ○ −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物（ボルト等） ○ − − ○ −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − 〇 − −

ガーダ − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − ○ ○ −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − ○ −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − 〇 − −

ガーダ − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − ○ ○ −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − ○ −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − 〇 − −

ガーダ − ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − ○ ○ −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − ○ −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − 〇 − −

燃料移送台⾞（本体）
（構造物フレーム）

− ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

− 転倒防⽌機構 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − 〇 − −

燃料移送台⾞（本体）
（構造物フレーム）

− ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

− 転倒防⽌機構 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − − 〇 −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − 〇 − −

＊１：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表１(2) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。

ラック／ピット／
棚

構造強度 Ss

ラック／ピット／
棚

構造強度 Ss

ラック/ピット/棚
（貯蔵ホール）

変位及び変形 Ss

落下・転倒防⽌機能 バスケット仮置き架台 ラック／ピット／
棚

構造強度 Ss

設計対象
（下位クラス施設） 対象設備＊1

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
クレーン

崩壊熱等の除去機能 使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 燃料
取出しピット、燃料仮
置きピット、等

臨界防⽌設備

遮蔽機能 燃料取出しピット、燃
料仮置きピット、燃料
貯蔵
プール、チャンネル
ボックス・バーナブル
ポイズン取扱ピット、
燃料移送⽔路 燃料送

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

崩壊熱等の除去機能 使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 燃料
取出しピット、燃料仮
置きピット、等

遮蔽機能 燃料取出しピット、燃
料仮置きピット、燃料
貯蔵プール、チャンネ
ルボックス・バーナブ
ルポイズン取扱ピッ
ト、燃料移送⽔路、燃
料送出しピット

同左

核的制限値（⼨法）の維
持機能

形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器（溶解槽、プ
ルトニウム濃縮⽸等）

安全機能＊1 耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，⽀持

構造物等

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
(〇)：他の部位で代替している部位

×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

ラック/ピット/棚 構造強度 Ss

崩壊熱等の除去機能 プール⽔冷却系、安全
冷却⽔系
使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 補給
⽔設備

同左 配管系 構造強度 Ss

ラック/ピット/棚 構造強度 Ss

核的制限値（⼨法）の
維持機能

形状⼨法管理の機器
事業変更許可申請書の
各施設の臨界安全管理
表に⼨法が記載されて
いる機器（溶解槽，プ
ルトニウム濃縮⽸等）

同左 ラック/ピット/棚
（貯蔵ホール）

変位及び変形 Ss

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
移送台⾞

崩壊熱等の除去機能 使⽤済燃料の受⼊れ施
設及び貯蔵施設 燃料
取出しピット、燃料仮
置きピット、等

臨界防⽌設備 ラック／ピット／
棚

構造強度 Ss

遮蔽機能 燃料取出しピット、燃
料仮置きピット、燃料
貯蔵プール、チャンネ
ルボックス・バーナブ
ルポイズン取扱ピッ
ト、燃料移送⽔路、燃
料送出しピット

同左 ラック／ピット／
棚

構造強度 Ss
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再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設) 

火災防護設備 
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⽕災防護設備

別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設(使⽤済燃料受⼊れ施設及び貯蔵施設)

DB SA

構造強度 C −

− 取付ボルト＊2 取付ボルト 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 C −

− − 器具類＊5 〇 − 〇 − −

構造強度 C −
− 取付ボルト＊3 取付ボルト 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 C −
− − 器具類＊5 〇 − 〇 − −

− 取付ボルト＊2 取付ボルト 〇 − 〇 − −

− 基礎ボルト＊2 基礎ボルト 〇 − 〇 − −

− 基礎溶接部＊2 基礎溶接部 〇 − 〇 − −

− ⽀持構造物＊2 ⽀持構造物 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 C −
− − 器具類＊5 〇 − 〇 − −

構造強度 C −
容器 − ⽀持構造物 〇 − 〇 − −

− 取付ボルト 取付ボルト 〇 − 〇 − −

− 基礎ボルト 基礎ボルト 〇 − 〇 − −

容器 − 駆動部＊6 〇 − 〇 − −

− − 駆動部＊7 〇 − 〇 − −

構造強度 C − 計測装置
制御回路 基礎ボルト＊4 基礎ボルト 〇 − 〇 − −

電気的機能維持 C − 計測装置
制御回路

− 器具類＊5 〇 − 〇 − −

主配管 − 配管 〇 − 〇 − −

− ⽀持構造物 ⽀持構造物 〇 − 〇 − −

構造強度を確保できる
ことを加振試験の結果
を踏まえて評価を⾏う
機器
⽕災防護設備
消⽕設備

⽕災区域内の消⽕機能 消⽕設備（主配管（消
⽕ガス供給系）

− 配管系 構造強度 C −

主配管 − 配管＊8 〇 − 〇 − −

＊１：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表１(3) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。
＊２：⽕災感知器の⽀持構造物を⽰す。
＊３：⽕災受信器盤（⽕災監視盤）の⽀持構造物を⽰す。
＊４：制御盤の⽀持構造物を⽰す。
＊５：電気的機能維持が要求される機器については、各々に器具類に対する加振試験等により機能維持を確認した加速度以下であることを確認しているため、本資料での整理対象外とする。
＊６：動的機能維持が要求される容器弁については、各々に駆動部に対する加振試験等により機能維持を確認した加速度以下であることを確認しているため、本資料での整理対象外とする。
＊７：動的機能維持が要求される選択弁については、各々に駆動部に対する加振試験等により機能維持を確認した加速度以下であることを確認しているため、本資料での整理対象外とする。
＊８：ケーブルトレイ消⽕設備及び電源盤・制御盤消⽕設備の消⽕配管については、解析による評価が困難であることから加振試験により構造強度を確認した加速度以下であることを確認しているため、本資料での整理対象外とする。

−C動的機能維持

容器−

−消⽕設備（制御盤）⽕災区域内の消⽕機能定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽕災防護設備
消⽕設備

計装／放管設備

消⽕設備（ケーブルト
レイ消⽕設備、ハロゲ
ン化物消⽕設備、、⼆
酸化炭素消⽕設備、ハ
ロゲン化物消⽕設備
（床下消⽕設備（⼿
動）、全域：制御室床
下））

⽕災区域内の消⽕機能有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
⽕災防護設備
消⽕設備

C構造強度有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
⽕災防護設備
⽕災感知器

−

計装／放管設備

計装／放管設備

⽕災感知設備（熱感知
器、炎感知器、熱感知
カメラ（サーモカメ
ラ））

⽕災の感知機能 計装／放管設備−

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽕災防護設備
⽕災感知器

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
⽕災防護設備
⽕災受信器盤

−⽕災感知設備（⽕災受
信機盤（⽕災監視
盤））

⽕災の感知機能

⽕災の感知機能 ⽕災感知設備（炎感知
器、炎感知器（⾚外線
式（防⽔型，防爆
型））、煙感知器、熱
感知器、熱感知器（熱
電対（防爆型））、熱
感知カメラ（サーモカ
メラ））

−

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位

③
耐震評価部位耐震設計上の

重要度分類

対象設備＊1対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

安全機能＊1 耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 重⼤事故等対処施設の
設備分類

構造強度 C −標準⽀持間隔 ⽕災区域内の消⽕機能 消⽕設備（主配管（消
⽕ガス供給系）

− 配管系
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再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設) 

溢水対策設備 
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溢⽔対策設備(1/2)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設(使⽤済燃料受⼊れ施設及び貯蔵施設)

DB SA

板材 − 板材 ○ − − − −

補強材 − 補強材 ○ − − − −

− アンカーボルト アンカーボルト ○ − ○ − −

− ヒンジ板 ヒンジ板 ○ − ○ − −

− ヒンジピン ヒンジピン ○ − ○ − −

− ヒンジボルト ヒンジボルト ○ − ○ − −

− 締付装置 締付装置 ○ − ○ − −

板材 − 板材 ○ − − − −

補強材 − 補強材 ○ − − − −

− アンカーボルト アンカーボルト ○ − ○ − −

− ヒンジ板 ヒンジ板 ○ − ○ − −

− ヒンジピン ヒンジピン ○ − ○ − −

− ヒンジボルト ヒンジボルト ○ − ○ − −

− 締付装置 締付装置 ○ − ○ − −

− 締付装置受ピン 締付装置受ピン ○ − ○ − −

− 締付装置受ボルト 締付装置受ボルト ○ − ○ − −

板材 − 板材 ○ − ○ − −

− バックリブ バックリブ ○ − ○ − −

− アンカーボルト アンカーボルト ○ − ○ − −

− 弁本体 弁本体 ○ − 〇 − −

− フロートガイド フロートガイド ○ − 〇 − −

動的機能維持 C −
− − 床ドレン逆⽌弁 ○ − 〇 − −

⽌⽔板 − ⽀持構造物（ボルト等） ○ − − − −

− 基礎ボルト ⽀持構造物（ボルト等） ○ − − − −

C −定式化された計算式を⽤い
て評価を⾏う機器
剛体設備
フィルタユニット

溢⽔量を低減する機能 溢⽔対策設備 − 防⽔区画構造物

防⽔区画構造物堰 溢⽔伝播を防⽌する機
能

防⽔扉 溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備 − 防⽔区画構造物

−溢⽔対策設備

構造強度 C −

C −構造強度

床ドレン逆⽌弁 溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備 − 防⽔区画構造物

対象

評価対象設備

構造強度 C −⽔密扉 溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備 − 防⽔区画構造物

構造強度 C −

構造強度

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

安全機能＊1 対象設備＊1 耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
○：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

○：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

○：評価対象部位
×：評価対象外部位
ー：既設⼯認対象外
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溢⽔対策設備(2/2)
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 再処理施設(使⽤済燃料受⼊れ施設及び貯蔵施設)

DB SA

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

安全機能＊1 対象設備＊1 耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

③
耐震評価部位

今回設⼯認における評価
○：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

○：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

再処理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

○：評価対象部位
×：評価対象外部位
ー：既設⼯認対象外

配管 配管 〇 − 〇 − −

⽀持構造物 ⽀持構造物 〇 − 〇 − −

配管 配管 〇 − 〇 − −

⽀持構造物 ⽀持構造物 〇 − 〇 − −

弁 溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備 − 弁 動的機能維持 C −
− − 駆動部 〇 − 〇 − −

＊１：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表１(3) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。

構造強度 C −

−

標準⽀持間隔 溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備 − 配管系

−

多質点系はりモデル 溢⽔伝播を防⽌する機
能

溢⽔対策設備 − 配管系 構造強度 C −
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廃棄物管理施設 

安全機能を有する施設 
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安全機能を有する施設

別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 廃棄物管理施設

収納管 − ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

通⾵管 − ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

プレナム形成板 − ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

⽀持架構 − ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

遮蔽容器 − ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

−
しゃへい容器（⽀持フ

レーム）
⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − 〇 −

−
しゃへい容器（取付ボル

ト）
⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

−
しゃへい容器（シアプ

レートの溶接部）
⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − 〇 −

− 東側ガーダ フレーム 〇 − − 〇 −

− ⻄側ガーダ フレーム 〇 − − 〇 −

−
クレーン脱輪防⽌ラグの

溶接部
転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− トロリ脱落防⽌ローラ軸 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

−
トロリ脱落防⽌ラグの溶

接部
転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− ガーダ固定⾦物 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− ガーダ中央固定⾦物 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− トロリ固定⾦物 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− クレーン転倒防⽌ラグ 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− トロリ転倒防⽌ラグ 転倒防⽌機構 〇 − − 〇 −

− ⽀持構造物 レール 〇 − − − −

− ワイヤロープ等 吊具(ワイヤロープ等) 〇 − − − −

− 先端⾦具 吊具(先端⾦具) 〇 − − − −

− フレーム ⽀持構造物（ボルト以外） 〇 − − − −

− 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 − − − −

＊１：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表３(2) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。

S構造強度有限要素モデル等を⽤い
て評価を⾏う機器
遮蔽容器付クレーン

遮蔽機能 ガラス固化体貯蔵設備の
床⾯⾛⾏クレーンの遮蔽
設備

搬送設備

C有限要素モデル等を⽤い
て評価を⾏う機器
測定装置

− − − −

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等安全機能＊1 対象設備＊1 耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事
項＊1

耐震設計上の
重要度分類

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

廃棄物管理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
ー：既設⼯認対象外

③
耐震評価部位

Sガラス固化体貯蔵設備
（ガラス固化体貯蔵建
屋、ガラス固化体貯蔵建
屋Ｂ棟）の収納管、通⾵
管

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

崩壊熱等の除去機能 ラック/ピット/棚 構造強度有限要素モデル等を⽤い
て評価を⾏う機器
貯蔵ピット
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廃棄物管理施設 

波及的影響の設計対象施設 
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安全機能を有する施設
別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 廃棄物管理施設

− ルーバ振れ⽌め ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − ー 〇 −

− 中央の上固定部 ⽀持構造物（ボルト以外） ○ − ー 〇 −

＊１：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表３(2) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。

廃棄物管理施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
躯体付設備
躯体付構造設備

崩壊熱等の除去機能 ガラス固化体貯蔵設備
（ガラス固化体貯蔵建
屋、ガラス固化体貯蔵
建屋Ｂ棟）の収納管、
通⾵管

ラック/ピット/棚 構造強度 Ss

設計対象
(下位クラス施設)

波及的影響を受けるおそれのある上位クラス施設

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

×：評価対象外部位
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
再処理施設では評価対象

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部材，

⽀持構造物等

③
耐震評価部位

安全機能＊1 対象設備＊1 耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

161



ＭＯＸ燃料加工施設 

安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備 
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(1/4) 別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 MOX燃料加⼯施設

DB SA

ケーシング ― ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

― 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

グローブボックス給気
フィルタ

ケーシング ― ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

― 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

グローブボックス給気
フィルタ排気フィルタ
ユニット
グローブボックス排気
フィルタ

ケーシング ― ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

― 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

― 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

S ―
ケーシング ― ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

原動機 ― ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

― 原動機台取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

― ファン取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

― 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

動的機能維持 S ―
ファン ― 駆動部＊2 ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

原動機 ― 駆動部＊2 ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

MOX燃料加⼯施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
(〇)：他の部位で代替している部位

×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

安全機能＊1 耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部

材，⽀持構造物等

③
耐震評価部位＊４＊５

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

(〇)：他の部位で代替している
部位

×：評価対象外部位

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
MOX燃料加⼯施設では評価対象

対象

捕集・浄化機能 放射性廃棄物の廃棄施
設の⼯程室排気設備
・⼯程室排気フィルタ
ユニット

フィルタ 構造強度

対象設備＊1

放射性廃棄物の廃棄施
設の⼯程室排気設備
・⼯程室排気フィルタ
ユニット

評価対象設備

重⼤事故等対処施設の
設備分類

常設耐震重要S定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
フィルタユニット

常設耐震重要フィルタ 構造強度 S

捕集・浄化機能 放射性廃棄物の廃棄施
設のグローブボックス
排気設備
・グローブボックス排
気フィルタユニット
・グローブボックス排
気フィルタ（粉末調整
⼯程のグローブボック
ス，ペレット加⼯⼯程
のグローブボックス，
貯蔵施設のグローブ
ボックス及び⼩規模試
験設備のグローブボッ
クスに付随するも
の。）

フィルタ S 常設耐震重要

放射性物質の放出経路
の維持機能

グローブボックス排気
設備のうち粉末調整⼯
程のグローブボック
ス，ペレット加⼯⼯程
のグローブボックス，
貯蔵施設のグローブ
ボックス及び⼩規模試
験設備のグローブボッ
クスの給気側のうち，
グローブボックスの閉
じ込め機能維持に必要
な範囲

構造強度

ファンー 構造強度定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
横軸ポンプ

放射性廃棄物の廃棄施
設のグローブボックス
排気設備
・グローブボックス排
⾵機（排気機能の維持
に必要な回路を含む）

排気機能
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(2/4) 別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 MOX燃料加⼯施設

DB SA

MOX燃料加⼯施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
(〇)：他の部位で代替している部位

×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

安全機能＊1 耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部

材，⽀持構造物等

③
耐震評価部位＊４＊５

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

(〇)：他の部位で代替している
部位

×：評価対象外部位

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
MOX燃料加⼯施設では評価対象

対象 対象設備＊1

評価対象設備

重⼤事故等対処施設の
設備分類

構造強度 S ―

― 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

電気的機能維持 S ―

― ― 器具類 ＊３ ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

ー 計装/放管設備 構造強度 S ―

― 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

電気的機能維持 S ―

― ― 器具類 ＊３ ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

ー 計装/放管設備 構造強度 S ―

― 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

電気的機能維持 S ―

― ― 器具類 ＊３ ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

― ― 本体 ⽸体 ⽸体 〇 ― ― 〇 ―

本体 本体⽀持架台 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― 〇 ―

本体 耐震サポート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― 〇 ―

本体 内装架台 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― 〇 ―

本体 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ― 〇 ―

本体 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ― 〇 ―

本体 取付ボルト（内装架台） ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ― 〇 ―

本体 伸縮継⼿ 伸縮継⼿ 〇 ― ― ― 地震動増⼤により，評価対象部
位として追加

窓板部 窓板 窓板部 〇 ― ― 〇 ―

窓板部 グローブポート 窓板部 〇 ― ― 〇 ―

本体 ステンレスパネル ステンレスパネル部 〇 ― ― 〇 ―

本体 搬出⼊⼝（⼤） 搬出⼊⼝（⼤） 〇 ― ― 〇 ―

本体 搬出⼊⼝（⼩） 搬出⼊⼝（⼩） 〇 ― ― 〇 ―

本体 メンテナンスポート メンテナンスポート 〇 ― ― 〇 ―

本体 コネクタ部
コネクタ部（ハーメチッ
クシールタイプ，挟み込

み型）
〇 ― ― 〇 ―

本体 磁気シールユニット 磁性流体シール 〇 ― ― 〇 ―

本体 磁気シールユニット
磁性流体シール（グロー

ブボックス貫通部）
〇 ― ― 〇 ―

本体 磁気シールユニット
磁性流体シール（防⽕
シャッタ駆動貫通部）

〇 ― ― 〇 ―

S

閉じ込め機能維持 S

ー

核物質等取扱ボックス 構造強度

計装/放管設備

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
グローブボックス

放射性物質の放出経路
の維持機能

・貯蔵施設のグローブ
ボックス

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
矩形型設備

放射性廃棄物の廃棄施
設のグローブボックス
排気設備
・グローブボックス排
⾵機（排気機能の維持
に必要な回路を含む）

排気機能

放射性物質の放出経路
の維持機能＊

＊グローブボックス⽕
災が発⽣した場合の感
知・消⽕に係る機能。

グローブボックス消⽕
装置(粉末調整⼯程の
グローブボックス，ペ
レット加⼯⼯程のグ
ローブボックス，貯蔵
施設のグローブボック
ス及び⼩規模試験設備
のグローブボックスの
消⽕に関する範囲)

放射性物質の閉じ込め
機能＊

＊グローブボックス⽕
災が発⽣した場合の感
知・消⽕に係る機能。

・延焼防⽌ダンパ(粉
末調整⼯程のグローブ
ボックス，ペレット加
⼯⼯程のグローブボッ
クス，貯蔵施設のグ
ローブボックス，⼩規
模試験設備のグローブ
ボックスの排気系に設
置地するもの。
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(3/4) 別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 MOX燃料加⼯施設

DB SA

MOX燃料加⼯施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
(〇)：他の部位で代替している部位

×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

安全機能＊1 耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部

材，⽀持構造物等

③
耐震評価部位＊４＊５

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

(〇)：他の部位で代替している
部位

×：評価対象外部位

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
MOX燃料加⼯施設では評価対象

対象 対象設備＊1

評価対象設備

重⼤事故等対処施設の
設備分類

ー ― グローブボックス消⽕
⽤窒素ガス貯蔵容器ユ

ニット
フレーム ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

グローブボックス消⽕
⽤窒素ガス貯蔵容器ユ

ニット
取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― フレーム ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

グローブボックス消⽕
⽤選択弁ユニット

フレーム ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

グローブボックス消⽕
⽤選択弁ユニット

取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

グローブボックス消⽕
⽤窒素ガス貯蔵容器ユ

ニット
容器弁 容器弁 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

グローブボックス消⽕
⽤選択弁ユニット

選択弁 選択弁 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ―

― 配管 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ダクト 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ⽀持構造物 ⽀持構造物 （〇） ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ―
― 配管 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ダクト 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ⽀持構造物 ⽀持構造物 （〇） ― 〇 ― 新規申請設備のため

S

S

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
グローブボックス消⽕
装置

放射性物質の閉じ込め
維持機能＊

＊グローブボックス⽕
災が発⽣した場合の感
知・消⽕に係る機能。

グローブボックス消⽕
装置（粉末調整⼯程の
グローブボックス，ペ
レット加⼯⼯程のグ
ローブボックス，貯蔵
施設のグローブボック
ス及び⼩規模試験設備
のグローブボックスの
消⽕に難する範囲）

容器 構造強度

弁 動的機能維持

放射性物質の閉じ込め
維持機能＊

＊グローブボックス⽕
災が発⽣した場合の感
知消⽕に係る機能。

・グローブボックス消
⽕装置（粉末調整⼯程
のグローブボックス，
ペレット加⼯⼯程のグ
ローブボックス，貯蔵
施設のグローブボック
ス及び⼩規模試験設備
のグローブボックスの
消⽕に関する範囲）

配管系 構造強度 Ｓ

放射性物質の放出経路
の維持機能（放射性物
質の閉じ込め機能）

放射性廃棄物の廃棄施
設のグローブボックス
排気設備
・粉末調整⼯程のグ
ローブボックス，ペ
レット加⼯⼯程のグ
ローブボックス，貯蔵
施設のグローブボック
ス及び⼩規模試験設備
のグローブボックスか
らグローブボックス排
⾵機までの範囲

配管系 構造強度 Ｓ標準⽀持間隔

主配管

主配管
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重⼤事故等対処設備(4/4) 別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 MOX燃料加⼯施設

DB SA

MOX燃料加⼯施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
(〇)：他の部位で代替している部位

×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

安全機能＊1 耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部

材，⽀持構造物等

③
耐震評価部位＊４＊５

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

(〇)：他の部位で代替している
部位

×：評価対象外部位

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
MOX燃料加⼯施設では評価対象

対象 対象設備＊1

評価対象設備

重⼤事故等対処施設の
設備分類

常設耐震重要
― 配管 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ダクト 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ⽀持構造物 ⽀持構造物 （〇） ― 〇 ― 新規申請設備のため

常設耐震重要
― 配管 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ダクト 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ⽀持構造物 ⽀持構造物 （〇） ― 〇 ― 新規申請設備のため

常設耐震重要

― 配管 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ダクト 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ⽀持構造物 ⽀持構造物 （〇） ― 〇 ― 新規申請設備のため

― S

＊１：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表２(2) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。
＊２：JEAG4601適⽤範囲内である各機器については，JEAG4601にて耐震評価部位を選定していることから，本資料での整理対象外とする。
＊３：電気的機能が要求される機器については，各々の器具類に対する加振試験等により機能維持を確認した加速度以下であることを確認することとしているため，本資料での整理対象外とする。
＊４：地震時の臨界安全性が要求される⼨法が維持されていることを地震時の変位により確認することから，耐震評価部位は変位算出部位に読み替える。
＊５：閉じ込め機能が要求される設備は，地震時の応答加速度が機能確認済加速度内に収まることを確認することから，耐震評価部位は応答加速度算出部位に読み替える。

・⼯程室排気ダクト 配管系 構造強度 Ｓ

放射性物質の放出経路
の維持機能（放射性物
質の過度の放出防⽌機
能）

放射性廃棄物の廃棄施
設のグローブボックス
排気設備
・粉末調整⼯程のグ
ローブボックス，ペ
レット加⼯⼯程のグ
ローブボックス，貯蔵
施設のグローブボック
ス及び⼩規模試験設備

・グローブボックス排
気ダクト

配管系 構造強度

グローブボックス排気
設備のうち粉末調整⼯
程のグローブボック
ス，ペレット加⼯⼯程
のグローブボックス，
貯蔵施設のグローブ
ボックス及び⼩規模試
験設備のグローブボッ
クスの給気側のうち，
グローブボックスの閉
じ込め機能維持に必要
な範囲

・グローブボックス排
気ダクト

配+E17:O19管系 構造強度

― 新規申請設備のため

標準⽀持間隔

― 駆動部 〇 ― ×

主配管

弁

放射性物質の閉じ込め
維持機能＊
＊グローブボックス⽕
災が発⽣した場合の感
知消⽕に係る機能。

・延焼防⽌ダンパ（粉
末調整⼯程のグローブ
ボックス，ペレット加
⼯⼯程のグローブボッ
クス，貯蔵施設のグ
ローブボックス及び⼩
規模試験設備のグロー
ブボックスの消⽕に関
する範囲），ピストン
ダンパ（粉末調整⼯程
のグローブボックス，
ペレット加⼯⼯程のグ
ローブボックス，貯蔵
施設のグローブボック
ス及び⼩規模試験設備
のグローブボックスの
消⽕に関する範囲）

弁 動的機能維持 ―

主要弁

Ｓ

主配管

主配管

Ｓ

放射性廃棄物の廃棄施
設の⼯程室排気設備
・⼯程室排気設備のう
ち安全上重要な施設の
グローブボックス等を
設置する⼯程室から⼯
程室排気フィルタユ
ニットまでの範囲
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波及的影響の設計対象施設(1/3) 別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 MOX燃料加⼯施設

DB SA

ケーシング ― ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

原動機 ― ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

― 原動機台取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

― ファン取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

― 原動機取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管装置1，12 原動機台取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管装置1，12 ファン取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管装置1，12 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

焼結ボート搬送コンベア-1〜-8 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

焼結ボート取扱機-1〜-8 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

焼結ボート昇降台-1〜-8 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

焼結ボート受渡装置-1〜-8 ガイド ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

保管容器搬送コンベア-1，-2 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

保管容器取扱機-1，-2 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

昇降台-1，-2 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

保管容器搬送コンベア-1，-2 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

スクラップ保管容器受渡装置-1，-2 ガイド ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

保管容器取扱機-1，-2 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

昇降台-1，-2 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

ペレット保管容器受渡装置-1，-2 ガイド ⽀持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

本体 ⽸体 ⽸体 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

漏えい液受け⽫ ― ⽸体 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

本体 耐震サポート ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

本体 本体⽀持架台 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

本体 内装架台 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

本体 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

本体 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

窓板部 ― 窓板部 ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。

× ― 新規申請設備のため

本体 ラージポート ラージポート ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。

× ― 新規申請設備のため

本体 スモールポート スモールポート ×
閉じ込め機能は波及影響評価部位に該当しな
い。

× ― 新規申請設備のため

構造強度
動的機能維持

構造強度
閉じ込め機能維持

Ss有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
グローブボックス

放射性物質の閉じ込め
機能

・⼩規模試験設備のグ
ローブボックス

― 核物質等取扱ボックス

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

(〇)：他の部位で代替し
ている部位

×：評価対象外部位

設計対象
（下位クラス施設）

②
補助的な役割を担う部

材，⽀持構造物等

Ss構造強度
閉じ込め機能維持

核物質等取扱ボックス―・貯蔵施設のグローブ
ボックス

放射性物質の閉じ込め
機能

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
剛体設備
横軸ポンプ

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
MOX燃料加⼯施設では評価対象

MOX燃料加⼯施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
(〇)：他の部位で代替している部位

×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

排気機能 放射性廃棄物の廃棄施
設のグローブボックス
排気設備

― ファン Ss

③
耐震評価部位

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

波及影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬
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波及的影響の設計対象施設(2/3) 別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 MOX燃料加⼯施設

DB SA

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

(〇)：他の部位で代替し
ている部位

×：評価対象外部位

設計対象
（下位クラス施設）

②
補助的な役割を担う部

材，⽀持構造物等
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
MOX燃料加⼯施設では評価対象

MOX燃料加⼯施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
(〇)：他の部位で代替している部位

×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

③
耐震評価部位

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

波及影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

原料MOX粉末⽸⼀時保管装置
原料MOX粉末⽸⼀時保

管装置
⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

原料MOX粉末⽸⼀時保管装置 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

原料MOX粉末⽸⼀時保管装置 ガイドピン 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

遮蔽体（ピット） ― ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

遮蔽体（遮蔽蓋1，2） ― ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

遮蔽体(グローブボックス外) ― ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

遮蔽体(グローブボックス外) 基礎ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管装置1〜12 ― ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管装置1〜12 フレーム ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管装置1〜12 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

ペレット⼀時保管棚-1〜-3 ペレット⼀時保管棚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

ペレット⼀時保管棚-1〜-3 落下防⽌⾦具 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

スクラップ貯蔵棚-1〜-5 スクラップ貯蔵棚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

スクラップ貯蔵棚-1〜-5 落下防⽌⾦具 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

製品ペレット貯蔵棚-1〜-5 製品ペレット貯蔵棚 ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

製品ペレット貯蔵棚-1〜-5 落下防⽌⾦具 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
ラック/ピット/棚

放射性物質の閉じ込め
機能

・貯蔵施設のグローブ
ボックス

― 核物質等取扱ボックス 構造強度
閉じ込め機能維持

Ss
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波及的影響の設計対象施設(3/3) 別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 MOX燃料加⼯施設

DB SA

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

(〇)：他の部位で代替し
ている部位

×：評価対象外部位

設計対象
（下位クラス施設）

②
補助的な役割を担う部

材，⽀持構造物等
評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
MOX燃料加⼯施設では評価対象

MOX燃料加⼯施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
(〇)：他の部位で代替している部位

×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

③
耐震評価部位

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1

波及影響を受けるおそれのある上位クラス施設

設計⽤地震動
①

本⽂仕様表記載項⽬

原料MOX粉末⽸⼀時保管搬送装置 フレーム ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

原料MOX粉末⽸⼀時保管搬送装置 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

原料MOX粉末⽸⼀時保管搬送装置 ガイド ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

原料MOX粉末⽸⼀時保管搬送装置 チャック⽤ツメ 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

原料MOX粉末⽸⼀時保管搬送装置 サイドローラ 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

原料MOX粉末⽸⼀時保管搬送装置 浮き上がり防⽌フック 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

原料MOX粉末⽸⼀時保管搬送装置 ガイドピン 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

搬送コンベア ― ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管搬送装置 秤量テーブル ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管搬送装置 フレーム ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管搬送装置 ⾛⾏レール ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管搬送装置 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管搬送装置 把持ロック⽤レール 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管搬送装置 把持部 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

粉末⼀時保管搬送装置 フック 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

⾛⾏架台1〜6 ― ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

焼結ボート⼊出庫装置-1，-2 ― ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

焼結ボート⼊出庫装置-1，-2 上部ガイドレール ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

焼結ボート⼊出庫装置-1，-2 下部ガイドレール ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

焼結ボート⼊出庫装置-1，-2 上部ガイドローラ軸 転倒防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

焼結ボート⼊出庫装置-1，-2 下部ガイドローラ軸 転倒防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

焼結ボート⼊出庫装置-1，-2 ガイドピン 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

スクラップ保管容器⼊出庫装置 ― ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

スクラップ保管容器⼊出庫装置 上部ガイドレール ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

スクラップ保管容器⼊出庫装置 下部ガイドレール ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

スクラップ保管容器⼊出庫装置 上部ガイドローラ軸 転倒防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

スクラップ保管容器⼊出庫装置 下部ガイドローラ軸 転倒防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

スクラップ保管容器⼊出庫装置 ガイドピン 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

ペレット保管容器⼊出庫装置 ― ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

ペレット保管容器⼊出庫装置 上部ガイドレール ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

ペレット保管容器⼊出庫装置 下部ガイドレール ⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

ペレット保管容器⼊出庫装置 上部ガイドローラ軸 転倒防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

ペレット保管容器⼊出庫装置 下部ガイドローラ軸 転倒防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

ペレット保管容器⼊出庫装置 ガイドピン 容器落下防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため
有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
遮蔽設備

放射性物質の閉じ込め
機能

・貯蔵施設のグローブ
ボックス

― 核物質等取扱ボックス 構造強度
閉じ込め機能維持

Ss
遮蔽扉（ペレット⼀時保管設備）

⽀持構造物
（ペレット⼀時保管設備

遮蔽扉-1，-2）
⽀持構造物(ボルト以外) 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

― ロック機構 転倒防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

― 振れ⽌め防⽌ローラ 転倒防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

― 浮き上がり防⽌フック 転倒防⽌機構 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

＊１：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表２(2) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。

・貯蔵施設のグローブ
ボックス

― Ss構造強度
閉じ込め機能維持

核物質等取扱ボックス

有限要素モデルを⽤い
て評価を⾏う機器
防⽕シャッタ

放射性物質の閉じ込め
機能

・貯蔵施設のグローブ
ボックス

― 核物質等取扱ボックス 構造強度
閉じ込め機能維持

Ss

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
搬送装置

放射性物質の閉じ込め
機能
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⽕災防護設備 別紙-1-3 評価対象施設の評価部位の選定結果 MOX燃料加⼯施設

DB SA

⾮常⽤発電機消⽕⽤⼆酸
化炭素貯蔵容器ユニット

フレーム
⽀持構造物

(ボルト以外)
〇 ー 〇 ― 新規申請設備のため

⾮常⽤発電機消⽕⽤⼆酸
化炭素貯蔵容器ユニット

取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ー 〇 ― 新規申請設備のため

消⽕活動が困難となる
⽕災区域⼜は⽕災区画
内の消⽕機能

・窒素消⽕装置
・⼆酸化炭素消⽕装置

― 弁 動的機能維持 C(Ss) ―
⾮常⽤発電機消⽕⽤⼆酸
化炭素貯蔵容器ユニット

容器弁 容器弁＊２ 〇 ー 〇 ― 新規申請設備のため

窒素消⽕⽤選択弁ユニッ
ト

フレーム
⽀持構造物

(ボルト以外)
〇 ー 〇 ― 新規申請設備のため

窒素消⽕⽤選択弁ユニッ
ト

取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ー 〇 ― 新規申請設備のため

消⽕活動が困難となる
⽕災区域⼜は⽕災区画
内の消⽕機能

・窒素消⽕装置
・⼆酸化炭素消⽕装置

― 弁 動的機能維持 C(Ss) ―
窒素消⽕⽤選択弁ユニッ

ト
選択弁 選択弁＊２ 〇 ー 〇 ― 新規申請設備のため

計装/放管設備
構造強度 C(Ss) − 取付ボルト ⽀持構造物(ボルト等) 〇 ― ○ ― 新規申請設備のため

電気的機能維持 C(Ss) − − 器具類 ＊３ 〇 ― ○ ― 新規申請設備のため

― ―
― 配管 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ダクト 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ⽀持構造物 ⽀持構造物 （〇） ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ―
― 配管 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ダクト 〇 ― 〇 ― 新規申請設備のため

― ⽀持構造物 ⽀持構造物 （〇） ― 〇 ― 新規申請設備のため

＊１：「耐震建物30 耐震設計における安全機能の整理について」の「表２(2) 安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持⽅針の整理結果」に⽰す。
＊２：JEAG4601適⽤範囲内である各機器については，JEAG4601にて耐震評価部位を選定していることから，本資料での整理対象外とする。
＊３：電気的機能が要求される機器については，各々の器具類に対する加振試験等により機能維持を確認した加速度以下であることを確認することとしているため，本資料での整理対象外とする。

―

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
選択弁ユニット

消⽕活動が困難となる
⽕災区域⼜は⽕災区画
内の消⽕機能

・窒素消⽕装置
・⼆酸化炭素消⽕装置

― 容器 構造強度 C(Ss) ―

有限要素モデル等を⽤
いて評価を⾏う機器
ボンベユニット

消⽕活動が困難となる
⽕災区域⼜は⽕災区画
内の消⽕機能

・窒素消⽕装置
・⼆酸化炭素消⽕装置

― 容器 構造強度 C(Ss)

定式化された計算式を
⽤いて評価を⾏う機器
制御盤

消⽕活動が困難となる
⽕災区域⼜は⽕災区画
内の消⽕機能

・窒素消⽕装置
・⼆酸化炭素消⽕装置

― ―

評価対象部位の選定外理由

先⾏発電プラントの
⼯認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

−：記載無しであるが
MOX燃料加⼯施設では評価対象

MOX燃料加⼯施設の既設⼯認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
(〇)：他の部位で代替している部位

×：評価対象外部位
−：既設⼯認対象外

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重⼤事故等対処施設の
設備分類

今回設⼯認における評価
〇：評価対象部位

(〇)：他の部位で代替している
部位

×：評価対象外部位

対象

評価対象設備

①
本⽂仕様表記載項⽬

②
補助的な役割を担う部

材，⽀持構造物等

③
耐震評価部位

標準⽀持間隔

主配管

主配管

⽕災区域内の消⽕機能 ・窒素ガス消⽕装置
・⼆酸化炭素消⽕装置

配管系 構造強度 C

グローブボックス内の
消⽕機能

グローブボックス消⽕
装置（Sクラス以外の
範囲）

配管系 構造強度 C
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DB SA

ガイド管
(BWR燃料集合体用)

― ガイド管 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

ガイド管
(PWR燃料集合体用)

― ガイド管 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

― 架台取付部（溶接構造） 架台溶接部 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

一時保管ピット ― フレーム 〇 ー ー 〇 ―

一時保管ピット 一時保管ピットフレーム フレーム 〇 ー ー 〇 ―

一時保管ピット 基礎ボルト 支持構造物(ボルト等) 〇 ー ー 〇 ―

燃料棒貯蔵棚-1，-2 フレーム 支持構造物(ボルト以外) 〇 ー ー 〇 ―

燃料棒貯蔵棚-1，-2 基礎ボルト 支持構造物(ボルト等) 〇 ー ー 〇 ―

燃料棒貯蔵棚-1，-2 取付ボルト 支持構造物(ボルト等) 〇 ー ー 〇 ―

燃料棒貯蔵棚-1，-2 ガイドローラ軸 ガイドローラ軸 〇 ー ー 〇 ―

原料MOX粉末缶一時保
管搬送装置

―
原料MOX粉末缶一時保

管搬送装置
〇 ― ― ― 新規申請設備のため

ガイド管
(BWR燃料集合体用)

― BWR燃料集合体用ガイド管 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

ガイド管
(PWR燃料集合体用)

― PWR燃料集合体用ガイド管 〇 ― ― ― 新規申請設備のため

一時保管ピット ― 一時保管ピット 〇 ー ー 〇 ―

粉末一時保管装置-1～-
12

― 支持構造物(ボルト以外) 〇 ー ー ― 新規申請設備のため

粉末一時保管装置-1～-
12

フレーム 支持構造物(ボルト以外) 〇 ー ー ― 新規申請設備のため

ペレット一時保管棚-1～
-3

ペレット一時保管棚 支持構造物(ボルト以外) 〇 ー ー ― 新規申請設備のため

スクラップ貯蔵棚-1～-3 スクラップ貯蔵棚 支持構造物(ボルト以外) 〇 ー ー ― 新規申請設備のため

製品ペレット貯蔵棚-1～
-3

製品ペレット貯蔵棚 支持構造物(ボルト以外) 〇 ー ー ― 新規申請設備のため

燃料棒貯蔵棚-1，-2 ― 燃料棒貯蔵棚-1，-2 〇 ー ー 〇 ―

＊１：「耐震建物30　耐震設計における安全機能の整理について」の「表２(2)　安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持方針の整理結果」に示す。
＊２：地震時の臨界安全性が要求される寸法が維持されていることを地震時の変位により確認することから，耐震評価部位は変位算出部位に読み替える。

B(Ss) ―

体系の維持機能 ・燃料集合体貯蔵チャ
ンネル
・一時保管ピット，粉
末一時保管装置，ペ
レット一時保管棚，ス
クラップ貯蔵棚，製品
ペレット貯蔵棚，燃料
棒貯蔵棚

― ラック/ピット/棚 変位及び変形 B(Ss) ―

構造強度有限要素モデル等を用
いて評価を行う機器
ラック/ピット/棚

核燃料物質等の取り扱
い機能

・MOXを取り扱う貯
蔵施設の貯蔵・搬送装
置
(原料MOX粉末缶一時
保管設備等)

― ラック/ピット/棚

評価対象部位の選定外理由

先行発電プラントの
工認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

－：記載無しであるが
MOX燃料加工施設では評価対象

MOX燃料加工施設の既設工認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
(〇)：他の部位で代替している部位

×：評価対象外部位
－：既設工認対象外

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重大事故等対処施設の
設備分類

今回設工認における評価
〇：評価対象部位

(〇)：他の部位で代替している
部位

×：評価対象外部位

対象

評価対象設備

①
本文仕様表記載項目

②
補助的な役割を担う部

材，支持構造物等

③
耐震評価部位＊２
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DB SA

構造強度 B(Ss)
ケーシング － 支持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

原動機 － 支持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

－ 原動機台取付ボルト 支持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

－ ファン取付ボルト 支持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

－ 原動機取付ボルト 支持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

ケーシング － 支持構造物(ボルト等) ○ ― ― ― 新規申請設備のため

－ 基礎ボルト 支持構造物(ボルト等) ○ ― ○ ― 新規申請設備のため

＊１：「耐震建物30　耐震設計における安全機能の整理について」の「表２(2)　安全機能の分類に対する耐震設計上の機能維持方針の整理結果」に示す。

定式化された計算式を
用いて評価を行う機器
剛体設備
横軸ポンプ

評価対象部位の選定外理由

先行発電プラントの
工認記載設備・部位（参考）

〇：記載有部位
×：記載無部位

－：記載無しであるが
MOX燃料加工施設では評価対象

MOX燃料加工施設の既設工認記載設備・
部位との差分理由（参考）

〇：評価対象部位
(〇)：他の部位で代替している部位

×：評価対象外部位
－：既設工認対象外

安全機能＊1

対象設備＊1

耐震設計評価対象＊1 機能維持の確認事項＊1 耐震設計上の
重要度分類

重大事故等対処施設の
設備分類

対象

評価対象設備

①
本文仕様表記載項目

②
補助的な役割を担う部

材，支持構造物等

③
耐震評価部位

今回設工認における評価
〇：評価対象部位

(〇)：他の部位で代替している
部位

×：評価対象外部位

―

機械装置
（放出経路維持）

構造強度 B(Ss)

放射性物質の放出経路
の維持機能

・窒素循環設備 ― ファン
（放出経路維持）
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(1/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ○ － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ○ － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
下端支持容器
（四脚）
四脚たて置円筒
形容器

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
下端支持容器
スカート支持た
て置円筒形容器

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

耐震評価部位
＊1 許容限界
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(2/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

容器

一次応力（曲げ応力を含む）

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次一般膜応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
下端支持容器
プレート式熱交
換器

容器

一次一般膜応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
片側支持容器
中間支持たて置
円筒形容器（長
手２ラグ）

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(3/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次応力

一次＋二次応力

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

支持構造物(ボルト等)

容器

一次一般膜応力

容器

支持構造物(ボルト等)

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
片側支持容器
横置一胴円筒形
容器（３脚以上）

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
片側支持容器
中間支持たて置
円筒形容器（１ラ
グ）
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(4/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

一次応力

一次＋二次応力

容器

一次一般膜応力

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
片側支持容器
デミスタ（２脚）

容器

支持構造物(ボルト以外)

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
片側支持容器
デミスタ（１脚）

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(5/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

容器

一次一般膜応力

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

容器

一次応力

一次＋二次応力

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
中間支持容器
中間支持たて置
円筒形容器（４ラ
グ）

一次応力（曲げ応力を含む）

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
片側支持容器
横置⼀胴円筒形

容器

支持構造物(ボルト等) 一次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(6/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
中間支持容器
中間支持たて置
円筒形容器（２ラ
グ）

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
中間支持容器
中間支持たて置
円筒形容器(フラ
ンジ)

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等)

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
中間支持容器
中間支持たて置
角形容器(２ラグ)

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(7/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － ○ －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － ○ －

圧縮 (〇) － ○ －

曲げ (〇) － ○ －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 × せん断荷重を受ける部位がないため。 × ①

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次応力

一次＋二次応力

一次応力

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次＋二次＋ピーク応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
矩形型設備

支持構造物(ボルト等)

一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
胴部支持容器
平底円筒形容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
ディーゼル機関

支持構造物(ボルト等) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
フィルタユニット

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
横軸ポンプ

支持構造物(ボルト等) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
フィルタユニット
（遮蔽体一体型）

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
たて軸ポンプ

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
溶解槽

容器
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(8/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

〇 － ○ －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等)

一次＋二次応力

一次一般膜応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次一般膜応力

一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
容器

容器

容器

支持構造物(ボルト等)

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
洗浄槽

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
遠心清澄機

一次応力

容器

一次一般膜応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(9/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ○ － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

一次応力

一次＋二次応力

一次応力

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
容器（中間支持
型，コイル付）

支持構造物（ボルト以外）

冷却コイル
（配管）

支持構造物（ボルト等）

冷却コイル

容器

容器

支持構造物（ボルト等）

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
容器
（下端支持型，コ
イル付）

一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(10/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 × 構造としてせん断力が作用しない構造であり，せん断応力は生じないため。 × ①

圧縮 × 構造として圧縮が作用しない構造であり，圧縮応力は生じないため。 × ①

曲げ × 構造として曲げが作用しない構造であり，曲げ応力は生じないため。 × ①

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ × 組み合わせる荷重が生じないため評価を省略する。 × ①

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 × 構造としてせん断力が作用しない構造であり，せん断応力は生じないため。 × ①

圧縮 × 構造として圧縮が作用しない構造であり，圧縮応力は生じないため。 × ①

曲げ × 構造として曲げが作用しない構造であり，曲げ応力は生じないため。 × ①

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ × 組み合わせる荷重が生じないため評価を省略する。 × ①

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
環状形パルスカ
ラム

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次応力

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次一般膜応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次応力

一次＋二次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

容器

パルスレグ

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト以外）

一次＋二次応力

中性子吸収材固定部（ステンレス
被覆ほう素入りコンクリート）（支

持棒）

一次応力

一次＋二次応力

中性子吸収材固定部（ステンレス
被覆ほう素入りコンクリート）（支

持パイプ）

一次＋二次＋ピーク応力

一次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

187



   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(11/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 × 構造としてせん断力が作用しない構造であり，せん断応力は生じないため。 × ①

引張 × 構造として引張力を負担しない構造であり，引張力は生じないため。 × ①

せん断 〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
環状形パルスカ
ラム
（つづき）

一次応力

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
バッファチューブ
（中間支持型）

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

ほう素入りコンクリート被覆材補
強リング

ほう素入りコンクリートシャフト部
被覆材

ほう素入りコンクリートシャフト部
緩衝材

一次応力

中性子吸収材固定部（ステンレス
被覆カドミウム）（取付金具）

中性子吸収材固定部（ステンレス
被覆カドミウム）（取付ボルト）

一次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(12/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 × 構造として引張が作用しない構造であり，引張応力は生じないため。 × ①

せん断 〇 － 〇 －

圧縮 × 構造として圧縮が作用しない構造であり，圧縮応力は生じないため。 × ①

曲げ × 構造として曲げが作用しない構造であり，曲げ応力は生じないため。 × ①

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ × 組み合わせる荷重が生じないため評価を省略する。 × ①

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 × 構造としてせん断力が作用しない構造であり，せん断応力は生じないため。 × ①

引張 × 構造として引張力を負担しない構造であり，引張力は生じないため。 × ①

せん断 〇 － 〇 －

支持構造物（ボルト以外）

一次応力

一次＋二次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

パルスレグ

一次一般膜応力

容器

一次＋二次応力

一次一般膜応力

中性子吸収材固定部（ステンレス
被覆カドミウム）（取付ボルト）

一次応力

中性子吸収材固定部（ステンレス
被覆カドミウム）（固定金具）

一次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
洗浄塔

支持構造物（ボルト等） 一次応力

中性子吸収材固定部（ステンレス
被覆ほう素入りコンクリート）

一次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(13/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
ミキサセトラ

冷却コイル

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

容器

一次一般膜応力

一次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物（ボルト等）

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
環状形槽

一次＋二次＋ピーク応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(14/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

一次応力（曲げ応力を含む）

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
分離槽

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
バッファチューブ
(片側支持型)

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

容器

一次一般膜応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
充てん塔

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(15/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 〇 －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 (〇) － 〇 －

せん断 〇 － ○ －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － 〇 －

せん断 〇 － ○ －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次応力

一次＋二次応力

容器

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
グローブボックス

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
円筒形パルスカ
ラム

支持構造物(ボルト以外)

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
三連濃縮缶

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

缶体

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

パルスレグ

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(16/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 × 構造として引張力を負担しない構造であり，引張力は生じないため。 × ①

せん断 〇 － 〇 －

引張 × 構造として引張力を負担しない構造であり，引張力は生じないため。 × ①

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 × 構造としてせん断力が作用しない構造であり，せん断応力は生じないため。 × ①

カドミウム取付板 一次応力

一次応力

一次＋二次応力

カドミウム支持部材 一次応力

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物(ボルト等) 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
環状形槽
（中間支持型）

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

固定ボルト 一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(17/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － 〇 －

せん断 〇 － ○ －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － 〇 －

せん断 〇 － ○ －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

ホール

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
貯蔵ホール

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(18/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 × 構造としてせん断力が作用しない構造であり，せん断応力は生じないため。 × ①

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
遮蔽容器付ク
レーン

しゃへい容器
支持構造物（ボルト以外）

一次応力

フレーム

一次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

しゃへい容器
支持構造物(ボルト等)

一次応力

一次＋二次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(19/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

一次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等)

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
加熱送気缶

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
遮蔽容器付ク
レーン
（つづき）

転倒防止機構

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

レール

一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(20/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

加熱・冷却コイル

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

管束取付ボルト 一次応力

フレーム取付ボルト 一次応力

一次＋二次応力

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

原動機取付ボルト 一次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

容器

伝熱管

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
加熱濃縮缶

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
クーラ

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
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別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 × 構造として引張力を負担しない構造であり，引張力は生じないため。 × ①

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 × 構造としてせん断力が作用しない構造であり，せん断応力は生じないため。 × ①

引張 (〇) － × －

せん断 ○ － 〇 －

圧縮 (〇) － × －

曲げ ○ － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － × －

せん断 ○ － 〇 －

圧縮 (〇) － × －

曲げ ○ － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 × 構造としてせん断力が作用しない構造であり，せん断応力は生じないため。 × ①

一次応力

転倒防止機構

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
ガラス溶融炉

ガイドピン

一次応力

一次＋二次応力

ケーシング

取付ボルト

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
移送台車

フレーム

一次応力

一次＋二次応力

レール

一次応力

一次＋二次応力

一次応力

一次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(22/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
貯蔵ピット

（支持構造物（ボルト以外））

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(23/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 × 構造として引張力を負担しない構造であり，引張力は生じないため。 × ①

せん断 〇 － 〇 －

引張 (〇) － × ③

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － × ③

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － × －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － × ③

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － × ③

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － － －

せん断 (〇) － － －

圧縮 (〇) － － －

曲げ (〇) － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ －

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 × － －

せん断 × － －

曲げ × － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ －

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ －

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ －

一次＋二次応力

フレーム

一次応力

一次＋二次応力

レール

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物（ボルト等） 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
遮蔽容器付移送
台車 転倒防止装置

一次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(24/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

（引張） (〇) － － －

（せん断） (〇) － － －

（圧縮） (〇) － － －

（曲げ） (〇) － － －

組合せ 〇 － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

圧縮 〇 － 〇 －

曲げ 〇 － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

伝熱管

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次＋二次＋ピーク応力

 取付ボルト＊2 一次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次＋二次応力

一次応力有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
冷却塔

有限要素法等を
用いて評価を行

う機器
ボンベラック

支持構造物(ボルト等)

一次応力

一次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(25/25)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無
（〇）：組合せ応力他にて

まとめて評価を実施
―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合疲労評価は不要。

〇 －

〇
薄板構造を考慮して座屈評価を行うため，一次一般膜応力，一次応力及び一次＋二
次応力の評価は省略。

○ －

引張 ○ － － －

せん断 ○ － － －

圧縮 ○ － － －

曲げ ○ － － －

支圧 ○ － － －

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 （〇） － － －

座屈 （〇） － － －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 ○ － － －

せん断 ○ － － －

圧縮 ○ － － －

曲げ ○ － － －

支圧 ○ － － －

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 （〇） － － －

座屈 （〇） － － －

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

標準支持間隔

配管

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

ダクト 許容座屈曲げモーメント

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力

多質点系はりモ
デル

配管

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力
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 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
 （波及的影響を考慮する施設）(1/11)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ○ － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
下端支持容器
スカート支持た
て置円筒形容器

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
片側支持容器
中間支持たて置
円筒形容器（１ラ
グ）

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等) 一次応力

耐震評価部位
＊1 許容限界

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

容器

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次＋二次応力

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
 （波及的影響を考慮する施設）(2/11)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
片側支持容器
デミスタ（１脚）

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
片側支持容器
デミスタ（２脚）

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次応力

一次＋二次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト以外)

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次応力

一次＋二次応力

容器

一次一般膜応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等)

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次応力

支持構造物(ボルト等)
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 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
 （波及的影響を考慮する施設）(3/11)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

容器

一次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
中間支持容器
中間支持たて置
円筒形容器（４ラ
グ）

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
中間支持容器
中間支持たて置
角形容器(２ラグ)

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト以外)

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
 （波及的影響を考慮する施設）(4/11)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 × 構造として引張応力を負担しない構造であり，引張応力は生じないため。 × ①

せん断 〇 － 〇 －

圧縮 × 構造として圧縮応力を負担しない構造であり，圧縮応力は生じないため。 × ①

曲げ 〇 － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 × 構造として引張力を負担しない構造であり，引張応力は生じないため。 × ①

せん断 × 構造としてせん力を負担しない構造であり，せん断力は生じないため。 × ①

圧縮 〇 － 〇 －

曲げ × 構造として曲げ応力を負担しない構造であり，曲げ応力は生じないため。 × ①

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ × 組み合わせる荷重が生じないため評価を省略する。 × ①

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

一次＋二次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
架構設備
昇降装置

支持構造物(ボルト以外)
昇降シャフト

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
固定式搬送設備
固定式クレーン

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

支持構造物(ボルト以外)
昇降用シリンダ

一次応力
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 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
 （波及的影響を考慮する施設）(5/11)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 × 構造として引張力を負担しない構造であり，引張応力は生じないため。 × ①

せん断 〇 － 〇 －

圧縮 × 構造として圧縮力を負担しない構造であり，圧縮応力は生じないため。 × ①

曲げ × 構造として曲げ応力を負担しない構造であり，曲げ応力は生じないため。 × ①

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － － －

〇 － － －

〇 － － －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。

－ －

引張 (〇) － － －

せん断 (〇) － － －

圧縮 (〇) － － －

曲げ (〇) － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

引張 × 構造として引張力を負担しない構造であり，引張応力は生じないため。 － ①

せん断 〇 － － －

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
フィルタユニット

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
容器

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
躯体付設備
躯体付構造設備

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
矩形型設備

一次応力

一次＋二次応力
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 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
 （波及的影響を考慮する施設）(6/11)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
容器（中間支持
型，コイル付）

支持構造物（ボルト等）

冷却コイル

一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
円筒形パルスカ
ラム

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次＋二次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次一般膜応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

支持構造物(ボルト等) 一次応力

パルスレグ

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

支持構造物（ボルト以外）

一次応力

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次＋二次＋ピーク応力

容器
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 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
 （波及的影響を考慮する施設）(7/11)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － ○ －

せん断 〇 － ○ －

圧縮 (〇) － ○ －

曲げ (〇) － ○ －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ○ － ○ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

有限要素法等を
用いて評価を行
う機器
グローブボックス

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

支持構造物(ボルト等) 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
チャンネルボック
ス切断装置

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
バーナブルポイ
ズン切断装置

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

209



 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
 （波及的影響を考慮する施設）(8/11)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － × －

曲げ (〇) － × －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － × －

せん断 ○ － 〇 －

圧縮 (〇) － × －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － － －

せん断 (〇) － － －

圧縮 (〇) － － －

曲げ (〇) － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

フレーム
（支持構造物(ボルト以外)）

一次応力

一次＋二次応力

転倒防止機構
（支持構造物(ボルト以外)）

一次応力

一次＋二次応力

レール

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
クレーン
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 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
 （波及的影響を考慮する施設）(9/11)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － × －

曲げ (〇) － × －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － × －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － × －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 × 構造として引張力を負担しない構造であり，引張応力は生じないため。 － ①

せん断 ○ － － －

圧縮 × 構造として圧縮力を負担しない構造であり，圧縮応力は生じないため。 － ①

曲げ × 構造として曲げ応力を負担しない構造であり，曲げ応力は生じないため。 － ①

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

組合せ × 組み合わせる荷重が生じないため評価を省略する。 － ①

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

一次＋二次応力

転倒防止機構

一次応力

一次＋二次応力

レール

一次応力

一次＋二次応力

フレーム

一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
バスケット搬送
機

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。
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 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
 （波及的影響を考慮する施設）(10/11)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 × 構造としてせん断力が作用しない構造であり，せん断応力は生じないため。 × ③

引張 (〇) － － －

せん断 (〇) － － －

圧縮 (〇) － － －

曲げ (〇) － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
防護設備

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物（ボルト以外）

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物（ボルト等）

容器

一次一般膜応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
シュート

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次応力
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 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
 （波及的影響を考慮する施設）(11/11)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － － －

せん断 (〇) － － －

圧縮 (〇) － － －

曲げ (〇) － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

引張 (〇) － － －

せん断 〇 － － －

圧縮 (〇) － － －

曲げ (〇) － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
換気ボックス

缶体

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

支持構造物(ボルト等) 一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （火災防護設備）(1/2)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設 　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

圧縮 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承等の接触部が対象となり，このような接触部が
ないため省略。

－ ①

組合せ 〇 － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承等の接触部が対象となり，このような接触部が
ないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

引張 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

圧縮 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承等の接触部が対象となり，このような接触部が
ないため省略。

－ ①

組合せ 〇 － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承等の接触部が対象となり，このような接触部が
ないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有限要素モデル
等を用いて行う
機器
火災防護設備
消火設備

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力

取付ボルト 一次応力

基礎ボルト 一次応力

一次＋二次応力

定式化された式
を用いて評価を
行う機器
消火設備

基礎ボルト 一次応力

定式化された計
算式を用いて行
う機器
火災防護設備
火災受信器盤

取付ボルト 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
火災感知設備
火災感知器

取付ボルト 一次応力

基礎ボルト 一次応力

支持構造物

一次応力

定式化された計
算式を用いて行
う機器
火災防護設備
火災感知器

取付ボルト 一次応力

耐震評価部位
＊1 許容限界
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （火災防護設備）(2/2)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設 　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

－ ③

〇 － － －

〇 － － －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合疲労評価は不要。

－ －

引張 ○ － － －

せん断 ○ － － －

圧縮 ○ － － －

曲げ ○ － － －

支圧 ○ － － －

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 （〇） － － －

座屈 （〇） － － －

〇 － －

〇 － －

〇 － －

〇 － －

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

構造強度を確保
できることを加振
試験の結果を踏
まえて評価を行
う機器
火災防護設備
消火設備

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力

配管

標準支持間隔

一次一般膜応力

加振試験により配管の機能維持確認済加速度が，配管が設置されている箇所の
FRSを上回っていることを確認している。

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

配管

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

215



   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （溢水対策設備）(1/3)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

一次応力 曲げ 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

圧縮 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

一次応力 せん断 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

一次応力 曲げ 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

圧縮 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

一次応力 せん断 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

一次応力 組合せ 〇 － － －

耐震評価部位
＊1 許容限界

防水扉

板材

補強材 一次応力

アンカーボルト 一次応力

ヒンジ板 一次応力

ヒンジピン 一次応力

ヒンジボルト

締付装置 一次応力

板材

補強材 一次応力

アンカーボルト 一次応力

ヒンジ板 一次応力

ヒンジピン 一次応力

水密扉

ヒンジボルト

締付装置 一次応力

締付装置受けピン 一次応力

締付装置受けボルト
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （溢水対策設備）(2/3)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

圧縮 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

引張 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

引張 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

引張 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 (〇) － － －

せん断 (〇) － － －

圧縮 (〇) － － －

曲げ (〇) － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

フロートガイド 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
矩形型設備

支持構造物(ボルト等) 一次応力

板材 一次応力

バックリブ 一次応力

アンカーボルト 一次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

床ドレン逆止弁

弁本体 一次応力

ツバ 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
防護設備

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

堰
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （溢水対策設備）(3/3)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

－ ③

〇 － － －

〇 － － －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合疲労評価は不要。
－ －

引張 ○ － － －

せん断 ○ － － －

圧縮 ○ － － －

曲げ ○ － － －

支圧 ○ － － －

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 （〇） － － －

座屈 （〇） － － －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

－ ③

〇 － － －

〇 － － －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合疲労評価は不要。

－ －

引張 ○ － － －

せん断 ○ － － －

圧縮 ○ － － －

曲げ ○ － － －

支圧 ○ － － －

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 （〇） － － －

座屈 （〇） － － －

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

多質点系はりモ
デル

配管

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力

標準支持間隔

配管

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力
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評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
（安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(1/4)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

〇 － 〇 －

× 一次膜応力+一次曲げ応力は，一次一般膜応力と同じになるため評価を省略する。 × ③

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ○ － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
矩形型設備

支持構造物(ボルト等) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
ディーゼル機関

支持構造物(ボルト等) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
横軸ポンプ

支持構造物(ボルト等) 一次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次＋二次応力

一次応力

一次＋二次＋ピーク応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
片側支持容器
横置⼀胴円筒形
容器

容器

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

耐震評価部位
＊1 許容限界

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
下端支持容器
スカート支持た
て置円筒形容器

容器

一次一般膜応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

219



評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
（安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(2/4)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － ○ －

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 ○ － ○ －

せん断 ○ － ○ －

圧縮 ○ － ○ －

曲げ ○ － ○ －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － ○ －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

支持構造物(ボルト等) 一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
貯蔵ラック

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
胴部支持容器
平底たて置円筒
形容器

容器

支持構造物(ボルト等) 一次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次＋二次＋ピーク応力

一次＋二次応力

一次一般膜応力

支持構造物(ボルト以外) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
架構設備

一次応力（曲げ応力を含む）
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評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
（安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(3/4)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － ○ －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － ○ －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

圧縮 〇 － 〇 －

曲げ 〇 － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

支持構造物(ボルト等) 一次応力

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

   取付ボルト
＊2

（支持構造物（ボルト等））

一次＋二次＋ピーク応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
冷却塔

伝熱管
（配管）

一次一般膜応力

一次＋二次応力

一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
仮置き架台

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

支持構造物(ボルト等)

一次＋二次応力
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評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
（安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(4/4)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy
以下であることを確認している場合，疲労評価は不要。 〇※ －

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 〇 － 〇 －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合疲労評価は不要。 〇
※ －

引張 ○ － － －

せん断 ○ － － －

圧縮 ○ － － －

曲げ ○ － － －

支圧 ○ － － －

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 （〇） － － －

座屈 （〇） － － －

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
環状形槽
容器（中間支持
型，振れ止め付）

容器

一次一般膜応力

標準支持間隔

配管

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物（ボルト以外）

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （波及的影響を考慮する施設）(1/2)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

引張 (〇) － × －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － × －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － × －

せん断 ○ － 〇 －

圧縮 (〇) － × －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － － －

せん断 (〇) － － －

圧縮 (〇) － － －

曲げ (〇) － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

耐震評価部位
＊1 許容限界

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

フレーム

一次応力

一次＋二次応力

転倒防止機構

一次応力

一次＋二次応力

レール

一次応力

一次＋二次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
クレーン
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （波及的影響を考慮する施設）(2/2)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － 〇 －

せん断 ○ － 〇 －

圧縮 (〇) － × －

曲げ (〇) － × －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － × －

せん断 ○ － 〇 －

圧縮 (〇) － × －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 × 構造としてせん断力が作用しない構造であり，せん断応力は生じないため。 × ①

（組合せ） × 組み合わせる荷重が生じないため評価を省略する。 × ③

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

一次＋二次応力

フレーム

一次応力

一次＋二次応力

レール 一次応力

転倒防止機構

一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
移送台車
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （火災防護設備）(1/2)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 × 引張評価については，当該溶接部には引張応力が作用しないため省略。 － ①

せん断 〇 － － －

圧縮 × 圧縮評価については，当該溶接部には圧縮応力が作用しないため省略。 － ①

曲げ × 曲げ評価については，当該溶接部には曲げ応力が作用しないため省略。 － ①

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承等の接触部が対象となり，このような接触部が
ないため省略。

－ ①

組合せ × 組合せ評価については，圧縮応力及び曲げ応力が作用しないため省略。 － ①

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承等の接触部が対象となり，このような接触部が
ないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

引張 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

圧縮 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承等の接触部が対象となり，このような接触部が
ないため省略。

－ ①

組合せ 〇 － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承等の接触部が対象となり，このような接触部が
ないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

定式化された計
算式を用いて行
う機器
火災防護設備
火災受信器盤

取付ボルト 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
火災感知設備
火災感知器

取付ボルト 一次応力

基礎ボルト 一次応力

基礎溶接部

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力

耐震評価部位
＊1 許容限界

定式化された計
算式を用いて行
う機器
火災防護設備
火災感知器

取付ボルト 一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （火災防護設備）(2/2)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

圧縮 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承等の接触部が対象となり，このような接触部が
ないため省略。

－ ①

組合せ 〇 － － －

引張　圧縮 × － ③

せん断 × － ③

曲げ × － ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承等の接触部が対象となり，このような接触部が
ないため省略。

－ ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

－ ③

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

－ ③

〇 － － －

〇 － － －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合疲労評価は不要。
－ －

引張 ○ － － －

せん断 ○ － － －

圧縮 ○ － － －

曲げ ○ － － －

支圧 ○ － － －

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 （〇） － － －

座屈 （〇） － － －

〇 － －

〇 － －

〇 － －

〇 － －

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

構造強度を確保
できることを加振
試験の結果を踏
まえて評価を行
う機器
火災防護設備
消火設備

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力

配管

標準支持間隔

一次一般膜応力

加振試験により配管の機能維持確認済加速度が，配管が設置されている箇所の
FRSを上回っていることを確認している。

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有限要素モデル
等を用いて行う
機器
火災防護設備
消火設備

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力

取付ボルト 一次応力

基礎ボルト 一次応力

定式化された式
を用いて評価を
行う機器
消火設備

配管

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

基礎ボルト 一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （溢水対策設備）(1/3)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設）

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

一次応力 曲げ 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

圧縮 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

一次応力 せん断 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

一次応力 曲げ 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

圧縮 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

一次応力 せん断 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

一次応力 組合せ 〇 － － －

耐震評価部位
＊1 許容限界

一次応力

アンカーボルト 一次応力

ヒンジ板 一次応力

ヒンジピン 一次応力

防水扉

板材

補強材 一次応力

アンカーボルト 一次応力

ヒンジ板 一次応力

ヒンジピン 一次応力

ヒンジボルト

締付装置 一次応力

水密扉

板材

補強材

ヒンジボルト

締付装置 一次応力

締付装置受けピン 一次応力

締付装置受けボルト
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （溢水対策設備）(2/3)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設）

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

圧縮 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

引張 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

引張 〇 － － －

曲げ 〇 － － －

組合せ 〇 － － －

引張 〇 － － －

せん断 〇 － － －

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

－ ③

〇 － － －

〇 － － －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合疲労評価は不要。
－ －

引張 ○ － － －

せん断 ○ － － －

圧縮 ○ － － －

曲げ ○ － － －

支圧 ○ － － －

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 （〇） － － －

座屈 （〇） － － －

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
フィルタユニット

支持構造物(ボルト等) 一次応力

標準支持間隔

配管

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力

床ドレン逆止弁

弁本体 一次応力

堰

板材 一次応力

バックリブ 一次応力

アンカーボルト 一次応力

フロートガイド 一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （溢水対策設備）(3/3)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設）

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

－ ③

〇 － － －

〇 － － －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合疲労評価は不要。
－ －

引張 ○ － － －

せん断 ○ － － －

圧縮 ○ － － －

曲げ ○ － － －

支圧 ○ － － －

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 （〇） － － －

座屈 （〇） － － －

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

多質点系はりモ
デル

配管

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設）(1/2)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 廃棄物管理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

引張 (〇) － (〇) －

せん断 (〇) － (〇) －

圧縮 (〇) － (〇) －

曲げ (〇) － (〇) －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 〇 － 〇 －

せん断 × 構造としてせん断力が作用しない構造であり，せん断応力は生じないため。 × ①

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

しゃへい容器
支持構造物（ボルト以外）

一次応力

一次＋二次応力

フレーム

一次応力

一次＋二次応力

しゃへい容器
支持構造物(ボルト等)

耐震評価部位
＊1 許容限界

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
遮蔽容器付ク
レーン

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
貯蔵ピット

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設）(2/2)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 廃棄物管理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 (〇) － 〇 －

せん断 (〇) － 〇 －

圧縮 (〇) － 〇 －

曲げ (〇) － 〇 －

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ 〇 － 〇 －

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 ○ － － －

せん断 ○ － － －

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

レール

一次応力

一次＋二次応力

転倒防止機構

一次応力

一次＋二次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
遮蔽容器付ク
レーン
（つづき）

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
測定装置

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （波及的影響を考慮する施設）(1/1)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 廃棄物管理施設　

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にまと
めて評価を実施

―：既設工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

引張 × 構造として引張力を負担しない構造であり，引張応力は生じないため。 × ①

せん断 〇 － 〇 －

圧縮 × 構造として圧縮力を負担しない構造であり，圧縮応力は生じないため。 × ①

曲げ × 構造として曲げ応力を負担しない構造であり，曲げ応力は生じないため。 × ①

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ × 組み合わせる荷重が生じないため評価を省略する。 × ①

引張　圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次＋二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
躯体付設備
躯体付構造設備

耐震評価部位
＊1 許容限界

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故対処設備）(1/1)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 MOX燃料加工施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にてま
とめて評価を実施
―：既工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

引張 〇 ― ― ―

せん断 〇 ― ― ―

引張 〇 ― ― ―

せん断 〇 ― ― ―

引張 〇 ― ― ―

せん断 〇 ― ― ―

引張 （〇） ― （〇） ―

せん断 ○ ― 〇 ―

圧縮 （〇） ― （〇） ―

曲げ （〇） ― （〇） ―

組合せ ○ ― 〇 ―

引張 （〇） ― （〇） ―

せん断 ○ ― 〇 ―

圧縮 （〇） ― （〇） ―

曲げ （〇） ― （〇） ―

組合せ ○ ― 〇 ―

引張 〇 ― 〇 ―

せん断 〇 ― 〇 ―

引張 (○) ― ― ―

せん断 (○) ― ― ―

圧縮 （○） ― ― ―

曲げ （○） ― ― ―

組合せ ○ ― ― ―

引張 ○ ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

― ③

〇 － ― －

〇 － ― －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合疲労評価は不要。
― －

〇
薄板構造としての特殊性を考慮して座屈評価を行うため，一次一般膜応力，一次応
力及び一次＋二次応力の評価は省略。(記載は要検討)

― －

引張 ○ － ― －

せん断 ○ － ― －

圧縮 ○ － ― －

曲げ ○ － ― －

支圧 ○ － ― －

組合せ ○ － ― －

引張　圧縮 （〇） － ― －

せん断 （〇） － ― －

曲げ （〇） － ― －

支圧 （〇） － ― －

座屈 （〇） － ― －

支持構造物

ダクト

配管

許容座屈曲げモーメント

一次＋二次応力

一次応力

一次＋二次＋ピーク応力

一次＋二次応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次一般膜応力

標準支持間隔

缶体 一次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

支持構造物(ボルト以外) 一次応力

定式化された計算式を
用いて評価を行う機器
剛体設備
矩形型設備

定式化された計算式を
用いて評価を行う機器
剛体設備
横軸ポンプ

定式化された計算式を
用いて評価を行う機器
剛体設備
フィルタユニット

有限要素モデル等を用
いて評価を行う機器
グローブボックス

耐震評価部位
＊1 許容限界

一次応力支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等） 一次応力

支持構造物（ボルト等） 一次応力

一次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

有限要素モデル等を用
いて評価を行う機器
グローブボックス消火装
置

支持構造物(ボルト以外）
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （波及的影響を考慮する施設）(1/3)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 MOX燃料加工施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にてま
とめて評価を実施
―：既工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

引張 〇 ― ― ―

せん断 〇 ― ― ―

引張 〇 ― ― ―

せん断 〇 ― ― ―

引張 〇 ― ― ―

せん断 〇 ― ― ―

引張 （○） ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

圧縮 （○） ― ― ―

曲げ （○） ― ― ―

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

組合せ ○ ― ― ―

引張　圧縮 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

せん断 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

曲げ × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

座屈 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

引張 （○） ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

圧縮 （○） ― ― ―

曲げ （○） ― ― ―

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

組合せ ○ ― ― ―

引張　圧縮 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

せん断 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

曲げ × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

座屈 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

引張 ○ ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

耐震評価部位
＊1 許容限界

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

支持構造物(ボルト等) 一次応力

定式化された計
算式を用いて評
価を行う機器
剛体設備
横軸ポンプ

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物（ボルト等） 一次応力

支持構造物（ボルト等） 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
グローブボックス

缶体
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （波及的影響を考慮する施設）(2/3)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 MOX燃料加工施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にてま
とめて評価を実施
―：既工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 ○ ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

圧縮 ○ ― ― ―

曲げ ○ ― ― ―

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

組合せ ○ ― ― ―

引張 圧縮 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

せん断 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

曲げ × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

座屈 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

引張 ○ ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

引張 ○ ― ― ―

せん断 ○ ― ― ①

圧縮 × 構造として圧縮が作用しない構造であり，圧縮応力は生じないため ― ―

曲げ ○ ― ― ―

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

組合せ × 組み合わせる荷重が生じないため評価を省略する。 ― ①

引張 圧縮 × ― ③

せん断 × ― ③

曲げ × ― ③

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

― ③

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
ラック/ピット/棚

支持構造物（ボルト以外）

一次応力

一次＋二次応力

容器落下防止機構

支持構造物（ボルト等） 一次応力

一次応力

一次＋二次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （波及的影響を考慮する施設）(3/3)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 MOX燃料加工施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にてま
とめて評価を実施
―：既工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

耐震評価部位
＊1 許容限界

引張 ○ ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

圧縮 ○ ― ― ―

曲げ ○ ― ― ―

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

組合せ ○ ― ― ―

引張 圧縮 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

せん断 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

曲げ × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

座屈 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

引張 〇 ― ― ―

せん断 〇 ― ― ―

曲げ ○ ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

引張 ○ ― ― ―

せん断 ○ ― ― ①

圧縮 × 構造として圧縮が作用しない構造であり，圧縮応力は生じないため ― ―

曲げ ○ ― ― ―

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

組合せ × 組み合わせる荷重が生じないため評価を省略する。 ― ①

引張 圧縮 × ― ③

せん断 × ― ③

曲げ × ― ③

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

― ③

引張 ○ ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

圧縮 ○ ― ― ―

曲げ ○ ― ― ―

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

組合せ ○ ― ― ―

引張 圧縮 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

せん断 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

曲げ × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

座屈 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

曲げ ○ ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
搬送装置

支持構造物(ボルト以外)

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物（ボルト等）

一次応力

一次＋二次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
防火シャッタ

転倒防止機構 一次応力

有限要素モデル
等を用いて評価
を行う機器
遮蔽設備

支持構造物（ボルト以外）

一次応力

一次＋二次応力

一次応力

容器落下防止機構

転倒防止機構 一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （火災防護設備）(1/1)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 MOX燃料加工施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にてま
とめて評価を実施
―：既工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

引張 (○) ― ― ―

せん断 (○) ― ― ―

圧縮 （○） ― ― ―

曲げ （○） ― ― ―

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

組合せ ○ ― ― ―

引張　圧縮 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

せん断 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

曲げ × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

座屈 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

引張 ○ ― ― ―

せん断 ○ ― － ―

引張 (○) ― ― ―

せん断 (○) ― ― ―

圧縮 （○） ― ― ―

曲げ （○） ― ― ―

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

組合せ ○ ― ― ―

引張　圧縮 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

せん断 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

曲げ × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

座屈 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 ― ③

引張 ○ ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

引張 〇 ― ― ―

せん断 〇 ― ― ―

×
一次一般膜応力より，一次応力が厳しい評価となるため，一次一般膜応力の評価は
省略。

× ③

〇 － 〇 －

〇 － 〇 －

〇
※ ※：規格基準（JEAG4601・補1984）に従い，一次＋二次応力で求めた応力範囲が2Sy

以下であることを確認している場合疲労評価は不要。
〇 －

〇
薄板構造としての特殊性を考慮して座屈評価を行うため，一次一般膜応力，一次応
力及び一次＋二次応力の評価は省略。(記載は要検討)

○ －

引張 ○ － － －

せん断 ○ － － －

圧縮 ○ － － －

曲げ ○ － － －

支圧 ○ － － －

組合せ ○ － － －

引張　圧縮 （〇） － － －

せん断 （〇） － － －

曲げ （〇） － － －

支圧 （〇） － － －

座屈 （〇） － － －

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

支持構造物

一次応力

一次＋二次応力

標準支持間隔

配管

一次一般膜応力

一次応力（曲げ応力を含む）

一次＋二次応力

一次＋二次＋ピーク応力

ダクト 許容座屈曲げモーメント

耐震評価部位
＊1 許容限界

有限要素モデル等を用
いて評価を行う機器
ボンベユニット

支持構造物（ボルト以外）

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物（ボルト等） 一次応力

定式化された計算式を
用いて評価を行う機器
制御盤

支持構造物（ボルト等） 一次応力

有限要素モデル等を用
いて評価を行う機器
選択弁ユニット

支持構造物（ボルト以外）

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物（ボルト等） 一次応力

237



   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （地震時に単一ユニット間距離の確保が必要な設備）(1/1)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 MOX燃料加工施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にてま
とめて評価を実施
―：既工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

引張 （○） ― ― ―

せん断 ○ ― ― ―

圧縮 （○） ― ― ―

曲げ （○） ― ― ―

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

組合せ ○ ― ― ―

引張　圧縮 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

― ③

せん断 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

― ③

曲げ ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

― ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

― ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

― ③

引張 （○） ― （○） ―

せん断 ○ ― 〇 ―

圧縮 （○） ― （○） ―

曲げ （○） ― （○） ―

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ ― 〇 ―

引張　圧縮 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

せん断 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

曲げ ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

支圧 ×
支圧評価についてはピン，すべり支承，ローラ支承等の接触部が対象となり，このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

引張 ○ ― ○ ―

せん断 ○ ― ○ ―

引張 × 引張評価については、当該溶接部には引張応力が作用し無いため省略。 ― ①

せん断 〇 ― ― ―

引張 ○ ― ○ ―

せん断 ○ ― ○ ―

圧縮 ○ ― ○ ―

曲げ ○ ― ○ ―

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ ○ ― ○ ―

引張 圧縮 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 × ③

せん断 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 × ③

曲げ × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 × ③

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ

うな接触部がないため省略。
× ①

座屈 × 自重による荷重も含めた一次応力評価に包絡されているため省略。 × ③

引張 ○ ― ○ ―

せん断 ○ ― ○ ①

圧縮 × 構造として圧縮が作用しない構造であり，圧縮応力は生じないため × ―

曲げ ○ ― ○ ―

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

組合せ × 組み合わせる荷重が生じないため評価を省略する。 × ①

引張 圧縮 × × ③

せん断 × × ③

曲げ × × ③

支圧 ×
支圧評価については、ピン、すべり支承、ローラ支承等の接触部が対象となり、このよ
うな接触部がないため省略。

× ①

座屈 ×
有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

× ③

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

有限要素モデル等を用
いて評価を行う機器
ラック/ピット/棚

ガイド管

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物（ボルト以外）

耐震評価部位
＊1 許容限界

有意な二次応力が生じず，地震のみによる一次+二次応力は，自重による応力を含
む一次応力評価に包絡されるため省略。

フレーム

一次応力

一次＋二次応力

ガイドローラ軸

一次応力

一次＋二次応力

一次応力

一次＋二次応力

支持構造物(ボルト等） 一次応力

架台溶接部 一次応力
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   評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果
   （閉じ込め機能を有する設備）(1/1)

別紙-1-4 評価対象施設の評価項目（応力分類）の選定結果 MOX燃料加工施設

対象

許容限界に記載されている応力分類を評価している
か？

（設工認記載のＳｓ評価を対象とする。）
（評価する場合「○」，省略している場合「×」，組合せ応

力他にてまとめて評価している場合「（○）」）

左記で省略している場合，省略理由を記載

既設工認での実施の有無
○：実施有
×：実施無

（〇）：組合せ応力他にてま
とめて評価を実施
―：既工認対象外

省略理由分類
①構造上，当該応力が生じる部位がない。
②規格基準上，要求されていない。
③他の応力分類にて代表できる。

引張 〇 ― ― ―

せん断 〇 ― ― ―

引張 〇 ― ― ―

せん断 〇 ― ― ―

＊1：別紙-1-3「③耐震評価部位」に示すものである。

耐震評価部位
＊1 許容限界

定式化された計算式を
用いて評価を行う機器
剛体設備
横軸ポンプ

支持構造物（ボルト等） 一次応力

支持構造物（ボルト等） 一次応力
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別紙－２－１ 

既設工認との手法の相違点 整理一覧表 

（建物・構築物）
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既設工認との手法の相違点　整理一覧表（建物・構築物） 別紙－２－１（1／6）

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

方向 内容 設工認 内容 設工認 内容

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 多質点系SRモデル

鉛直 多質点系SRモデル

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直
四辺固定版、三辺固定一辺自由
版、一方向版、片持ち版

水平 多質点系SRモデル

鉛直 多質点系SRモデル

水平 －

鉛直 －

水平
多質点系SRモデル（既設工認時点
から階高の変更等を反映）

鉛直
多質点系SRモデル（既設工認時点
から階高の変更等を反映）

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

－

－

－

－

－

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：3%

－

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：3%

－

応答
解析

応力
解析

応答
解析

応力
解析

－

－

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：3%

－

－

－

－

－

今回
設工認

■側面ばね
・考慮せず

－

－

■側面ばね
・スウェイばねを考慮

－

－

－

－

－

－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

今回
設工認

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容

応力
解析

既設
工認

応力
解析

既設
工認

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、

時刻歴解析他）

応答
解析

応力
解析

解析モデル 減衰定数

－

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

応力
解析

応答
解析

相違内容

既設
工認

既設
工認

今回
設工認

既設
工認

S
ク
ラ
ス
施
設

応力
解析

－

応答
解析

－

－

静的応力解析(Sd)

重要区域の壁

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

今回
設工認

重要区域の天井・
床スラブ

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

耐震壁

静的応力解析
(Ss,Sd)

応答
解析

－

応答
解析

既設
工認

●

応力
解析

応答
解析

応力
解析

応答
解析

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
×

（その他）
○

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
－

（その他）
－

今回
設工認

東海第二
中央制御
室遮蔽、
柏崎刈羽7
号機中央
制御室遮
蔽を参照

－

今回
設工認

今回
設工認

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二工認で共通適
用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二工認で共通適用
例のある手法
（減衰定数）
－
（その他）
－

（解析手法）
時刻歴応答解析は、東海第二及び柏崎刈
羽７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
減衰定数は、適用例なし
（その他）
側面ばねの考慮は、東海第二及び柏崎刈
羽７号機工認で共通適用例のある手法

（解析手法）
時刻歴応答解析及び静的解析は、東海第
二及び柏崎刈羽７号機工認で共通適用例
のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
減衰定数は、適用例なし
（その他）
－

既設
工認

今回
設工認

今回
設工認

応答
解析

既設
工認

既設
工認

－

今回
設工認

既設
工認

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

応答
解析

東海第二
原子炉格
納施設、
柏崎刈羽7
号機原子
炉建屋原
子炉区域
（二次格
納施設）
を参照

○
（JEAG4601-1987では５%が慣用的
な値とされているが、既設工認に
おける設定を踏まえ、３%として

いる。）

○
（JEAG4601-1987では５%が慣用的
な値とされているが、既設工認に
おける設定を踏まえ、３%として

いる。）

東海第二
原子炉格
納施設、
柏崎刈羽7
号機原子
炉建屋原
子炉区域
（二次格
納施

設）、柏
崎刈羽7号
機中央制
御室遮蔽
を参照

参照した
設備名称

減衰定数の実績
○：構造上の差異なし
×：構造上の差異あり

（適用可能であることの理由）

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
－

（その他）
－

東海第二
原子炉建
屋を参照

－

応力
解析

応力
解析

※１：左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

評価部位

既設
工認

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
－
（その他）
－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
×

（その他）
－

応答
解析

応力
解析

応答
解析

応力
解析

応答
解析

応力
解析

応答
解析

－

応答
解析

応力
解析

応答
解析

応力
解析

－

評価対象
設備

間
接
支
持
構
造
物

■燃料加工建屋

応答
解析

応力
解析

応答
解析

応力
解析

既設工認と今回設工認の比較

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応答
解析

応力
解析

応答
解析

応力
解析

応答
解析

応力
解析

－

－

－

その他（評価条件の変更等）※１

今回
設工認

（応答解析）
○

（応力解析）
－

（応答解析）
－

（応力解析）
○

応力
解析

○

－

－

－

静的応力解析(Ss)

今回
設工認

応答
解析

（応答解析）
○

（応力解析）
－

応力
解析

－

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

－

既設
工認

－

応力
解析

今回
設工認

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応力
解析

既設
工認

今回
設工認

時刻歴応答解析(Ss)

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
○

応力
解析

時刻歴応答解析(Ss)

－

－

FEMモデル（弾性応力解析）

FEMモデル（弾性応力解析）

今回
設工認

基礎スラブ

応力
解析

静的応力解析(Ss)
応力
解析

既設
工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

時刻歴応答解析(Ss)
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既設工認との手法の相違点　整理一覧表（建物・構築物） 別紙－２－１（3／6）

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

方向 内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 多質点系SRモデル

鉛直 多質点系SRモデル

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直
四辺固定版、三辺固定一辺自由
版、一方向版、片持ち版

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直
四辺固定版、三辺固定一辺自由
版、一方向版、片持ち版

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 多質点系SRモデル

鉛直 多質点系SRモデル

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直
四辺固定版、三辺固定一辺自由
版、一方向版、片持ち版

今回
設工認

応答
解析

－

応力
解析

静的応力解析(Ss)
応力
解析

応力
解析

－
応力
解析

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

東海第二
中央制御
室遮蔽、
柏崎刈羽7
号機中央
制御室遮
蔽を参照

－

応力
解析

－
応力
解析

応力
解析

－
応力
解析

－

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
－

（その他）
－

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
－
（その他）
－

－

既設
工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

今回
設工認

緊急時対策所建屋
の遮蔽設備の床
緊急時対策所の床

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

今回
設工認

－

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：5%

緊急時対策所建屋
の遮蔽設備の壁
緊急時対策所の壁

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

今回
設工認

－

今回
設工認

応答
解析

－

応力
解析

－
応力
解析

応力
解析

－
応力
解析

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

時刻歴応答解析(Ss)

東海第二
原子炉格
納施設、
柏崎刈羽7
号機原子
炉建屋原
子炉区域
（二次格
納施設）
を参照

○
（再処理施設及び廃棄物管理追施
設における建物・構築物が，発電
用原子炉施設と同様に，多数の壁
を有する壁式鉄筋コンクリート造
であることを踏まえ，JEAG4601-
1987に記載があり，発電用原子炉
施設における適用実績を有する減

衰定数を採用可能と判断）

応力
解析

－
応力
解析

応力
解析

－
応力
解析

－

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
○

（その他）
－

（解析手法）
時刻歴応答解析は、東海第二及び柏崎刈
羽７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
減衰定数は、東海第二及び柏崎刈羽７号
機工認で共通適用例のある手法
（その他）
－

－

既設
工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

今回
設工認

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
－
（その他）
－

東海第二
中央制御
室遮蔽、
柏崎刈羽7
号機中央
制御室遮
蔽を参照

－

応力
解析

静的応力解析(S1)
応力
解析

応力
解析

－

既設
工認

応答
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

－

今回
設工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

－

今回
設工認

時刻歴応答解析(Ss)

今回
設工認

応答
解析

今回
設工認

応力
解析

静的応力解析(Sd)
応力
解析

－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
－

（その他）
－

－

応力
解析

静的応力解析
(Ss,Sd)

応力
解析

応力
解析

－
応力
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

－

東海第二
原子炉格
納施設、
柏崎刈羽7
号機原子
炉建屋原
子炉区域
（二次格
納施

設）、柏
崎刈羽7号
機中央制
御室遮蔽
を参照

○
（再処理施設及び廃棄物管理追施
設における建物・構築物が，発電
用原子炉施設と同様に，多数の壁
を有する壁式鉄筋コンクリート造
であることを踏まえ，JEAG4601-
1987に記載があり，発電用原子炉
施設における適用実績を有する減

衰定数を採用可能と判断）

応力
解析

静的応力解析(S1)
応力
解析

応力
解析

－
応力
解析

－

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
○

（その他）
－

（解析手法）
時刻歴応答解析及び静的解析は、東海第
二及び柏崎刈羽７号機工認で共通適用例
のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
減衰定数は、東海第二及び柏崎刈羽７号
機工認で共通適用例のある手法
（その他）
－今回

設工認

応答
解析

－

応力
解析

既設
工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

応答
解析

S
ク
ラ
ス
施
設
ま
た
は
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
等
対
処
設
備

セル等の壁

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設
工認

応答
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
○

－

セル等の床

（応答解析）
－

（応力解析）
○

既設
工認

応答
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
○

既設
工認

応答
解析

既設
工認

応答
解析

－

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：5%

応力
解析

－

今回
設工認

今回
設工認

■燃料加工建屋以外の建物・構築物（屋外重要土木構造物以外）

評価対象
設備

評価部位

既設工認と今回設工認の比較 他プラントでの適用例

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、

時刻歴解析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容
参照した
設備名称

減衰定数の実績
○：構造上の差異なし
×：構造上の差異あり

（適用可能であることの理由）
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
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既設工認との手法の相違点　整理一覧表（建物・構築物） 別紙－２－１（4／6）

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

方向 内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容

■燃料加工建屋以外の建物・構築物（屋外重要土木構造物以外）

評価対象
設備

評価部位

既設工認と今回設工認の比較 他プラントでの適用例

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、

時刻歴解析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容
参照した
設備名称

減衰定数の実績
○：構造上の差異なし
×：構造上の差異あり

（適用可能であることの理由）
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

水平 多質点系SRモデル

鉛直 多質点系SRモデル

水平

鉛直

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

－

今回
設工認

応答
解析

－

応力
解析

静的応力解析
(Ss,Sd)

応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

－

今回
設工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

東海第二
使用済燃
料プー
ル、柏崎
刈羽7号機
使用済燃
料プール
を参照

－

応力
解析

静的応力解析(S1)
応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

－
応力
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
－

（その他）
－

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
－
（その他）
－

応力
解析

－

既設
工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

プールの天井

（応答解析）
－

（応力解析）
○

既設
工認

応答
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
○

今回
設工認

応答
解析

－

－

今回
設工認

応答
解析

－

応力
解析

静的応力解析
(Ss,Sd)

応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

－

今回
設工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

東海第二
使用済燃
料プー
ル、柏崎
刈羽7号機
使用済燃
料プール
を参照

－

応力
解析

静的応力解析
(S1,S2)

応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

－
応力
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
－

（その他）
－

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
－
（その他）
－

応力
解析

－

既設
工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

プールの壁及び床

（応答解析）
－

（応力解析）
○

既設
工認

応答
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
○

今回
設工認

応答
解析

－

－

応力
解析

静的応力解析(S1)
応力
解析

■温度応力
FEMモデル（弾性応力解析）
■温度応力以外
単純梁モデル

応力
解析

－
応力
解析

－

応答
解析

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
－

（その他）
－

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
－
（その他）
－

東海第二
使用済燃
料プー
ル、柏崎
刈羽7号機
使用済燃
料プー
ル、柏崎
刈羽7号機
原子炉建
屋原子炉
区域（二
次格納施
設）を参

照

今回
設工認

応答
解析

今回
設工認

応力
解析

－

－

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

応力
解析

－

応力
解析

静的応力解析(Sd)
応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

－
応力
解析

－

既設
工認

応答
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

－

静的応力解析
(Ss,Sd)

応力
解析

■温度応力
FEMモデル（弾性応力解析）
■温度応力以外
単純梁モデル

応力
解析

－

（解析手法）
時刻歴応答解析及び静的解析は、東海第
二及び柏崎刈羽７号機工認で共通適用例
のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
減衰定数は、東海第二及び柏崎刈羽７号
機工認で共通適用例のある手法
（その他）
－

東海第二
原子炉格
納施設、
東海第二
使用済燃
料プー
ル、柏崎
刈羽7号機
原子炉建
屋原子炉
区域（二
次格納施
設）、柏
崎刈羽7号
機使用済
燃料プー
ルを参照

○
（再処理施設及び廃棄物管理追施
設における建物・構築物が，発電
用原子炉施設と同様に，多数の壁
を有する壁式鉄筋コンクリート造
であることを踏まえ，JEAG4601-
1987に記載があり，発電用原子炉
施設における適用実績を有する減

衰定数を採用可能と判断）

応力
解析

静的応力解析(S1)
応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

－
応力
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
○

（その他）
－

－

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：5%

今回
設工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
○

既設
工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

S
ク
ラ
ス
施
設
ま
た
は
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
等
対
処
設
備

貯蔵区域の壁

（応答解析）
－

（応力解析）
○

既設
工認

応答
解析

－

今回
設工認

応答
解析

時刻歴応答解析(Ss)

貯蔵区域の天井
（鉄骨ばり）

（応答解析）
－

（応力解析）
○

既設
工認

応答
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
○

既設
工認

今回
設工認

－
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既設工認との手法の相違点　整理一覧表（建物・構築物） 別紙－２－１（5／6）

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

方向 内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容

■燃料加工建屋以外の建物・構築物（屋外重要土木構造物以外）

評価対象
設備

評価部位

既設工認と今回設工認の比較 他プラントでの適用例

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、

時刻歴解析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容
参照した
設備名称

減衰定数の実績
○：構造上の差異なし
×：構造上の差異あり

（適用可能であることの理由）
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

水平

鉛直

水平

鉛直

水平

鉛直

水平

鉛直

・筒身：1%

今回
設工認

応答
解析

－

応力
解析

静的応力解析
(Ss,Sd)

応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二工認で共通適用
例のある手法
（減衰定数）
減衰定数は、東海第二工認で共通適用例
のある手法
（その他）
－

東海第二
主排気
筒、柏崎
刈羽7号機
主排気筒
を参照

○
（再処理施設における主排気筒の
筒身が，発電用原子炉施設と同様
に，溶接構造であることを踏ま
え，JEAG4601-1987に記載があ

り，発電用原子炉施設における適
用実績を有する減衰定数を採用可

能と判断）

応力
解析

静的応力解析(S1)
応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

－
応力
解析

・筒身：1%

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
〇

（解析モデル）
〇

（減衰定数）
○

（その他）
－

－

－
応力
解析

－

既設
工認

応答
解析

FEMモデル(1/4モデル)

（応答解析）
○

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

FEMモデル（弾性応力解析）

今回
設工認

主排気筒の筒身

（応答解析）
〇

（応力解析）
〇

既設
工認

応答
解析

時刻歴応答解析(S1)

（応答解析）
●

（応力解析）
〇

今回
設工認

応答
解析

時刻歴応答解析
(Ss,Sd)

応答
解析

応力
解析

静的応力解析(Ss)
応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

－

今回
設工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
－
（その他）
－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

－

今回
設工認

応答
解析

－

既設
工認

今回
設工認

－

静的応力解析(Ss)

東海第二
原子炉建
屋、柏崎
刈羽7号機
原子炉建
屋を参照

－

応力
解析

－
応力
解析

応力
解析

－
応力
解析

－

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
－

（その他）
－

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
－
（その他）
－

応力
解析

－

既設
工認

応答
解析

応力
解析

東海第二
原子炉建
屋、東海
第二中央
制御室遮
蔽、柏崎
刈羽7号機
原子炉建
屋原子炉
区域（二
次格納施
設）、柏
崎刈羽7号
機中央制
御室遮蔽
を参照

－

応力
解析

－
応力
解析

応力
解析

－
応力
解析

－

－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
－

（その他）
－

－

今回
設工認

応答
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

－

S
ク
ラ
ス
施
設
ま
た
は
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
等
対
処
設
備

貯水槽の壁

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

今回
設工認

応答
解析

－

応力
解析

貯水槽の床

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－
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既設工認との手法の相違点　整理一覧表（建物・構築物） 別紙－２－１（6／6）

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

方向 内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容

■燃料加工建屋以外の建物・構築物（屋外重要土木構造物以外）

評価対象
設備

評価部位

既設工認と今回設工認の比較 他プラントでの適用例

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、

時刻歴解析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容
参照した
設備名称

減衰定数の実績
○：構造上の差異なし
×：構造上の差異あり

（適用可能であることの理由）
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

水平 多質点系SRモデル

鉛直 －

水平 －

鉛直 －

水平 多質点系SRモデル

鉛直 多質点系SRモデル

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

水平

鉛直

水平

鉛直

水平

鉛直

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

水平 －

鉛直 －

水平

鉛直

※１：左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。
※２：共通適用例あり：規格･規準類等に基づきプラントの仕様等によらずプラント共通の適用例がある手法

個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法

既設
工認

応答
解析

－

－

今回
設工認

応答
解析

－

応力
解析

静的応力解析(Ss)
応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析または
弾塑性応力解析）

応力
解析

－

今回
設工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
●

今回
設工認

応答
解析

－

東海第二
原子炉建
屋、柏崎
刈羽7号機
原子炉建
屋を参照

－

応力
解析

静的応力解析(S2)
応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

－
応力
解析

－

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
－

（その他）
－

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
－
（その他）
－

応力
解析

－

既設
工認

応答
解析

（応答解析）
－

（応力解析）
－

（応答解析）
●

（応力解析）
〇

今回
設工認

応答
解析

時刻歴応答解析(Ss)

（解析手法）
静的応力解析は、東海第二及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
減衰定数は、東海第二工認及び柏崎刈羽
７号機工認で共通適用例のある手法
（その他）
－

東海第二
主排気
筒、柏崎
刈羽7号機
主排気筒
を参照

○
（再処理施設における主排気筒の
鉄塔が，発電用原子炉施設と同様
に，多数の柱梁ブレースを有し、
接合部がボルト接合である鉄骨造
であることを踏まえ，JEAG4601-
1987に記載があり，発電用原子炉
施設における適用実績を有する減

衰定数を採用可能と判断）

応力
解析

静的応力解析(S1)
応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

－
応力
解析

・鉄塔：1%

（応答解析）
－

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

－

（解析手法）
〇

（解析モデル）
〇

（減衰定数）
○

（その他）
－

－

－
応力
解析

－

（解析手法）
時刻歴応答解析は、東海第二及び柏崎刈
羽７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは、東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
減衰定数は、東海第二及び柏崎刈羽７号
機工認で共通適用例のある手法
（その他）
非線形性の考慮は、東海第二及び柏崎刈
羽７号機工認で共通適用例のある手法

東海第二
原子炉格
納施設、
柏崎刈羽7
号機原子
炉建屋原
子炉区域
（二次格
納施設）
を参照

○
（再処理施設及び廃棄物管理追施
設における建物・構築物が，発電
用原子炉施設と同様に，多数の壁
を有する壁式鉄筋コンクリート造
であることを踏まえ，JEAG4601-
1987に記載があり，発電用原子炉
施設における適用実績を有する減

衰定数を採用可能と判断）

（解析手法）
○

（解析モデル）
○

（減衰定数）
○

（その他）
○

今回
設工認

応答
解析

既設
工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

FEMモデル（弾性応力解析）

今回
設工認

既設
工認

応答
解析

FEMモデル(1/4モデル)

（応答解析）
●

（応力解析）
－

応答
解析

・鉄塔：2%

今回
設工認

応答
解析

－

応力
解析

FEMモデル（弾性応力解析）
応力
解析

（応答解析）
○

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

（応答解析）
○

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

今回
設工認

応答
解析

－
応力
解析

応力
解析

応力
解析

応力
解析

－
応力
解析

－

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：5%

（応答解析）
●

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

■側面ばね
・考慮せず
■非線形性
・考慮せず

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：5%

今回
設工認

応答
解析

■側面ばね
・スウェイばねを考慮
■非線形性
・耐震壁の復元力特性及び基礎浮
上り非線形性を考慮

－
応力
解析

－

間
接
支
持
構
造
物

耐震壁

（応答解析）
○

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

時刻歴応答解析(S2)

今回
設工認

応答
解析

時刻歴応答解析(Ss)

応力
解析

応力
解析

－

主排気筒の鉄塔

（応答解析）
〇

（応力解析）
〇

既設
工認

応答
解析

時刻歴応答解析(S1)

応力
解析

静的応力解析(Ss)

基礎

（応答解析）
－

（応力解析）
○

既設
工認

応答
解析

－
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既設工認との手法の相違点　整理一覧表（屋外重要土木構造物） 別紙－２－１（6／6）

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

方向 内容 設工認 内容 設工認 内容

水平 2次元FEMモデル

鉛直 フレームモデル

水平

鉛直

水平

鉛直

水平

鉛直

水平 2次元FEMモデル

鉛直 フレームモデル

水平

鉛直

水平

鉛直

水平

鉛直

■屋外重要土木構造物

評価
対象
設備

評価部位

既設工認と今回設工認の比較 他プラントでの適用例

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、

時刻歴解析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容
参照した
設備名称

減衰定数の実績
○：構造上の差異なし
×：構造上の差異あり

（適用可能であることの理由）
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

構造部材

（応答解析）
●

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

水平：地盤応答震度

法(S1,S2)
※3

鉛直：震度法

(S1,S2)
※3

応力
解析

応力
解析

今回
設工認

応答
解析

時刻歴応答解析
(Ss,Sd)

構造部材

（応答解析）
●

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

水平：地盤応答震度
法(S1,S2)
鉛直：震度法
(S1,S2)

■評価手法
・限界状態設計法
・許容応力度設計法

■非線形性の考慮
・構造物は非線形性を考慮

（応答解析）
●

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

（解析手法）
時刻歴応答解析は，東海第二及び柏崎刈
羽７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは，東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
減衰定数は，東海第二で共通適用例のあ
る手法
（その他）
評価手法，非線形性の考慮は，東海第二
及び柏崎刈羽７号機工認で共通適用例の
ある手法

今回
設工認

■評価手法
・限界状態設計法

■非線形性の考慮
・構造物は非線形性を考慮

（応答解析）
●

（応力解析）
－

既設
工認

応答
解析

○

既設
工認

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：5%

今回
設工認

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：5%
今回
設工認

応答
解析

●

既設
工認

■評価手法
・許容応力度設計法

■非線形性の考慮
・構造物は非線形性を考慮しない （解析手法）

〇
（解析モデル）

〇
（減衰定数）

○
（その他）

〇
2次元FEMモデル

S
ク
ラ
ス
施
設

※１：左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。
※２：共通適用例あり：規格･規準類等に基づきプラントの仕様等によらずプラント共通の適用例がある手法

個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
※３：Aクラス設備を間接支持する洞道については基準地震動S1，Asクラス設備を間接支持する洞道については基準地震動S1及びS2を対象とする。

間
接
支
持
構
造
物

今回
設工認

応答
解析

時刻歴応答解析
(Ss,Sd)

今回
設工認

応答
解析

2次元FEMモデル

今回
設工認

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：5%
今回
設工認

応力
解析

応力
解析

■評価手法
・許容応力度設計法

■非線形性の考慮
・構造物は非線形性を考慮しない （解析手法）

〇
（解析モデル）

〇
（減衰定数）

○
（その他）

〇

（解析手法）
時刻歴応答解析は，東海第二及び柏崎刈
羽７号機工認で共通適用例のある手法
（解析モデル）
解析モデルは，東海第二及び柏崎刈羽７
号機工認で共通適用例のある手法
（減衰定数）
減衰定数は，東海第二で共通適用例のあ
る手法
（その他）
評価手法，非線形性の考慮は，東海第二
及び柏崎刈羽７号機工認で共通適用例の
ある手法

東海第二
取水構造
物，柏崎
刈羽７号
機燃料移
送系配管
ダクトを
参照

○
（再処理施設における屋外重要土
木構造物が，他プラントの屋外重
要土木構造物と同様の鉄筋コンク
リート造であることを踏まえ，
JEAG4601-1987に記載があり，他
プラントの屋外重要土木構造物に
おいても適用実績を有することか

ら採用可能と判断）

応力
解析

応力
解析

東海第二
取水構造
物，柏崎
刈羽７号
機燃料移
送系配管
ダクトを
参照

○
（再処理施設における屋外重要土
木構造物が，他プラントの屋外重
要土木構造物と同様の鉄筋コンク
リート造であることを踏まえ，
JEAG4601-1987に記載があり，他
プラントの屋外重要土木構造物に
おいても適用実績を有することか

ら採用可能と判断）

応力
解析

応力
解析

○

既設
工認

・ｺﾝｸﾘｰﾄ：5%

●

既設
工認
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既設工認との手法の相違点 整理一覧表 

（機器・配管系） 
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(1/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

流下ノズル冷却用空気槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認 － Ⅳ－2－2－1－1－1
(8)可溶性中性子吸
収材緊急供給槽A,B

の耐震計算書

－

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－ Ⅳ－2－2－1－1－1
(8)可溶性中性子吸
収材緊急供給槽A,B

の耐震計算書

－ － － －

既設工認

○

既設工認

－

既設工認

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

可溶性中性子吸収材緊急
供給槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認 － Ⅳ－2－2－1－1－1
(8)可溶性中性子吸
収材緊急供給槽A,B

の耐震計算書

－

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 248



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(2/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1高レベル濃縮廃液貯槽
冷却水膨張槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷水膨張槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 249



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(3/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷却水膨張槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2高レベル濃縮廃液貯槽
冷却水膨張槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 250



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(4/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷水冷凍機

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

高レベル廃液共用貯槽冷
却水膨張槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 251



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(5/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

安全冷却水膨張槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 － 第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－2－1
(7)超音波洗浄廃液
受槽 の
耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

超音波洗浄廃液受槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－2－1
(7)超音波洗浄廃液
受槽 の
耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

－
Ⅳ－2－2－1－2－1
(7)超音波洗浄廃液
受槽 の
耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 252



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(6/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

主配管(シフターA

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2

(9)シフタ－
A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2

(9)シフタ－
A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(9)シフタ－

A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(9)漏えい液希釈水
供給槽
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(9)漏えい液希釈水
供給槽
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(9)漏えい液希釈水
供給槽
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

漏えい液希釈水供給槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 253



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(7/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2

(1)中継槽
A,

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

中継槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2

(1)中継槽
A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2

(1)中継槽
A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2

(9)シフタ－
A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2

(9)シフタ－
A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

主配管(シフターB

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2

(9)シフタ－
A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

●

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 254



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(8/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(15)フラッシュドラ

ムA,B

の耐震計算書

－ －

既設工認 (応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(15)フラッシュドラ

ムA,B

の耐震計算書

－ －

既設工認 (応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

フラッシュドラムA

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2
(6)不溶解残渣回収
槽A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

不溶解残渣回収槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(15)フラッシュドラ

ムA,B

の耐震計算書

－ －

既設工認 (応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

－

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2
(6)不溶解残渣回収
槽A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2
(6)不溶解残渣回収
槽A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 255



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(9/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認 （応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認 （応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

第7一時貯留処理槽

容器

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

精製建屋一時貯留
理設備の耐震性に
関する計算書」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認 （応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

精製建屋一時貯留
理設備の耐震性に
関する計算書」

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

－

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

精製建屋一時貯留
理設備の耐震性に
関する計算書」

－

フラッシュドラムB

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(15)フラッシュドラ

ムA,B

の耐震計算書

－ －

既設工認 (応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(15)フラッシュドラ

ムA,B

の耐震計算書

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(15)フラッシュドラ

ムA,B

の耐震計算書

－ －

既設工認 (応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －－

既設工認 －既設工認 (応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 256



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(10/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

安全冷却水A,B膨張槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

○

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認 －
第８回

添付書類
「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ － －

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

空気だめ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－1－
1－4(8)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－1－
1－4(8)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－1－
1－4(8)」

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 257



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(11/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(2)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(2)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

今回設工
認

今回設工
認

－

安全空気脱湿装置(プレ
フィルタ)

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(2)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

水素掃気用空気貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類Ⅳ－2－2－
3－1－1－1（4）
「水素掃気用空気貯
槽 の耐
震計算書」

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類Ⅳ－2－2－
3－1－1－1（4）
「水素掃気用空気貯
槽 の耐
震計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類Ⅳ－2－2－
3－1－1－1（4）
「水素掃気用空気貯
槽 の耐
震計算書」

－ －

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 258



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(12/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(2)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

安全空気脱湿装置(脱湿
塔)

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

安全空気脱湿装置(アフ
ターフィルタ)

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(2)」

○

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(2)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(2)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

－
第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(2)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

今回設工
認

－

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

－

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(2)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認

－

既設工認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 259



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(13/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－4－2－1
－1
(5)安全冷却水1A,1B
中間熱交換器

の耐震計
算書

－ －

既設工認

既設工認 －
Ⅳ－2－2－4－2－1
－1
(5)安全冷却水1A,1B
中間熱交換器

の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

Ⅳ－2－2－4－2－1
－1
(10)安全冷却水2中
間熱交換器

の耐震計算書

－ －

既設工認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

－

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 － Ⅳ－2－2－4－2－1
－1
(10)安全冷却水2中
間熱交換器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

安全冷却水2中間熱交換器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

安全冷却水1A,１B中間熱
交換器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－4－2－1
－1
(5)安全冷却水1A,1B
中間熱交換器

の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 － Ⅳ－2－2－4－2－1
－1
(10)安全冷却水2中
間熱交換器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

－

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 260



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(14/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－
第6回設工認

Ⅳ－2－2－4－1－1
－1

(4)安全冷却水1A,1B
中間熱交換器

の耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－4－1－1
－1

(4)安全冷却水2中間
熱交換器

の耐震計算書

－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

今回設工
認

－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－4－1－1
－1

(4)安全冷却水1A,1B
中間熱交換器

の耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷却水1A,1B中間熱交
換器

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1

－1
(4)安全冷却水2中間

熱交換器

の耐震計算書

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－ －

今回設工
認

安全冷却水2中間熱交換器

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1

－1
(4)安全冷却水1A,1B

中間熱交換器

の耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－4－1－1
－1

(4)安全冷却水2中間
熱交換器

の耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 261



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(15/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認

第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認

第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷却水中間熱交換器C

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認

第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認

第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認

第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷却水中間熱交換器
A,B

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 262



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(16/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第2高レベル濃縮廃液貯槽
冷却水中間熱交換器

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

第1高レベル濃縮廃液貯槽
冷却水中間熱交換器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－ －－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 263



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(17/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

高レベル廃液共用貯槽冷
却水中間熱交換器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

安全冷却水中間熱交換器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

○

既設工認

－
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 264



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(18/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

安全冷却水中間熱交換器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(10)廃ガス冷却器
Ａ，Ｂ，Ｃ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

廃ガス冷却器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(10)廃ガス冷却器
Ａ，Ｂ，Ｃ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(10)廃ガス冷却器
Ａ，Ｂ，Ｃ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 265



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(19/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(11)フィルタ

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(11)フィルタ

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(5)よう素フィルタ
第1，第2加熱器

の
耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

よう素フィルタ第１,第２
加熱器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(5)よう素フィルタ
第1，第2加熱器

の
耐震計算書

－ －

主配管(フィルタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(11)フィルタ

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(5)よう素フィルタ
第1，第2加熱器

の
耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 266



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(20/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

Ⅳ－2－2－1－2－1
(1)水バッファ槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

●

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 － Ⅳ－2－2－4－2－1
－1
(7)安全冷却水
1A,1B,2膨張槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

安全冷却水1A,1B,2膨張槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 － Ⅳ－2－2－4－2－1
－1
(7)安全冷却水
1A,1B,2膨張槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

動的地震力の組合
せ：

東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－1
(1)水バッファ槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

水バッファ槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－1
(1)水バッファ槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：

東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

動的地震力の組合
せ：

東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 － Ⅳ－2－2－4－2－1
－1
(7)安全冷却水
1A,1B,2膨張槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 267



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(21/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(18)第8一時貯留処
理槽ブレイクポット

( )
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(18)第8一時貯留処
理槽ブレイクポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(18)第8一時貯留処
理槽ブレイクポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認

第8一時貯留処理槽ブレイ
クポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(41)第1一時貯留処
理槽シ－ル槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1一時貯留処理槽シ－ル
槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(41)第1一時貯留処
理槽シ－ル槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(41)第1一時貯留処
理槽シ－ル槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 268



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(22/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(7)よう素フィルタ
第1,第2加熱器

の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(7)よう素フィルタ
第1,第2加熱器

の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(7)よう素フィルタ
第1,第2加熱器

の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

よう素フィルタ第1加熱器

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(17)第8一時貯留処
理槽シ－ル槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第8一時貯留処理槽シ－ル
槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(17)第8一時貯留処
理槽シ－ル槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(17)第8一時貯留処
理槽シ－ル槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 269



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(23/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(12)よう素フィルタ
後置フィルタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(12)よう素フィルタ
後置フィルタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(よう素フィルタ後
置フィルタ

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(7)よう素フィルタ
第1,第2加熱器

の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(12)よう素フィルタ
後置フィル

の耐震計算書

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(7)よう素フィルタ
第1,第2加熱器

の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(7)よう素フィルタ
第1,第2加熱器

の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

よう素フィルタ第2加熱器

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 270



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(24/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1エジェクタ凝縮器

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(9)高レベル廃液濃
縮缶凝縮器A

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(11)第1エジェクタ
凝縮器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(11)第1エジェクタ
凝縮器

の耐震計算書

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

高レベル廃液濃縮缶凝縮
器A

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(11)第1エジェクタ
凝縮器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(9)高レベル廃液濃
縮缶凝縮器A

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(9)高レベル廃液濃
縮缶凝縮器A

の耐震計算書

－ －

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 271



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(25/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(12)第2エジェクタ
凝縮器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(12)第2エジェクタ
凝縮器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(12)第2エジェクタ
凝縮器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第2エジェクタ凝
縮器

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(16)漏えい液希釈溶
液供給槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

漏えい液希釈溶液供給槽

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(16)漏えい液希釈溶
液供給槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(16)漏えい液希釈溶
液供給槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 272



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(26/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－4－1－1
－1－1

(6)安全冷却水
1A,1B,2膨張槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－4－1－1
－1－1

(6)安全冷却水
1A,1B,2膨張槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷却水1A,1B,2膨張槽

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(8)高レベル廃液濃
縮缶凝縮器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－4－1－1
－1－1

(6)安全冷却水
1A,1B,2膨張槽

の耐震計算書

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(8)高レベル廃液濃
縮缶凝縮器B

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(8)高レベル廃液濃
縮缶凝縮器B

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液濃縮
缶凝縮器B

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 273



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(27/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認 －

第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

よう素フィルタ第1加熱器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－4－1－1
－1－1

(2)中間熱交換器
A,B

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

中間熱交換器

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－4－1－1
－1－1

(2)中間熱交換器
A,B

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－4－1－1
－1－1

(2)中間熱交換器
A,B

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 274



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(28/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高性能粒子フィル
タ第1,第2加熱器(

))

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

よう素フィルタ第2加熱器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 275



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(29/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷却水A,B,C膨張槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(よう素フィルタ後
置フィルタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 276



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(30/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1一時貯留処理槽供給槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

凝縮器

再処理設備本体 精製施設
プルトニウム精製設備
「凝縮器」( )

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 277



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(31/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

－
今回設工

認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(廃ガス第1,第2電
気加熱器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2一時貯留処理槽供給槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

○

既設工認

既設工認 －

第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 278



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(32/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

主配管（安全冷却水A第2
中間熱交換器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」
－

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

安全冷却水A,B第1中間熱
交換器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －

既設工認

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」
－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －－

既設工認

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 279



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(33/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

主配管（混合廃ガス凝縮
器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○ 今回設工

認
今回設工

認
今回設工

認
今回設工

認
－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」
－

既設工認

―

既設工認

－ － － － －

―

既設工認

主配管（安全冷却水B第2
中間熱交換器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 280



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(34/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2加熱器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1加熱器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 281



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(35/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2加熱器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1加熱器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 282



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(36/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

安全冷水冷凍機

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認

－

純水中間貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 283



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(37/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

安全冷水冷却器

安全冷水冷凍機

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 284



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(38/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(3)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(3)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

安全空気圧縮装置(後置冷
却器)

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(3)」

－

○

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類Ⅳ－2－2－
3－1－1－1（1）
「計測制御用空気貯
槽 の耐
震計算書」

－ －

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

－

○

既設工認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

計測制御用空気貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

○

既設工認 －
第4回設工認
添付書類Ⅳ－2－2－
3－1－1－1（1）
「計測制御用空気貯
槽 の耐
震計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

－

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

－

－
第4回設工認
添付書類Ⅳ－2－2－
3－1－1－1（1）
「計測制御用空気貯
槽 の耐
震計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 285



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(39/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
1－1」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
1－1」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

ボイラ供給水槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
1－1」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

安全冷却水膨張槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第5回設工認
添付書類Ⅳ－2－2－
4－2－1－1（4）
「安全冷却水A,B補
助冷却器

の耐震計算
書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第5回設工認
添付書類Ⅳ－2－2－
4－2－1－1（4）
「安全冷却水A,B補
助冷却器

の耐震計算
書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

○

既設工認 － 第5回設工認
添付書類Ⅳ－2－2－
4－2－1－1（4）
「安全冷却水A,B補
助冷却器

の耐震計算
書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

－ －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 286



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(40/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

安全蒸気ボイラ(ボイラ本
体)

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
2－1(2)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
2－1(2)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
2－1(2)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

洗浄廃液受槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(8)洗浄廃液受槽

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(8)洗浄廃液受槽

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(8)洗浄廃液受槽

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 287



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(41/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－1－
1－4(5)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

既設工認 －

第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－1－
1－4(5)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－1－
1－4(5)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

燃料油貯蔵タンク

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(6)中間ポットA,Bエ
アリフト分離ポット

の
耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(6)中間ポットA,Bエ
アリフト分離ポット

の
耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

－ －

中間ポットA,Bエアリフト
分離ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(6)中間ポットA,Bエ
アリフト分離ポット

の
耐震計算書

－

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 288



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(42/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－3－1－2

－1
(14)リサイクル槽B
デミスタ

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－3－1－2

－1
(14)リサイクル槽B
デミスタ

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

今回設工
認

今回設工
認

主配管(リサイクル槽Bデ
ミスタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

●

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－3－1－2

－1
(14)リサイクル槽B
デミスタ

の耐震計算書

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－3－1－2

－1
(13)リサイクル槽A
デミスタ

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認
Ⅳ－2－2－3－1－2

－1
(13)リサイクル槽A
デミスタ

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

主配管(リサイクル槽Aデ
ミスタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－3－1－2

－1
(13)リサイクル槽A
デミスタ

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 289



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(43/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－3－1－2

－1
(15)計量前中間貯槽
Aデミスタ

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

主配管(計量前中間貯槽デ
ミスタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(16)計量前中間貯槽
Bデミスタ

,計量後中間
貯槽デミスタ

及び計量補
助槽デミスタ

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認 既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(16)計量前中間貯槽
Bデミスタ

,計量後中間
貯槽デミスタ

及び計量補
助槽デミスタ

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

主配管(計量前中間貯槽デ
ミスタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(16)計量前中間貯槽
Bデミスタ

,計量後中間
貯槽デミスタ

及び計量補
助槽デミスタ

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

●

既設工認

今回設工
認

●

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(15)計量前中間貯槽
Aデミスタ

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－3－1－2

－1
(15)計量前中間貯槽
Aデミスタ

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 290



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(44/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(16)計量前中間貯槽
Bデミスタ

,計量後中間
貯槽デミス

及び計量補
助槽デミスタ

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

主配管(計量後中間貯槽デ
ミスタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(16)計量前中間貯槽
Bデミス

,計量後中間
貯槽デミスタ

及び計量補
助槽デミスタ

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

主配管(計量補助槽デミス
タ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(16)計量前中間貯槽
Bデミスタ

,計量後中間
貯槽デミス

及び計量補
助槽デミスタ

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(16)計量前中間貯槽
Bデミス

,計量後中間
貯槽デミスタ

及び計量補
助槽デミスタ

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(16)計量前中間貯槽
Bデミスタ

,計量後中間
貯槽デミスタ

及び計量補
助槽デミスタ

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(16)計量前中間貯槽
Bデミスタ

,計量後中間
貯槽デミス

及び計量補
助槽デミス

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 291



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(45/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(18)溶解液中間貯槽
デミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(溶解液中間貯槽デ
ミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

●

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1

(4)デミスタ
の耐震計算書

（その他）
動的地震力の組合せ：

〇

（その他）
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(18)溶解液中間貯槽
デミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(18)溶解液中間貯槽
デミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：

東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

（その他）
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

動的地震力の組合
せ：

東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1

(4)デミス
の耐震計算書

（その他）
動的地震力の組合せ：

〇

（その他）
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

デミスタ

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：

東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

既設工認 －

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1

(4)デミスタ
の耐震計算書

（その他）
動的地震力の組合せ：

〇

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 292



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(46/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(29)抽出廃液受槽デ
ミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(抽出廃液受槽デミ
スタ )

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(29)抽出廃液受槽デ
ミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(29)抽出廃液受槽デ
ミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(19)溶解液供給槽デ
ミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(19)溶解液供給槽デ
ミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(19)溶解液供給槽デ
ミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(溶解液供給槽デミ
スタ )

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 293



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(47/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(34)第6一時貯留処
理槽デミスタ

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第6一時貯留処理
槽デミスタ )

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(34)第6一時貯留処
理槽デミスタ

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(34)第6一時貯留処
理槽デミスタ

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(30)抽出廃液供給槽
Aデミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(30)抽出廃液供給槽
Aデミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(30)抽出廃液供給槽
Aデミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(抽出廃液供給槽A
デミスタ )

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 294



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(48/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設

認

○

既設工
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設

認

○

既設工
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(33)第3一時貯留処
理槽デミスタ

の耐震計算
書

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設

認

○

既設工
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(膨張ポットデミス
タ )

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設

認

○

既設工 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(33)第3一時貯留処
理槽デミスタ

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第3一時貯留処理
槽デミスタ )

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○ 今回設工

認
－

今回設
認

○

既設工 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(33)第3一時貯留処
理槽デミスタ

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設

認

○

既設工

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 295



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(49/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(NOx廃ガス洗浄塔
デミスタ )

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 296



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(50/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認
水平：－
鉛直：－

○

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

水平：－
鉛直：－

今回設工
認

既設工認
水平：－
鉛直：－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

主配管（廃ガス第2冷却器
）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

水平：－
鉛直：－

今回設工
認

－

水平：－
鉛直：－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

－ －

今回設工
認

－ － － －

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

水平：－
鉛直：－

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 297



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(51/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液混合
槽凝縮器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－ －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

○

既設工認 －

支持構造物(ボルト以外)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 298



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(52/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(供給液槽凝縮器
)

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(10)抽出塔エアリフ
トポンプA分離ポッ
ト,第1洗浄塔エアリ
フトポンプA分離
ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

抽出塔エアリフトポンプA
分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(10)抽出塔エアリフ
トポンプA分離ポッ
ト,第1洗浄塔エアリ
フトポンプA分離
ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(10)抽出塔エアリフ
トポンプA分離ポッ
ト,第1洗浄塔エアリ
フトポンプA分離
ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 299



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(53/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(29)TBP洗浄塔エア
リフトポンプ分離
ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

TBP洗浄塔エアリフトポン
プA分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(29)TBP洗浄塔エア
リフトポンプ分離
ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(29)TBP洗浄塔エア
リフトポンプ分離
ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(10)抽出塔エアリフ
トポンプA分離ポッ
ト,第1洗浄塔エアリ
フトポンプA分離
ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(10)抽出塔エアリフ
トポンプA分離ポッ
ト,第1洗浄塔エアリ
フトポンプA分離
ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(10)抽出塔エアリフ
トポンプA分離ポッ
ト,第1洗浄塔エアリ
フトポンプA分離
ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1洗浄塔エアリフトポン
プA分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 300



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(54/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(7)ウラン洗浄塔エ
アリフトポンプ

分離ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

ウラン洗浄塔エアリフト
ポンプ

A分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(7)ウラン洗浄塔エ
アリフトポンプ

分離ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(7)ウラン洗浄塔エ
アリフトポンプ

分離ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(24)第2洗浄塔エア
リフトポンプ分離
ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(24)第2洗浄塔エア
リフトポンプ分離
ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(24)第2洗浄塔エア
リフトポンプ分離
ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2洗浄塔エアリフトポン
プA分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 301



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(55/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

抽出塔流量計測ポットエ
アリフトポンプ分離ポッ

ト

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－2

(1)パルセ－タ廃ガ
スデミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－2

(1)パルセ－タ廃ガ
スデミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－2

(1)パルセ－タ廃ガ
スデミスタ

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(パルセ－タ廃ガス
デミスタ )

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 302



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(56/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

ウラン洗浄塔流量計測
ポットA第2エアリフトポ

ンプ分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

核分裂生成物洗浄塔流量
計測ポットエアリフトポ

ンプ分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 303



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(57/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(補助油水分離槽デ
ミスタ( ))

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

ウラン洗浄塔流量計測
ポットA第1エアリフトポ

ンプ分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 304



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(58/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1脱ガス塔シールポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1酸化塔シールポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 305



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(59/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2酸化塔シールポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2酸化塔供給ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 306



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(60/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2脱ガス塔シールポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(12)計量・調整槽サ
イホン1～5分離ポッ

ト

及び計
量・調整槽サイホン
1,2,3分離ポット

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

計量・調整槽サイホン
1,2,3,4,5分離ポット

再処理設備本体 溶解施設
清澄・計量設備「計量・
調整槽サイホン1,2,3,4,5

分離ポット」

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(12)計量・調整槽サ
イホン1～5分離ポッ

ト

及び計
量・調整槽サイホン
1,2,3分離ポット

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(12)計量・調整槽サ
イホン1～5分離ポッ

ト

及び計
量・調整槽サイホン
1,2,3分離ポット

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 307



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(61/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(13)計量・調整槽サ
イホン6A,6B分離
ポット

及び計
量・調整槽サイホン
6A,6B分離ポット

の耐震
計算書

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(13)計量・調整槽サ
イホン6A,6B分離
ポット

及び計
量・調整槽サイホン
6A,6B分離ポット

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(13)計量・調整槽サ
イホン6A,6B分離
ポット

及び計
量・調整槽サイホン
6A,6B分離ポット

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

計量・調整槽サイホン
6A,6B分離ポット

再処理設備本体 溶解施設
清澄・計量設備「計量・
調整槽サイホン6A,6B分離

ポット」

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(12)計量・調整槽サ
イホン1～5分離ポッ

ト

及び計
量・調整槽サイホン
1,2,3分離ポット

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

計量・調整槽サイホン
1,2,3分離ポット

再処理設備本体 溶解施設
清澄・計量設備「計量・
調整槽サイホン1,2,3分離

ポット」

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(12)計量・調整槽サ
イホン1～5分離ポッ

ト

及び計
量・調整槽サイホン
1,2,3分離ポット

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(12)計量・調整槽サ
イホン1～5分離ポッ

ト

及び計
量・調整槽サイホン
1,2,3分離ポット

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 308



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(62/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(13)計量・調整槽サ
イホン6A,6B分離
ポット

及び計
量・調整槽サイホン
6A,6B分離ポット

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2
(14)計量・調整槽サ
イホン4,5分離ポッ

ト
の耐震

計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(13)計量・調整槽サ
イホン6A,6B分離
ポット

及び計
量・調整槽サイホン
6A,6B分離ポット

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

計量・調整槽サイホン
6A,6B分離ポット

再処理設備本体 溶解施設
清澄・計量設備「計量・
調整槽サイホン6A,6B分離

ポット」

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2
(14)計量・調整槽サ
イホン4,5分離ポッ

ト
の耐震

計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

計量・調整槽サイホン4,5
分離ポット

再処理設備本体 溶解施設
清澄・計量設備「計量・
調整槽サイホン4,5分離

ポット」

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(13)計量・調整槽サ
イホン6A,6B分離
ポット

及び計
量・調整槽サイホン
6A,6B分離ポット

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 309



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(63/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(7)溶解液供給槽ゲ
デオンBプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンB
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(7)溶解液供給槽ゲ
デオンBプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンB
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(7)溶解液供給槽ゲ
デオンBプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンB
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

溶解液供給槽ゲデオンBプ
ライミングポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(5)溶解液供給槽ゲ
デオンAプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンA
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

溶解液供給槽ゲデオンAプ
ライミングポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(5)溶解液供給槽ゲ
デオンAプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンA
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(5)溶解液供給槽ゲ
デオンAプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンA
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 310



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(64/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(31)TBP洗浄塔エア
リフトポンプD分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(31)TBP洗浄塔エア
リフトポンプD分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(31)TBP洗浄塔エア
リフトポンプD分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

TBP洗浄塔エアリフトポン
プD分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(6)溶解液供給槽流
量計測ポット,溶解
液供給槽予備流量計
測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

溶解液供給槽流量計測
ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(6)溶解液供給槽流
量計測ポット,溶解
液供給槽予備流量計
測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(6)溶解液供給槽流
量計測ポット,溶解
液供給槽予備流量計
測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 311



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(65/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(20)第1洗浄塔溶液
採取ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(20)第1洗浄塔溶液
採取ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(20)第1洗浄塔溶液
採取ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1洗浄塔溶液採取ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(32)TBP洗浄塔エア
リフトポンプE分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

TBP洗浄塔エアリフトポン
プE分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(32)TBP洗浄塔エア
リフトポンプE分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(32)TBP洗浄塔エア
リフトポンプE分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 312



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(66/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(19)第1洗浄塔流量
計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(19)第1洗浄塔流量
計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(19)第1洗浄塔流量
計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1洗浄塔流量計測ポット
B

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(12)抽出塔流量計測
ポット,TBP洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

TBP洗浄塔流量計測ポット
A

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(12)抽出塔流量計測
ポット,TBP洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(12)抽出塔流量計測
ポット,TBP洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 313



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(67/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(5)溶解液供給槽ゲ
デオンAプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンA
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(5)溶解液供給槽ゲ
デオンAプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンA
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(5)溶解液供給槽ゲ
デオンAプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンA
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

溶解液供給槽予備ゲデオ
ンAプライミングポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(11)抽出塔エアリフ
トポンプB分離ポッ
ト,予備抽出塔エア
リフトポンプB分離

ポット
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

予備抽出塔エアリフトポ
ンプB分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(11)抽出塔エアリフ
トポンプB分離ポッ
ト,予備抽出塔エア
リフトポンプB分離

ポット
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(11)抽出塔エアリフ
トポンプB分離ポッ
ト,予備抽出塔エア
リフトポンプB分離

ポット
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 314



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(68/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(6)溶解液供給槽流
量計測ポット,溶解
液供給槽予備流量計
測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(6)溶解液供給槽流
量計測ポット,溶解
液供給槽予備流量計
測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(6)溶解液供給槽流
量計測ポット,溶解
液供給槽予備流量計
測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

溶解液供給槽予備流量計
測ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(7)溶解液供給槽ゲ
デオンBプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンB
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

溶解液供給槽予備ゲデオ
ンBプライミングポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(7)溶解液供給槽ゲ
デオンBプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンB
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(7)溶解液供給槽ゲ
デオンBプライミン
グポット,溶解液供
給槽予備ゲデオンB
プライミングポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 315



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(69/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(25)第2洗浄塔エア
リフトポンプ分離
ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(25)第2洗浄塔エア
リフトポンプ分離
ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(25)第2洗浄塔エア
リフトポンプ分離
ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2洗浄塔エアリフトポン
プD分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(12)抽出塔流量計測
ポット,TBP洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

TBP洗浄塔流量計測ポット
B

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(12)抽出塔流量計測
ポット,TBP洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(12)抽出塔流量計測
ポット,TBP洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 316



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(70/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(11)抽出塔エアリフ
トポンプB分離ポッ
ト,予備抽出塔エア
リフトポンプB分離

ポット
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(11)抽出塔エアリフ
トポンプB分離ポッ
ト,予備抽出塔エア
リフトポンプB分離

ポット
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(11)抽出塔エアリフ
トポンプB分離ポッ
ト,予備抽出塔エア
リフトポンプB分離

ポット
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

抽出塔エアリフトポンプB
分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(12)抽出塔流量計測
ポット,TBP洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

抽出塔流量計測ポットB,C

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(12)抽出塔流量計測
ポット,TBP洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(12)抽出塔流量計測
ポット,TBP洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 317



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(71/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(14)抽出塔エアリフ
トポンプD分離ポッ
ト の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(14)抽出塔エアリフ
トポンプD分離ポッ
ト の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(14)抽出塔エアリフ
トポンプD分離ポッ
ト の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

抽出塔エアリフトポンプD
分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(13)抽出塔エアリフ
トポンプC分離ポッ
ト の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

抽出塔エアリフトポンプC
分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(13)抽出塔エアリフ
トポンプC分離ポッ
ト の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(13)抽出塔エアリフ
トポンプC分離ポッ
ト の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 318



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(72/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(18)第1洗浄塔エア
リフトポンプB分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(18)第1洗浄塔エア
リフトポンプB分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(18)第1洗浄塔エア
リフトポンプB分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1洗浄塔エアリフトポン
プB分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(15)抽出塔エアリフ
トポンプE分離ポッ
ト の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

抽出塔エアリフトポンプE
分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(15)抽出塔エアリフ
トポンプE分離ポッ
ト の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(15)抽出塔エアリフ
トポンプE分離ポッ
ト の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 319



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(73/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(30)TBP洗浄塔エア
リフトポンプB,C分
離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(30)TBP洗浄塔エア
リフトポンプB,C分
離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(30)TBP洗浄塔エア
リフトポンプB,C分
離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

TBP洗浄塔エアリフトポン
プB,C分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(21)第1洗浄塔エア
リフトポンプD分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1洗浄塔エアリフトポン
プD分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(21)第1洗浄塔エア
リフトポンプD分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(21)第1洗浄塔エア
リフトポンプD分離

ポット
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 320



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(74/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(8)ウラン洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(8)ウラン洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(8)ウラン洗浄塔流
量計測ポット

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

ウラン洗浄塔流量計測
ポットB

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(2)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プB分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプB分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

ウラン洗浄塔エアリフト
ポンプB分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(2)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プB分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプB分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(2)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プB分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプB分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 321



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(75/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(10)プルトニウム溶

液TBP洗浄器
サイホンポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(10)プルトニウム溶

液TBP洗浄器
サイホンポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(10)プルトニウム溶

液TBP洗浄器
サイホンポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム溶液TBP洗浄
器

サイホンポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(4)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プC分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプC分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

ウラン洗浄塔エアリフト
ポンプC分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(4)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プC分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプC分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(4)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プC分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプC分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 322



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(76/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(15)プルトニウム溶
液中間貯槽ポンプ
ブレイクポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(15)プルトニウム溶
液中間貯槽ポンプ
ブレイクポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(15)プルトニウム溶
液中間貯槽ポンプ
ブレイクポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム溶液中間貯
槽ポンプA,B

ブレイクポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(4)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プC分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプC分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム分配塔エア
リフトポンプC分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(4)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プC分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプC分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(4)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プC分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプC分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 323



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(77/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(2)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プB分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプB分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(2)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プB分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプB分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(2)プルトニウム分
配塔エアリフトポン
プB分離ポット,ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプB分離ポット

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム分配塔エア
リフトポンプB分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(3)プルトニウム分
配塔流量計測ポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム分配塔流量
計測ポットB

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(3)プルトニウム分
配塔流量計測ポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(3)プルトニウム分
配塔流量計測ポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 324



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(78/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(5)第7一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(5)第7一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(5)第7一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第7一時貯留処理槽
エアリフトポンプ分離

ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(3)第1一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1一時貯留処理槽
エアリフトポンプ分離

ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(3)第1一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(3)第1一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 325



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(79/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(7)第8一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(7)第8一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(7)第8一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第8一時貯留処理槽
エアリフトポンプ分離

ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(9)第2一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2一時貯留処理槽
エアリフトポンプ分離

ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(9)第2一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(9)第2一時貯留処理

槽
エアリフトポンプ分
離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 326



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(80/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(11)第3,第4一時貯
留処理槽第1エアリ
フトポンプ分離ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(11)第3,第4一時貯
留処理槽第1エアリ
フトポンプ分離ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽第2
エアリフトポンプ分離ポッ
ト,第3一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分離
ポット,第4一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分離
ポット,第4一時貯留処理槽
予備第2エアリフトポンプ

分離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第3一時貯留処理槽第2エ
アリフトポンプ分離ポッ

ト

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(11)第3,第4一時貯
留処理槽第1エアリ
フトポンプ分離ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第3一時貯留処理槽第1エ
アリフトポンプ分離ポッ

ト

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽第2
エアリフトポンプ分離ポッ
ト,第3一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分離
ポット,第4一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分離
ポット,第4一時貯留処理槽
予備第2エアリフトポンプ

分離ポット(

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽第2
エアリフトポンプ分離ポッ
ト,第3一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分離
ポット,第4一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分離
ポット,第4一時貯留処理槽
予備第2エアリフトポンプ

分離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項⽬以外で評価条件の変更等を⾏ったものを⽰す。
※２共通適⽤例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適⽤例がある⼿法

個別適⽤例あり：プラント個別に適⽤例が確認されたプラント個別の適⽤例がある⼿法
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(81/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分
離ポット,第3一時貯留処
理槽予備第2エアリフト
ポンプ分離ポット,第4一
時貯留処理槽第2エアリ
フトポンプ分離ポット,
第4一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分

離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分
離ポット,第3一時貯留処
理槽予備第2エアリフト
ポンプ分離ポット,第4一
時貯留処理槽第2エアリ
フトポンプ分離ポット,
第4一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分

離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分
離ポット,第3一時貯留処
理槽予備第2エアリフト
ポンプ分離ポット,第4一
時貯留処理槽第2エアリ
フトポンプ分離ポット,
第4一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分

離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第4一時貯留処理槽第2エ
アリフトポンプ分離ポッ

ト

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(13)第3一時貯留処
理槽流量計測ポッ

ト,第3一時貯留処理
槽予備流量計測ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第3一時貯留処理槽流量計
測ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(13)第3一時貯留処
理槽流量計測ポッ

ト,第3一時貯留処理
槽予備流量計測ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(13)第3一時貯留処
理槽流量計測ポッ

ト,第3一時貯留処理
槽予備流量計測ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 328



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(82/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(13)第3一時貯留処
理槽流量計測ポッ

ト,第3一時貯留処理
槽予備流量計測ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(13)第3一時貯留処
理槽流量計測ポッ

ト,第3一時貯留処理
槽予備流量計測ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(13)第3一時貯留処
理槽流量計測ポッ

ト,第3一時貯留処理
槽予備流量計測ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第3一時貯留処理槽予備流
量計測ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(11)第3,第4一時貯
留処理槽第1エアリ
フトポンプ分離ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第4一時貯留処理槽第1エ
アリフトポンプ分離ポッ

ト

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(11)第3,第4一時貯
留処理槽第1エアリ
フトポンプ分離ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(11)第3,第4一時貯
留処理槽第1エアリ
フトポンプ分離ポッ

ト
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 329



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(83/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分
離ポット,第3一時貯留処
理槽予備第2エアリフト
ポンプ分離ポット,第4一
時貯留処理槽第2エアリ
フトポンプ分離ポット,
第4一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分

離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分
離ポット,第3一時貯留処
理槽予備第2エアリフト
ポンプ分離ポット,第4一
時貯留処理槽第2エアリ
フトポンプ分離ポット,
第4一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分

離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分
離ポット,第3一時貯留処
理槽予備第2エアリフト
ポンプ分離ポット,第4一
時貯留処理槽第2エアリ
フトポンプ分離ポット,
第4一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分

離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第4一時貯留処理槽予備第
2エアリフトポンプ分離

ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分
離ポット,第3一時貯留処
理槽予備第2エアリフト
ポンプ分離ポット,第4一
時貯留処理槽第2エアリ
フトポンプ分離ポット,
第4一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分

離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第3一時貯留処理槽予備第
2エアリフトポンプ分離

ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分
離ポット,第3一時貯留処
理槽予備第2エアリフト
ポンプ分離ポット,第4一
時貯留処理槽第2エアリ
フトポンプ分離ポット,
第4一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分

離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3

(12)第3一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分
離ポット,第3一時貯留処
理槽予備第2エアリフト
ポンプ分離ポット,第4一
時貯留処理槽第2エアリ
フトポンプ分離ポット,
第4一時貯留処理槽予備
第2エアリフトポンプ分

離ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 330



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(84/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

ウラン洗浄塔供給流量計
測ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

抽出塔供給流量計測ポッ
トA

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 331



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(85/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム溶液供給槽
エアリフトポンプA分離

ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

補助油水分離槽供給流量
計測ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 332



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(86/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム溶液受槽エ
アリフトポンプ分離ポッ

ト

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2脱ガス塔エアリフトポ
ンプB分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 333



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(87/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

リサイクル槽エアリフト
ポンプ分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム濃縮缶供給
槽エアリフトポンプB分離

ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 334



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(88/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

希釈槽第1エアリフトポン
プD分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

希釈槽エアリフトポンプ
A,B分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 335



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(89/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム溶液供給槽
第1エアリフトポンプB分

離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

希釈槽第2エアリフトポン
プD分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 336



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(90/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム溶液供給槽
第2エアリフトポンプB分

離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 337



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(91/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1酸化塔第2エアリフト
ポンプ分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1酸化塔第1エアリフト
ポンプ分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 338



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(92/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1脱ガス塔第2エアリフ
トポンプ分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1脱ガス塔第1エアリフ
トポンプ分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 339



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(93/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

核分裂生成物洗浄塔エア
リフトポンプB分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

抽出塔エアリフトポンプA
分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 340



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(94/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

油水分離槽エアリフトポ
ンプA,B分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

逆抽出塔エアリフトポン
プA分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 341



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(95/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1脱ガス塔第1プライミ
ングポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム溶液槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 342



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(96/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

核分裂生成物洗浄塔エア
リフトポンプA分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1脱ガス塔第2プライミ
ングポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 343



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(97/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

ウラン洗浄塔エアリフト
ポンプA分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

逆抽出塔エアリフトポン
プB分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 344



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(98/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

TBP洗浄器エアリフトポン
プ分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

ウラン洗浄塔エアリフト
ポンプB分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 345



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(99/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2酸化塔エアリフトポン
プ分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

補助油水分離槽プライミ
ングポットエアリフトポ

ンプ分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 346



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(100/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

油分リサイクルポットエ
アリフトポンプ分離ポッ

ト

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2脱ガス塔エアリフトポ
ンプA分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 347



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(101/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム濃縮缶供給
槽第2エアリフトポンプA

分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム濃縮缶供給
槽第1エアリフトポンプA

分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 348



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(102/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

TBP洗浄器サイホンポット

再処理設備本体 精製施設
プルトニウム精製設備

「TBP洗浄器サイホンポッ
ト」

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

抽出塔供給流量計測ポッ
トB

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 349



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(103/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2脱ガス塔プライミング
ポットB

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

TBP洗浄器サイホンポット

再処理設備本体 精製施設
プルトニウム精製設備

「TBP洗浄器サイホンポッ
ト」

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 350



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(104/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム濃縮缶サイ
ホンA,Bプライミングポッ

ト

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

油水分離槽サイホンBプラ
イミングポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 351



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(105/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム濃縮缶供給
槽プライミングポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

油分リサイクルポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 352



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(106/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム濃縮缶サイ
ホンA、B分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム濃縮缶供給
槽ゲデオンA、Bプライミ

ングポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 353



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(107/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第3一時貯留処理槽第2エ
アリフトポンプA分離ポッ

ト

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第3一時貯留処理槽第1エ
アリフトポンプA分離ポッ

ト

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 354



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(108/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第3一時貯留処理槽エアリ
フトポンプB分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第7一時貯留処理槽第1エ
アリフトポンプA分離ポッ

ト

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 355



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(109/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

主配管(供給槽気液分離器
)

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第7一時貯留処理槽エアリ
フトポンプB分離ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 356



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(110/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

主配管(供給槽気液分離器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－2－1－1
－1
(2)廃ガス洗浄塔

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－2－1－1
－1
(2)廃ガス洗浄塔

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

廃ガス洗浄塔

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

Ⅳ－2－2－2－1－1
－1
(2)廃ガス洗浄塔
( )の耐震
計算書

－ －

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 357



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(111/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

Ⅳ－2－2－3－1－1
(1)凝縮器
A,B
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
(1)凝縮器
A,B
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

凝縮器

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 せ
ん断処理・溶解廃ガス処

理設備「凝縮器」

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－3－1－1
(1)凝縮器
A,B
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

既設工認 －

－ －

－

Ⅳ－2－2－1－1－1
(4)中間ポット
A,B
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－1－1
(4)中間ポット
A,B
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

中間ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－1－1
(4)中間ポット
A,B
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 358



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(112/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(5)リサイクル槽

A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－
(その他)

動的地震力の組合せ：
○

リサイクル槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認

－

Ⅳ－2－2－3－1－1
(2)ＮＯｘ吸収塔
A,B
の耐震計算書

－ －

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(5)リサイクル槽

A,B
の耐震計算書

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－3－1－1
(2)ＮＯｘ吸収塔
A,B
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

NOx吸収塔

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－3－1－1
(2)ＮＯｘ吸収塔
A,B
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(5)リサイクル槽

A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 359



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(113/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(4)溶解液供給槽ゲ
デオン,溶解液供給
槽予備ゲデオン

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

溶解液供給槽予備ゲデオ
ン

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(4)溶解液供給槽ゲ
デオン,溶解液供給
槽予備ゲデオン

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

溶解液供給槽ゲデオン

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(4)溶解液供給槽ゲ
デオン,溶解液供給
槽予備ゲデオン

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(4)溶解液供給槽ゲ
デオン,溶解液供給
槽予備ゲデオン

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(4)溶解液供給槽ゲ
デオン,溶解液供給
槽予備ゲデオン

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(4)溶解液供給槽ゲ
デオン,溶解液供給
槽予備ゲデオン

の耐震計算書

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 360



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(114/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第1洗浄塔パルセ
－タ廃ガスバッファ槽

)

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(抽出塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 361



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(115/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第2洗浄塔パルセ
－タ廃ガスバッファ槽

)

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(TBP洗浄塔パルセ
－タ廃ガスバッファ槽

)

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

(40)抽出塔パルセ－タ廃
ガスバッファ槽,第1洗浄
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽,第2洗浄塔パルセ

－タ廃ガスバッファ
槽,TBP洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 362



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(116/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(16)プルトニウム分
配塔パルセ－タ廃ガ
スバッファ槽,ウラ
ン洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(16)プルトニウム分
配塔パルセ－タ廃ガ
スバッファ槽,ウラ
ン洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(16)プルトニウム分
配塔パルセ－タ廃ガ
スバッファ槽,ウラ
ン洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(ウラン洗浄塔パル
セ－タ廃ガスバッファ槽

)

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(16)プルトニウム分
配塔パルセ－タ廃ガ
スバッファ槽,ウラ
ン洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(プルトニウム分配
塔パルセ－タ廃ガスバッ
ファ槽 )

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(16)プルトニウム分
配塔パルセ－タ廃ガ
スバッファ槽,ウラ
ン洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(16)プルトニウム分
配塔パルセ－タ廃ガ
スバッファ槽,ウラ
ン洗浄塔パルセ－タ
廃ガスバッファ槽

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 363



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(117/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(18)第10一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(18)第10一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(18)第10一時貯留処
理 の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第10一時貯留処理槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(13)第9一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第9一時貯留処理槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(13)第9一時貯留処
理槽 )の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(13)第9一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 364



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(118/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(2)廃ガス洗浄塔
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(2)廃ガス洗浄塔
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(2)廃ガス洗浄塔
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

廃ガス洗浄塔

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(19)第6一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第6一時貯留処理槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(19)第6一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(19)第6一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 365



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(119/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1
(1)高レベル濃縮廃
液分配器

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1
(1)高レベル濃縮廃
液分配器

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1
(1)高レベル濃縮廃
液分配器

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

高レベル濃縮廃液分配器

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(13)高レベル廃液供
給槽A,Bデミスタ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液供給
槽Aデミスタ

)

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(13)高レベル廃液供
給槽A,Bデミスタ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(13)高レベル廃液供
給槽A,Bデミスタ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 366



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(120/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(2)高レベル廃液供
給槽A供給液脈動整
定ポットA,B

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(2)高レベル廃液供
給槽A供給液脈動整
定ポットA,B

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(2)高レベル廃液供
給槽A供給液脈動整
定ポットA,B

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液供給
槽A供給液脈動整定ポット

A )

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1－1－

1
(4)供給ポットA

の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－

1
(4)供給ポットB

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(供給ポット
A )

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1－1－

1
(4)供給ポットA

の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－

1
(4)供給ポットB

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1－1－

1
(4)供給ポットA

の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－

1
(4)供給ポットB

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 367



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(121/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－2－1－1
－1

(6)高レベル廃液濃
縮缶A濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－2－1－1
－1

(6)高レベル廃液濃
縮缶A濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－2－1－1
－1

(6)高レベル廃液濃
縮缶A濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液濃縮
缶A濃縮廃液抜出ポット

A(

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(2)高レベル廃液供
給槽A供給液脈動整
定ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液供給
槽A供給液脈動整定ポット

B(

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(2)高レベル廃液供
給槽A供給液脈動整
定ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(2)高レベル廃液供
給槽A供給液脈動整
定ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 368



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(122/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(10)高レベル廃液濃
縮缶凝縮器デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(10)高レベル廃液濃
縮缶凝縮器デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(10)高レベル廃液濃
縮缶凝縮器デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液濃縮
缶凝縮器デミスタ

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－2－1－1
－1

(6)高レベル廃液濃
縮缶A濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液濃縮
缶A濃縮廃液抜出ポット

B(

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－2－1－1
－1

(6)高レベル廃液濃
縮缶A濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－2－1－1
－1

(6)高レベル廃液濃
縮缶A濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 369



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(123/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(14)高レベル廃液供
給槽セル漏えい液シ
－ルポットA,B(

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(14)高レベル廃液供
給槽セル漏えい液シ
－ルポットA,B(

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(14)高レベル廃液供
給槽セル漏えい液シ
－ルポットA,B(

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液供給
槽セル漏えい液シ－ル

ポットA，B(

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(13)第2エジェクタ
凝縮器デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第2エジェクタ凝
縮器デミスタ

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(13)第2エジェクタ
凝縮器デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(13)第2エジェクタ
凝縮器デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 370



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(124/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1－1－

1
(4)供給ポットA(

の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－

1
(4)供給ポットB(

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1－1－

1
(4)供給ポットA(

の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－

1
(4)供給ポットB(

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(供給ポット
B(

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－3－2－1－1－1
(8)攪拌蒸気ポット

A( の耐震計
算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1
(7)攪拌蒸気ポット

B( の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1－1－

1
(4)供給ポットA(

の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－

1
(4)供給ポットB(

の耐震計算書

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－3－2－1－1－1
(8)攪拌蒸気ポット

A( の耐震計
算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1
(7)攪拌蒸気ポット

B( の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－3－2－1－1－1
(8)攪拌蒸気ポット

A( の耐震計
算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1
(7)攪拌蒸気ポット

B( の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(攪拌蒸気ポット
A(

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 371



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(125/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃
縮缶B濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃
縮缶B濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃
縮缶B濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液濃縮
缶B濃縮廃液抜出ポット

A(

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(2)高レベル廃液供
給槽B供給液脈動整
定ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液供給
槽B供給液脈動整定ポット
A,B(

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(2)高レベル廃液供
給槽B供給液脈動整
定ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(2)高レベル廃液供
給槽B供給液脈動整
定ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 372



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(126/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃
縮缶B濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－3－2－1－1－1
(8)攪拌蒸気ポット

A( の耐震計
算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1
(7)攪拌蒸気ポット

B( の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－3－2－1－1－1
(8)攪拌蒸気ポット

A( の耐震計
算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1
(7)攪拌蒸気ポット

B( の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－3－2－1－1－1
(8)攪拌蒸気ポット

A( の耐震計
算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1
(7)攪拌蒸気ポット

B( の耐震計
算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(攪拌蒸気ポット
B(

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃
縮缶B濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液濃縮
缶B濃縮廃液抜出ポット

B(

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃
縮缶B濃縮廃液抜出
ポットA,B(

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 373



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(127/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

廃ガス洗浄塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

NOx廃ガス洗浄塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 374



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(128/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

よう素フィルタ第2加熱器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

―

既設工認

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

よう素フィルタ第1加熱器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

―

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 375



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(129/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

よう素フィルタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

廃ガス洗浄塔

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

―

既設工認

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

－

既設工認

○

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－ － －

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

－

－

支持構造物(ボルト以外)

容器

容器

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 376



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(130/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

廃ガス洗浄塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 377



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(131/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認 －

洗浄塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

ミストフィルタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 378



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(132/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

よう素フィルタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

ミストフィルタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○ 今回設工

認
－

－

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

今回設工
認

－
今回設工

認

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

今回設工
認

今回設工
認

－ －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 379



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(133/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第2吸収塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認

－

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1吸収塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 380



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(134/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ － －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

○

既設工認 －

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1高レベル濃縮廃液分配
器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

既設工認

－

既設工認 －

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

ルテニウム吸着塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認

－

支持構造物(ボルト等)

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 381



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(135/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認 －

－

第1不溶解残渣廃液貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認 －

○

既設工認 －

－支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認 －

○

既設工認 －

－支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

－

既設工認 －

○

－

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2高レベル濃縮廃液分配
器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ － －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ －

○

既設工認

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 382



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(136/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第1不溶解残渣廃液一時貯
槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ －

○

既設工認 －

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ － －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認 既設工認

－

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ －

○

既設工認 －

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2不溶解残渣廃液貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ － －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

容器

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 383



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(137/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認

－

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認 －

○

既設工認 －

－支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－

－ －

第2不溶解残渣廃液一時貯
槽

主配管(高レベル濃縮廃液
貯槽第1セル漏えい液受皿
第1シールポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認 －

○

既設工認 －

－

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認

既設工認

－

－ － －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ －

○

既設工認 －

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

支持構造物(ボルト等)

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 384



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(138/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

今回設工
認

主配管(不溶解残渣廃液一
時貯槽セル漏えい液受皿1

シールポット

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○ 今回設工

認
今回設工

認
－

今回設工
認

－

○

既設工認 －

－ － －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ －

○

既設工認 －

－

容器

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 385



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(139/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(6)第１高性能粒子
フィルタＡ，Ｂ，Ｃ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(6)第１高性能粒子
フィルタＡ，Ｂ，Ｃ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(4)ミストフィルタ
Ａ１，Ａ２，Ｂ１，
Ｂ２，Ｃ１，Ｃ２

の
耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

ミストフィルタ

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(4)ミストフィルタ
Ａ１，Ａ２，Ｂ１，
Ｂ２，Ｃ１，Ｃ２

の
耐震計算書

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(6)第１高性能粒子
フィルタＡ，Ｂ，Ｃ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

第1高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 せ
ん断処理・溶解廃ガス処
理設備「第1高性能粒子

フィルタ」

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－ －

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(4)ミストフィルタ
Ａ１，Ａ２，Ｂ１，
Ｂ２，Ｃ１，Ｃ２

の
耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 386



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(140/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(8)第２よう素フィ
ルタＡ１，Ａ２，Ｂ
１，Ｂ２，Ｃ１，Ｃ
２

の耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(8)第２よう素フィ
ルタＡ１，Ａ２，Ｂ
１，Ｂ２，Ｃ１，Ｃ
２

の耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(7)第１よう素フィ
ルタＡ１，Ａ２，Ｂ
１，Ｂ２，Ｃ１，Ｃ
２

の耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

第1よう素フィルタ

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(7)第１よう素フィ
ルタＡ１，Ａ２，Ｂ
１，Ｂ２，Ｃ１，Ｃ
２

の耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(7)第１よう素フィ
ルタＡ１，Ａ２，Ｂ
１，Ｂ２，Ｃ１，Ｃ
２

の耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

第2よう素フィルタ

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－ －

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(8)第２よう素フィ
ルタＡ１，Ａ２，Ｂ
１，Ｂ２，Ｃ１，Ｃ
２

の耐震計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

－ －

既設工認

○

既設工認

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 387



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(141/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(5)廃ガス加熱器

Ａ，Ｂ，Ｃ
の耐震

計算書

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(5)廃ガス加熱器

Ａ，Ｂ，Ｃ
の耐震

計算書

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(5)廃ガス加熱器

Ａ，Ｂ，Ｃ
の耐震

計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

廃ガス加熱器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－ －

今回設工
認

既設工認
今回設工

認
今回設工

認
－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(9)第２高性能粒子
フィルタＡ，Ｂ，Ｃ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

第2高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 せ
ん断処理・溶解廃ガス処
理設備「第2高性能粒子

フィルタ」

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(9)第２高性能粒子
フィルタＡ，Ｂ，Ｃ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

－

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(9)第２高性能粒子
フィルタＡ，Ｂ，Ｃ

の耐震
計算書

－ －

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

既設工認

既設工認

－ －容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 388



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(142/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

Ⅳ－2－2－1－1－1
(2)溶解槽A,B堰付サ
イホンA分離ポット

等
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(2)溶解槽A,B堰付サ
イホンA分離ポット

等
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(2)溶解槽A,B堰付サ
イホンA分離ポット

等
の耐震計算書

－ －

既設工認

－ －

既設工認

○ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(14) DOGダンパセル
漏えい検知ポット

の耐震計算書

－○

既設工認

溶解槽A,B堰付サイホン
A,B分離ポット

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(14) DOGダンパセル
漏えい検知ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

主配管(DOGダンパセル漏
えい検知ポット

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(14) DOGダンパセル
漏えい検知ポット

の耐震計算書

－ －

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 389



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(143/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(2)溶解槽A,B堰付サ
イホンA分離ポット

等
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(2)溶解槽A,B堰付サ
イホンA分離ポット

等
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(2)溶解槽A,B堰付サ
イホンA分離ポット

等
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(2)溶解槽A,B堰付サ
イホンA分離ポット

等
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

第2よう素追出し槽A,B堰
付サイホンA,B分離ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(2)溶解槽A,B堰付サ
イホンA分離ポット

等
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

第1よう素追出し槽A,B堰
付サイホンA,B分離ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(2)溶解槽A,B堰付サ
イホンA分離ポット

等
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

支持構造物（ボルト以外）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 390



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(144/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

Ⅳ－2－2－1－1－1
(5)中間ポットA,B堰
付サイホン分離ポッ
ト
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(2)漏えい液受皿中
間ポット1A

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(2)漏えい液受皿中
間ポット1A

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(2)漏えい液受皿中
間ポット1A

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

主配管(漏えい液受皿中間
ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(5)中間ポットA,B堰
付サイホン分離ポッ
ト
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

中間ポットA,B堰付サイホ
ン分離ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－1－1
(5)中間ポットA,B堰
付サイホン分離ポッ
ト
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 391



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(145/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(4)漏えい液受皿中
間ポット2A

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(4)漏えい液受皿中
間ポット2A

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(4)漏えい液受皿中
間ポット2A

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－ －
主配管(漏えい液受皿中間
ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－2－1
(3)溶解槽A,Bセル漏
えい検知ポット
1
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

主配管(溶解槽Aセル漏え
い検知ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－2－1
(3)溶解槽A,Bセル漏
えい検知ポット
1
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－1－2－1
(3)溶解槽A,Bセル漏
えい検知ポット
1
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 392



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(146/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

－

Ⅳ－2－2－1－2－1
(6)漏えい液受皿中
間ポット3A

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(6)漏えい液受皿中
間ポット3A

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(5)漏えい液受皿中
間ポットB(

の耐震計算書

Ⅳ－2－2－1－2－1
(6)漏えい液受皿中
間ポット3A

の耐震計算書

－

Ⅳ－2－2－1－2－1
(5)漏えい液受皿中
間ポットB(

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

主配管(漏えい液受皿中間
ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

主配管(漏えい液受皿中間
ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－1－2－1
(5)漏えい液受皿中
間ポットB(

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

－

○

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 393



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(147/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(10)パッセ－ジポッ
トA,B(

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2
(3)中継槽A,Bゲデオ
ンAプライミング
ポット

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

○

既設工認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

既設工認

既設工認

主配管(パッセージポット
A,B(

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(10)パッセ－ジポッ
トA,B(

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(10)パッセ－ジポッ
トA,B(

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2
(3)中継槽A,Bゲデオ
ンAプライミング
ポット

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2
(3)中継槽A,Bゲデオ
ンAプライミング
ポット

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

中継槽A,BゲデオンAプラ
イミングポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 394



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(148/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(37)溶解液中間貯槽
セル漏えい液受皿3
スチ－ムジェットポ
ンプシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(溶解液中間貯槽セ
ル漏えい液受皿3スチ－ム
ジェットポンプシ－ル
ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(37)溶解液中間貯槽
セル漏えい液受皿3
スチ－ムジェットポ
ンプシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(37)溶解液中間貯槽
セル漏えい液受皿3
スチ－ムジェットポ
ンプシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

○

既設工認
水平 －
鉛直 －

中継槽A,Bゲデオン

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

水平 －
鉛直 －

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2
(2)中継槽A,Bゲデオ
ンA,B(

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認
水平 －
鉛直 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

水平 －
鉛直 －

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2
(2)中継槽A,Bゲデオ
ンA,B(

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認
水平 －
鉛直 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

水平 －
鉛直 －

今回設工
認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－1－2－2
(2)中継槽A,Bゲデオ
ンA,B(

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 395



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(149/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1

(39)抽出廃液受槽セル漏えい液
受皿スチ－ムジェットポンプB
シ－ルポット,抽出廃液受槽セ
ル漏えい液受皿スチ－ムジェッ
トポンプAシ－ルポット,抽出廃
液供給槽セル漏えい液受皿スチ
－ムジェットポンプBシ－ル
ポット,抽出廃液供給槽セル漏
えい液受皿スチ－ムジェットポ
ンプAシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(抽出廃液受槽セル
漏えい液受皿スチ－ム
ジェットポンプBシ－ル
ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1

(39)抽出廃液受槽セル漏えい液
受皿スチ－ムジェットポンプB
シ－ルポット,抽出廃液受槽セ
ル漏えい液受皿スチ－ムジェッ
トポンプAシ－ルポット,抽出廃
液供給槽セル漏えい液受皿スチ
－ムジェットポンプBシ－ル
ポット,抽出廃液供給槽セル漏
えい液受皿スチ－ムジェットポ
ンプAシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1

(39)抽出廃液受槽セル漏えい液
受皿スチ－ムジェットポンプB
シ－ルポット,抽出廃液受槽セ
ル漏えい液受皿スチ－ムジェッ
トポンプAシ－ルポット,抽出廃
液供給槽セル漏えい液受皿スチ
－ムジェットポンプBシ－ル
ポット,抽出廃液供給槽セル漏
えい液受皿スチ－ムジェットポ
ンプAシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1

(39)抽出廃液受槽セル漏えい液
受皿スチ－ムジェットポンプB
シ－ルポット,抽出廃液受槽セ
ル漏えい液受皿スチ－ムジェッ
トポンプAシ－ルポット,抽出廃
液供給槽セル漏えい液受皿スチ
－ムジェットポンプBシ－ル
ポット,抽出廃液供給槽セル漏
えい液受皿スチ－ムジェットポ
ンプAシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1

(39)抽出廃液受槽セル漏えい液
受皿スチ－ムジェットポンプB
シ－ルポット,抽出廃液受槽セ
ル漏えい液受皿スチ－ムジェッ
トポンプAシ－ルポット,抽出廃
液供給槽セル漏えい液受皿スチ
－ムジェットポンプBシ－ル
ポット,抽出廃液供給槽セル漏
えい液受皿スチ－ムジェットポ
ンプAシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1

(39)抽出廃液受槽セル漏えい液
受皿スチ－ムジェットポンプB
シ－ルポット,抽出廃液受槽セ
ル漏えい液受皿スチ－ムジェッ
トポンプAシ－ルポット,抽出廃
液供給槽セル漏えい液受皿スチ
－ムジェットポンプBシ－ル
ポット,抽出廃液供給槽セル漏
えい液受皿スチ－ムジェットポ
ンプAシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(抽出廃液受槽セル
漏えい液受皿スチ－ム
ジェットポンプAシ－ル
ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 396



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(150/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(22)分離建屋一時貯
留処理槽第1セル漏
えい液受皿スチ－ム
ジェットポンプBシ
－ルポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(分離建屋一時貯留
処理槽第1セル漏えい液受
皿スチ－ムジェットポン
プBシ－ルポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(22)分離建屋一時貯
留処理槽第1セル漏
えい液受皿スチ－ム
ジェットポンプBシ
－ルポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(22)分離建屋一時貯
留処理槽第1セル漏
えい液受皿スチ－ム
ジェットポンプBシ
－ルポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1

(39)抽出廃液受槽セル漏えい液
受皿スチ－ムジェットポンプB
シ－ルポット,抽出廃液受槽セ
ル漏えい液受皿スチ－ムジェッ
トポンプAシ－ルポット,抽出廃
液供給槽セル漏えい液受皿スチ
－ムジェットポンプBシ－ル
ポット,抽出廃液供給槽セル漏
えい液受皿スチ－ムジェットポ
ンプAシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1

(39)抽出廃液受槽セル漏えい液
受皿スチ－ムジェットポンプB
シ－ルポット,抽出廃液受槽セ
ル漏えい液受皿スチ－ムジェッ
トポンプAシ－ルポット,抽出廃
液供給槽セル漏えい液受皿スチ
－ムジェットポンプBシ－ル
ポット,抽出廃液供給槽セル漏
えい液受皿スチ－ムジェットポ
ンプAシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1

(39)抽出廃液受槽セル漏えい液
受皿スチ－ムジェットポンプB
シ－ルポット,抽出廃液受槽セ
ル漏えい液受皿スチ－ムジェッ
トポンプAシ－ルポット,抽出廃
液供給槽セル漏えい液受皿スチ
－ムジェットポンプBシ－ル
ポット,抽出廃液供給槽セル漏
えい液受皿スチ－ムジェットポ
ンプAシ－ルポット

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(抽出廃液供給槽セ
ル漏えい液受皿スチ－ム
ジェットポンプA,Bシ－ル

ポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 397



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(151/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(1)抽出塔セル漏え
い液受皿スチ－ム

ジェットポンプシ－
ルポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(1)抽出塔セル漏え
い液受皿スチ－ム

ジェットポンプシ－
ルポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(1)抽出塔セル漏え
い液受皿スチ－ム

ジェットポンプシ－
ルポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(抽出塔セル漏えい
液受皿スチームジェット
ポンプシールポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 398



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(152/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(膨張ポット
A(

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(21)分離建屋一時貯
留処理槽第1セル漏
えい液受皿スチ－ム
ジェットポンプAシ
－ルポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(21)分離建屋一時貯
留処理槽第1セル漏
えい液受皿スチ－ム
ジェットポンプAシ
－ルポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(分離建屋一時貯留
処理槽第1セル漏えい液受
皿スチ－ムジェットポン
プAシ－ルポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(21)分離建屋一時貯
留処理槽第1セル漏
えい液受皿スチ－ム
ジェットポンプAシ
－ルポット

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 399



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(153/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(膨張ポット
D(

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(膨張ポット
B(

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 400



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(154/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

定量ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

―

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－

既設工認 －

－ －

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(膨張ポット
E(

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 401



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(155/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

硝酸プルトニウム貯槽エ
アリフトポンプC分離ポッ

ト

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

既設工認

○

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

―

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

硝酸プルトニウム貯槽エ
アリフトポンプA,B,E分離

ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

今回設工
認

－

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

－ － －

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 402



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(156/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

混合槽A,Bエアリフトポン
プC分離ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

混合槽A,Bエアリフトポン
プA,B分離ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

－ － － －

―

既設工認

○

既設工認

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

容器

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 403



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(157/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝系の耐
震性に関する計算

書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

中間ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝系の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝系の耐
震性に関する計算

書」
－

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

一時貯槽エアリフトポン
プA,B分離ポット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－

－ － － －

―

既設工認

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 404



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(158/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

既設工認

第2廃ガス洗浄塔

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

第1廃ガス洗浄塔

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

―

既設工認

－

既設工認

―

既設工認

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － －－容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 405



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(159/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

脱硝廃ガスA,B第1凝縮器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

第3廃ガス洗浄塔

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

―

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

－ － －

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 406



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(160/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認

○

既設工認 －

―

既設工認

－

既設工認

―

既設工認

－ －○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

主配管（脱硝廃ガス冷却
器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

脱硝廃ガスA,B第2凝縮器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

既設工認

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 407



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(161/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

主配管（廃ガス第1冷却器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

主配管（第1廃ガス洗浄塔
デミスタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○ 今回設工

認
今回設工

認
今回設工

認
今回設工

認
－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 408



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(162/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

主配管（第2廃ガス洗浄塔
デミスタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

主配管（廃ガス第1冷却器
デミスタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

―

既設工認

－

既設工認

―

既設工認

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

既設工認

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 409



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(163/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

主配管（定量ポットデミ
スタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

主配管（混合廃ガスデミ
スタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

－

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 410



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(164/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

―

既設工認

－

既設工認

－ － －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

－ －

既設工認

今回設工
認

既設工認 －

凝縮器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

主配管（脱硝廃ガス冷却
器気液分離器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」－

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 411



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(165/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

主配管(第1加温器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(固化セル換気系粒
子フィルタユニット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 412



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(166/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

凝縮器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第2加温器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 413



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(167/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

－

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(よう素フィルタ冷
却器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

既設工認

－

既設工認 －

主配管(よう素フィルタ冷
却器

－ －

今回設工
認

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 414



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(168/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第1高性能粒子フィルタ

－

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－

今回設工
認

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認

－

既設工認 －

－

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第1排風機冷却器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 415



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(169/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－ －

第2高性能粒子フィルタ

－

－
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(ルテニウム吸着塔
加温器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

○

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 416



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(170/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

－
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

－ －

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－

－ －－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

○

既設工認

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

今回設工
認

－加熱器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(ルテニウム吸着塔
加温器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －－

既設工認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 417



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(171/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

－ －

○

既設工認 －

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ － －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(高レベル廃液共用
貯槽セル漏えい液受皿
シールポット

－

主配管(高レベル濃縮廃液
貯槽第1セル漏えい液受皿
第2シールポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○ 今回設工

認
今回設工

認
今回設工

認
－

今回設工
認

－

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

－ －

○

既設工認 －

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

－ － －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ － －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 418



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(172/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付資料Ⅳ－2－2－
6－2－1－1
「膨張槽
A,B(8111A,B－V27)
の耐震計算書」

－

既設工認

○

既設工認既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

膨張槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付資料Ⅳ－2－2－
6－2－1－1
「膨張槽
A,B(8111A,B－V27)
の耐震計算書」

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付資料Ⅳ－2－2－
6－2－1－1
「膨張槽
A,B(8111A,B－V27)
の耐震計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認

○

既設工認

凝縮器

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 前処
理建屋塔槽類廃ガス処理

設備「凝縮器」

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－2－1－1
－1
(3)凝縮器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－2－1－1
－1
(3)凝縮器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

－

Ⅳ－2－2－2－1－1
－1
(3)凝縮器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

既設工認

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 419



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(173/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

－
応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

応答
解析

－
応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

応答
解析

－
応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

応答
解析

－
応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

応答
解析

－
応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

応答
解析

－
応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－
今回設工

認
－

－

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(3)凝縮器
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(3)凝縮器
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(3)凝縮器
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

凝縮器

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(10)冷却器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(10)冷却器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

主配管(冷却器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(10)冷却器

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 420



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(174/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

－

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

主配管(プルトニウム溶液
受槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(11)冷却器
の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

主配管(冷却器

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

－ －

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(11)冷却器
の耐震計算書

－

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(11)冷却器
の耐震計算書

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 421



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(175/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第1一時貯留処理
槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 422



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(176/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

－

－

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(31)第8一時貯留処
理槽デミスタ

の耐震計算
書

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(31)第8一時貯留処
理槽デミスタ

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第8一時貯留処理
槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(31)第8一時貯留処
理槽デミスタ

の耐震計算
書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第7一時貯留処理
槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 423



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(177/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認

第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1－1－

1
(26)プルトニウム溶液受
槽デミスタ,第1一時貯留
処理槽デミスタ,第7一時
貯留処理槽デミスタ,第2
一時貯留処理槽デミスタ

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

主配管(第2一時貯留処理
槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 424



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(178/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

凝縮器

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 塔槽類廃ガス処理系
（プルトニウム系）「凝

縮器」

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(よう素フィルタ冷
却器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 425



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(179/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

プルトニウム濃縮缶供給
槽ゲデオン

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第1脱ガス塔第1プライミ
ングポットゲデオン

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 426



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(180/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(プルトニウム溶液
受槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第1酸化塔エアリ
フトポンプデミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 427



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(181/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第1一時貯留処理
槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(プルトニウム溶液
供給槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 428



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(182/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(プルトニウム濃縮
缶供給槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第3一時貯留処理
槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 429



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(183/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(希釈槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(プルトニウム溶液
一時貯槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 430



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(184/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第2酸化塔デミス
タ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(プルトニウム濃縮
液一時貯槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 431



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(185/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(リサイクル槽デミ
スタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(プルトニウム濃縮
液受槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 432



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(186/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(プルトニウム濃縮
液中間貯槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(プルトニウム濃縮
液計量槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 433



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(187/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認

－

今回設工
認

－

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(第2一時貯留処理
槽デミスタ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

主配管(第1脱ガス塔第2プ
ライミングポットデミス

タ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 434



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(188/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

凝縮器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝系の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －－

既設工認
水平：－
鉛直：－

○

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

水平：－
鉛直：－

今回設工
認

既設工認
水平：－
鉛直：－

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝系の耐
震性に関する計算

書」
－

脱硝装置

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

水平：－
鉛直：－

今回設工
認

水平：－
鉛直：－

今回設工
認

－

－ － － －

今回設工
認

水平：－
鉛直：－

○

既設工認 －
第８回

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝系の耐
震性に関する計算

書」

－

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 435



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(189/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(廃ガス冷却器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

凝縮器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○－

既設工認 －

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認

－

－ －

今回設工
認

－
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

既設工認 －

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 436



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(190/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

主配管(廃ガス冷却器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1
(13)よう素追出し塔

A,B
廃ガス冷却器

の耐震計算書

－

主配管(よう素追出し塔廃
ガス冷却器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(13)よう素追出し塔

A,B
廃ガス冷却器

の耐震計算書

－ －

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －

容器

支持構造物（ボルト等）

第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 437



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(191/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

Ⅳ－2－2－3－1－1
(11)排風機A,B,C

の耐
震計算書

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(11)排風機A,B,C

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(13)よう素追出し塔

A,B
廃ガス冷却器

の耐震計算書

－ －

既設工認

○

既設工認

○

排風機

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 せ
ん断処理・溶解廃ガス処

理設備「排風機」

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

－

主配管(よう素追出し塔廃
ガス冷却器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－1
(13)よう素追出し塔

A,B
廃ガス冷却器

の耐震計算書

－ －

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

既設工認 －

容器

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 438



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(192/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ-2-2-4-2-1-1
(6)安全冷却水1Aポ
ンプA,B

の耐
震計算書
(9)安全冷却水1Bポ
ンプA,B

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

安全冷却水1A,1Bポンプ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ-2-2-4-2-1-1
(6)安全冷却水1Aポ
ンプA,B

の耐
震計算書
(9)安全冷却水1Bポ
ンプA,B

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

溶解槽セルA,B排風機 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－3
－1
(4)溶解槽セルA排風
機A，B

，
溶解槽セルB排風機
A，B

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－3
－1
(2)セル排風機A,B

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

セル排風機 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(6)排風機A,B

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(6)排風機A,B

の耐震
計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

排風機

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 前処
理建屋塔槽類廃ガス処理

設備「排風機」

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 439



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(193/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(8)排風機Ａ，Ｂ
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

排風機

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(8)排風機Ａ，Ｂ
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(8)排風機Ａ，Ｂ
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－4－2－1
－1
(11)安全冷却水2ポ
ンプA,B

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

安全冷却水2ポンプ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－4－2－1
－1
(11)安全冷却水2ポ
ンプA,B

の耐
震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 440



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(194/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(3)グロ－ブボック
ス･セル排風機Ａ,

Ｂ,C
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

グロ－ブボックス･セル排
風機A,B

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(3)グロ－ブボック
ス･セル排風機Ａ,

Ｂ,C
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(3)グロ－ブボック
ス･セル排風機Ａ,

Ｂ,C
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－2

(4)排風機Ａ，Ｂ
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－2

(4)排風機Ａ，Ｂ
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－2

(4)排風機Ａ，Ｂ
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

排風機

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 441



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(195/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1

－1
(3)冷却水循環ポン
プＡ,Ｂ,C,D

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

冷却水循環ポンプ

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1

－1
(3)冷却水循環ポン
プＡ,Ｂ,C,D

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1

－1
(3)冷却水循環ポン
プＡ,Ｂ,C,D

の耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(3)グロ－ブボック
ス･セル排風機Ａ,

Ｂ,C
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(3)グロ－ブボック
ス･セル排風機Ａ,

Ｂ,C
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(3)グロ－ブボック
ス･セル排風機Ａ,

Ｂ,C
の

耐震計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

グロ－ブボックス･セル排
風機C

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 442



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(196/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1－1
(5)安全冷却水1Aポンプ

A,Ｂ
の耐震計算

書

第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1－1
(7)安全冷却水1Bポンプ

A,Ｂ
の耐震計算

書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1－1
(5)安全冷却水1Aポンプ

A,Ｂ
の耐震計算

書

第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1－1
(7)安全冷却水1Bポンプ

A,Ｂ
の耐震計算

書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1－1
(5)安全冷却水1Aポンプ

A,Ｂ
の耐震計算

書

第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1－1
(7)安全冷却水1Bポンプ

A,Ｂ
の耐震計算

書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷却水1A,1Bポンプ

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 443



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(197/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷却水Cポンプ 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

グローブボックス・セル
排風機

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認

安全冷却水A,Bポンプ 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷却水2ポンプ

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

－

－

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1

－1
(9)安全冷却水2ポン

プA,Ｂ
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ 第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1

－1
(9)安全冷却水2ポン

プA,Ｂ
の耐震

計算書

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－4－1－1

－1
(9)安全冷却水2ポン

プA,Ｂ
の耐震

計算書

－ －

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 444



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(198/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

既設工認 既設工認 －

既設工認 既設工認 －

第1排風機

既設工認 既設工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

グローブボックス・セル
排風機

冷水移送ポンプ

○

既設工認 －
第７回

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋換
気設備の耐震性に関

する計算書」

― － ○

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混
合脱硝建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐震性に関する計

算書」

－ －

－

第８回
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －

第2排風機

既設工認 既設工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －
排風機

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 パルセータ廃ガス処理

系「排風機」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

今回設工認 －

排風機

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 塔槽類廃ガス処理系
（プルトニウム系）「排

風機」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

― － ○

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混
合脱硝建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 445



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(199/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

－

貯蔵室排気フィルタユ
ニット

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

― － ○

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

× － － －

既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

― 既設工認 既設工認 －

既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

― 既設工認 既設工認 －

既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

― 既設工認 既設工認 －

貯蔵室排風機
支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

― － ○

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

× － － －

貯蔵室排風機
支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

― － ○

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

× － －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 446



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(200/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

セル排風機 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

固化セル換気系排風機 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

排風機 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

排風機 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ －

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 447



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(201/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

第1高レベル濃縮廃液貯槽
冷却水A,Bポンプ

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

安全冷却水A系,B系ポンプ

第2高レベル濃縮廃液貯槽
冷却水A,Bポンプ

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷水A,Bポンプ 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

第1排風機 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

第2排風機 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 448



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(202/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷却水1A,1Bポンプ

高レベル廃液共用貯槽冷
却水A,Bポンプ

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

安全冷水冷凍機 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
-

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
-

（応力解
析）
○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 449



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(203/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(3)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第4回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－3－1－
1－1(3)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

安全空気圧縮装置(空気圧
縮機)

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

冷却水循環ポンプ

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－2－
1－1(35)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

燃料油移送ポンプ

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－1－
1－4(9)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－2－
1－1(35)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－1－
1－4(9)」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 450



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(204/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第5回設工認
添付書類Ⅳ－2－2－
4－2－1－1（2）
「安全冷却水A,B膨
張槽

の耐震
計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
1－1」

－ －

既設工認

安全蒸気ボイラ(給水ポン
プ)

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
1－1」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

安全蒸気ボイラ(送風機)

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
―

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 － 第5回設工認
添付書類Ⅳ－2－2－
4－2－1－1（2）
「安全冷却水A,B膨
張槽

の耐震
計算書」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
1－1」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
―

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
1－1」

－ －

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

安全冷却水循環ポンプ

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 451



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(205/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

主配管(不溶解残渣回収槽
Bポンプ2

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

中央制御室排風機

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第７回設工認

添付書類
「制御建屋中央制御
室換気設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第７回設工認

添付書類
「制御建屋中央制御
室換気設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第７回設工認

添付書類
「制御建屋中央制御
室換気設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－○

既設工認

中央制御室送風機

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第７回設工認

添付書類
「制御建屋中央制御
室換気設備の耐震性
に関する計算書」

－

－

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 452



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(206/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

計量前中間貯槽Aポンプ1

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

主配管(不溶解残渣回収槽
A,Bポンプ1

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

計量前中間貯槽Bポンプ1

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 453



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(207/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

計量前中間貯槽A,Bポンプ
2B,2A

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

計量前中間貯槽Aポンプ2A

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

計量前中間貯槽Bポンプ2B

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 454



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(208/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

計量前中間貯槽Aポンプ3

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

計量前中間貯槽Bポンプ3

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 455



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(209/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(8)パルバライザ－

A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

計量後中間貯槽ポンプ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

主配管(パルバライザー
A,B

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

Ⅳ－2－2－1－2－2
(7)不溶解残渣回収槽A,B
ポンプ1,2

,
計量前中間貯槽A,Bポン
プ1,2A,2B,3

及び計量後中間貯槽
ポンプA,B

の耐震計算
書

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 456



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(210/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(2)溶解液中間貯槽
ポンプA,Ｂ

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(2)溶解液中間貯槽
ポンプA,Ｂ

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

溶解液中間貯槽ポンプA

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

支持構造物（ボルト等）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 457



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(211/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

溶解液中間貯槽ポンプB

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(2)溶解液中間貯槽
ポンプA,Ｂ

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(2)溶解液中間貯槽
ポンプA,Ｂ

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 458



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(212/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム濃縮液ポン
プB

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

プルトニウム濃縮液ポン
プA

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

プルトニウム溶液中間貯
槽ポンプ

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(14)プルトニウム溶
液中間貯槽ポンプA,

Ｂ
の耐震

計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(14)プルトニウム溶
液中間貯槽ポンプA,

Ｂ
の耐震

計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 459



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(213/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

漏えい液移送ポンプ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

ディーゼル機関 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

プルトニウム濃縮液ポン
プE

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－1－
1－4(3)」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

プルトニウム濃縮液ポン
プD

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

一時貯槽ポンプ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

プルトニウム濃縮液ポン
プC,F

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 460



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(214/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

主配管(C4Mセル排気フィ
ルタユニットA,B,C - 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

グロ－ブボックス･セル排
気フィルタユニットA

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(1)グロ－ブボック
ス･セル排気フィル
タユニットA

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

グロ－ブボックス・セル
排気フィルタユニット
B,C,D,E,F,G,H,I,J,K

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－2
－1

(2)グロ－ブボック
ス･セル排気フィル

タユニットB～
J

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

溶解槽セルA,B排気フィル
タユニット

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－3－1－3
－1
(3)溶解槽セルA排気
フィルタユニットA
～D

，
溶解槽セルB排気
フィルタユニットA
～D

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

セル排気フィルタユニッ
ト

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－3
－1
(1)セル排気フィル
タユニットＡ～D

の耐震計算書

－ － － －

同期発電機 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「非常用電源建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 461



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(215/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

主配管(プルトニウム濃縮
液弁グローブボックス排
気フィルタA,B

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

主配管(プルトニウム濃縮
液ポンプDグローブボック
ス排気フィルタA,B

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

主配管(プルトニウム濃縮
液ポンプBグローブボック
ス排気フィルタA,B

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

セル排気フィルタユニッ
ト

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

主配管(プルトニウム濃縮
液ポンプEグローブボック
ス排気フィルタA,B

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

グローブボックス排気
フィルタユニット

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 462



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(216/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

グローブボックス・セル
排気フィルタユニット

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 －
第７回

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋換
気設備の耐震性に関

する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第1高性能粒子フィルタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第2高性能粒子フィルタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋塔
槽類廃ガス処理設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

主配管(プルトニウム濃縮
液ポンプAグローブボック
ス排気フィルタA,B

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 463



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(217/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

主配管(ダストフィルタ
支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

主配管（混合槽セル排気
フィルタユニットA,B

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 －
第７回

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋換
気設備の耐震性に関

する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

主配管(ダストフィルタ
支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

主配管（貯槽セル排気フィルタユニットA,B

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 －
第７回

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋換
気設備の耐震性に関

する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

グローブボックス排気Bフィルタ
支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混
合脱硝建屋換気設備の耐震

性に関する計算書」

－ － － －

今回設工認 今回設工認

グローブボックス排気Aフィルタ
支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 －

第７回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混
合脱硝建屋換気設備の耐震

性に関する計算書」

－ － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

今回設工認 今回設工認 －

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 464



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(218/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

セル排気フィルタユニッ
ト

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

主配管(固化セル入気フィ
ルタユニット 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

セル排気フィルタユニッ
ト

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

固化セル圧力放出系前置
フィルタユニット

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

固化セル圧力放出系排気
フィルタユニット

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

固化セル換気系排気フィ
ルタユニット

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 465



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(219/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第1高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 前処
理建屋塔槽類廃ガス処理
設備「第1高性能粒子フィ

ルタ」

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(2)第１,第２高性能
粒子フィルタＡ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

ルテニウム吸着塔 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第3高性能粒子フィルタ 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

セル排気フィルタユニッ
ト

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

中央制御室フィルタユ
ニット

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 －
第７回設工認

添付書類
「制御建屋中央制御
室換気設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中央制御室空調ユニット 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 －
第７回設工認

添付書類
「制御建屋中央制御
室換気設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 466



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(220/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第1高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 前処
理建屋塔槽類廃ガス処理
設備「第1高性能粒子フィ
ルタ」

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 － Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(3)第１,第２高性能
粒子フィルタB,C

の
耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第2高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 前処
理建屋塔槽類廃ガス処理
設備「第2高性能粒子フィ
ルタ」

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 － Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(3)第１,第２高性能
粒子フィルタB,C

の
耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第2高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 前処
理建屋塔槽類廃ガス処理
設備「第2高性能粒子フィ

ルタ」

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(2)第１,第２高性能
粒子フィルタＡ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 467



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(221/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

よう素フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 前処
理建屋塔槽類廃ガス処理
設備「よう素フィルタ」

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(9)よう素フィルタD

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

主配管(溶解槽Aセル排気
前置フィルタ

及びせん断
機・溶解槽A保守セル排気

前置フィルタ

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

Ⅳ-2-2-3-1-3-1
(5)溶解槽Aセル排気前置フィルタA

，
溶解槽Bセル排気前置フィルタA

，
せん断機･溶解槽A保守セル排気前置
フィルタA ，
せん断機･溶解槽B保守セル排気前置
フィルタA の耐震計算
書
(7)溶解槽Aセル排気前置フィルタE

，
溶解槽Bセル排気前置フィルタE

，
せん断機･溶解槽A保守セル排気前置
フィルタE ，
せん断機･溶解槽B保守セル排気前置
フィルタE の耐震計算
書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

よう素フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 前処
理建屋塔槽類廃ガス処理
設備「よう素フィルタ」

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(7)よう素フィルタ
Ａ の耐
震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

よう素フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 前処
理建屋塔槽類廃ガス処理
設備「よう素フィルタ」

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(8)よう素フィルタ
B,C

の耐震計
算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第1高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 前処
理建屋塔槽類廃ガス処理
設備「第1高性能粒子フィ

ルタ」

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(4)第１,第２高性能
粒子フィルタD

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第2高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 前処
理建屋塔槽類廃ガス処理
設備「第2高性能粒子フィ

ルタ」

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－2
－1
(4)第１,第２高性能
粒子フィルタD

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 468



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(222/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第2高性能粒子フィルタ 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(5)第1,第2高性能粒
子フィルタA

の耐震計
算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第1高性能粒子フィルタ 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(5)第1,第2高性能粒
子フィルタA

の耐震計
算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第1高性能粒子フィルタ 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(6)第1,第2高性能粒

子フィルタB～
E

の耐
震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

主配管(溶解槽Aセル排気
前置フィルタ

及びせん
断機・溶解槽A保守セル排
気前置フィルタ

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－3－1
(6)溶解槽Aセル排気前置フィル
タB～D ，
溶解槽Bセル排気前置フィルタB
～D ，
せん断機･溶解槽A保守セル排気
前置フィルタB～D

，
せん断機･溶解槽B保守セル排気
前置フィルタB～D

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

主配管(溶解槽Bセル排気
前置フィルタ

及びせん断
機・溶解槽B保守セル排気

前置フィルタ

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

Ⅳ-2-2-3-1-3-1
(5)溶解槽Aセル排気前置フィルタA

，
溶解槽Bセル排気前置フィルタA

，
せん断機･溶解槽A保守セル排気前置
フィルタA ，
せん断機･溶解槽B保守セル排気前置
フィルタA の耐震計算
書
(7)溶解槽Aセル排気前置フィルタE

，
溶解槽Bセル排気前置フィルタE

，
せん断機･溶解槽A保守セル排気前置
フィルタE ，
せん断機･溶解槽B保守セル排気前置
フィルタE の耐震計算
書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

主配管(溶解槽Aセル排気
前置フィルタ

及びせん
断機・溶解槽A保守セル排
気前置フィルタ

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ－2－2－3－1－3－1
(6)溶解槽Aセル排気前置フィル
タB～D ，
溶解槽Bセル排気前置フィルタB
～D ，
せん断機･溶解槽A保守セル排気
前置フィルタB～D

，
せん断機･溶解槽B保守セル排気
前置フィルタB～D

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 469



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(223/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第1高性能粒子フィルタ 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－2

(2)第1,第2高性能粒
子フィルタA～
D

の耐
震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

よう素フィルタ 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(9)よう素フィルタ
A,C

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

よう素フィルタ 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－1

(9)よう素フィルタ
B,D

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第2高性能粒子フィルタ 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－1
(6)第1,第2高性能粒

子フィルタB～
E

の耐
震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 470



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(224/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第1高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 塔槽類廃ガス処理系

（プルトニウム系）「第1
高性能粒子フィルタ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第1高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 塔槽類廃ガス処理系

（プルトニウム系）「第1
高性能粒子フィルタ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第2高性能粒子フィルタ 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
－1－2

(2)第1,第2高性能粒
子フィルタA～
D

の耐
震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第2高性能粒子フィルタ 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－2
(3)第1,第2高性能粒
子フィルタE

の耐震計算
書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第1高性能粒子フィルタ 支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－1－1

－1－2
(3)第1,第2高性能粒
子フィルタE

の耐震計算
書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 471



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(225/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

よう素フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 塔槽類廃ガス処理系
（プルトニウム系）「よ
う素フィルタ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

よう素フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 塔槽類廃ガス処理系
（プルトニウム系）「よ
う素フィルタ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第2高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 塔槽類廃ガス処理系

（プルトニウム系）「第2
高性能粒子フィルタ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第2高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 塔槽類廃ガス処理系

（プルトニウム系）「第2
高性能粒子フィルタ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第1高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 塔槽類廃ガス処理系

（プルトニウム系）「第1
高性能粒子フィルタ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第2高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 塔槽類廃ガス処理系

（プルトニウム系）「第2
高性能粒子フィルタ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 472



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(226/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第2高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 パルセータ廃ガス処理
系「第2高性能粒子フィル

タ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第2高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 パルセータ廃ガス処理
系「第2高性能粒子フィル

タ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第1高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 パルセータ廃ガス処理
系「第1高性能粒子フィル

タ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第1高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 パルセータ廃ガス処理
系「第1高性能粒子フィル

タ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

よう素フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 塔槽類廃ガス処理系
（プルトニウム系）「よ
う素フィルタ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「塔槽類廃ガス処理
系（プルトニウム

系）の耐震性に関す
る計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第1高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 パルセータ廃ガス処理
系「第1高性能粒子フィル

タ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 473



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(227/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第2高性能粒子フィルタ 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

よう素フィルタ 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第2高性能粒子フィルタ 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第1高性能粒子フィルタ 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第2高性能粒子フィルタ

放射性廃棄物の廃棄施設
気体廃棄物の廃棄施設 塔
槽類廃ガス処理設備 精製
建屋塔槽類廃ガス処理設
備 パルセータ廃ガス処理
系「第2高性能粒子フィル

タ」

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第7回設工認
添付書類

「パルセ－タ廃ガス
処理系の耐震性に関

する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第1高性能粒子フィルタ 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ガス処理系の耐震
性に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 474



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(228/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

110V非常用直流主分電盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「前処理建屋の電気
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「前処理建屋の電気
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用予備充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「前処理建屋の電気
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

よう素フィルタ 支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「不溶解残渣廃液廃
ガス処理系の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V第2非常用蓄電池 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「前処理建屋の電気
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 475



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(229/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

460V非常用コントロ－ル
センタ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「前処理建屋の電気
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用パワ－センタ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「前処理建屋の電気
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

6.9kV非常用メタクラ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「前処理建屋の電気
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 476



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(230/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

110V非常用直流主分電盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「分離建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「分離建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用予備充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「分離建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用無停電電源装
置

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「前処理建屋の電気
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V第2非常用蓄電池 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「分離建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 477



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(231/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

105V非常用無停電電源装
置

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「分離建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用計測交流電源
盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「精製建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用パワ－センタ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「分離建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用無停電交流主
分電盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「分離建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用コントロ－ル
センタ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「分離建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 478



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(232/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

460V非常用コントロ－ル
センタ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「精製建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用パワ－センタ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「精製建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用予備充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「精製建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用直流主分電盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「精製建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V第2非常用蓄電池 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「精製建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「精製建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 479



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(233/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

110V第2非常用蓄電池 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用計測交流主分
電盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用計測交流電源
盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用無停電交流主
分電盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「精製建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用無停電電源装
置

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「精製建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 480



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(234/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

6.9kV非常用メタクラ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用コントロ－ル
センタ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用予備充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用直流主分電盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 481



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(235/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

110V非常用充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第８回設工認申請
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合酸化物貯蔵
建屋の電気設備の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用予備充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第８回設工認申請
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合酸化物貯蔵
建屋の電気設備の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用無停電電源装
置

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V第2非常用蓄電池 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第８回設工認申請
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合酸化物貯蔵
建屋の電気設備の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用パワ－センタ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用無停電交流主
分電盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 482



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(236/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

105V非常用計測交流主分
電盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認申請

添付書類
「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用パワ－センタ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第８回設工認申請
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合酸化物貯蔵
建屋の電気設備の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用無停電電源装
置

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第８回設工認申請
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合酸化物貯蔵
建屋の電気設備の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用直流主分電盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第８回設工認申請
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合酸化物貯蔵
建屋の電気設備の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用コントロ－ル
センタ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第８回設工認申請
添付書類

「ウラン・プルトニ
ウム混合酸化物貯蔵
建屋の電気設備の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 483



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(237/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

110V非常用予備充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認申請

添付書類
「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用直流主分電盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認申請

添付書類
「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V第2非常用蓄電池 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認申請

添付書類
「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認申請

添付書類
「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用計測交流電源
盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認申請

添付書類
「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 484



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(238/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

110V第2非常用蓄電池 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用無停電交流主
分電盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認申請

添付書類
「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用無停電電源装
置

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認申請

添付書類
「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用コントロ－ル
センタ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認申請

添付書類
「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用パワ－センタ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認申請

添付書類
「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 485



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(239/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

110V非常用充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用予備充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用計測交流主分
電盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用計測交流電源
盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

220V第2非常用蓄電池 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 486



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(240/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

105V非常用無停電交流主
分電盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用コントロ－ル
センタ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用パワ－センタ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用直流主分電盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

6.9kV非常用メタクラ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 487



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(241/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

6.9kV非常用メタクラ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「非常用電源建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用予備充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「非常用電源建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用直流主分電盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「非常用電源建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V第2非常用蓄電池 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「非常用電源建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

110V非常用充電器盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「非常用電源建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

105V非常用無停電電源装
置

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「制御建屋の電気設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 488



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(242/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

よう素除去工程廃ｶﾞｽ加熱
器A制御盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

よう素除去工程C系統電源
切替盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

よう素除去工程排風機A制
御盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

非常用動力用変圧器 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「非常用電源建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

よう素除去工程安全系A制
御盤1

よう素除去工程安全系A制
御盤2

よう素除去工程安全系A制
御盤3

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

460V非常用コントロ－ル
センタ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「非常用電源建屋の
電気設備の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 489



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(243/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

溶解設備　安全系ANo.1計
装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

溶解設備　安全系ANo.9計
装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

溶解設備　安全系ANo.8計
装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

安全系制御盤
(せん断工程A系列安全系A

制御盤(計器盤1)，
せん断工程B系列安全系A

制御盤(計器盤2))

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

せん断工程A,B系列安全系
Aせん断停止系電源しゃ断

箱
支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

よう素除去工程ﾐｽﾄﾌｨﾙﾀ
A1,A2計器架台

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 490



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(244/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

清澄･計量設備安全系A制
御盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

溶解工程A,B系列安全系A
溶解槽放射線ﾚﾍﾞﾙ検出装

置制御盤
支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

清澄･計量設備安全系A計
装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

せん断工程A,B系列安全系
A制御盤(ﾘﾚｰ盤1)

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

安全圧縮空気系　安全系A
No.2計装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

安全系制御盤(2)
(溶解工程A系列安全系A制

御盤(計器盤3)，
溶解工程A系列･ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ工
程安全系A制御盤1(計器盤

4)，
溶解工程A系列･ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ工
程安全系A制御盤2(計器盤

5))

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 491



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(245/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

高ﾚﾍﾞﾙ廃液濃縮設備　安
全系A　No.2計器架台

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

建屋換気設備　安全系A制
御盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

高ﾚﾍﾞﾙ廃液濃縮設備　安
全系A　No.1計器架台

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ工程安全系A制御
盤1

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

塔槽類廃ｶﾞｽ処理設備安全
系A計器架台

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ工程安全系A制御
盤3

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 492



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(246/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

分離設備　安全系A　No.2
計装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

分離設備　分配設備　安
全系A計装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

分離設備　分離建屋一時
貯留処理設備　安全系A計

装ﾗｯｸ
支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

中性子ﾓﾆﾀ安全系A制御盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

中性子ﾓﾆﾀ安全系Aﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ
収納盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

安全系制御盤(分離･分配
工程安全系A制御盤1,2,3)

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 493



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(247/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

安全系制御盤(ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ精
製工程安全系A制御盤1～

3)
支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ｱﾙﾌｧﾓﾆﾀ安全系A制御盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第1ｱﾙﾌｧﾓﾆﾀ計器架台 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ精製設備　安全系
A　No.4　計装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ｱﾙﾌｧﾓﾆﾀ安全系A制御盤 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 494



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(248/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

建屋換気設備安全系A制御
盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ工程安全系A制御
盤(ﾘﾚｰ盤)

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ｱﾙﾌｧﾓﾆﾀE計器架台 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

塔槽類廃ｶﾞｽ処理系(ﾌﾟﾙﾄﾆ
ｳﾑ系)安全系A計装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ精製設備　安全系
A　No.1　計装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ精製設備　安全系
A　No.3　計装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第７回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 495



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(249/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

高ﾚﾍﾞﾙ廃液貯蔵･ｶﾞﾗｽ化工
程安全系B制御盤1,2

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第8回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ｶﾞｽ処理系の計測
制御系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

建屋換気設備安全系A制御
盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

建屋換気設備安全系A制御
盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第８回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ｳﾗﾝ･ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混合脱硝設備
安全系A制御盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

溶液系安全系A計装ﾗｯｸ 支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 496



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(250/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

高ﾚﾍﾞﾙ廃液ｶﾞﾗｽ固化建屋
換気設備 安全系A計装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第8回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の計測制御系の耐震
性に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

高ﾚﾍﾞﾙ廃液ｶﾞﾗｽ固化廃ｶﾞｽ
処理設備　高ﾚﾍﾞﾙ廃液ｶﾞﾗ
ｽ固化設備　安全系A計装

ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の計測制御系の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

高ﾚﾍﾞﾙ廃液ｶﾞﾗｽ固化廃ｶﾞｽ
処理設備安全系A No.3計

器架台
支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第8回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の計測制御系の耐
震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

高ﾚﾍﾞﾙ廃液貯蔵･ｶﾞﾗｽ固化
工程 安全系B制御盤(ﾘﾚｰ

盤1)
支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第8回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ｶﾞｽ処理系の計測
制御系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

塔槽類廃ｶﾞｽ処理設備　高
ﾚﾍﾞﾙ廃液ｶﾞﾗｽ固化設備

安全系A計装ﾗｯｸ
支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第8回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ｶﾞｽ処理系の計測
制御系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

高ﾚﾍﾞﾙ廃液貯蔵･ｶﾞﾗｽ化工
程 安全系B制御盤3,4,5)

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第8回設工認
添付書類

「高レベル濃縮廃液
廃ｶﾞｽ処理系の計測
制御系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 497



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(251/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

不溶解残渣廃液貯蔵系
安全系A　計装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第8回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の計測制
御系の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

高ﾚﾍﾞﾙ廃液ｶﾞﾗｽ固化設備
安全系A No.1計器架台

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第8回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の計測制
御系の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

高ﾚﾍﾞﾙ濃縮廃液貯蔵系
安全系A　計装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第8回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の計測制
御系の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

流下ﾉｽﾞﾙ高周波加熱安全
系Aしゃ断器盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第8回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の計測制
御系の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

高ﾚﾍﾞﾙ廃液ｶﾞﾗｽ固化設備
安全系A計装ﾗｯｸ

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第8回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の計測制
御系の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ｶﾞﾗｽ固化体重量計安全系A
変換器収納盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 － 第8回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の計測制
御系の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 498



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(252/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

前処理建屋安全系A監視制
御盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

放射線監視盤 取付ボルト ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －
第９回設工認申請

添付書類
「放射線監視設備の
耐震性に関する説明

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

精製建屋安全系A監視制御
盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ｳﾗﾝ･ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混合脱硝建屋
安全系A監視制御盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

分離建屋安全系A監視制御
盤

支持構造物(ボルト等) ○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －
第５回設工認申請

添付書類
「計測制御系統施設
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 499



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(253/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

－

応力
解析

応力
解析

－

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－1－
1－4(7)」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－ － － －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －
第９回設工認申請

添付書類
「放射線監視設備の
耐震性に関する説明

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

第7回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－6－1－
1－4(7)」

排気サンプリング設備
（主排気筒）

取付ボルト ○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －
第９回設工認申請

添付書類
「放射線監視設備の
耐震性に関する説明

書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

燃料油サービスタンク

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

主排気筒ガスモニタ 取付ボルト ○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 500



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(254/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－1－1
(1)溶解槽
A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－1－1
(1)溶解槽
A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

溶解槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－1－1
(1)溶解槽
A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 501



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(255/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
(3)溶解槽A,Bデミス
タ
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

主配管(溶解槽Aデミスタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
(3)溶解槽A,Bデミス
タ
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
(3)溶解槽A,Bデミス
タ
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

デミスタ

（応答解
析）
●

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
●

既設工認

○

既設工認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
－1
(4)デミスタ

の耐震計算
書

（解析手法）
応答解析，応力解析：

○
（解析モデル）

応答解析，応力解析：
○

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

（解析手法）
応答解析，応力解析：東海第二新
規制基準対応工認での共通適用例
のある解析手法。
（解析モデル）
応答解析，応力解析：東海第二新
規制基準対応工認での共通適用例
のある解析モデル。
(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応工認での
共通適用例のある動的地震力の組
合せ。

（解析手法）
（解析モデル）
東海第二 　使用済
み燃料貯蔵ラック
を参照
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
●

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
●

既設工認

○

既設工認

●

既設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
－1
(4)デミスタ

の耐震計算
書

（解析手法）
応答解析，応力解析：

○
（解析モデル）

応答解析，応力解析：
○

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

（解析手法）
応答解析，応力解析：東海第二新
規制基準対応工認での共通適用例
のある解析手法。
（解析モデル）
応答解析，応力解析：東海第二新
規制基準対応工認での共通適用例
のある解析モデル。
(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応工認での
共通適用例のある動的地震力の組
合せ。

（解析手法）
（解析モデル）
東海第二 　使用済
み燃料貯蔵ラック
を参照
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
●

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
●

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
－1
(4)デミスタ

の耐震計算
書

（解析手法）
応答解析，応力解析：

○
（解析モデル）

応答解析，応力解析：
○

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

（解析手法）
応答解析，応力解析：東海第二新
規制基準対応工認での共通適用例
のある解析手法。
（解析モデル）
応答解析，応力解析：東海第二新
規制基準対応工認での共通適用例
のある解析モデル。
(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応工認での
共通適用例のある動的地震力の組
合せ。

（解析手法）
（解析モデル）
東海第二 　使用済
み燃料貯蔵ラック
を参照
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 502



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(256/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
(3)溶解槽A,Bデミス
タ
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
(3)溶解槽A,Bデミス
タ
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

主配管(溶解槽Bデミスタ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－3－1－1
(3)溶解槽A,Bデミス
タ
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 503



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(257/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

○

既設工認

●

既設工認 Ⅳ－2－2－1－1－1
(3)第1よう素追出し
槽A,B

及び第2よう素
追出し槽
A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第2よう素追出し槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認 Ⅳ－2－2－1－1－1
(3)第1よう素追出し
槽A,B

及び第2よう素
追出し槽
A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認 Ⅳ－2－2－1－1－1
(3)第1よう素追出し
槽A,B

及び第2よう素
追出し槽
A,B(
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

第1よう素追出し槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認 Ⅳ－2－2－1－1－1
(3)第1よう素追出し
槽A,B

及び第2よう素
追出し槽
A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認 Ⅳ－2－2－1－1－1
(3)第1よう素追出し
槽A,B

及び第2よう素
追出し槽
A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認 Ⅳ－2－2－1－1－1
(3)第1よう素追出し
槽A,B

及び第2よう素
追出し槽
A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 504



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(258/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(4)清澄機

A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(4)清澄機

A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

容器

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト等)

Ⅳ－2－2－1－1－1
(7)ハル洗浄槽
A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

Ⅳ－2－2－1－1－1
(7)ハル洗浄槽
A,B
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

ハル洗浄槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

容器

支持構造物(ボルト以外)

清澄機

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(4)清澄機

A,B
の耐震計算書

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 505



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(259/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
●

既設工認

●

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(11)計量前中間貯槽
A,B

の耐震計算書

（解析モデル）
応答解析：○
(減衰定数)

○
(その他)

動的地震力の組合せ：
○

（解析モデル）
応答解析，応力解析：東
海第二新規制基準対応工
認での共通適用例のある
解析モデル。
(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

（解析モデル）
(減衰定数)
東海第二 　使用済
み燃料貯蔵ラック
を参照
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

×
（剛な設備に対して
の適用実績あり）

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(11)計量前中間貯槽
A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

●

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(11)計量前中間貯槽
A,B

の耐震計算書

(減衰定数)
○

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(減衰定数)
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る減衰定数
(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

(減衰定数)
東海第二　使用済
み燃料貯蔵ラック
を参照
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

×
（剛な設備に対して
の適用実績あり）

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

計量前中間貯槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(11)計量前中間貯槽
A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(11)計量前中間貯槽
A,B

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

冷却コイル

支持構造物（ボルト以外）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 506



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(260/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
●

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(15)計量後中間貯槽

の耐震
計算書

（解析モデル）
応答解析：○
(その他)

動的地震力の組合せ：
○

（解析モデル）
応答解析，応力解析：東
海第二新規制基準対応工
認での共通適用例のある
解析モデル。
(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

（解析モデル）
東海第二 　使用済
み燃料貯蔵ラック
を参照
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(15)計量後中間貯槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(15)計量後中間貯槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

計量後中間貯槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(15)計量後中間貯槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(15)計量後中間貯槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

冷却コイル

支持構造物（ボルト以外）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 507



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(261/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
●

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(17)計量補助槽

の耐震
計算書

（解析モデル）
応答解析：○
(その他)

動的地震力の組合せ：
○

（解析モデル）
応答解析，応力解析：東
海第二新規制基準対応工
認での共通適用例のある
解析モデル。
(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

（解析モデル）
東海第二 　使用済
み燃料貯蔵ラック
を参照
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(17)計量補助槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(17)計量補助槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

計量補助槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(17)計量補助槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(17)計量補助槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

容器

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

冷却コイル

支持構造物（ボルト以外）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 508



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(262/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(3)溶解液供給槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(3)溶解液供給槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(3)溶解液供給槽

の耐震
計算書

－ － － －溶解液供給槽

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 509



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(263/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(3)溶解液供給槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(3)溶解液供給槽

の耐震
計算書

溶解液供給槽
（つづき）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 510



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(264/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(33)抽出廃液受槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(33)抽出廃液受槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(33)抽出廃液受槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

抽出廃液受槽

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 511



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(265/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(33)抽出廃液受槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(33)抽出廃液受槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

抽出廃液受槽
（つづき）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 512



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(266/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(14)第3一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(14)第3一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(14)第3一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(14)第3一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(14)第3一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

第4一時貯留処理槽

第4一時貯留処理槽
（つづき）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 513



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(267/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(10)第3一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(10)第3一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(10)第3一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(10)第3一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(10)第3一時貯留処
理槽 の

耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

第3一時貯留処理槽

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 514



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(268/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(16)計量・調整槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
●

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(16)計量・調整槽

の耐震
計算書

（解析モデル）
応答解析：○
(その他)

動的地震力の組合せ：
○

（解析モデル）
応答解析，応力解析：東
海第二新規制基準対応工
認での共通適用例のある
解析モデル。
(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

（解析モデル）
東海第二 　使用済
み燃料貯蔵ラック
を参照
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

計量・調整槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(16)計量・調整槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(16)計量・調整槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

Ⅳ－2－2－1－2－2
(16)計量・調整槽

の耐震
計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照

支持構造物（ボルト以外）

支持構造物（ボルト等）

冷却コイル

支持構造物（ボルト以外）

容器

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 515



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(269/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(1)溶解液中間貯槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(1)溶解液中間貯槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

溶解液中間貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(1)溶解液中間貯槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(1)溶解液中間貯槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(1)溶解液中間貯槽

の耐震
計算書

－ － － －

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 516



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(270/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(34)抽出廃液中間貯
槽 の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(34)抽出廃液中間貯
槽 の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

抽出廃液中間貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(34)抽出廃液中間貯
槽 の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(34)抽出廃液中間貯
槽 の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(34)抽出廃液中間貯
槽 の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 517



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(271/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(35)抽出廃液供給貯
槽A の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(35)抽出廃液供給貯
槽A の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

抽出廃液供給槽A

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(35)抽出廃液供給貯
槽A の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(35)抽出廃液供給貯
槽A の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(35)抽出廃液供給貯
槽A の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 518



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(272/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(36)抽出廃液供給貯
槽B の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(36)抽出廃液供給貯
槽B の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

抽出廃液供給槽B

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(36)抽出廃液供給貯
槽B の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(36)抽出廃液供給貯
槽B の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(36)抽出廃液供給貯
槽B の耐

震計算書

－ － － －

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 519



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(273/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

冷却コイル

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1－1－1
(1)高レベル廃液

供給槽A(
の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－1

(1)高レベル廃液
供給槽B(

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

高レベル廃液供給槽A

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1－1－1
(1)高レベル廃液

供給槽A
の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－1

(1)高レベル廃液
供給槽B

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1－1－1
(1)高レベル廃液

供給槽A(
の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－1

(1)高レベル廃液
供給槽B(

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1－1－1
(1)高レベル廃液

供給槽A(
の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－1

(1)高レベル廃液
供給槽B(

の耐震計算書

－ － － －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 520



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(274/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

冷却コイル

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1－1－1
(1)高レベル廃液

供給槽A(
の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－1

(1)高レベル廃液
供給槽B(

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1－1－1
(1)高レベル廃液

供給槽A(
の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－1

(1)高レベル廃液
供給槽B(

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1－1－1
(1)高レベル廃液

供給槽A(
の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－1

(1)高レベル廃液
供給槽B(

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

高レベル廃液供給槽B

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1－1－1
(1)高レベル廃液

供給槽A(
の耐震計算書

第6回設工認
Ⅳ－2－3－1－1－1－1－1

(1)高レベル廃液
供給槽B(

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 521



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(275/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認

高レベル廃液混合槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 522



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(276/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

供給液槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 523



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(277/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

供給槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 524



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(278/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

廃ガス洗浄器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化廃ガス処理設
備の耐震性に関する

計算書」

－ － － －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 525



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(279/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第1高レベル濃縮廃液貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 526



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(280/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第2高レベル濃縮廃液貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 527



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(281/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第1高レベル濃縮廃液一時
貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 528



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(282/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第2高レベル濃縮廃液一時
貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 529



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(283/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

高レベル廃液共用貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

第6回設工認申請
添付書類

「高レベル濃縮廃液
貯蔵系の耐震性に係

る計算書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 530



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(284/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(8)抽出塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

－

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(8)抽出塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(8)抽出塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

抽出塔

今回設工
認

－

パルスレグ

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(8)抽出塔

の耐震計算書

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 531



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(285/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

－

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ －

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(固定金具)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆ほう素入りコンクリー

ト)(支持棒)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

抽出塔
（つづき）

－ － －

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆ほう素入りコンクリー

ト)(支持パイプ)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － －

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(取付ボル

ト)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認 既設工認

○

既設工認

○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 532



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(286/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(取付ボル

ト)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ －

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－4

再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

ほう素入りコンクリート被覆
材補強リング

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

抽出塔
（つづき）

－

ほう素入りコンクリートシャ
フト部被覆材

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(固定金具)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

ほう素入りコンクリートシャ
フト部緩衝材

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 533



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(287/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

パルスレグ

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(16)第1洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(16)第1洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(16)第1洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(16)第1洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

第1洗浄塔

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 534



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(288/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

ほう素入りコンクリート被覆
材補強リング

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(固定金具)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(取付ボル

ト)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆ほう素入りコンクリー

ト)(支持パイプ)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆ほう素入りコンクリー

ト)(支持棒)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第1洗浄塔
（つづき）

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 535



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(289/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－4

再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－4

再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(固定金具)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認 －

ほう素入りコンクリートシャ
フト部被覆材

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

○

既設工認

○

既設工認 －

第1洗浄塔
（つづき）

ほう素入りコンクリートシャ
フト部緩衝材

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(取付ボル

ト)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 536



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(290/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(27)TBP洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

パルスレグ

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(27)TBP洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

TBP洗浄塔

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(27)TBP洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(27)TBP洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 537



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(291/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第2洗浄塔

今回設工
認

－

パルスレグ

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(22)第2洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(22)第2洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(22)第2洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(22)第2洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 538



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(292/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第2洗浄塔
（つづき）

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(固定金具)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(取付ボル

ト)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆ほう素入りコンクリー

ト)(支持パイプ)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆ほう素入りコンクリー

ト)(支持棒)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

× － － －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 539



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(293/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第2洗浄塔
（つづき）

ほう素入りコンクリートシャ
フト部緩衝材

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

ほう素入りコンクリート被覆
材補強リング

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

ほう素入りコンクリートシャ
フト部被覆材

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 540



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(294/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム分配塔

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(1)プルトニウム分
配塔
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(1)プルトニウム分
配塔
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(1)プルトニウム分
配塔
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 541



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(295/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム分配塔
（つづき）

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆ほう素入りコンクリー

ト)(支持棒)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(固定金具)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)(取付ボル

ト)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

パルスレグ

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(1)プルトニウム分
配塔
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 542



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(296/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム分配塔
（つづき）

ほう素入りコンクリート被覆
材補強リング

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

ほう素入りコンクリートシャ
フト部緩衝材

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 543



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(297/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

抽出塔流量計測ポットA/
抽出塔エアリフトポンプA

バッファチュ－ブ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(9)抽出塔流量計測
ポットA/抽出塔エア
リフトポンプAバッ
ファチュ－ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(9)抽出塔流量計測
ポットA/抽出塔エア
リフトポンプAバッ
ファチュ－ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(9)抽出塔流量計測
ポットA/抽出塔エア
リフトポンプAバッ
ファチュ－ブ

の耐震計算書

－ － － －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 544



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(298/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(17)第1洗浄塔流量
計測ポットA/第1洗
浄塔エアリフトポン
プAバッファチュ－

ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第1洗浄塔流量計測ポット
A/第１洗浄塔エアリフト
ポンプAバッファチュ－ブ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(17)第1洗浄塔流量
計測ポットA/第1洗
浄塔エアリフトポン
プAバッファチュ－

ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(17)第1洗浄塔流量
計測ポットA/第1洗
浄塔エアリフトポン
プAバッファチュ－

ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 545



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(299/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(28)TBP洗浄塔エア

リフトポンプA
バッファチュ－ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

TBP洗浄塔エアリフトポン
プAバッファチュ－ブ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(28)TBP洗浄塔エア

リフトポンプA
バッファチュ－ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－1
(28)TBP洗浄塔エア

リフトポンプA
バッファチュ－ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 546



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(300/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(17)第2洗浄塔流量
計測ポットA/第2洗
浄塔エアリフトポン
プAバッファチュ－

ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第2洗浄塔流量計測ポット
A/第2洗浄塔エアリフトポ
ンプAバッファチュ－ブ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(17)第2洗浄塔流量
計測ポットA/第2洗
浄塔エアリフトポン
プAバッファチュ－

ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－1
(17)第2洗浄塔流量
計測ポットA/第2洗
浄塔エアリフトポン
プAバッファチュ－

ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 547



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(301/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(6)ウラン洗浄塔流
量計測ポットA/ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプAバッファ
チュ－ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

ウラン洗浄塔流量計測
ポットA/ウラン洗浄搭エ
アリフトポンプAバッファ

チュ－ブ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(6)ウラン洗浄塔流
量計測ポットA/ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプAバッファ
チュ－ブ

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(6)ウラン洗浄塔流
量計測ポットA/ウラ
ン洗浄塔エアリフト
ポンプAバッファ
チュ－ブ

の耐震計算書

－ －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 548



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(302/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

ウラン洗浄塔

パルスレグ

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(5)ウラン洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(5)ウラン洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(5)ウラン洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(5)ウラン洗浄塔

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 549



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(303/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

ウラン洗浄塔
（つづき）

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)

(固定金具)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆ほう素入りコンクリー

ト)

(応答解
析)
－

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
－

(応力解
析)
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

中性子吸収材固定部(ステンレ
ス被覆カドミウム)

(取付ボルト)

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－4
再処理設備本体の地
震時の臨界安全性の

評価

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 550



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(304/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(11)プルトニウム洗
浄器
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

－ － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(9)プルトニウム溶
液TBP洗浄器

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

プルトニウム洗浄器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(11)プルトニウム洗
浄器
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

プルトニウム溶液TBP洗浄
器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(9)プルトニウム溶
液TBP洗浄器

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(9)プルトニウム溶
液TBP洗浄器

の耐震計算書

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 551



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(305/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

TBP洗浄器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

第1洗浄器

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

●

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－3－1
－1－1(1)

第1洗浄器

の耐震計算書

(減衰定数)
○

(減衰定数)
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る減衰定数

(減衰定数)
東海第二　残留熱
除去系熱交換器を

参照

×
（当該機器は東海第
二と同様の溶接構造
物であるため運用可

能）
今回設工

認
今回設工

認
今回設工

認
今回設工

認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

●

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－3－1
－1－1(1)

第1洗浄器

の耐震計算書

(減衰定数)
○

(減衰定数)
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る減衰定数

(減衰定数)
東海第二　残留熱
除去系熱交換器を

参照

×
（当該機器は東海第
二と同様の溶接構造
物であるため運用可

能）
今回設工

認
今回設工

認
今回設工

認
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 552



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(306/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－2
(12)ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ溶液受

槽

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(12)ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ溶液受

槽

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

プルトニウム溶液受槽

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(12)ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ溶液受

槽

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(12)ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ溶液受

槽

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 553



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(307/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(13)ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ溶液受

槽

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

プルトニウム溶液中間貯
槽

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(13)ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ溶液受

槽

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(13)ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ溶液受

槽

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－2
(13)ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ溶液受

槽

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 554



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(308/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(2)第1一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

冷却コイル

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(2)第1一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第6回設工認
Ⅳ－2－2－2－1－3
(2)第1一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(2)第1一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第1一時貯留処理槽

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(2)第1一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 555



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(309/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(4)第7一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

冷却コイル

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(4)第7一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第7一時貯留処理槽

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(4)第7一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(4)第7一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(4)第7一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 556



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(310/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(6)第8一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

冷却コイル

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(6)第8一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第8一時貯留処理槽

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(6)第8一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(6)第8一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(6)第8一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 557



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(311/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(8)第2一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第2一時貯留処理槽

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(8)第2一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(8)第2一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(8)第2一時貯留処理

槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 558



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(312/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第4一時貯留処理槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認 既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認 既設工認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認 既設工認

今回設工
認

－

既設工認 －

○

第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

－

－

既設工認 －

○

第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

－

－

既設工認 －

○

第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

－
今回設工

認
今回設工

認

－
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(16)第5一時貯留処
理槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト等）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(16)第5一時貯留処
理槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

第5一時貯留処理槽

容器

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第6回設工認

Ⅳ－2－2－2－1－3
(16)第5一時貯留処
理槽
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物（ボルト以外）

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 559



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(313/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

プルトニウム溶液供給槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 560



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(314/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第１一時貯留処理槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 561



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(315/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第2一時貯留処理槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 562



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(316/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第3一時貯留処理槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留
処理設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 563



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(317/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

プルトニウム溶液受槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 564



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(318/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

油水分離槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 565



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(319/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

プルトニウム濃縮缶供給
槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 566



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(320/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

プルトニウム溶液一時貯
槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 567



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(321/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム濃縮液受槽

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 568



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(322/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

リサイクル槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 569



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(323/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

希釈槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 570



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(324/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

プルトニウム濃縮液一時
貯槽

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 571



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(325/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

プルトニウム濃縮液計量
槽

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 572



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(326/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム濃縮液中間
貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認

冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 573



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(327/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

補助油水分離槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

抽出塔流量計測ポット／
抽出塔流量計測ポット

バッファチューブ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 574



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(328/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

補助油水分離槽プライミ
ングポット

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

今回設工
認

今回設工
認

TBP洗浄器バッファチュー
ブ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

ウラン洗浄塔流量計測
ポットA／ウラン洗浄塔流
量計測ポットAバッファ

チューブ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

核分裂生成物洗浄塔流量
計測ポット／核分裂生成
物洗浄塔流量計測ポット

バッファチューブ

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 575



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(329/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

第2酸化塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第1脱ガス塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第1酸化塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 576



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(330/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム濃縮缶

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

第2脱ガス塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 577



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(331/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

パルスレグ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

核分裂生成物洗浄塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

パルスレグ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

抽出塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 578



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(332/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

パルスレグ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

ウラン洗浄塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

パルスレグ

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

逆抽出塔

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 579



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(333/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム濃縮液ポン
プAグローブボックス

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

缶体

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 580



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(334/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム濃縮液ポン
プAグローブボックス

(つづき)

スモールポート部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

給電端子部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

アクリルパネル部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

ラージポート部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 581



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(335/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム濃縮液ポン
プEグローブボックス

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

缶体

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

プルトニウム濃縮液弁グ
ローブボックス

缶体

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

－

○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 582



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(336/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム濃縮液ポン
プEグローブボックス

(つづき)

給電端子部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

ラージポート部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

スモールポート部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

アクリルパネル部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 583



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(337/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム濃縮液ポン
プDグローブボックス

ラージポート部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

スモールポート部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

缶体

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

アクリルパネル部

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 584



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(338/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム濃縮液ポン
プDグローブボックス

(つづき)

プルトニウム濃縮液ポン
プBグローブボックス

ラージポート部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

給電端子部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

缶体

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

アクリルパネル部

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 585



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(339/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

プルトニウム濃縮液ポン
プBグローブボックス

(つづき)

硝酸プルトニウム移送グ
ローブボックス

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－ －

既設工認 －

×

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

給電端子部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

スモールポート部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製
設備の耐震性に関す

る計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

缶体

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

ステンレスパネル部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 586



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(340/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

硝酸プルトニウム移送グ
ローブボックス

(つづき)

一時貯槽第1グローブボッ
クス

給電端子部

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× －

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－ －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － －

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

缶体

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

ラージポート部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － －

今回設工
認

－

スモールポート部

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 587



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(341/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

一時貯槽第1グローブボッ
クス

(つづき)

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

× －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

× － － －

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

ステンレスパネル部

ラージポート部 － －

スモールポート部

給電端子部

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 588



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(342/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

－ － －

缶体

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

ステンレスパネル部

ラージポート部

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

一時貯槽第2グローブボッ
クス

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

×

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

○給電端子部

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 589



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(343/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

今回設工
認

－

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

硝酸プルトニウム貯槽

容器

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － －

カドミウム取付板

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

カドミウム支持部材

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

固定ボルト

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認 既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 590



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(344/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

今回設工
認

－

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

容器

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

カドミウム支持部材

固定ボルト

一時貯槽

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

カドミウム取付板

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 591



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(345/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書｝

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書｝

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に
関する計算書｝

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

混合槽

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

カドミウム取付板

カドミウム支持部材

固定ボルト

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 592



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(346/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－3－1－1
(12)よう素追出し塔
A,B

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

よう素追出し塔

(応答解
析)
○

(応力解
析)
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

Ⅳ－2－2－3－1－1
(12)よう素追出し塔
A,B

の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
第7回

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝酸化物
貯蔵設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

容器

支持構造物（ボルト）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
第7回

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝酸化物
貯蔵設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
第7回

添付書類
「ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝酸化物
貯蔵設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

ホール

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

貯蔵ホール

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 593



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(347/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

高レベル廃液濃縮缶A

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃
縮缶A
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃
縮缶A
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 第6回設工認
Ⅳ－2－2－3－2－1

－1－1
(5)高レベル廃液濃
縮缶A
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

セル内クーラ

伝熱管

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化建屋換気設備
の耐震性に関する計

算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 594



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(348/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

高レベル廃液濃縮缶A
(つづき)

高レベル廃液濃縮缶B

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

加熱・冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃

縮缶B
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

容器

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(4)高レベル廃液濃
縮缶B
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(4)高レベル廃液濃
縮缶B
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
－

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
－

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－3－1－1－1
－1－1

(4)高レベル廃液濃
縮缶B
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

加熱・冷却コイル

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃
縮缶A
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃
縮缶A
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 595



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(349/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

高レベル廃液濃縮缶B
(つづき)

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

ガラス溶融炉

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－
今回設工

認
－

支持構造物(ボルト等)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

－

既設工認 －

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

－ － － －

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認
第6回設工認

Ⅳ－2－2－3－2－1
－1－1

(5)高レベル廃液濃

縮缶B
の耐震計算書

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 596



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(350/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

既設工認 -

既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

既設工認 -

既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

既設工認 -

○

既設工認 －

既設工認 －

今回設工
認

－

既設工認 －

今回設工
認

－

既設工認 －

今回設工
認

－

高レベル廃液固化建屋の
貯蔵ピット（収納管/通風

管）
支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「ガラス固化体貯蔵
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第1ガラス固化体貯蔵建屋
東棟の第1貯蔵ピット～第
4貯蔵ピット(収納管/通風

管)

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認
第8回設工認
添付書類

「ガラス固化体貯蔵
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

高レベル廃液ガラス固化
建屋の貯蔵ピット（収納

管/通風管）
支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第7回設工認
添付書類

「ガラス固化体貯蔵
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

（その他）
評価部材の追加：〇

（その他）
評価部材の追加：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る評価部位。

評価部材の追加：
東海第二 新規制基
準対応工認での下
記についての耐震
計算書を参照。
･燃料取替機

・原子炉建屋ク
レーン

・使用済燃料乾式
貯蔵建屋天井ク

レーン
・チャンネル着脱

機

-

固化セル移送台車

フレーム ● ● － ●

第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

× - - -

転倒防止機構 ● ● － ●

第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラ
ス固化設備の耐震性
に関する計算書」

× - - -

レール ● ● － ●

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 597



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(351/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

-

－

今回設工
認

－

既設工認 既設工認

既設工認 －

今回設工
認

－

－

既設工認 －

今回設工
認

－

既設工認

既設工認 既設工認
応答
解析

-

応答
解析

応答
解析

-

支持構造物(ボルト等) ● ● － ●

第8回設工認
添付書類

「ガラス固化体貯蔵
設備の耐震性に関す

る計算書」

× - - -

トレンチ移送台車（ガラ
ス固化体の移送機構/遮蔽

容器）

フレーム ● ● － ●

第8回設工認
添付書類

「ガラス固化体貯蔵
設備の耐震性に関す

る計算書」

× - - -

転倒防止機構 ● ● － ●

第8回設工認
添付書類

「ガラス固化体貯蔵
設備の耐震性に関す

る計算書」

× - - -

レール ● ● － ●

第8回設工認
添付書類

「ガラス固化体貯蔵
設備の耐震性に関す

る計算書」

（その他）
評価部材の追加：〇

（その他）
評価部材の追加：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る評価部位。

評価部材の追加：
東海第二 新規制基
準対応工認での下
記についての耐震
計算書を参照。
･燃料取替機

・原子炉建屋ク
レーン

・使用済燃料乾式
貯蔵建屋天井ク

レーン
・チャンネル着脱

機

-

既設工認

既設工認

既設工認 既設工認 既設工認

既設工認 既設工認 既設工認

応答
解析

応答
解析

-

応答
解析

応答
解析

既設工認 －

今回設工
認

第1ガラス固化体貯蔵建屋
東棟の第1貯蔵ピット～第
4貯蔵ピット(収納管/通風

管)

支持構造物(ボルト以外)

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －
第8回設工認
添付書類

「ガラス固化体貯蔵
設備の耐震性に関す

る計算書」

－ － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 598



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(352/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

既設工認 既設工認 -

既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

既設工認 既設工認 -

既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

既設工認 既設工認 -

支持構造物(ボルト以外) ● ● ○ ●

西棟第2回設工認
添付書類

「設計及び工事の方
法の技術基準への適
合に関する説明書」

× - - -既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

既設工認 既設工認 -

第1ガラス固化体貯蔵建屋
床面走行クレーン(ガラス
固化体の移送機構/遮蔽容

器)

フレーム ● ● ○ ●

西棟第2回設工認
添付書類

「設計及び工事の方
法の技術基準への適
合に関する説明書」

× - - -

転倒防止機構 ● ● ○ ●

西棟第2回設工認
添付書類

「設計及び工事の方
法の技術基準への適
合に関する説明書」

× - - -

レール ● ● ● ●

西棟第2回設工認
添付書類

「設計及び工事の方
法の技術基準への適
合に関する説明書」

（その他）
評価部材の追加：〇

（その他）
評価部材の追加：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る評価部位。

評価部材の追加：
東海第二 新規制基
準対応工認での下
記についての耐震
計算書を参照。
･燃料取替機

・原子炉建屋ク
レーン

・使用済燃料乾式
貯蔵建屋天井ク

レーン
・チャンネル着脱

機

-

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 599



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(353/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

既設工認 既設工認 -

既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

既設工認 既設工認 -

既設工認
応答
解析

既設工認
応答
解析

既設工認 既設工認 -

－

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
2－1(3)」

（解析手法）
応答解析，応力解析：

○
（解析モデル）

応答解析，応力解析：
○

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

（解析手法）
応答解析，応力解析：東海第二新
規制基準対応工認での共通適用例
のある解析手法。
（解析モデル）
応答解析，応力解析：東海第二新
規制基準対応工認での共通適用例
のある解析モデル。
(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応工認での
共通適用例のある動的地震力の組
合せ。

(その他)
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照
自然事象による荷
重：
東海第二　主排気
筒を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

（その他）
評価部材の追加：〇

（その他）
評価部材の追加：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る評価部位。

評価部材の追加：
東海第二 新規制基
準対応工認での下
記についての耐震
計算書を参照。
･燃料取替機

・原子炉建屋ク
レーン

・使用済燃料乾式
貯蔵建屋天井ク

レーン
・チャンネル着脱

機

-

既設工認
応答
解析

既設工認

LPGボンベユニット

支持構造物（ボルト以外）

（応答解
析）
●

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
●

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 －

第5回設工認
添付書類
「Ⅳ－2－2－4－2－
2－1(3)」

（解析手法）
応答解析，応力解析：

○
（解析モデル）

応答解析，応力解析：
○

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

（解析手法）
応答解析，応力解析：東海第二新
規制基準対応工認での共通適用例
のある解析手法。
（解析モデル）
応答解析，応力解析：東海第二新
規制基準対応工認での共通適用例
のある解析モデル。
(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応工認での
共通適用例のある動的地震力の組
合せ。

(その他)
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照
自然事象による荷
重：
東海第二　主排気
筒を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

支持構造物（ボルト等）

（応答解
析）
●

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

第1ガラス固化体貯蔵建屋
床面走行クレーン(ガラス
固化体の移送機構/遮蔽容

器)
（つづき）

支持構造物(ボルト等) ● ● ○ ●

西棟第2回設工認
添付書類

「設計及び工事の方
法の技術基準への適
合に関する説明書」

× - - -

吊具(ワイヤロープ等) ● ● ● ●

西棟第2回設工認
添付書類

「設計及び工事の方
法の技術基準への適
合に関する説明書」

（その他）
評価部材の追加：〇

（その他）
評価部材の追加：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る評価部位。

評価部材の追加：
東海第二 新規制基
準対応工認での下
記についての耐震
計算書を参照。
･燃料取替機

・原子炉建屋ク
レーン

・使用済燃料乾式
貯蔵建屋天井ク

レーン
・チャンネル着脱

機

-

吊具(先端金具) ● ● ● ●

西棟第2回設工認
添付書類

「設計及び工事の方
法の技術基準への適
合に関する説明書」

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 600



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(354/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

冷却塔

第7回設工認
添付書類

「冷却塔Ａ，Ｂの耐
震性に関する計算

書」

（その他）
動的地震力の組合せ：

○
自然事象による荷重：

○

（その他）
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。
自然事象による荷重：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る自然現象による荷重。

(その他)
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照
自然事象による荷
重：
東海第二　主排気
筒を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

伝熱管 ○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「冷却塔Ａ，Ｂの耐
震性に関する計算

書」

（その他）
動的地震力の組合せ：

○
自然事象による荷重：

○

（その他）
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。
自然事象による荷重：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る自然現象による荷重。

(その他)
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照
自然事象による荷
重：
東海第二　主排気
筒を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト以外） ○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

○

既設工認

●

既設工認
第6回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

（その他）
自然事象による荷重：

○

（その他）
自然事象による荷重：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る自然現象による荷重。

(その他)
自然事象による荷
重：
東海第二　主排気
筒を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト等） ○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認
第6回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

（その他）
自然事象による荷重：

○

（その他）
自然事象による荷重：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る自然現象による荷重。

(その他)
自然事象による荷
重：
東海第二　主排気
筒を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

安全冷却水冷却塔

伝熱管 ○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認
第6回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

（その他）
動的地震力の組合せ：

○
自然事象による荷重：

○

（その他）
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。
自然事象による荷重：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る自然現象による荷重。

(その他)
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照
自然事象による荷
重：
東海第二　主排気
筒を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト以外） ○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認
第6回設工認
添付書類

「安全冷却水系の耐
震性に関する計算

書」

（その他）
動的地震力の組合せ：

○
自然事象による荷重：

○

（その他）
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。
自然事象による荷重：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る自然現象による荷重。

(その他)
動的地震力の組合
せ：
東海第二 原子炉再
循環系配管を参照
自然事象による荷
重：
東海第二　主排気
筒を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト等） ○

既設工認

○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 601



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(355/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

廃ガス加熱器
～第１高性能粒子フィル

タ
配管

（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

標準支持間隔

ダクト
（標準支持間隔）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類Ⅳ－1－2－
11

「ダクトの耐震支持
方針」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　中央制
御室換気系ダクト
を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

ダクト支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

標準支持間隔

配管
（標準支持間隔）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類Ⅳ－1－2－
8

「配管の耐震支持方
針」

（減衰定数）
○

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

（減衰定数）
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例があ
る減衰定数。
(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

○

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

冷却塔
(つづき)

支持構造物（ボルト等） ○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「冷却塔Ａ，Ｂの耐
震性に関する計算

書」

（その他）
自然事象による荷重：

○

（その他）
自然事象による荷重：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る自然現象による荷重。

(その他)
自然事象による荷
重：
東海第二　主排気
筒を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

支持構造物（ボルト等） ○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認
第7回設工認
添付書類

「冷却塔Ａ，Ｂの耐
震性に関する計算

書」

（その他）
自然事象による荷重：

○

（その他）
自然事象による荷重：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る自然現象による荷重。

(その他)
自然事象による荷
重：
東海第二　主排気
筒を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 602



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(356/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

よう素フィルタ
弁

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

よう素フィルタ第1，第2加熱器
～よう素フィ

ルタ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認 （応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第2よう素フィルタ
第２高性能粒

子フィルタ
配管

（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第２高性能粒子フィルタ
～排風機

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第２高性能粒子フィルタ
～排風機

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第１よう素フィルタ
～第２よう素

フィルタ
配管

（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第１高性能粒子フィルタ
(1142-F22)～第１よう素
フィルタ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第１よう素フィルタ
( ) ～第２よう素

フィルタ( )
配管

（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 603



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(357/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認

－ － － －

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

よう素フィルタ第2加熱器
～よう素フィ

ルタ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

よう素フィルタ第1加熱器
～よう素フィ

ルタ第2加熱器

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

今回設工
認

よう素フィルタ
排風機

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

よう素フィルタ第1加熱器
～よう素フィ

ルタ第2加熱器

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

よう素フィルタ第2加熱器
～よう素フィ

ルタ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 604



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(358/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認

－ － － －

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

加熱器 ～よ
う素フィルタ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

ガラス溶融炉
廃ガス洗浄器

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

今回設工
認

よう素フィルタ
弁

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

高レベル廃液濃縮缶
～

第１エジェクタ

第１エジェクタ ～
第２エジェクタ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 605



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(359/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

既設工認

－ － － －

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

デミスタ ～第
1,第2高性能粒子フィルタ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第1,第2加熱器
よう素フィル

タ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

よう素フィルタ
第2高性能粒子フィ

ルタ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

今回設工
認

よう素フィルタ
第2高性能粒子フィ

ルタ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

加熱器 ～よ
う素フィル

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 606



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(360/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

よう素フィルタ
弁

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

供給槽 ～ガラ
ス溶融炉

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

デミスタ ～第
1,第2高性能粒子フィルタ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

第1，第2加熱器
よう素フィル

タ

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

よう素フィルタ
排風機

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 607



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(361/361) 別紙２－２ 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価) 再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容
○：同じ
●：異な
る
－：該当
なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

供給槽 ～ガラ
ス溶融炉

配管
（多質点解析）

（応答解
析）
○

（応力解
析）
○

既設工認
（応答解

析）
○

（応力解
析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

添付書類「配管の耐
震計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

東海第二　主蒸気
系配管を参照

－

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－ － － － －

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

今回設工
認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法 608



波及的影響の設計対象施設(1/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト以外）

第5一時貯留処理槽

容器

（応答解析）
○

（応力解析）
○

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照 －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

容器

今回設工認 －

－

既設工認 －

Ⅳ-2-2-2-1-1-1
(1)極低レベル廃ガス洗浄塔

の耐震計算書
－ －

既設工認 －

Ⅳ-2-2-2-1-1-1
(1)極低レベル廃ガス洗浄塔

の耐震計算書
－ －

既設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

〇

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

今回設工認 今回設工認 今回設工認

－ －

既設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

〇

既設工認

極低レベル廃ガス洗浄塔

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

－ －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

－

既設工認 －

Ⅳ-2-2-2-1-1-1
(1)極低レベル廃ガス洗浄塔

の耐震計算書
－ －

既設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

〇

既設工認

－ －

既設工認

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 － 今回設工認

〇

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留処理設備の耐震
性に関する計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既設工認

－

既設工認 －

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 － 今回設工認

〇

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留処理設備の耐震
性に関する計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既設工認

－

既設工認 －

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

今回設工認

〇

既設工認
第6回設工認
添付書類

「精製建屋一時貯留処理設備の耐震
性に関する計算書」

(その他)
動的地震力の組合せ：

○

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

既設工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既設工認

－

既設工認 －

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法

609



波及的影響の設計対象施設(2/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

―

応力
解析

応力
解析

―

応答
解析

応答
解析

―

応力
解析

応力
解析

―

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 -

既設工認 既設工認 既設工認 既設工認 -

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 -

既設工認 既設工認 既設工認 既設工認 -

評価部材の追加：
東海第二 新規制基準対応工認での下記

についての耐震計算書を参照。
･燃料取替機

・原子炉建屋クレーン
・使用済燃料乾式貯蔵建屋天井クレー

ン
・チャンネル着脱機

-

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

―

既設工認

－

既設工認

○

既設工認 －

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混合脱硝系
の耐震性に関する計算書」

× － － －

既設工認

●

既設工認

●

既設工認

第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラス固化設備の耐
震性に関する計算書」

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

脱硝装置昇降機

吊具(先端金具) ●
（その他）

評価部材の追加：〇

（その他）
評価部材の追加：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る評価部位。

●

既設工認

第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラス固化設備の耐
震性に関する計算書」

○

既設工認 -
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラス固化設備の耐
震性に関する計算書」

- -

第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラス固化設備の耐
震性に関する計算書」

- - - -

今回設工認 今回設工認 今回設工認 -

支持構造物(ボルト等)
(ジブ取付ボルト)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

○

既設工認 -
第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラス固化設備の耐
震性に関する計算書」

- -

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 -

ガラス固化体取扱ジブクレー
ン

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既設工認

○

今回設工認

既設工認

○

既設工認 -

●

既設工認
（その他）

評価部材の追加：
東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る評価部位。

評価部材の追加：
東海第二 新規制基準対応工認での下記

についての耐震計算書を参照。
･燃料取替機

・原子炉建屋クレーン
・使用済燃料乾式貯蔵建屋天井クレー

ン
・チャンネル着脱機

-

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

支持構造物(ボルト等)
(クレーン取付ボルト)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 -

吊具(ワイヤロープ等) ●

既設工認

●

既設工認

●

既設工認

（その他）
評価部材の追加：〇

冷却空気出口ルーバ 支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

（応答解析）
○

（応力解析）
○

○ 〇

第6回設工認
添付書類

「設計及び工事の方法の技術基準への
適合に関する説明書」

添付-2
「分離建屋，精製建屋及び高レベル廃
液ガラス固化建屋のAs，Aクラス機器へ

の波及的影響評価について」

冷却空気出口ルーバ 支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

（応答解析）
○

（応力解析）
○

○ 〇

第6回設工認
添付書類

「設計及び工事の方法の技術基準へ
の適合に関する説明書」

添付－2
「分離建屋，精製建屋及び高レベル
廃液ガラス固化建屋のAs，Aクラス機
器への波及的影響評価について」

－ － － －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(3/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

今回設工認

第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

パルスレグ

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

－

既設工認 －

〇

既設工認

TBP洗浄塔

容器

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

－

既設工認 －

〇

既設工認

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

－

既設工認 －

〇

既設工認

第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 － 今回設工認

第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製設備の耐震性に
関する計算書」

× － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 － 今回設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(4/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

× － － －

今回設工認 今回設工認

プルトニウム濃縮液ポンプCグ
ローブボックス

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

○

既設工認

〇

既設工認

第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製設備の耐震性に
関する計算書」

今回設工認 今回設工認

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

○

既設工認

〇

既設工認

第6回設工認
添付書類

「プルトニウム精製設備の耐震性に
関する計算書」

－ － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

×

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(5/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

－ －

今回設工認

○

既設工認
第７回

添付書類
「溶液系の耐震性に関する計算書」

× － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

－

（応答解析）
○

（応力解析）
○

今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
第７回

添付書類
「溶液系の耐震性に関する計算書」

×

今回設工認 －

既設工認

第７回
添付書類

「溶液系の耐震性に関する計算書」
× － － －

今回設工認 今回設工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

○

既設工認

定量ポットグローブボックスA

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －

－

既設工認 －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

既設工認

－

既設工認 －
第８回

添付書類
「ウラン・プルトニウム混合脱硝系

の耐震性に関する計算書」

× － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
●

（応力解析）
○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
第７回

添付書類
「溶液系の耐震性に関する計算書」

× － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認

定量ポットグローブボックスB

脱硝装置グローブボックス

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 －
第８回

添付書類
「ウラン・プルトニウム混合脱硝系

の耐震性に関する計算書」

× － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

○

既設工認

○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(6/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

廃ガス処理第3グローブボック
ス

脱硝廃ガス処理グローブボッ
クス

廃ガス処理第1グローブボック
ス

廃ガス処理第2グローブボック
ス

既設工認 既設工認 既設工認 既設工認 －
（応答解析）

○
（応力解析）

○

（応答解析）
●

（応力解析）
○

○ －

第８回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混合脱硝建
屋塔槽類廃ガス処理設備の耐震性に

関する計算書」

× - - -

今回設工認

今回設工認 今回設工認 －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混合脱硝建
屋塔槽類廃ガス処理設備の耐震性に

関する計算書」今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
●

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

○

既設工認

－

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混合脱硝建
屋塔槽類廃ガス処理設備の耐震性に

関する計算書」

× - - -

× - - -

既設工認

-

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

○

既設工認

－

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混合脱硝建
屋塔槽類廃ガス処理設備の耐震性に

関する計算書」

× - - -

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混合脱硝建
屋塔槽類廃ガス処理設備の耐震性に

関する計算書」

× - - -

今回設工認 今回設工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混合脱硝建
屋塔槽類廃ガス処理設備の耐震性に

関する計算書」

× － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

○

既設工認 既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混合脱硝建
屋塔槽類廃ガス処理設備の耐震性に

関する計算書」

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

－

既設工認 － 第８回
添付書類

「ウラン・プルトニウム混合脱硝建
屋塔槽類廃ガス処理設備の耐震性に

関する計算書」

× － －

－

× - -

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(7/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

フレーム

転倒防止機構

レール

転倒防止機構

既設工認 －

Ⅳ-2-2-1-1-1
(1)燃料横転クレーンA,B

の耐震計算書
〇

(解析手法)
(解析モデル)
(減衰定数)

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る解析手法。

(解析手法)
(解析モデル)
(減衰定数)

東海第二 原子炉建屋クレーンを参照－

〇

今回設工認 今回設工認 －

〇

既設工認

－

既設工認 －

フレーム

Ⅳ-2-2-1-1-1
(1)燃料横転クレーンA,B

の耐震計算書
－

レール

吊具(ワイヤロープ等)
吊具(先端金具)

Ⅳ-2-2-1-1-1
(1)燃料横転クレーンA,B

の耐震計算書
－ － － －

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

●

既設工認

－

－ －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

●

既設工認

－

既設工認 －

Ⅳ-2-2-1-1-1
(1)燃料横転クレーンA,B

の耐震計算書
□

(解析手法)
(解析モデル)
(減衰定数)

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る解析手法。

(解析手法)
(解析モデル)
(減衰定数)

東海第二 原子炉建屋クレーンを参照－

〇

今回設工認 今回設工認

－

既設工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

●

既設工認

●

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

〇

既設工認

－

既設工認 －

－

塔槽類廃ガス処理室フィルタ
保守用クレーン

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

●

既設工認

●

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ-2-2-3-1-2-1

(17)塔槽類廃ガス処理室フィルタ保
守用クレーン の耐震計算

書

〇

(解析手法)
(解析モデル)
(減衰定数)

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る解析手法。今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認
（応答解析）

●
（応力解析）

●

既設工認

●

既設工認

今回設工認 －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

(解析手法)
(解析モデル

東海第二 　使用済み燃料貯蔵ラックを
参照)

(減衰定数)
東海第二 原子炉建屋クレーンを参照－

〇

－
Ⅳ-2-2-3-1-2-1

(17)塔槽類廃ガス処理室フィルタ保
守用クレーン の耐震計算

書

〇

(解析手法)
(解析モデル)
(減衰定数)

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る解析手法。

(解析手法)
(解析モデル

東海第二 　使用済み燃料貯蔵ラックを
参照)

(減衰定数)
東海第二 原子炉建屋クレーンを参照－

〇

既設工認

－

既設工認 －
Ⅳ-2-2-3-1-2-1

(17)塔槽類廃ガス処理室フィルタ保
守用クレーン の耐震計算

書

□

(解析手法)
(解析モデル)
(減衰定数)

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る解析手法。

(解析手法)
(解析モデル)
(減衰定数)

東海第二 原子炉建屋クレーンを参照－

〇

今回設工認 今回設工認 今回設工認

燃料横転クレーン

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(8/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

フレーム

転倒防止機構

レール

吊具(ワイヤロープ等)
吊具(先端金具)

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（解析モデル）
東海第二 　使用済み燃料貯蔵ラックを

参照
－

(解析手法)
(解析モデル)

東海第二 燃料取替機を参照。

×
(フレーム評価と同
じ減衰定数を適用)

（解析モデル）
応答解析：〇

（解析モデル）
応答解析，応力解析：東
海第二新規制基準対応工
認での共通適用例のある

解析モデル。

（解析モデル）
東海第二 　使用済み燃料貯蔵ラックを

参照
－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

□

(解析手法)
(解析モデル)

東海第二新規制基準対応
工認での個別適用例のあ

る解析手法。

（解析モデル）
応答解析：〇

（解析モデル）
応答解析，応力解析：東
海第二新規制基準対応工
認での共通適用例のある

解析モデル。

－

既設工認 －

Ⅳ-2-2-2-1-1
(1)バスケット取扱装置

の耐震計算書
今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

●

既設工認

－

既設工認 －

Ⅳ-2-2-2-1-1
(1)バスケット取扱装置

の耐震計算書

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
●

（応力解析）
○

既設工認

〇 －

既設工認 －

Ⅳ-2-2-2-1-1
(1)バスケット取扱装置

の耐震計算書

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

〇

(解析手法)
(解析モデル)

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る解析手法。

(解析手法)
(解析モデル)

東海第二 燃料取替機を参照。

×
(フレーム評価と同
じ減衰定数を適用)

既設工認

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

（応答解析）
●

（応力解析）
●

バスケット取扱装置

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

●

既設工認

（応答解析）
●

（応力解析）
○

既設工認

〇

既設工認

既設工認

－

既設工認 －

Ⅳ-2-2-2-1-1
(1)バスケット取扱装置

の耐震計算書

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(9/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答

解析

応答

解析

応力 応力

応答 応答

応力 応力

応答

解析

応答

解析

応力 応力

応答 応答

応力 応力

応答

解析

応答

解析

応力 応力

応答 応答

応力 応力

今回設工認

既設工認

今回設工認

既設工認

今回設工認

既設工認

今回設工認

既設工認

今回設工認

既設工認

今回設工認

既設工認

転倒防止機構 ● ● ○ ●

●

第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラス固化建屋換気
設備の耐震性に関する計算書」

レール ● ● ○ ●

第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラス固化建屋換気
設備の耐震性に関する計算書」

× - - -

● ○ ×

- -

第7回設工認
添付書類

「高レベル廃液ガラス固化建屋換気
設備の耐震性に関する計算書」

× -

- - -

既設工認 既設工認

今回設工認 今回設工認

既設工認 既設工認

今回設工認 今回設工認

廃ガス処理第3室クレーン

フレーム ●

既設工認 既設工認

今回設工認 今回設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(10/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ － － －

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

●

既設工認

－

既設工認 －

Ⅳ-2-2-2-1-1
(2)バスケット搬送機A,B

の耐震計算書
〇

(解析手法)
(解析モデル)

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ

る解析手法。

(解析手法)
(解析モデル)

東海第二 燃料取替機を参照。

×
(フレーム評価と同
じ減衰定数を適用)

今回設工認 －

－

Ⅳ-2-2-2-1-1
(2)バスケット搬送機A,B

の耐震計算書

Ⅳ-2-2-2-1-1
(2)バスケット搬送機A,B

の耐震計算書

－ － － －

フレーム

転倒防止機構

レール

バスケット搬送機

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

〇

既設工認

－

既設工認 －

吊具(ワイヤロープ等)
吊具(先端金具)

既設工認

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

●

既設工認

－

既設工認 －

Ⅳ-2-2-2-1-1
(2)バスケット搬送機A,B

の耐震計算書
□

(解析手法)
(解析モデル)

東海第二新規制基準対応
工認での個別適用例のあ

る解析手法。

(解析手法)
(解析モデル)

東海第二 燃料取替機を参照。

×
(フレーム評価と同
じ減衰定数を適用)

今回設工認 今回設工認 今回設工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

〇

既設工認

－

既設工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

（応答解析）
●

（応力解析）
●

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認 －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(11/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

●

既設工認
Ⅳ-2-2-1-1-1

(10)配管の耐震計算書
a,溶解槽A,B燃料せん断片シュート

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

－

今回設工認

主配管(燃料せん断片シュート
)

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

〇

既設工認

●

既設工認

Ⅳ-2-2-1-1-1
(10)配管の耐震計算書

a,溶解槽A,B燃料せん断片シュート
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

－

Ⅳ-2-2-1-1-1
(10)配管の耐震計算書

a,溶解槽A,B燃料せん断片シュート
の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

●

既設工認
Ⅳ-2-2-1-1-1

(10)配管の耐震計算書
a,溶解槽A,B燃料せん断片シュート

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

主配管(燃料せん断片シュート
)

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認

〇

既設工認

●

既設工認

●

既設工認
Ⅳ-2-2-1-1-1

(10)配管の耐震計算書
a,溶解槽A,B燃料せん断片シュート

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

●

既設工認
Ⅳ-2-2-1-1-1

(10)配管の耐震計算書
a,溶解槽A,B燃料せん断片シュート

の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

－

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(12/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

支持構造物(ボルト以外) ○

既設工認
（応答解析）

○
（応力解析）

－

既設工認

●

既設工認

○

既設工認
平成19年変更申請
Ⅳ-2-2-2-1-1-1

（1）第１チャンネルボックス切断装
置A

(7115A-M11)の
耐震計算書

－ － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

第１チャンネルボックス切断
装置A

フレーム ○

既設工認
（応答解析）

○
（応力解析）

－

既設工認

●

既設工認

●

既設工認
平成19年変更申請
Ⅳ-2-2-2-1-1-1

（1）第１チャンネルボックス切断装
置A

(7115A-M11)の
耐震計算書

－

支持構造物(ボルト等)

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

今回設工認

容器

支持構造物(ボルト以外) －

Ⅳ-2-2-1-1-1
(10)配管の耐震計算書

b.エンドピースシュート
A,B の耐震計算書

既設工認
Ⅳ-2-2-1-1-1

(10)配管の耐震計算書
b.エンドピースシュート

A,B の耐震計算書
今回設工認 今回設工認 今回設工認

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

●

既設工認

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

－

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

主配管(エンドピースシュート
)

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

●

既設工認
Ⅳ-2-2-1-1-1

(10)配管の耐震計算書
b.エンドピースシュート

A,B の耐震計算書
今回設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

●

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

●

既設工認
Ⅳ-2-2-1-1-1

(10)配管の耐震計算書
b.エンドピースシュート

A,B の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

●

既設工認
Ⅳ-2-2-1-1-1

(10)配管の耐震計算書
b.エンドピースシュート

A,B の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

(その他)
動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のあ
る動的地震力の組合せ。

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

－

動的地震力の組合せ：
東海第二 原子炉再循環系配管を参照

－

主配管(エンドピースシュート
)

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

●

既設工認
Ⅳ-2-2-1-1-1

(10)配管の耐震計算書
b.エンドピースシュート

A,B の耐震計算書

(その他)
動的地震力の組合せ：

〇

今回設工認 今回設工認 今回設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(13/13) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

※２
○：共通適用例あり
□：個別適用例あり
×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であるこ
との理由）

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析

他）
解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－ － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

〇

既設工認 第2回設工認
添付書類

IV-2-2-2-1-1-1
「第１バーナブルポイズン切断装置
A,B (7115B,C-M12)の耐震計算書」

－ － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

第１バーナプルポイズン切断
装置A,B

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
〇

（応力解析）
○

既設工認
（応答解析）

〇
（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

〇

既設工認 第2回設工認
添付書類

IV-2-2-2-1-1-1
「第１バーナブルポイズン切断装置
A,B (7115B,C-M12)の耐震計算書」

－

－ －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

支持構造物(ボルト以外) ○

既設工認
（応答解析）

○
（応力解析）

－

既設工認

●

既設工認

○

既設工認
平成19年変更申請
Ⅳ-2-2-2-1-1-1

（1）第１チャンネルボックス切断装
置B

(7115C-M11)の
耐震計算書

－ － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

第１チャンネルボックス切断
装置B

フレーム ○

既設工認
（応答解析）

○
（応力解析）

－

既設工認

●

既設工認

●

既設工認
平成19年変更申請
Ⅳ-2-2-2-1-1-1

（1）第１チャンネルボックス切断装
置B

(7115C-M11)の
耐震計算書

－ －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(1/6)
別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)　

設工認
解析

種別
内容 設工認

解析

種別
内容 設工認 内容 設工認 内容

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
－ － －

応力

解析

応力

解析
－ － －

応答

解析

応答

解析
－ － －

応力

解析

応力

解析
－ － －

応答

解析

応答

解析
－ － －

応力

解析

応力

解析
－ － －

応答

解析

応答

解析
－ － －

応力

解析

応力

解析
－ － －

応答

解析

応答

解析
－ － －

応力

解析

応力

解析
－ － －

応答

解析

応答

解析
－ － －

応力

解析

応力

解析
－ － －

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

空気だめ

(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認
(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認

-

既設工認

-

既設工認

燃料移送ポンプ

支持構造物

(ボルト等)

今回設工認 今回設工認 今回設工認

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認
(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認

-

既設工認

-

既設工認
建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(8)燃料移送ポンプA,B（7991A,B-P07)の耐震

計算書

－ － － －

今回設工認

-

既設工認

建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(5)同期発電機（7991A,B-M02)の耐震計算書

－ － －

-

既設工認

-

ディーゼル機関

支持構造物(ボルト等)

(応答解析）

○

(応力解析)

○

支持構造物(ボルト以外)

同期発電機 支持構造物(ボルト等)

(応答解析）

-

(応力解析)

－

既設工認

既設工認 既設工認
建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(4)ディーゼル機関（7991A,B-M01)の耐震計

算書
今回設工認

－

今回設工認

－

今回設工認 今回設工認

(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認
(応答解析）

-

(応力解析)

－

既設工認

-

既設工認

-

既設工認

－

今回設工認

既設工認
建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(4)ディーゼル機関（7991A,B-M01)の耐震計

算書

(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認

―

―

－

今回設工認 今回設工認

今回設工認

(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認

今回設工認

(応答解析）

-

(応力解析)

－

既設工認

今回設工認

－－

－ －

今回設工認 今回設工認

今回設工認 今回設工認

―

建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(6)重油タンクA-1,2,B-1,2（7991A,B-

V07,V08)の耐震計算書

－

－ －

評価部位
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容設備名称

既設工認と今回工認時の比較

解析モデル
備考

（左欄にて比較した

既設工認）

今回設工認

-

既設工認 既設工認
建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(10)空気だめ（7991A,B-V02,V03)の耐震計算

書

－ － －

－

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

既設工認

-

－

-

他プラントでの適用例

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし

×：構造上の差異あり

（適用可能であることの

理由）

※２

○：共通適用例あり

□：個別適用例あり

×：適用例なし

解析手法

（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）
その他（評価条件の変更等）※１減衰定数

内容
相違内容

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容 相違内容
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

参照した設備名称

今回設工認

既設工認
(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認

既設工認

-

-

－ － －

既設工認

―

建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(6)重油タンクA-1,2,B-1,2（7991A,B-

V07,V08)の耐震計算書

－

既設工認 既設工認 既設工認

-

既設工認
建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(10)空気だめ（7991A,B-V02,V03)の耐震計算

書

－ － －

－

－ － －

－ －

－

既設工認

-

既設工認

-

既設工認
建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(6)重油タンクA-1,2,B-1,2（7991A,B-

V07,V08)の耐震計算書
今回設工認 今回設工認

建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(10)空気だめ（7991A,B-V02,V03)の耐震計算

書

既設工認

既設工認
(応答解析）

○

(応力解析)

○
今回設工認 今回設工認

支持構造物

(ボルト以外)

(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認

今回設工認

支持構造物

(ボルト等)

〇

(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認

- －

支持構造物

(ボルト以外)

(応答解析）

○

(応力解析)

○

(応答解析）

○

(応力解析)

○

-

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

支持構造物

(ボルト等)

(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認

-

今回設工認 今回設工認 今回設工認

容器

(応答解析）

○

(応力解析)

○

重油タンク

容器

(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認

―

既設工認

―

既設工認

―

既設工認
第３回設工認申請

添付書類

「使用済燃料の受入れ及び貯蔵に必要な施設

の電気設備の耐震性に関する計算書」

－ － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

105V非常用計測交流電源盤 支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。
※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(2/6)
別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)　

設工認
解析

種別
内容 設工認

解析

種別
内容 設工認 内容 設工認 内容

評価部位
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容設備名称

既設工認と今回工認時の比較

解析モデル
備考

（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし

×：構造上の差異あり

（適用可能であることの

理由）

※２

○：共通適用例あり

□：個別適用例あり

×：適用例なし

解析手法

（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）
その他（評価条件の変更等）※１減衰定数

内容
相違内容

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容 相違内容
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

参照した設備名称

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

―

―

既設工認 ―
第３回設工認申請

添付書類

「使用済燃料の受入れ及び貯蔵に必要な施設

の電気設備の耐震性に関する計算書」

－

―
第３回設工認申請

添付書類

「使用済燃料の受入れ及び貯蔵に必要な施設

の電気設備の耐震性に関する計算書」

－

― ―

―

－ － －

今回設工認 今回設工認

－ － －

－

第３回設工認申請

添付書類

「使用済燃料の受入れ及び貯蔵に必要な施設

の電気設備の耐震性に関する計算書」

－ － － －

今回設工認 今回設工認 ― 今回設工認 ―

今回設工認 ― 今回設工認 ―

― 今回設工認 ―

今回設工認 今回設工認 ― 今回設工認 ―

今回設工認

〇

既設工認

―

既設工認

―

既設工認

―

既設工認 ―

―

既設工認

支持構造物(ボルト等)

今回設工認

6.9kV非常用メタルクラッド

スイッチギヤ
支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

105V非常用無停電交流分電盤 支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

今回設工認

－ －

今回設工認 今回設工認 今回設工認

110V非常用直流主分電盤 支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

―

既設工認

―

既設工認 ―

―

既設工認 ―
第３回設工認申請

添付書類

「使用済燃料の受入れ及び貯蔵に必要な施設

の電気設備の耐震性に関する計算書」

－

―

既設工認

―

既設工認 ―

―

既設工認 ―
第３回設工認申請

添付書類

「使用済燃料の受入れ及び貯蔵に必要な施設

の電気設備の耐震性に関する計算書」

－

105V非常用無停電電源装置 支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

―

既設工認

―

既設工認 ―

―

既設工認 ―
第３回設工認申請

添付書類

「使用済燃料の受入れ及び貯蔵に必要な施設

の電気設備の耐震性に関する計算書」

－ － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 ― 今回設工認 ―

460V非常用パワ－センタ 支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

―

既設工認

―

―

―

既設工認 ―

―

第３回設工認申請

添付書類

「計測制御系統施設の耐震性に関する計算

書」

第３回設工認申請

添付書類

「計測制御系統施設の耐震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 ― 今回設工認 ―

－ －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

－ － －

既設工認 ―

―

既設工認 ―

今回設工認 今回設工認 ― 今回設工認

既設工認 ―

―

－ － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 ― 今回設工認 ―

キャスク冷却水入口流量A 計

器架台
支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

―

既設工認

―

既設工認 ―

―

既設工認 ―
第３回設工認申請

添付書類

「計測制御系統施設の耐震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工認

プール水冷却系ポンプA 計器

架台
支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

―

既設工認

―

既設工認 ―

―

既設工認 ―

今回設工認 今回設工認 ― 今回設工認 ―

－ － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 ― 今回設工認 ―

安全系監視制御盤1A 支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

―

既設工認

―

既設工認 ―

―

既設工認 ―
第３回設工認申請

添付書類

「計測制御系統施設の耐震性に関する計算

書」

－

安全系監視制御盤2 支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

―

既設工認

―

既設工認

110V非常用充電器盤

110V第1非常用蓄電池 支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

―

既設工認

―

既設工認

―

既設工認
第３回設工認申請

添付書類

「使用済燃料の受入れ及び貯蔵に必要な施設

の電気設備の耐震性に関する計算書」

－ －

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。
※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(3/6)
別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)　

設工認
解析

種別
内容 設工認

解析

種別
内容 設工認 内容 設工認 内容

評価部位
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容設備名称

既設工認と今回工認時の比較

解析モデル
備考

（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし

×：構造上の差異あり

（適用可能であることの

理由）

※２

○：共通適用例あり

□：個別適用例あり

×：適用例なし

解析手法

（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）
その他（評価条件の変更等）※１減衰定数

内容
相違内容

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容 相違内容
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

参照した設備名称

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
―

応力

解析

応力

解析
―

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析
- -

応力

解析

応力

解析
- -

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した詳細モデル：大間1号等他プラン

トの既工認で適用例のあるモデル化手法

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

(解析モデル)

大間1号　制御棒貯蔵ハ

ンガ

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

既設工認

○

既設工認

○

（静解析を適用してお

り減衰定数は設計パラ

メータとしていない）
今回設工認 今回設工認

○

（静解析を適用してお

り減衰定数は設計パラ

メータとしていない）
今回設工認 今回設工認 今回設工認

今回設工認

今回設工認

－

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

●

既設工認

○ －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

○
ラック箱を等分布質量梁にモデル化し公式を用いて応答解析を実施

し、支点反力を保持金具溶接部に作用する荷重としている。

既設工認

〇

既設工認 第2回設工認

添付書類

「IV-2-1-2-1-1」

「燃料仮置きラックA,B(7112A,B-M30,M31)

の耐震計算書」

第2回設工認

添付書類

「IV-2-1-2-1-1」

「燃料仮置きラックA,B(7112A,B-M30,M31)

の耐震計算書」

〇

○
ラック箱を等分布質量梁にモデル化し公式を用いて応答解析を実施

し、支点反力をサポート板に作用する荷重としている。

軽水炉（PWR）プラン

トの

使用済燃料ラック

軽水炉（PWR）プラン

トの

使用済燃料ラック

○

（静解析を適用してお

り減衰定数は設計パラ

メータとしていない）
今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

既設工認
燃焼度計測前燃料仮置きラッ

ク

燃焼度計測後燃料仮置きラッ

ク

（応答解析）

〇

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

〇

（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

－

今回設工認

－

－ － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認

〇

軽水炉（PWR）プラン

トの

使用済燃料ラック

今回設工認

ラック箱を等分布質量梁にモデル化し公式を用いて応答解析を実施

している。

既設工認

●

既設工認 第2回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-2-1

「(4) 燃料貯蔵ラック(7114C-M0301,M0302)

の耐震計算書」

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した

詳細モデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した詳細モデル：大間1号等他プラン

トの既工認で適用例のあるモデル化手法

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

(解析モデル)

大間1号　制御棒貯蔵ハ

ンガ

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

既設工認 第2回設工認

添付書類

「IV-2-1-2-1-1」

「燃料仮置きラックA,B(7112A,B-M30,M31)

の耐震計算書」

○

（応答解析）

〇

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

〇

（応力解析）

○

既設工認

（応答解析）

〇

（応力解析）

○

〇

既設工認
（応答解析）

〇

（応力解析）

○

既設工認

-

既設工認既設工認
(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認

(応答解析）

○

(応力解析)

○

建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(9)燃料デイタンク（7991A,B-V04)の耐震計

算書

－-

今回設工認 今回設工認

―

既設工認

―

既設工認 ―

―

既設工認 ―
第３回設工認申請

添付書類

「計測制御系統施設の耐震性に関する計算

書」

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

今回設工認 今回設工認

既設工認

-

既設工認

既設工認

第2回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-2-1

「(4) 燃料貯蔵ラック(7114C-M0301,M0302)

の耐震計算書」

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した

詳細モデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

（応答解析）

●

（応力解析）

－

●

既設工認

既設工認

今回設工認

－ －

今回設工認 今回設工認 今回設工認

建設設工認　第３回

添付書類Ⅳ-2-1-5-1-1-1

(9)燃料デイタンク（7991A,B-V04)の耐震計

算書

既設工認

燃料デイタンク

容器

支持構造物

(ボルト等) -

高残留濃縮度BWR燃料貯蔵

ラック

基礎構造物(ボルト以外)

基礎構造物(ボルト等)

(応答解析）

○

(応力解析)

○

既設工認

(応答解析）

○

(応力解析)

○

支持構造物

(ラック箱)

支持構造物

(支持部材)

支持構造物

(固定部)

〇

安全冷却水系膨張槽B　計器

架台
支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

― ― ―

今回設工認 今回設工認 今回設工認 ― 今回設工認 ―

―

― 今回設工認 ―

安全系制御盤1A-1 支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

―

既設工認

―

既設工認 ―

―

既設工認 ―
第３回設工認申請

添付書類

「計測制御系統施設の耐震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認

―

―

既設工認 ―
第３回設工認申請

添付書類

「計測制御系統施設の耐震性に関する計算

書」

－ － － －

今回設工認 今回設工認 今回設工認 ― 今回設工認 ―

安全系制御盤1A-2 支持構造物(ボルト等) 〇

既設工認

―

既設工認

―

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。
※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(4/6)
別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)　

設工認
解析

種別
内容 設工認

解析

種別
内容 設工認 内容 設工認 内容

評価部位
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容設備名称

既設工認と今回工認時の比較

解析モデル
備考

（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし

×：構造上の差異あり

（適用可能であることの

理由）

※２

○：共通適用例あり

□：個別適用例あり

×：適用例なし

解析手法

（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）
その他（評価条件の変更等）※１減衰定数

内容
相違内容

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容 相違内容
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

参照した設備名称

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

第3回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-1-2

「(1) バスケット仮置き架台

(7116-M0301)

の耐震計算書」

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した

詳細モデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

○

既設工認

●

既設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

（応答解析）

●

（応力解析）

－

既設工認

○

既設工認

第3回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-1-2

「(1) バスケット仮置き架台

(7116-M0302,M0303,M0304,M0305)

の耐震計算書」

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した

詳細モデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

第2回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-2-1

「(4) 燃料貯蔵ラックの耐震計算書」

(解析モデル)

・シェルモデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

(解析モデル)

・シェルモデル：東海第二新規制基準対応工認で共通適用例のある

解析モデル

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

(解析モデル)

東海第二　使用済燃料

貯蔵ラック

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した詳細モデル：大間1号等他プラン

トの既工認で適用例のあるモデル化手法

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

(解析モデル)

大間1号　制御棒貯蔵ハ

ンガ

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

（応答解析）

●

（応力解析）

●

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した詳細モデル：大間1号等他プラン

トの既工認で適用例のあるモデル化手法

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

(解析モデル)

大間1号　制御棒貯蔵ハ

ンガ

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

－

今回設工認 今回設工認

既設工認

第2回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-2-1

「(4) 燃料貯蔵ラックの耐震計算書」

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認

既設工認 (解析モデル)

・シェルモデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

(解析モデル)

・シェルモデル：東海第二新規制基準対応工認で共通適用例のある

解析モデル

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

(解析モデル)

東海第二　使用済燃料

貯蔵ラック

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

第3回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-1-2

「(1) バスケット仮置き架台

(7116-M0301)

の耐震計算書」

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した

詳細モデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

－

今回設工認 今回設工認

（応答解析）

●

（応力解析）

●

既設工認

今回設工認

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

－

既設工認
第2回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-2-1

「(4) 燃料貯蔵ラックの耐震計算書」

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した

詳細モデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した詳細モデル：大間1号等他プラン

トの既工認で適用例のあるモデル化手法

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

(解析モデル)

大間1号　制御棒貯蔵ハ

ンガ

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

●

既設工認

既設工認

○

既設工認

●

既設工認
第2回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-2-1

「(4) 燃料貯蔵ラックの耐震計算書」

(解析モデル)

・シェルモデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

(解析モデル)

・シェルモデル：東海第二新規制基準対応工認で共通適用例のある

解析モデル

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

(解析モデル)

東海第二　使用済燃料

貯蔵ラック

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

第2回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-2-1

「(4) 燃料貯蔵ラックの耐震計算書」

(解析モデル)

・シェルモデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

(解析モデル)

・シェルモデル：東海第二新規制基準対応工認で共通適用例のある

解析モデル

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

(解析モデル)

東海第二　使用済燃料

貯蔵ラック

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

第2回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-2-1

「(4) 燃料貯蔵ラックの耐震計算書」

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した

詳細モデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した詳細モデル：大間1号等他プラン

トの既工認で適用例のあるモデル化手法

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

(解析モデル)

大間1号　制御棒貯蔵ハ

ンガ

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

既設工認

●

既設工認

○

既設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

●

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

●

高残留濃縮度PWR燃料貯蔵

ラック

バスケット仮置き架台（空

用）

基礎構造物(ボルト以外)

基礎構造物(ボルト等)

●

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

－

今回設工認

（応答解析）

●

（応力解析）

－

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

●

既設工認

低残留濃縮度PWR燃料貯蔵

ラック

基礎構造物(ボルト以外)

基礎構造物(ボルト等)

○

既設工認

今回設工認 今回設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

低残留濃縮度BWR燃料貯蔵

ラック

基礎構造物(ボルト以外)

基礎構造物(ボルト等)

バスケット仮置き架台（実入

り用）

基礎構造物(ボルト以外)

今回設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

●

既設工認

○

既設工認

基礎構造物(ボルト以外)

基礎構造物(ボルト等)

(解析モデル)

大間1号　制御棒貯蔵ハ

ンガ

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

基礎構造物(ボルト等)

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

（応答解析）

●

（応力解析）

－

既設工認

○

既設工認

●

既設工認 第3回設工認

添付書類

Ⅳ-2-1-2-1-2

「(1) バスケット仮置き架台

(7116-M0302,M0303,M0304,M0305)

の耐震計算書」

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した

詳細モデル：〇

(その他)

・排除水体積質量減算：□

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した詳細モデル：大間1号等他プラン

トの既工認で適用例のあるモデル化手法

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

(解析モデル)

大間1号　制御棒貯蔵ハ

ンガ

(その他)

柏崎7号機　制御棒・破

損燃料貯蔵ラック

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

(解析モデル)

・貯蔵物まではりでモデル化した詳細モデル：大間1号等他プラン

トの既工認で適用例のあるモデル化手法

(その他)

・排除水体積質量減算：柏崎7号機新規制基準対応工認で個別適用

例のある手法

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。
※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(5/6)
別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)　

設工認
解析

種別
内容 設工認

解析

種別
内容 設工認 内容 設工認 内容

評価部位
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容設備名称

既設工認と今回工認時の比較

解析モデル
備考

（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし

×：構造上の差異あり

（適用可能であることの

理由）

※２

○：共通適用例あり

□：個別適用例あり

×：適用例なし

解析手法

（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）
その他（評価条件の変更等）※１減衰定数

内容
相違内容

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容 相違内容
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

参照した設備名称

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

応答

解析

応

解

応力

解析

応

解

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

●

既設工認
第2回設工認

添付書類

「安全冷却水系冷却塔A，B（7183-C74，

C75）の耐震計算書」

（その他）

地震荷重と自然荷重の組合せ：○

（その他）

自然事象による荷重：

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例のある自然現象による

荷重。

第2回設工認

添付書類

「安全冷却水系冷却塔A，B（7183-C74，

C75）の耐震計算書」

（その他）

自然事象による荷重：○

（その他）

自然事象による荷重：

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例のある自然現象による

荷重。

〇

既設工認

－

今回設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

－

(解析手法)

(解析モデル)

東海第二 燃料取替機を

参照。

－

－ －

(その他)

動的地震力の組合せ：〇

(その他)

動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例のある動的地震力の組

合せ。

〇

既設工認

●

既設工認

今回設工認

今回設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

－

（その他）

動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例のある動的地震力の組

合せ。

自然事象による荷重：

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例のある自然現象による

荷重。

・地震荷重と自然荷重

の組合せ：考慮なし

動的地震力の組合せ：

東海第二 原子炉再循環

系配管を参照

－

動的地震力の組合せ：

東海第二 原子炉再循環

系配管を参照

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

今回設工認 今回設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

○

（応力解析）

○

今回設工認

既設工認

○

既設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

○

今回設工認 今回設工認 今回設工認

第2回設工認

添付書類

「プール水冷却系の耐震性に関する計算書」

(その他)

動的地震力の組合せ：〇

(その他)

動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例のある動的地震力の組

合せ。

動的地震力の組合せ：

東海第二 原子炉再循環

系配管を参照
－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

－

今回設工認

－

今回設工認

既設工認
（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

●

既設工認

(その他)

自然事象による荷重：

東海第二　主排気筒を

参照

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

●

既設工認

今回設工認

第2回設工認

添付書類

「プール水冷却系の耐震性に関する計算書」

(その他)

動的地震力の組合せ：〇

(その他)

自然事象による荷重：

東海第二　主排気筒を

参照

－

既設工認

●

既設工認
第2回設工認

添付書類

「安全冷却水系冷却塔A，B（7183-C74，

C75）の耐震計算書」

（その他）

動的地震力の組合せ：○

地震荷重と自然荷重の組合せ：○

（その他）

動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例のある動的地震力の組

合せ。

自然事象による荷重：

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例のある自然現象による

荷重。

(その他)

動的地震力の組合せ：

東海第二 原子炉再循環

系配管を参照

自然事象による荷重：

東海第二　主排気筒を

参照

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

(その他)

動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例のある動的地震力の組

合せ。

第2回設工認

添付書類

「プール水冷却系の耐震性に関する計算書」

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

○

既設工認
第2回設工認

添付書類

「安全冷却水系冷却塔A，B（7183-C74，

C75）の耐震計算書」

（応答解析）

●

（応力解析）

●

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

●

既設工認

●

既設工認

〇

既設工認 第2回設工認

添付書類

IV-2-1-2-1-1

「燃料取り出し装置A,B (7112A,B-M20)の耐

震計算書」

〇

(解析手法)

(解析モデル)

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例のある解析手法。

(解析手法)

(解析モデル)

東海第二 燃料取替機を

参照。

×

(フレーム評価と同じ減

衰定数を適用)

今回設工認 今回設工認

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認

今回設工認 今回設工認

（応答解析）

●

（応力解析）

●

既設工認

●

既設工認

〇 □

(解析手法)

(解析モデル)

東海第二新規制基準対応工認での個別適用例のある解析手法。

×

(フレーム評価と同じ減

衰定数を適用)

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

既設工認
（応答解析）

〇

（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

（応答解析）

〇

（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

〇

既設工認 第2回設工認

添付書類

IV-2-1-2-1-1

「燃料取り出し装置A,B (7112A,B-M20)の耐

震計算書」

今回設工認

第2回設工認

添付書類

IV-2-1-2-1-1

「燃料取り出し装置A,B (7112A,B-M20)の耐

震計算書」

既設工認 第2回設工認

添付書類

IV-2-1-2-1-1

「燃料取り出し装置A,B (7112A,B-M20)の耐

震計算書」

－

安全冷却水系冷却塔A,B

伝熱管

支持架構

支持構造物（ボルト等）

支持構造物（ボルト等）

燃料取出し装置

フレーム

転倒防止機構

レール

吊具

（ワイヤロープ，フック）

（応答解析）

●

（応力解析）

●

既設工認

（応答解析）

〇

（応力解析）

○

既設工認

（応答解析）

〇

（応力解析）

○

プ－ル水冷却系熱交換器

容器

支持構造物(ボルト以外)

支持構造物(ボルト等)

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。
※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備(6/6)
別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)　

設工認
解析

種別
内容 設工認

解析

種別
内容 設工認 内容 設工認 内容

評価部位
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容設備名称

既設工認と今回工認時の比較

解析モデル
備考

（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし

×：構造上の差異あり

（適用可能であることの

理由）

※２

○：共通適用例あり

□：個別適用例あり

×：適用例なし

解析手法

（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）
その他（評価条件の変更等）※１減衰定数

内容
相違内容

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容 相違内容
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

参照した設備名称

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

－

配管

（標準支持間隔）

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

●

既設工認

添付書類Ⅳ-1-2-8

「配管の耐震支持方針」

（減衰定数）

〇

(その他)

動的地震力の組合せ：〇

（減衰定数）

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例がある減衰定数。

(その他)

動的地震力の組合せ：

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例のある動的地震力の組

合せ。

東海第二　主蒸気系配

管を参照
○

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

配管支持構造物 －

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

既設工認

－

（解析手法）

○

（減衰定数）

〇

（解析手法）

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例がある解析手法。

（減衰定数）

東海第二新規制基準対応工認での共通適用例がある減衰定数。

東海第二　配管支持構

造物を参照
－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。
※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(1/2)
別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)　　

設工認
解析

種別
内容 設工認

解析

種別
内容 設工認 内容 設工認 内容

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

○

東海第二

Ⅴ-2-11-2-1 燃料取替機

の耐震性についての計

算書

（解析手法）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある解析手法。

（減衰定数）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある減衰定数。

（解析手法）

○

（減衰定数）

○

平成19年変更申請

Ⅳ-2-1-1-1-1

（1）燃料取扱装置

(BWR燃料用)

(7114A-M11)の

耐震計算書

燃料取扱装置(BWR燃料用)

東海第二

Ⅴ-2-11-2-1 燃料取替機

の耐震性についての計

算書

○

レール

転倒防止機構

今回設工認今回設工認

平成19年変更申請

Ⅳ-2-1-1-1-1

（1）燃料取扱装置

(BWR燃料用)

(7114A-M11)の

耐震計算書

（解析手法）

○

（減衰定数）

○

（解析手法）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある解析手法。

（減衰定数）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある減衰定数。

（応答解析）

●

（応力解析）

○

既設工認
東海第二

Ⅴ-2-11-2-1 燃料取替機

の耐震性についての計

算書

○

今回設工認 今回設工認

今回設工認

今回設工認今回設工認

今回設工認

今回設工認

既設工認

○

既設工認

既設工認

（応答解析）

●

（応力解析）

－

既設工認

●

既設工認

○

既設工認
平成19年変更申請

Ⅳ-2-1-1-1-1

（3）燃料取扱装置

(BWR燃料及びPWR燃料

用)(7114C-M13)の

耐震計算書

（解析手法）

○

（減衰定数）

○

（解析手法）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある解析手法。

（減衰定数）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある減衰定数。

東海第二

Ⅴ-2-11-2-1 燃料取替機

の耐震性についての計

算書

○

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）

●

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

－

既設工認

●

既設工認

○

既設工認
平成19年変更申請

Ⅳ-2-1-1-1-1

（3）燃料取扱装置

(BWR燃料及びPWR燃料

用)(7114C-M13)の

耐震計算書

（解析手法）

○

（減衰定数）

○

（解析手法）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある解析手法。

（減衰定数）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある減衰定数。

東海第二

Ⅴ-2-11-2-1 燃料取替機

の耐震性についての計

算書

○

今回設工認 今回設工認

（解析手法）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある解析手法。

（減衰定数）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある減衰定数。

東海第二

Ⅴ-2-11-2-1 燃料取替機

の耐震性についての計

算書

○

今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）

●

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

－

既設工認

●

既設工認

○

既設工認
平成19年変更申請

Ⅳ-2-1-1-1-1

（2）燃料取扱装置

(PWR燃料用)

(7114B-M12)の

耐震計算書

（解析手法）

○

（減衰定数）

○

（解析手法）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある解析手法。

（減衰定数）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある減衰定数。

東海第二

Ⅴ-2-11-2-1 燃料取替機

の耐震性についての計

算書

○

今回設工認 今回設工認 今回設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

○

（応力解析）

－

既設工認

●

既設工認

●

既設工認
平成19年変更申請

Ⅳ-2-1-1-1-1

（3）燃料取扱装置

(BWR燃料及びPWR燃料

用)(7114C-M13)の

耐震計算書

（解析手法）

○

（減衰定数）

○

機械番号
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容設備名称

●

既設工認

○

既設工認

●

今回設工認 今回設工認

平成19年変更申請

Ⅳ-2-1-1-1-1

（2）燃料取扱装置

(PWR燃料用)

(7114B-M12)の

耐震計算書

（解析手法）

○

（減衰定数）

○

（解析手法）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある解析手法。

（減衰定数）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある減衰定数。

東海第二

Ⅴ-2-11-2-1 燃料取替機

の耐震性についての計

算書

○

今回設工認 今回設工認

既設工認と今回工認時の比較

解析モデル
備考

（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし

×：構造上の差異あり

（適用可能であることの

理由）

※２

○：共通適用例あり

□：個別適用例あり

×：適用例なし

解析手法

（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）
その他（評価条件の変更等）※１減衰定数

内容
相違内容

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容 相違内容
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

参照した設備名称

今回設工認

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

－

既設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

－

既設工認

フレーム

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認 既設工認

●

既設工認

（応答解析）

●

（応力解析）

－

既設工認

●

（応答解析）

●

（応力解析）

○

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

●

既設工認
東海第二

Ⅴ-2-11-2-1 燃料取替機

の耐震性についての計

算書

○

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

●

既設工認

平成19年変更申請

Ⅳ-2-1-1-1-1

（1）燃料取扱装置

(BWR燃料用)

(7114A-M11)の

耐震計算書

（解析手法）

○

（減衰定数）

○

（解析手法）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある解析手法。

（減衰定数）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある減衰定数。

●

既設工認

○

今回設工認 今回設工認

平成19年変更申請

Ⅳ-2-1-1-1-1

（2）燃料取扱装置

(PWR燃料用)

(7114B-M12)の

耐震計算書

（解析手法）

○

（減衰定数）

○

（解析手法）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある解析手法。

（減衰定数）

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例がある減衰定数。

（応答解析）

●

（応力解析）

○

既設工認

燃料取扱装置(PWR燃料用)

フレーム

（応答解析）

○

（応力解析）

○

既設工認
（応答解析）

○

（応力解析）

－

既設工認

転倒防止機構

（応答解析）

●

（応力解析）

○

既設工認

●

既設工認

レール

燃料取扱装置(BWR燃料及び

PWR燃料用)

フレーム

転倒防止機構

レール

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。
※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設(2/2)
別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表(機器・配管系の構造強度評価)再処理施設(使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設)　　

設工認
解析

種別
内容 設工認

解析

種別
内容 設工認 内容 設工認 内容

機械番号
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容設備名称

既設工認と今回工認時の比較

解析モデル
備考

（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし

×：構造上の差異あり

（適用可能であることの

理由）

※２

○：共通適用例あり

□：個別適用例あり

×：適用例なし

解析手法

（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）
その他（評価条件の変更等）※１減衰定数

内容
相違内容

○：同じ

●：異なる

－：該当なし

相違内容 相違内容
○：同じ

●：異なる

－：該当なし

参照した設備名称

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

応答

解析

応答

解析

応力

解析

応力

解析

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

－

フレーム

既設工認

●

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

●

今回設工認

既設工認

●

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

●

－

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認

既設工認

（応答解析）

○

（応力解析）

－

既設工認

第3回設工認

Ⅳ-2-1-2-1-1

（1）燃料移送水中台車

(7113-M01,M02)の

耐震計算書

×

第3回設工認

Ⅳ-2-1-2-1-1

（1）燃料移送水中台車

(7113-M01,M02)の

耐震計算書

× －

既設工認

○

(解析手法)

(解析モデル)

東海第二新規制基準対応工認で

の共通適用例のある解析手法。

第2回設工認

添付書類

IV-2-1-2-1-1

「使用済燃料受入れ･貯蔵

建屋天井クレーンA,B

(7112A,B-M10)の耐震計算

書」

〇

今回設工認

既設工認

第2回設工認

添付書類

IV-2-1-2-1-1

「使用済燃料受入れ･貯蔵

建屋天井クレーンA,B

(7112A,B-M10)の耐震計算

書」

既設工認

第2回設工認

添付書類

IV-2-1-2-1-1

「使用済燃料受入れ･貯蔵

建屋天井クレーンA,B

(7112A,B-M10)の耐震計算

書」

－ －

－

（応答解析）

〇

（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

〇

－

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

既設工認既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

－

既設工認

○

既設工認

○

－

第3回設工認

Ⅳ-2-1-2-1-1

（1）燃料移送水中台車

(7113-M01,M02)の

耐震計算書

× －

既設工認
（応答解析）

●

（応力解析）

－

既設工認

○

－ －

今回設工認

○

既設工認

●

既設工認

－ －

（応答解析）

〇

（応力解析）

○

既設工認

〇

既設工認

〇

既設工認

今回設工認 今回設工認

(解析手法)

(解析モデル)

東海第二 燃料取替機を

参照。

×

(フレーム評価と同じ減

衰定数を適用)

今回設工認 今回設工認 今回設工認 今回設工認

今回設工認

〇

既設工認

－ －

今回設工認 今回設工認

第2回設工認

添付書類

IV-2-1-2-1-1

「使用済燃料受入れ･貯蔵

建屋天井クレーンA,B

(7112A,B-M10)の耐震計算

書」

□

(解析手法)

(解析モデル)

東海第二新規制基準対応工認で

の個別適用例のある解析手法。

(解析手法)

(解析モデル)

東海第二 燃料取替機を

参照。

×

(フレーム評価と同じ減

衰定数を適用)

今回設工認 今回設工認 今回設工認

〇

既設工認

今回設工認

今回設工認

使用済燃料受入れ･貯蔵建屋天

井クレーン

フレーム

転倒防止機構

レール

吊具

（ワイヤロープ，フック）

（応答解析）

〇

（応力解析）

○

既設工認

（応答解析）

〇

（応力解析）

○

（応答解析）

●

（応力解析）

●

既設工認

燃料移送水中台車

レール

（応答解析）

●

（応力解析）

○

既設工認

（応答解析）

●

（応力解析）

●

既設工認

転倒防止金具

（応答解析）

●

（応力解析）

○

（応答解析）

○

（応力解析）

○

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。
※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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安全機能を有する施設(1/3) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） 廃棄物管理施設　　

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

●

既設工認

●

既設工認

今回設工認

支持架構

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

○

既設工認

－

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１
※２

○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし
×：構造上の差異あり

（適用可能であることの理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

－ －

今回設
工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

●

既設工認

第3回設工認
添付書類

「通風管の耐震計算
書」

×

今回設工認

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

○

支持架構

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

通風管

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工
認

通風管

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

○

既設工認

今回設
工認

今回設工認 今回設工認

第3回設工認
添付書類

「通風管の耐震計算
書」

× － － －

今回設工認

－ －

第3回設工認
添付書類

「収納管の耐震計算
書」

× －

今回設工認

－

平成16･10･29原第1号
変更設工認
添付書類

「ガラス固化体
貯蔵建屋Ｂ棟の施設に
係る耐震性に関する計

算書」

× －

ガラス固化体貯蔵建屋の貯蔵
ピット（収納管/通風管）

ガラス固化体貯蔵建屋B棟の貯
蔵ピット（収納管/通風管）

既設工認

平成16･10･29原第1号
変更設工認
添付書類

「ガラス固化体
貯蔵建屋Ｂ棟の施設に
係る耐震性に関する計

算書」

× － －

収納管

（応答解析）
○

（応力解析）
○

今回設
工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

今回設
工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

●

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

○

既設工認

－ －

今回設
工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

収納管

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認 平成16･10･29原第1号
変更設工認
添付書類

「ガラス固化体
貯蔵建屋Ｂ棟の施設に
係る耐震性に関する計

算書」

× － － －

今回設
工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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安全機能を有する施設(2/3) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） 廃棄物管理施設　　

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１
※２

○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし
×：構造上の差異あり

（適用可能であることの理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

－

今回設
工認

今回設工認 今回設工認

取付ボルト

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

●

既設工認

支持フレーム
（しゃへい容器）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

平成18･10･18原第1号
変更設工認
添付書類

「貯蔵建屋床面走行ク
レーンの耐震計算書」

× － －

既設工認

○

既設工認

今回設工認

－ － －

今回設
工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認
平成18･10･18原第1号

変更設工認
添付書類

「貯蔵建屋床面走行ク
レーンの耐震計算書」

×

（解析手法）
（解析モデル）

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のある

解析手法。

（解析手法）
（解析モデル）

東海第二 原子炉建
屋クレーンを参照

（応答解析）
●

（応力解析）
●

転倒防止機構

（応答解析）
○

（応力解析）
○

フレーム

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

今回設
工認

今回設工認

○

既設工認

●

既設工認

今回設工認

既設工
認

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

●

－ － －

今回設
工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認

既設工認

今回設工認 今回設工認

（解析手法）
（解析モデル）

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のある

解析手法。

（解析手法）
（解析モデル）

東海第二 原子炉建
屋クレーンを参照

×
（当該クレーンは固定ピンにより固定され
るため，溶接支持構造物と同等に設定）

今回設
工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

●吊具

（応答解析）
●

（応力解析）
●

○

平成18･10･18原第1号
変更設工認
添付書類

「貯蔵建屋床面走行ク
レーンの耐震計算書」

×

○

既設工認
平成18･10･18原第1号

変更設工認
添付書類

「貯蔵建屋床面走行ク
レーンの耐震計算書」

□

既設工認

平成18･10･18原第1号
変更設工認
添付書類

「貯蔵建屋床面走行ク
レーンの耐震計算書」

× － － －

ガラス固化体貯蔵建屋の床面
走行クレーン（遮蔽容器/ガラス

固化体の移送機構）

今回設工認

レール
×

（当該クレーンは固定ピンにより固定され
るため，溶接支持構造物と同等に設定）

今回設
工認

今回設工認

既設工
認

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

●

既設工認
平成18･10･18原第1号

変更設工認
添付書類

「貯蔵建屋床面走行ク
レーンの耐震計算書」

既設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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安全機能を有する施設(3/3) 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） 廃棄物管理施設　　

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

設備名称 評価部位

既設工認と今回工認時の比較

備考
（左欄にて比較した

既設工認）

他プラントでの適用例

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１
※２

○：共通適用例あり
□：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし
×：構造上の差異あり

（適用可能であることの理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
－：該当なし

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

応答
解析

応答
解析

応力
解析

応力
解析

ガラス固化体貯蔵建屋B棟の床
面走行クレーン（ガラス固化体

の移送機構）

フレーム

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

今回設
工認

今回設工認

○

既設工認

●

既設工認 平成16･10･29原第1号
変更設工認
添付書類

「ガラス固化体
貯蔵建屋Ｂ棟の施設に
係る耐震性に関する計

算書」

× － － －

今回設
工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

転倒防止機構

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

○

既設工認

●

既設工認 平成16･10･29原第1号
変更設工認
添付書類

「ガラス固化体
貯蔵建屋Ｂ棟の施設に
係る耐震性に関する計

算書」

× － － －

今回設工認 今回設工認

レール

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

○

既設工認

● － －

吊具

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工
認

（応答解析）
●

（応力解析）
●

既設工認

支持フレーム
（しゃへい容器）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工
認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既設工認

平成16･10･29原第1号
変更設工認
添付書類

「ガラス固化体
貯蔵建屋Ｂ棟の施設に
係る耐震性に関する計

算書」

□

（解析手法）
（解析モデル）

東海第二新規制基準対応
工認での共通適用例のある

解析手法。

今回設
工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

○ ●

平成16･10･29原第1号
変更設工認
添付書類

「ガラス固化体
貯蔵建屋Ｂ棟の施設に
係る耐震性に関する計

算書」

× －

× －

既設工認

今回設工認今回設工認

（解析手法）
（解析モデル）

東海第二 原子炉建
屋クレーンを参照

×
（当該クレーンは固定ピンにより固定され
るため，溶接支持構造物と同等に設定）

－ － －

今回設
工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

●

既設工認

●

既設工認

○

既設工認

既設工認 既設工認
既設工

認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既設工認

－ －

平成16･10･29原第1号
変更設工認
添付書類

「ガラス固化体
貯蔵建屋Ｂ棟の施設に
係る耐震性に関する計

算書」

×

今回設
工認

今回設工認 今回設工認 今回設工認

取付ボルト

（応答解析）
○

（応力解析）
○

●

既設工認 平成16･10･29原第1号
変更設工認
添付書類

「ガラス固化体
貯蔵建屋Ｂ棟の施設に
係る耐震性に関する計

算書」

今回設
工認

今回設工認

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。

※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

　　 個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法
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波及的影響の設計対象施設（1／1）　　 別紙-2-2 既設⼯認との⼿法の整理⼀覧表（機器・配管系の構造強度評価） 廃棄物管理施設  

設⼯認
解析
種別

内容 設⼯認
解析
種別

内容 設⼯認 内容 設⼯認 内容

応答
解析

応答
解析

応⼒
解析

応⼒
解析

応答
解析

応答
解析

応⼒
解析

応⼒
解析

備考
（左欄にて⽐較した

既設⼯認）

他プラントでの適⽤例

解析⼿法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解析他）

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１ ※２
○：共通適⽤例あり
□：個別適⽤例あり

×：適⽤例なし

内容 参照した設備名称

減衰定数の実績

○：構造上の差異なし
×：構造上の差異あり

（適⽤可能であることの理由）

○：同じ
●：異なる
−：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
−：該当なし

相違内容 ○：同じ
●：異なる
−：該当なし

相違内容

− −

平成17･6･27
変更設⼯認
添付書類

「設計及び⼯事の⽅
法の技術基準への適
合に関する説明書」

添付-4
「ガラス固化体貯蔵
建屋Ｂ棟の冷却空気
出⼝ルーバの耐震計

算書」

✕ −

既設⼯
認

（応答解析）
○

（応⼒解析）
○

既設⼯認 既設⼯認

今回設
⼯認

今回設⼯認 今回設⼯認 今回設⼯認

○

既設⼯認

〇
冷却空気出⼝ルーバ

(⽀持構造物)

ルーバ振れ⽌
め

中央の上固定
部

（応答解析）
○

（応⼒解析）
○

設備名称 評価部位

既設⼯認と今回⼯認時の⽐較

○：同じ
●：異なる
−：該当なし

相違内容

※１左記の項⽬以外で評価条件の変更等を⾏ったものを⽰す。
※２共通適⽤例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適⽤例がある⼿法

個別適⽤例あり：プラント個別に適⽤例が確認されたプラント個別の適⽤例がある⼿法 633



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（1／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

粉末一時保管装置
グローブボックス-1

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

コネクタ部(ハーメチックシールタ
イプ，挟み込み型)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

搬出入口(大)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

搬出入口(小)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

既工認

○ ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ―

備考
（左欄にて比較
した既設工認）
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（2／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-2

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-3の耐震計算

書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-2

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-3の耐震計算

書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-1

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-2の耐震計算

書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-2

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-3の耐震計算

書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-1

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-2の耐震計算

書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

―

今回設
工認

今回設
工認

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-1

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-2の耐震計算

書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

コネクタ部(ハーメチックシールタ
イプ，挟み込み型)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-1

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-2の耐震計算

書

― ― ― ―

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-2

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-3の耐震計算

書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-2

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-3の耐震計算

書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

粉末一時保管装置
グローブボックス-2

粉末一時保管装置
グローブボックス-3

窓板部

備考
（左欄にて比較
した既設工認）

635



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（3／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-4

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-5の耐震計算

書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

○

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-4

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-5の耐震計算

書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-3

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-4の耐震計算

書

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-4

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-5の耐震計算

書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-3

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-4の耐震計算

書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

支持構造物(ボルト等)

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-3

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-4の耐震計算

書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-3

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-4の耐震計算

書

― ― ― ―

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

粉末一時保管装置
グローブボックス-4

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

―

支持構造物(ボルト以外)

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-4

粉末一時保管装
置グローブボック
ス-5の耐震計算

書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

粉末一時保管装置
グローブボックス-5

備考
（左欄にて比較
した既設工認）
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（4／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ―

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

○

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ― ― ―

今回設
工認

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ― ― ―

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

搬出入口(大)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

今回設
工認

今回設
工認

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

搬出入口(小)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ― ― ―

今回設
工認

粉末一時保管装置
グローブボックス-6

コネクタ部(ハーメチックシールタ
イプ，挟み込み型)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-1-5

粉末一時保管設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ― ―

今回設
工認

備考
（左欄にて比較
した既設工認）
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（5／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-2
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-2の耐
震計算書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-2
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-2の耐
震計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-2
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-2の耐
震計算書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

ペレット一時保管棚
グローブボックス-2

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-1
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-1の耐
震計算書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-1
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-1の耐
震計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-1
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-1の耐
震計算書

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

ペレット一時保管棚
グローブボックス-1

ペレット一時保管棚グローブボッ
クス-2

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

備考
（左欄にて比較
した既設工認）

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-1
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-1の耐
震計算書

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-2
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-2の耐
震計算書
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（6／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―
第1回工認,

Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

―
第1回工認,

Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

焼結ボート受渡装置
グローブボックス-1

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-3
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-3の耐
震計算書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

○

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-3
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-3の耐
震計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-3
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-3の耐
震計算書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

ペレット一時保管棚
グローブボックス-3

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

備考
（左欄にて比較
した既設工認）

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-3
ペレット一時保
管棚グローブ

ボックス-3の耐
震計算書
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（7／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

―
応答
解析

―

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

―
応答
解析

―

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

―
応答
解析

―

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

焼結ボート受渡装置グローブ
ボックス-1

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

ステンレスパネル部

（応答解析）
●

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
●

（応力解析）
―

既工認

●

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

―
今回設
工認

―

搬出入口(大)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

搬出入口(小)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

コネクタ部(ハーメチックシールタ
イプ，挟み込み型)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ― ― ―

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

磁性流体シール(グローブボック
ス貫通部)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

メンテナンスポート

（応答解析）
―

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
―

（応力解析）
―

既工認

―

既工認 ―

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

磁性流体シール(防火シャッタ駆
動軸貫通部)

（応答解析）
―

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
―

（応力解析）
―

既工認

―

既工認 ―

―

備考
（左欄にて比較
した既設工認）
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（8／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―
第1回工認,

Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

―
第1回工認,

Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

焼結ボート受渡装置
グローブボックス-4

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

―

既工認

ステンレスパネル部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

今回設
工認

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-4
焼結ボート受渡
装置グローブ

ボックス-2,-3の
耐震計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-4
焼結ボート受渡
装置グローブ

ボックス-2,-3の
耐震計算書

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-4
焼結ボート受渡
装置グローブ

ボックス-2,-3の
耐震計算書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物(ボルト以外)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認 ―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

コネクタ部(ハーメチックシールタ
イプ，挟み込み型)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

焼結ボート受渡装置
グローブボックス-2,-3

備考
（左欄にて比較
した既設工認）

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-4
焼結ボート受渡
装置グローブ

ボックス-2,-3の
耐震計算書

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-4
焼結ボート受渡
装置グローブ

ボックス-2,-3の
耐震計算書

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-4
焼結ボート受渡
装置グローブ

ボックス-2,-3の
耐震計算書

641



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（9／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

―
応答
解析

―

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

―
応答
解析

―

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

焼結ボート受渡グローブボック
ス-4

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

搬出入口(大)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

コネクタ部(ハーメチックシールタ
イプ，挟み込み型)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

ステンレスパネル部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

搬出入口(小)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― ―

磁性流体シール(グローブボック
ス貫通部)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

メンテナンスポート

（応答解析）
―

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
―

（応力解析）
―

既工認

―

既工認 ―

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

磁性流体シール(防火シャッタ駆
動軸貫通部)

（応答解析）
―

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
―

（応力解析）
―

既工認

―

既工認 ―

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-2-5
ペレット一時保

管設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

☓ ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

備考
（左欄にて比較
した既設工認）
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（10／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-2

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-2,-3,-4の耐震

計算書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-1

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-1の耐震計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―
第1回工認,

Ⅲ-2-2-2-3-1
スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-1の耐震計算書

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-1

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-1の耐震計算書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

―

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス-2,-3,-4

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○
今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-2

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-2,-3,-4の耐震

計算書

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-2

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-2,-3,-4の耐震

計算書

今回設
工認

―

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス-1

缶体

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

備考
（左欄にて比較
した既設工認）

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-1

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-1の耐震計算書

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-2

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-2,-3,-4の耐震

計算書
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（11／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―
第1回工認,

Ⅲ-2-2-2-3-3
スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-5の耐震計算書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

○

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

―
第1回工認,

Ⅲ-2-2-2-3-3
スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-5の耐震計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-3

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-5の耐震計算書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認 ―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス-5

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

備考
（左欄にて比較
した既設工認）

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-3

スクラップ貯蔵棚
グローブボックス
-5の耐震計算書
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（12／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

搬出入口(大)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

今回設
工認

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

搬出入口(小)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

コネクタ部(ハーメチックシールタ
イプ，挟み込み型)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

磁性流体シール

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

スクラップ保管容器受渡装置
グローブボックス-1

備考
（左欄にて比較
した既設工認）
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（13／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

搬出入口(小)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

搬出入口(大)

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

磁性流体シール

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

コネクタ部(ハーメチックシールタ
イプ，挟み込み型)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

スクラップ保管容器受渡装置
グローブボックス-2

―

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-3-4

スクラップ貯蔵設
備のうちBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ―

既工認

備考
（左欄にて比較
した既設工認）
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（14／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-2
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-2,-3,-4
の耐震計算書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-2
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-2,-3,-4
の耐震計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-1
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-1の耐
震計算書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-2
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-2,-3,-4
の耐震計算書

― ― ― ―

今回設
工認

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-1
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-1の耐
震計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-1
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-1の耐
震計算書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

製品ペレット貯蔵棚
グローブボックス-1

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

製品ペレット貯蔵棚
グローブボックス-2,-3,-4

備考
（左欄にて比較
した既設工認）

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-1
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-1の耐
震計算書

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-2
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-2,-3,-4
の耐震計算書

647



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（15／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―
第1回工認,

Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

―
第1回工認,

Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認

既工認

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

―

既工認

ペレット保管容器受渡装置
グローブボックス-1

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-3
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-5の耐
震計算書

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-3
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-5の耐
震計算書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-3
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-5の耐
震計算書

製品ペレット貯蔵棚
グローブボックス-5

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

備考
（左欄にて比較
した既設工認）

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-3
製品ペレット貯
蔵棚グローブ

ボックス-5の耐
震計算書
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安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（16／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

ペレット保管容器受渡装置グ
ローブボックス-1

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

ステンレスパネル部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

搬出入口(大)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

搬出入口(小)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ―

コネクタ部(ハーメチックシールタ
イプ，挟み込み型)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

磁性流体シール

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

備考
（左欄にて比較
した既設工認）

649



安全機能を有する施設及び常設耐震重要重大事故等対処設備（17／18）　　 別紙-2-2 既設工認との手法の整理一覧表（機器・配管系の構造強度評価） MOX燃料加工施設

設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

応答
解析

各設備の固有周期に基づ
く応答加速度による評価

応答
解析

３次元はり・シェルモデル

応力
解析

―
応力
解析

―

缶体

（応答解析）
○

（応力解析）
○

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

― ― ― ―

今回設
工認

―

―
第1回工認,

Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

― ― ― ―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―
第1回工認,

Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のうちBク
ラス設備の耐震
性に関する計算

書

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

ステンレスパネル部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

支持構造物(ボルト等)

（応答解析）
○

（応力解析）
○

窓板部

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

搬出入口(大)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

コネクタ部(ハーメチックシールタ
イプ，挟み込み型)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ― ―

今回設
工認

ペレット保管容器受渡装置
グローブボックス-2

磁性流体シール

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ― 第1回工認,
Ⅲ-2-2-2-4-4
製品ペレット貯

蔵設備のBクラス
設備の耐震性に
関する計算書

☓ ― ―

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

搬出入口(小)

（応答解析）
○

（応力解析）
―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

―

既工認

○

既工認

備考
（左欄にて比較
した既設工認）
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設工認
解析
種別

内容 設工認
解析
種別

内容 設工認 内容 設工認 内容

設備名称 評価部位

解析手法
（公式等による評価、スペクトルモーダル解析、時刻歴解

析他）

減衰定数の実績

○：構造上の差異な
し

×：構造上の差異あ
り

（適用可能であること
の理由）

○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容
○：同じ
●：異なる
－：該当なし

相違内容

解析モデル 減衰定数 その他（評価条件の変更等）※１

※２
○：共通適用例あり
△：個別適用例あり

×：適用例なし

内容 参照した設備名称

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はりモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はりモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はりモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はりモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はりモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はりモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はりモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

スペクトルモーダル解析
応答
解析

３次元はりモデル

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

―
応答
解析

―

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

応答
解析

―
応答
解析

―

応力
解析

公式等による評価
応力
解析

モデル無し

※１左記の項目以外で評価条件の変更等を行ったものを示す。
※２共通適用例あり：規格・基準類等に基づきプラント共通の適用例がある手法

個別適用例あり：プラント個別に適用例が確認されたプラント個別の適用例がある手法

既工認 ―

第2回設工認
Ⅲ-2-2-4-2-1
燃料棒貯蔵棚-
1の耐震計算書

Ⅲ-2-2-4-2-2
燃料棒貯蔵棚-
2の耐震計算書

―

ガイドローラ軸

―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

一時保管ピット

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―
第2回設工認,
Ⅲ-2-2-4-1-1
一時保管ピット

の耐震性に関す
る計算書

―

燃料棒貯蔵棚-1,  -2

支持構造物
（ボルト以外）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

既工認

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―
第2回設工認,
Ⅲ-2-2-4-1-1
一時保管ピット

の耐震性に関す
る計算書

― ― ―

既工認 ―

― ― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

― ― ―

今回設
工認

今回設
工認

今回設
工認

水平：1.0％
鉛直：1.0％

今回設
工認

―

既工認
（応答解析）

○
（応力解析）

○

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

既工認 ―

（応答解析）
―

（応力解析）
〇

既工認
（応答解析）

―
（応力解析）

〇

既工認

○

既工認
水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

支持構造物
（ボルト等）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

支持構造物
（ボルト等）

（応答解析）
○

（応力解析）
○

水平：1.0％
鉛直：1.0％

―

備考
（左欄にて比較
した既設工認）

第2回設工認
Ⅲ-2-2-4-2-1
燃料棒貯蔵棚-
1の耐震計算書

Ⅲ-2-2-4-2-2
燃料棒貯蔵棚-
2の耐震計算書

第2回設工認
Ⅲ-2-2-4-2-1
燃料棒貯蔵棚-
1の耐震計算書

Ⅲ-2-2-4-2-2
燃料棒貯蔵棚-
2の耐震計算書
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